
心血管疾患のハイリ  17  19  循環器疾患  北 徹  心血菅イベント発症に関してハイリスク  ウエスト周囲後に代わりうる内臓肥満の  メタポリッウシンドロームの診断基準は  本研究凱こおいて心血管疾患のハイリ  現在メタポリックシンドローム診断のた   
スク患者スクリーニン  等生活習慣  と考えられているメタポリッウシンドロー  評価項月としてのインピーダンス法の有  2005年に作成されたが、今回はメタポ  スク患者のスケノーニングのため、生活  めの必須項目の内臓肥満の甚平価には   
グのための新たな診  病対策総合  ムに関して、その発症予測、病態解析、  用性を世界に先駆けて証明したことは、  リックシンドロームに関する疫学調査を  習慣病リスクシミュレーションプログラム  ウエスト周囲径の測定が用いられてい   
断システムの構築とそ  研究  診断基準に関する検討及び治療介入に  極めて意義が大きく、今後のメタポリッ  含め、その病態に関する様々な解析を  を開発した。本リスクシミュレーション  るが、樺々な問題点が指摘されている。   
の臨床応用  関する研究を行った。メタポリックシンド  ウシンドローム診療に大きく工献すると  本研究班において行った。従って、診断  ま、メタポリッウシンドロームの予防及び  ウエスト周囲径に代わりうる内臓肥満の  

ロームは平成20年4月からの特定せ診  考えられる。本研究班において心血管  基準が改訂された場合にはその基礎資  生活指導のため役立てることが可能と  評価項月としてのインピーダンス法の有  
24  64  30  2  138  69  2  0  0                                                                                         こおいて重点的な予防の対象となって  疾患のハイリスク患者のスクリーニング  料として活用されると考えられる。また、  考えられ、平成20年4月から開始される  用性を世界に先駆けて証明したことは、       おり 

、メタポリッウシンドローム患者に対  のため開発された生活習慣病リスクシ  メタポリッウシンドロームに対する介入  特定健診における保健指導においても  極めて意義が大きく、今後のメタポリッ  
する標準指導法を確立し、内臓肥満の  ミュレーションプログラムは、メタポリック  方法は平成20年4月から開始される特  活用することが可能である。   ウシンドローム診凱こ大きくT献すると  
評価法としてウエスト周囲径に代わる評  考えられる。   
価法としてのインピーダンス法の有効性  
を確立したことは大きな意義がある。   

ける保健指導での活用が期待される。   

特定保健指導のアウ  保健指導のクオリティマネジメントに閤  
トソーシング先に閲す  等生活習慣  よって、特定保健指軋こついてアウト  するシンポジウム（「保健指導の要の評  
るクオリティ評価ガイ  病対策総合  ソーシングに先立ち委託元が委託先の  価ガイド」に関する報告会）を平成20年3  

ドの開発   研究   貫を評価する手順および内容が具体化  月川日に開催した。   

された。  

在宅重度醜害者に対  17  19  騰享保健福  川村 佐和子  看護学および介護竿の視点では、連携  成果である連携支操モデルは、在宅圭  保健医慮個祉の包括的なケアニーズを  ○障害者自立支経法の重度眈害者層  ○第12回日本難病看ま学会（平成19年   
する効果的な支緩の  祉総合研究  支緩のモデルを捷示するという課題に  度隋層者のケアニーズの調査を前提と  もつ在宅重度障害者に対して、まず、関  包括支捜サービスにおけるケアミックス  8月25日：書森県立保健大学）との共催   
在り方に関する研究  斬新性がある。また、成果である連携  して、現状のニーズに即したものを作成  係職種が効果的に連携し、それぞれの  をより有効に活用していくための支援体  こより、「安心と安全一在宅障害者とと  

支援モデルおよび障書の軽減・予防の  した。すでに、有用性については確認し  責務のもとケア提供するための支援モ  制蓉傭に寄与できる。○重度障害者琶  もに創るチームのかたち－」と度した公  
看護プログラムには、検証のための調  ており、在宅重度障害者の療養生活を  デルを開発した。更に、在宅重度障害  包括支援サービス等をより効果的に行  開シンポジウムを開催し、研究成果を発  

2  0  31  0  23  l  0  0  l                                                                      壬も実施しており、有効性が確認されて  安全で効果的なものとするために活用  者のうち、遷延性意識障字音に対して  なうために ケアミックスに必要なプログ  表した。○遷延性意識庫害者に対する  

いる。更に、取組に利用者が対等に参  可能である∴更に、支援モデルの有効  は、障害の軽濾及び層化予防のための  ラム、モデル、ツールの提示及び研修  看まプログラム開発の取り組みについ  
加していることで、ケア提供者側のみで  な活用のために、現状におけるケア提  先駆的な実践・成果に基づく看護プログ  等を通しての普及に寄与する。   ては、2008年1月15日・16日に「読売薪  
なく、ケアの受け手である障害者本人か  聞夕刊：あんしん社会保旛障害者ケア  
らの推敲も加えた点に意象がある。   点前線」で取り上げられ、紹介された。   

新たな障害程度区分  17  19  障害保健福  高橋 技士  障害程度区分について統合的な手法は  統一的な醸害程度区分を基礎に具体的  憺害者自立支援法のなかで介護給付  本研究の成果は市町村に提供され、醜  開発された障害程度区分は制度として   
の開発と評価等に闇  祉総合研究  未開発であった。介ま給付の必要度と  なサービス支給iの決定が行われる静  等の個別給付の国の補助金の配分の  害極点区分の適切な運営を促進するた  導入されたため、各方面から関心をあ   
する研究  いう観点からお障害程度区分の手法の  ぴ、また、批判を受けた   0    0  0  0  0  0    0  

開発は新しい試みであった。   について客観的な根拠を与えることが  
できた。   

頼神障害者の二次的  17  19  障害保健福  山田 光彦  精神障害者の二次的障害としての窒息  精神障害者の二次的障害としての窒息  精神障害者の二次的障害としての窒息  精神醜害者の二次的眈害としての窒息  精神障害者の二次的障害としての窒息   
障害としての窒息事  祉総合研究  事故および誤l蕪性肺炎の予防法の開  事故および誤感性肺炎の予防法の開  事故および誤哺性肺炎の予防法の開  事故および誤無性肺炎の予防法の開  事故および誤哺性肺炎の予防法の開   
故および誤l素性肺炎  発は未だ手つかずの研究課題である。  発は未だ手つかずの研究課題である。  発は未だ手つかずの研究課題である。  発は未だ手つかずの研究課題である。  発は未だ手つかずの研究課題である。   
の予防とQO」の向上  3  l  3  0  6  2  0  0  4                                         本研究により、精神障害の特性を踏ま  本研究により、精神障害の特性を踏ま  本研究により、精神障害の特性を踏ま  本研究により、精神障害の特性を踏ま  本研究により、精神障害の特性を踏ま   
に関する研究  えた効果的なリスク評価法と支援法を  えた効果的なリスク評価法と支援法を  えた効果的なリスク評価法と支援法を  えた効果的なリスク評価法と支援法を  えた効果的なリスク評価法と支援法を  

開発するための重要な知見を得ること  開発するための圭要な知見を得ること  開発するための主要な知見を得ること  開発するための重要な知見を得ること  開発するための重要な知見を得ること  
ができた。   ができた。   ができた。   ができた。   ができた。   

脊髄損傷者の生活習  17  19  叶害保健相  樋口 幸治  脊髄損傷者の生活習慣病および二次  脊髄躊傷竜におけるメタポリック症候群  脊髄積儒者の生活習慣病や二次陣専  メタポリック症候群予防のための保健指  
慣病・二次的障害予  祉総合研究  障害の実態および現状を把握し、食事  の診断基凛は、健♯者の基準をそのま  予防のための適切な連動処方・生活指  ヰ導入に際して、障害者を対象とする   
防のための適切な運  や運動など生活スタイルにも問題が多  ま適応できないことが明らかであった。  執こ関する検査やトレーニングの実施  健診体制の見直しや行政的指導の導   

動処方・生活指導に  いことが明らかとなった。また、従乗用  また、Il書レベルや受信経過年数を考  および栄養学側面から検討を行い、そ  入に役立ち得ると考えられ、その整備   
関する研究  いられている「日本人の食事摂敬墓礫」  慮した診断基準作成の基礎的な資料を  れらを改善し、健康的な生活を営むた  により、生活習慣病等の二次障害の軽  

を活用した栄養計画は脊髄損傷者には  得た。そこから、腹囲80cm（ベット上臥  めに、下曹己の運動処方の項目を提案す  減、予防や早期治療が可能になり、脊  
適用が困難で、安諭時代謝iや活動i  位）とメタポリック症候群の因子との関  る。（1）運動時問および頻度：週1回以  観損傷者に係る医療黄の削組こも繋が  0  0  0  0  4  0  0  0  0  

による補正を行う必要がある。脊髄‡l  
儒者の生活習慣病の予防・治療には、  
定期的な運動と適正な評㈲こ基づいた  
食事および健診体制の整備、運動を含  
む適切な生活環境整備が主要であるこ  他動的自転車道動）   

とが示唆された。   

精神障害者の正しい  17  19  障害保健福  保崎 秀夫  普及啓発を組織的・戦l略的に進めるた  地方自治体や精神保健福祉関係団体  普及啓発資材作成に当たってはデザイ  社団法人日本精神保健福祉連盟と財   
理解を図る取り組み  祉総合研究  めにメディアとの連携を促進するには、  の普及啓発担当者に向けた、「精神保  ン等の書門家を活用することが有効で  団法人日本躊名書リハビリテーション協   

の組織的姓進に閲す  メディアカンファランスの定期開催、中  健医療欄祉の普及啓発を組織的・戦略  あり、自治体共同での資材の研究や開  会の共催によって、r糟♯隷書者の正し   

る研究  立的立場からメディアに情報提供する  的に推進するためのガイドライン」を作  発も効果的であるとの提言がなされた。  い理解を図る取り組みの組織的推進に  
取り組み、メディア従事者のニーズ韻童  成した。また、教育関係者や保護者に  また、精神障害者の芸術活動支援につ  関する研究報告会」を平成20年2月5  
が必要であるという提言がなされた。ま  向けた、「教育現場でのメンタルヘルス  いて自治体が把握する什朝は乏しく、  日∴東京八重洲ホールにて開催した。  
た、ライフステージに応じた精神保健教  0  0  0  0  n  0  0  0  l                                                                                    教育・啓発に関するマニュアル」を作成  情報伝達や偏屑の方法の改善が必要  本報告会は2部≠成で実施された。第  
育資材の開発という点では、中年期以  した。更に、まずメディア向けの啓発資  であるという提青もなされた。「全国ここ  一部では3年間の研究成果の概婁を市  
降のメンタルヘルス上の課題に対処す  料として、「精神保健福祉ガイドブックー  ろの美術層」のような全国規模の精神  民向けの平易な内容で報告した。また、  
るために、健康教育、サービスシステム  当事者の積極的参加に向けたマスメ  障害者を対tとした展覧会の開催を検  第二部では、精神疾患及び精神陣専に  
d周知等が重要であることが明らかと  ディアによる支援のために－」を作成し  関する一般市民向けの昔及啓発活動を  
なった。  た。   実際に試みた。  



高齢者と障害者のケ  18  19  障害保健福  岡田 進一  高齢者および障害者ケアの統合化ある  ケアの統合化においては、障害者特性  ケアの統合化においては、障害者特性  ケアマネジメントの共通領虻として統合  日本社会福祉士会等からの問い合わ   
アの統合化と効率性  手止総合研究  いはケアマネジメントの統合化について  を配慮しながら行われなければならな  を配慮しながら行われなければならな  化していくことが望ましい。そのことによ  せがあり、報告書を送付した。   
に関する政策研究  の学術的な議論は、これまであまり行  いが∴菅在的な可能性として、現在の介  いが、潜在的な可能性として、現在の介  り、研修教育コストにおけるスターティン  

われてこなかった。しかし、障害者の蕎  譜支援書門■の再教育の徹底を図り、  護支援書門■の再教育の敵底を図り、  グ・コストの節約ができ、また、体系的で  
齢化が生じ、ケアの連続性が必要となっ  障害者福祉論、社会資源論、地域ケア  障害者福祉論、社会資源論、地域ケア  効率的な教育研修を行うことができると  
てきている。特に、我が国においては、  諭、相談援助論、エンパワメント論など  論、相互炎援助論、エンパワメント論など  考えられる。省内関係部局の調整が可  
障害者の高齢化が進みつつあり、早急  の科目の充実を画れば、高齢者およぴ  の科目の充実を図れば、t齢看およぴ  能となれば、本研究の成果は、行枚的  0  0  0  0  6  0  0  0  0  
こ対応していく必要性があると考えられ  精神躊害者のケアマネジメントにおける  精神障害者のケアマネジメントにおける  な観点からも意畦深いものと考えられ  
る。国際的にも、★齢者および障害者ケ  
アおよぴケアマネジメントの共通点およ  また、本研究に基づいて、ゲイアドライ  

び相違点を明らかにしていくことが求め  ンの作成は可能である。   

られており、本研究の学術的な研究意  
義は高いと考えられる。   

「生活機能」低下者の  田  †9  障享保健福  仲村 英－  ・様々な「生活権籠低下看」（全年齢の  イ中核的評価指標」により個別の生活  ・様々な「生活機能低下看」（全年齢の  ・【CFに関して平成18年7月に厚生労働  厚生労働科学障害保健福祉総合研究   

保健福祉施倭におけ  祉総合研究  各種障害者、要介護者、難病患者、等）  機能低下看について、チーム聞及び施  各種障害者、要介護者、難病患者、等）  省社会保障書議会統計分科会生活機  粗進事業研究成果発表会（平成柑年3   
る国際生活機能分類  に共通する「中核（コア）的評価緒攫Jを  設・サービス機関間の遵撲に活用が可  に共通する「中核的評価指榛」及び「拡  能分類書門委■会が発足し、これまで  月17日）として「冒生活機能』向上をめざ   
（ICF）の活用に閲す  国際生活機能分類（tCF）に立って開発  態となる。これが保健・医僚・福祉の  大中核的評価指標」を国際生活機能分  の研究成果を事務局に提出し、第1回  して －ICFの保健・医療・介護・福祉・   

る研究  することを目的に研究を行った結果、  臨床現場や行放で活用されることを通じ  穎（ICF）に立って開発した。・本研究班  委員会（平成18年7月26日）にてtCFの  行政での活用－」を開催した。その他、  
「活動」「参加」の中核部分による「中核  て次のような【CF】璽念が普及・推進され  の「活動」と「参加」の評価点（菓）は厚  基本的考え方の説明資料等となった。・  医療▲介護・福祉・行政等の各種専門家  
的評価指標」と、より詳細な評価が必要  る。1）疾患から生活機能への視点の拡  労雀社会保障審議会統計分科会生活  WHO一円C年次会議での【CFに関する  向けの喜暮濱や研修会・一般市民向け喜薫  
0  3  3  0  6  19  0  5  20                                                                                                       な場合に用いる丁拡大中核的評価絹  充、2）保健、医療、介護、福祉等の分  機能分類専門委■会での、わが国の評  わが国の意見の基礎資料となった。・W  濱等にて、研究成果内容にもとづしヽた  

棟」との2種を作成した。これにより様々  野間・分野内の当事者中心の連携、3）  価点策定の資料となった。■環境因子の  HOでのICF－CYの採択にあたり、我  啓発を行っている。  
な分野での生活機能に関するデータ集  年齢・障害・疾患等の種別を超えた普遍  評価点（稟）を作成した。・tCF－CY翻  が国の意見（藁）を作製し、統計情報部t  
積及び比較が可能となる。・我が国で公  的な視点。・rCF－CY（児童版仮名  訳（菓）を作成し、ニれはわが国の日本  CD重からWHOに提出の意見の基礎  
的に策定された「活動J「参加」の評価点  称）の翻訳茶を作成し、更に使用上の  語訳の基礎資料として検討される予定  資料となった。その他ICF－CY活用法  
の整合性が、文化的に異なるコスタリカ  等についての他省庁等との検討資料等  
でも確認された。   し、正しい活用と普及に益する。   を作成した。   

障害者自立支援法を  19  19  障害保健福  畑下 博世  障害者自立支援法施行後、入院医療中  分担研究「精神科病院へ入院した患者  全休総括より、精神保せ福祉活動に保  本研究に関連してうつ・自殺予防への   

踏言えた精神保健福  祉総合研究  心から地域生活中心へ移行するため  の自殺予防に関する地域ニース1こついて  健所や精神保健福祉センターが取り組  行政の取組みの里芋惟について京都   
祉センター、保健所の  に、保健所の精神保健福祉活動の現状  むための問題点や課題、いくつかの取  

役割と機能強化につ  について市町村支援の現状も含め検証  リ組み方法が提示できた。これらの行政  

いての精神保健福祉  を行った。さらにこの検証から、現状の  活動の指針となる。   

施策研究  問題点や今後の課題について明らかに  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

した。中でも特にうつ・自殺に焦点をあ  
て、第一次予防？重症化予防、自死遺族  
支援に向け保健所と精神保欄欄祉セン  
ターがそれぞれ取組むべき役割や課題  
についても提示した。   

正常眼圧坪内陣に対  匂  19  感覚器障害  谷原 芳情  簡便かつ高効率に（正常眼圧棟内醜を  画像解析法を改良し、視神経乳頭に対  国際的議論とも合致できる日本におけ  我々の研究データからは、新規に開発  正♯眼圧緑内障への知識を啓蒙するた   
する早期発見のスク  研究  含む）緑内障を検出するための非戦  するHRT画像から日本人正♯眼におけ  る緑内障の視神経乳頭判定ガイドライ  された眼底画像解析法や機能検壬を趨  めに、全国各地で市民公開講座を開催   
リーニングシステム積  匿、非降職、非医師による検診スタディ  る視神経乳頭パラメータの平均、正♯  ンを作成して、緑内障診療ガイドライン  み合わせることで、さらに高精度なスク  し、市民からの棟内凱こ関する質問や   
築と最適化された診  （小松スタディ）を、石川れ小松市におい  価を求めて．視神軽乳廟パラメータと性  の改訂版（第二版）に曹己粧した。これに  リーニングを一次健診として活用できる  疑問に回答をおこなった。また、この市   

療指壷十の確立に閲す  て完遂した。二次検診の結果、5，1％が碍  別、年齢、乳頭サイズが有意に闇連し  よって、坪内障、矧こ眼圧範囲が正繋  ことが明確に示されており、今後の健診  民公開護良については、地元の新聞や   

る研究  内陣で、その中で43％が正♯眼圧棟内  ていることを示した。さらに、新規開発中  であるために眼底検査で同定すべき正  業務の中に、客観的な眼底（視軸軽）摸  雑誌にもとりあげられた。  
障と診断された。この結果は多治見市  の立体眼底カメラの画像解析用に作成  ≠娘圧緑内障を正確かつ客観的に標  壬項目を含めることが、棟内陣発見に  
における疫学調査の緑内障有病率とほ  0  66    0  40  34  0    3  

ぼ同程度であった。正♯眼圧緑内障の  があきらかとなった。また、正♯眼圧球  

薬物治軌こつながる基礎研究として  内旛の高い有病率は日本全国共通の 現象であることが実証され 
は、選択的ROCK阻害薬や一部のb8ta  、主要な社会  
遮断薬、プロスタグランジン間違薬など  的問題であることがわかった。   

の潜在的な神綬保護効果が、眼圧下降  
効果に加えて示唆された。   

マルチメディアを活用  
した視覚障害者用教  研究   聴覚、触覚のいずれをも条件に応じて  
育訓練支援システム  自由に選択できることが理想であるが、  

の研究開発   PCをベースにしたDAISY規格の電子図  
書の応用によってほほそれに近い環境  
が作れることが、明らかにされた。同時  
に、それが実用になるためには、DAISY  

2  0  

コンテンツ製作と流通の態勢、再生ツー  
ル、ツール模作訓練、そして教育・訓練  
の壌でそれを受け入れる環境作りが必  
須であることも明らかにされた。   
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日本各地の手話言語  17  19  感覚器障害  福田 友美子  本研究で得られた京都と東京2地域の  本研究で得られた京都と東京2地域の  平成19年2月24日に．全国手話研修セ   

に関するデータベース  研究  手話言語の違いや世代の違いについて  ンターコミュニティ嵯峨野（京都市）で．  

の作成  の知見や東京地域での研究で作製し  「高齢ろう者の手話言語に闇する研究」  
たデータベースは．研究で収兼した手話  をテーマに．シンポジウムを行った．地  

言語サンプルのDVD一己録は手話通訳  域の手話官話にかかわる職種にいる  
やろう学校数師を目指している人々が．  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

手話学習を行うの際．教材として役たつ  中心に150名のご参加をいただき．実施  

と思われるこれらの資料について．関  している研究に対して★い関心が寄せ  
連の機関と相談して．一般に公開するこ  られていることを確認した   
とを検討したい ついて．公開することを検討したい  

医療機関における鹿  18  19  感覚器醜書  書積 英幸  医療者からの会話を患者・受診者に手  本システムのプロトタイプが昭和大学病  本システムを応用することで、医療現場  NHK教育テレビ「ろうを生きる難聴を生   

寛障害者向け翻訳シ  研究  詫と文字とで表示することが可能とな  のみならず、公共機儲での聴覚障害者  
ステム  リ、問診の正確性が向上するとともに医  0  0  3  0  2  0  0  0  0  

療の質の向上にも寄与すると考えられ  考えられる。   （参加者113人）。   

た。   

新型インフルエンザヘ  17  19  新興・再興  田代 眞人  世界各国のH5Nlウイルスの性状を詳  鳥と人の全H5Nlウイルスを検出する  本研究の成果は、すべて国の新型イン  2004年ベトナム分離抹に基づき、リ  H5Nl型不活化全粒子ワクチンの中和   

の事前準備と大流行  感染症研究  細に比較検討し、■ウイルスのヒト型へ  RT－PCRプライマーを設計し、WHO楔  フルエンザ対策行動計画（H17）、新型イ  バースジュテイクスを用いて弱壬ウクチ  抗体誘導儲は低いが、マウスでは感染   
発生時の緊急対応計  の変身雲居として、HAレセプター認識  法として公表した。簡易迅速診断キット  ンフルエンザ対策ガイドラインの策定・  ン製造候補ウイルスを作出した。アルミ  防御効果を付与でき、この因子は血清   

画に関する研究  部位の変異とRNAポリメラーゼ変異に  しAMP法を開発し国内で市販された。  改訂（H19）に提供された．また、感染症  アジエバント添加全粒子不活化ワクチン  抗体であった。また、TLR3を標的とした  
よる低温増殖性を示した。流行ウイルス  H5Nl感染症例、予想される新型インフ  法、検疫法の改正（H20）の議論にも活  を作製し、非臨床試験、第1相臨床試験  2重鎮RNA添加軽まワクチンを開発し．  
の遺伝子の解析から、H5Nl型はヒト型  ルエンザの症例定義、診断捜査方針を  用された。更に、WHOによる多くの勧  を行った精巣、免疫原性、安全性には  マウスとサル実験で高い有効性およぴ  
へ近づいていることを示した。またクロ  検討し、ガイドラインとしてまとめた。200  告、ガイドラインの策定に応用された。  問題はなく、ウイルス抗原の節約が可  異なる亜型間での交叉免疫誘導を確認  
／くエとネコについて、捕食と飛翔行動か  1年以来の荒行ウイルスの薬剤感受惟  6  92  34  3  73  20  0  0  0                                                                                                          能であった。第2＋3相試験を実施し、  した。組織培養ワクチン開発を進め、  

らクロバエ類がウイルス拡散に果す役  と遺伝子変異を調べ、現時点での耐性  製造承認を申請した。この成果はWHO  MDCK細胞高増殖性のNA欠嬢  
割と、ネコ体内では効率よくH5Nlウイル  ウイルスは1％未満であったが、治療後  会議でも高く評価され、他国でも同方式  A／VietNam／1194／2004操を作出した。  

スが増殖してウイルス感染伝播に関与  こ剤耐性が出現する可能性を示唆し  ＝よる新型ワクチン開発を進めている。  弱キ化と蔦増殖性を兼ね備えた次せ代  

する可能性を示した。   た。H5Nlウイルスに対しては、治療に  さらに2005年インドネシア分離株由来の  
はタミフル通♯iの2倍iで8日以上授  備蓄用ワクチン（1千万人分）の製造に  
与する必要を示唆した。  応用した。   

アジアで流行している  17  19  新興・再興  渡凄∴治雄  コレラ菌、腸炎ビブリオの菌株間のゲノ  バングラデシュにおけるコレラ患者便の  アジア各国間で共通の“物差し’’として  開発した手法（PFGE法）が実際の疫学  この3年間に、アジアおよび米国を含む   

感染症の我が国への  感染症研究  ムの多様性を解明し、新興抹が出現す  中には「生きているが培養できない二  使える病原体（コレラ菌、テングウィル  調査に利用され、広域の集臨事例の解  14力盈からの研究者が感染研（2005   

侵入監視の強化に関  る場合に、遺伝子の変異および新規遺  vIabLebutnotculturabEe（VCN）」衝が存  ス）の遺伝子の多様性を津別する方法  明に貢献した」璽を超えた腸管出血性  年）、中国CDC（2006年）．およびインド   

する研究  伝子の挿入があることを見いだした。そ  在し、臨床例の半！酎こも当たることが分  のマニュアルを作製したく，遺伝子の多様  大腸菌0157の事例（日本と米国の辛  NICED（2007年）の研究所に生まり、研  
の変化を迅速に検出する系を開発し、  かった。知られている病原体に俺患して  性のデータベース化及びその共有化の  例）、あるいは赤痢発生事例（日本一米  究成果の発表会、及び国際シンポジウ  
流行調査に利用できることを明らかにし  いる患者の臨床検体を用いても、実際  ｛T、り‾丁・I＋ノ√L   阻一アジア）において、各国間の病原体  ムを開催した。  
た。デングウイルスの遺伝子変異にも地  に人口培地で増殖できる状態の欝は予  （http′ノ′′lVWWnih慮0」pんirトNVL′Dengu  の連関を明らかにし、その共通の汚染  28  44  15  19    4  0  0  0  

域性があり、それが発生地域の推定に  想以上に少ないのかもしれない。今後  eNet㌔2（、WebノTo押ageArboNethtm）を  原因の解明さらにその汚染食材の廃棄  
利用できることを明らかにした。マラリア  処分に結びつけられた。   

のクロロキン耐性遺伝子の変異部分に  
おいても地域性が見られることを明らか  
にした。   

高病原性鳥インフル  17  19  新興・再興  工藤 宏一郎  少ない症例数ではあるが他の症例と  ベトナムハノイでのH5Nl感染症例の臨  H5Nl新型インフルエンザに対応する  研修プログラムは、平成19年度厚生労  

エンザの疫学臨床研  感染症研究  プールすることにより、OS一∋kamivirによ  床的特徴をまとめ検討した。OSeltanⅥVir  ガイドラインを作成したu二れは、国内医  働省一類感染症等予防・診断・治療研  
ウ■b  る死亡抑制効果が重症度や施設間差を  の効果について、検討可能な資料を捏  療機関のの臨床的対応へのモデルとな  修に利用された。夏た、第Z回輸入懲染  

調整しても統計的に有意である可能性  症講習会（厚生労働省健康局轄核感染  
を示した。気遣上皮系株化細胞を用い  症課後援）に利用された。これらは、匹  
て、レクチン染色およぴレクチン定i系  の感染症予防指針にある「盟は感染症  
を機業した。また、同細胞の糖転移酵兼  指定医僚機閤の医師などの感染症に  9  3  0      0  0  0  

の転写開始点の相違、サイトカイン等の  関する知識の向上のため、感染症に関  
刺激での発現パターンなどを解析した。  する講習会を行うとともに、感染症に開  
園内大学、懲染症関連学会では行われ  する研修のため、海外にこれらの者を  
ていないt病原性鳥インフルエンザや  派遣するといった取組を行っていく必要  
熱帯惣染痘をテーマにした新規研修プ  がある」の趣旨に合致する。   
ログラムを開発した。   

アジア地域との研究  17  19  新興・再興  岡田 全司  1ヰ国でも日本と全く同じVNTRで遺伝  1多剤耐性結核患者の入院個室管理  1．スーパー・スプレツター多剤耐性結核  1．多剤耐性結核患者の入院には個圭へ  1．平成柑年5月3031日 晰日新蘭「結   
ネットワークの活用に  整染症研究  子バターンが同じスーパー・スプレツ  が重要であることを明らかにした。2 日  菌の発見は厚生行政の多剤耐性結核  の入院が重要である厚生行政に我々の  核新ワクチン開発BCG超える有効性   

よる多割前†生結核の  ダー多剤耐性結核菌（SS－MDR）を発  本では超薬剤耐性結核が多剤耐性結  愚者の個圭化のガイドラインに反映させ  研究が大きく寄与した。2．平成20年度よ  （高齢者用に期待）」2．平成柑年4月19   

制御に関する研究  見。2．中国では日本と比較し、S柚耐性  棲の50％近くと非♯に多いことを明らか  た。2，ヱ004年困HOSTOPTBVaccine  リ籍核患者の個室入院の治療（診療点  日 日本経済新聞「薪ワクチンで結核  
遺伝子、∈B耐性遺伝子、OFLズ耐性遺  こした。3．新しいワクチンは結核予防  Mee心ngにおいてM8mberとして、新しい  数）改善に寄与。   撃退」3．平成18年7月14日 朝日新W  
伝子変異が多い多剤耐性結核菌である  のみでなく治療効果も強いことをヒトの  結核ワクチンおよび新しい結核特異的  「遺伝子治療効果的に注入J4平成柑  
ことを発見。3．HVJ／HSP65DNA◆ルー  結核モデルに最も近いサルで明らかに  診断法（QFT）のせ界各国での取り組み  0  7  ZO  13  54  】4  2  2  0                                                                                               年7月25日 N8血0∩ 9月号「成人の  

12DNAワクチンは超薬剤耐性結核にも  の推進の提言を共同でWHOに対して  結核に効くDNAウクテン」5平成18年10  

一■三．＝宇．   行った。3．チェンライのフィールドは、轄  月23日日経バイオテクオンライン6平  
核対策のオペレーショナル・リサーチの  成18年11月6日日経バイオテク誌  
事例として、WHOのHⅣ合併結核のガイ  「新しい結核ワクチン」   
ドラインに貢献し、結核研究所での国際  
研修に活用されている。  
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効果的な結核対策  17  19  新興・再興  石川 信克  本研究は新患染定法下及び低まん延  本研究の基本は、行政研究であるが、  「接触者健診の手引き（阿彦・石川担  本研究の基本は、行政研究で、各分野  本研究の一環で行われた結核のしおり   
（定期健診や8CGに  感染虔研究  時代を迎えるに際し、習および地方自  臨床的な側面ではノ接触者健診の手  当ノ∴「「結核診療ガイドフック（伊藤娃  で、直接・間接行孜へのT献がされた。  作りは、路上生活体験轄椋鳥者による   
関する費用対効果分  治体が取り組むべき結核対策の具体的  引き（阿彦・石川担当）」およぴ、「結核  当）」、「自治体結核対策外部評価方法  接触者健診の手引きは、国の方針とし  パンフレットで、結核病学会でも発表さ   
析等）に関する研究  方策を示す行孜的研究である。多岐に  診府ガイドブック（伊藤担当）」、「国際結  （吉山担当）」が作成された。   て推薦されている【，入退院基準の作成  れ、当事者参加による対策のあり方を  

わたる課題のそれぞれで成果を上げ  をはじめとして感染症法下の様々な法  
た。患者発見では、最も効果的な接触  令作りの中で生かされた。国の感染症  
者健診のあり方を確立、医療提供で  サーベイランス体制の確立の中で、結  

は、これからの医療の壌、質の確保の  後発生動向に関する情報に関するシス  18  2      35  0  0  3  2  
芸嚢論をした。発生動向調査では、感染  テム構築に千献した。自治体の対策評  
症サーベイランスシステムの結核部分  価のあり方の開発は、今後の蔓草な課  
を作成、対策評価では諸方策の対費用  怪である。都市結核の研究は大阪市の  
効果分析、自治体対手許価の開発．対  保健政策の中で実施され、市の政策の  
策体制作りでは欧米諸国との制度比較  方向付けに↑献した。   
分析を実施、都市の対策では民間との  
連携等の意義を提示した。   

有用な結核対策（BC  17  1g  新興・再興  坂谷 光則  1結核懲染ハイリスク兼団・デイン  川、児結核では2歳以上でQFT診l折有  1小児結核では2歳末篇の場合、ツベ  18CG接種と費用対効果。大阪府下10  しt近新聞をにぎわすことが多い学校   

G及び結核感染特異  感染症研究  ジャークループにおいて、結核燈染特  用。特に6才以上の小児で有用で、治療  ルケノン反応陽性でもOu∂ntげeron（QFT）  市のツ反・6CG接種は、半日出動か1日  や手管塾での給櫻♯団感染事例にお   
的診断に関する費用  異性等、より費用対効果OFTの方がツ  適応決定可能。小児箱根ではアネル  診断陰性のことがあることを先見したマ  出勤体制かで、BCG接種1件あたりの  いて、QFT診斬により結核感染が高い   
対効果分析等）に閤  反よりも優れている。結核性肋膜炎に  ギー症例でツ反陽性例でもQFT陰性。  小児では2歳以上でOFT診l折を行うベ  費用は大差なし。実施体制の効率化に  人を特異的に早】削こ発見できるように   
する研究  おいてQFT診断は費用対効果UP。結核  QFTの限界を示した。乳幼児の潜在性  きであるっガイドラインを作製予定。2デ  より費用を節減しうる。2．（A）結核発症  なった。これらの人にINH予防投与を行  

性腹膜炎、心膜炎診断にも有用。  感染例ではQFTの感度が低し＼可能性。  インジャーグループ（医療閣係者等）の  ハイリスク集団〔結核患者接触者、零Ⅶ  う施策が昔及しつつあり、厚生行較にイ  
28CGは医療従事者で接種群と非接種  棲触者健診で感染リスクの高いQFT積  結核感染スクリーニングにツベルクリン  企＃従♯■、老人ホーム、緒凄疾患医  ンパクト。  0  4  3    5¢  9  0  0  0  
詳で現時点（5年後）で差はない。3BCG  性例は、削H予防投与を基準化。2結核  反応に代わりQFTを行うガイドラインを  愈従事者等〕及び（B）デインジャーク  
の費用対効果1人あたりの患者発生  感染ハイリスク♯団・デインジャーグ  国立病院機構呼吸器ネットワークで計  ループ〔発病すると他に影響（教職■、  
予防貞用はZ．700万円と推定。   ループにおけるQFT診断の結集、費用  医療関係者）〕の結核対策（選択的な定  

対効果はQ「rの方がツ反より俵れてい  期健診）を行う往生行扱が主要であるこ  
る。   とを明らかにした。   

生物テロに使用され  山  19  新興・再興  佐多 散大郎  生物テロの際の緊急時に対応可能な迅  ウイルスのスケノーニンゲ法は対象病  臨床診断・検査等の対応支援ホーム  臨床診断t検査等の対応支操ホーム  2005年の日本法医学会および日本皮   
る可能性の高い細  感染症研究  速実験圭診断法として、ウイルスのスウ  原体を選択することでl温床診断への応  ページを3000名の1CDに公開し評価を  ページを限定公開した。自治体支援とし  虜科学金縁会シンポジウム、2006年新   
箇・ウイルス等による  リーニング法のほか、天然痘、ニパウイ  用が可能である。   得た。自治体支援として生物テロ対策  て生物テロ対策の評価ツールを開発し  興再興感染症研究成果発表会、2006   
感染症の蔓延防止、  ルス、C山rn－∋t“、種々のリケッチヤ、  の評価ツールを開発した。SOARSを用  た。天然痘対応指針の改定をめざして  年と2007年東京都危機管理喜一管会で   

予防、診断＼治療に関  Cryptosporldumparvumや  いたシミュレーション疫学モデルを用い  検討を進めた。「感染症対策の机上濱  研究班の成果を発表し、ZOO6年日本感   

する研究  Acanthamoebas抑．、ベスト菌と耐性  た「感染症対策の机上演習マニュアル」  染症年会でシンポジウムを開催した。   

菌、事業、炎症菌、野兎病菌、ま症・類  を作製した。   9  52  0  0  28  18  4  0  0  

ま痕菌の遺伝子や抗原・抗体の検出法  
を開発した。臨床診断・検査等の対応支  
援ホームページはほぼ完成した。コン  
ピューターシミュレーションによる被害予  
測おはび対応評価法が完成し、実際に  
応用した。  

病原微生物の取扱に  山  19  新興・再興  杉山 和良  バイオセーフティ及びバイオセキュリティ  臨床医学上の成果はないが、バイオ  国立感染症研究所の病原体等安全管  感染症法の改正に伴い、感染症対策と  岩手日報、山梨日日二2006．07。24ご「病   
おけるバイオセーフ  感染症研究  ま新しい実践的学問であり、国内にお  セーフティおよぴバイオセキュリティは検  理規程、病原体輸送の取扱い要領、暴  して主要な位置づけにある診断用のl藩  原体の管理体制強化」感染事嶺やテ   
ティの強化及びバイオ  いて半間形態が未だ確立していない。  壬・診断施設における日★的活動の－  露事故マニュアルなどの作成に協力し、  床検体や、詳細診断のための病原体の  ロを防止へ公開シンポジウム 

セキュリティシステム  本研究班はその基礎を築く為に必要な  部であり、現場に必要な安全管理の方  これは同所のウェブサイトで公開、提供  輸送にも混乱が見られた。二れに対し  20061し24．0071019－20：バイオセー   

の櫓更に関する研究  最新情報の収集などを初年度に実施  法論、アルゴリズム、ツールなどの作成  されている。WH（〕発行の感染性物質の  て、追加課題として取組み、早期の是正  プチイ国際シンポジウム．バイオリスク管  
し、指針、マニュアル等の基本的文書を  を行った。研修、教育のプログラムが草  輸送に関するガイダンス、実験施設バ  に必要な用闇を提供した。施設の認可  理に朋する園辟シンポジウム及び′くイ  
作成すると共に、バイオセーフティ技術  裏技階であるが、引き続き完成に向け  イオセキュリティガイダンスを完訳し、広  などに必要な、リスク評価の支援ツール  オリスク評価と輸送に関するワーク  
の基礎的検討として消毛や白い粉の取  た作♯を総統している。ツール（ソフトウ  く提供している。以上は、参考資料とし  の作成などを行った。ウェブ上での提供  ショップ  0  8  柑  6  8  12  0  2  1b  

扱いを行い、リスク評価の論】重や方法  
諭といったバイオリスク管理竿の基礎的  
知富枝体系の確立に寄与した。国際基準  
や国際輸送の枠組み確立の中で、本領  
域における各用語の定義の確定、リス  
ク管理法のコンセンサス形成へ直接T  
献している。   

インフルエンザをはじ  q  19  新興・再典  簾田 良夫  ①異なる調査で有効性を検出（RR：保  ①重症心身壮者児・者の抗体応答は良  ①米国予防接種諮問委■会勧告  耳碩期療養施設入所♯齢着でワクチン  ①寮9回日本ワクチン学会学術集会   
めとした、各種の予防  感染症研究  育園児024．乳幼児06二小学児童0．56：  好であった。また、高齢穫菅栄養患者  （2005－07：の3年分を翻訳し、各々（財）  の費用対効果を認めた（IU罷急による1  （200510．15－16、大阪）で、本研究班1   

接種の政策評価に関  地域高齢者055、042在宅要介護高齢  の抗体応答は経口摂取者と同等であっ  日本公衆衛生協会から出版した。本  人当たり平均超過医療費＝接種者2．317  によるシンポジウム「インフルエンザウ   

する分析疫学研究  者0．52：施設入所高齢者054）。対象集  た。経菅栄養患者に対してシステンノテ  暮は、インフルエンザワクチン無効論に  円、非接種者5．250円）。②接種の公費  クテン」を開催。座長二廣凸良夫、加地  
団、結果指標などにより有効性を検出  アニン投与を行っても更なる抗体上昇  対し、国の予防接種政策の妥当性を主  補助の状況は、平均して、全体乗用  正郎演者：よ田良夫、森満、小笹晃太  
できない例があった。②わが国の規定  は認めなかった②免疫抑制蘭闇与中の  張する際の、科竿的論拠のデータベー  4．163円、補助嶺2朋0円、自己負遁顔  郎、福よ若葉、蒼尾昌一、原めぐみ、藤  
呈接種（1歳未満01、1？3歳0．2m」）によ  関節リウマチ患者において、2抹以上の  スとして活用されている。②インフルエ  1．131円であり、国の政策は費用効果的  枝憲②第18回日本疫学会学術総会  
14  l¢  27  2  39  4  0  0  0                                                                                                     る抗体応答は0歳児で低い。l歳児は0  ワクチン扶に対し接種後HI価が40倍以  ンザワクチンの有効性、免疫原性、副  であることを示した。③乳幼児では、「か  （2006．1，23－24、名古屋）で、本研究班  

歳児より高いが、接種呈が等しい2・3歳  上を示したものは78％であり、抗体応答  反応、医療経済に関する主要文献65編  かりつけ医の接種勧奨jが接種率向上  ■によるシンポジウム「インフルエンザ」  
児より低い。③欧米の規定i接種（3歳  ま良好であった。③高齢者および免疫  を要約し、抄訳集を2冊作成配布した。  の主要国であるという、具体的接種椎  を開催。座長＝よ田良夫演者：葛西健、  
未済0，25、3歳0．5mUにより、抗体応答  抑制剤投与中の関節リウマチ患者で、  ③通年．諸外国でインフルエンザワクチ  進方策を明らかにした。＠肺炎球菌ワク  よ田良夫、原めぐみ、藤枝烹蔓）乳幼児  
ま0・1鼓児で改善したが、2・3歳児より  肺炎球菌ワクチンに対する抗体応答は  ン接種の対象と位置づけられた「神経・  テン接種を広汎に導入する場合は、再  における免疫原性試験の結集が「西日  

低い。   良好であった。高齢者では2年後に一部  
の英膜型で抗体が有意に低下」た。   を提示した   

51   



海外渡航者に対する  17  19  新興・再興  尾内 一倍  黄熱中和抗体の測定法として50％  ・アジア諸国の邦人渡航者の電患リスク  ・邦人渡航者のウクテンの接種率や海  ・渡航者の啓発を目的として3年間の成   
予防接種のあり方に  感染症研究  如que抑制法、100％CPE抑制法の方法  が明らかとなったため．渡航前の渡航  外電患状況．未承認ワクチンのニーズ  集を盛り込んだデータベースと海外でウ   
関する研究  を確立し．黄熱ワクチンの効果が10年  地別の情報提供や帰国後に海外で荏  が明らかとなり．渡航者の啓発やトラベ  ウテン接種を受けられる外国医療機関  

以上持続することを確認した   患した感染症の診断に役立つ・種々  ルクリニックの普及など今後必要な対策  
の渡航者用ワクチンの抗体持横期間が  が明らかとなった．・未承認である鼎チ  
明らかとなり．追加接種間隔が明らかと  ブスワクチンと髄膜炎菌ワクチンの有効  
なった 性と安全性が明らかとなり．渡航者が個  

4  38  糾  0  43  9  0  0  ■  
承認される場合の基礎資料となる・複  
数ワクチンの同時接種の安全性が明ら  
かとなった．・MRワクチン2回接種の有  
効性と安全性が明らかとなり．MRワク  
テン2期日の導入が容易になった   

施設内怒染に係る赤  皿  19  新興・再興  竹内 勤  赤痢アメーバ感染のハイリスク2グルー  施設内赤痢アメーバ感染が多くは持続  前回までの厚生労働科研による研究  感染症法改定以来の赤痢アメーバ症の  日本経済新聞に施設内赤痢アメーバ感   
痢アメーバ症等の原  感染症研究  プを同定し、疫学的な状況を解明し、感  性感染の形をとる事を初めて示し、その  で、寄生虫の院内（施設内）感染防止の  増加は三主自の的となっており、厚生労  染が取り上げられたことがある。また、   
虫疾患の怒染経路及  染径路を明らかにした。これにより女性  ような例におけるアメーバの存在様態を  ガイドラインを発表した（平成15年にメジ  働科研評価垂▲会等のコメントで主要  アメーバは同性愛者にも感染が広がっ   
び予防法の開発に関  こおける感染が異性愛行為による新し  マウスモデルを開発して解明した。ま  カルフレンド社より、改訂2版として、ア  であるとのご指摘は何度か頂いたが、  ているため．毎年エイズ予防財団の補   
する疫学研究  い性感染である事を示し、また赤痢ア  た、治療に難治性であったこれらの持  メーバ燈染防止策を改訂した）。しかし  国の審議会レベル（厚生科学審議会な  助で実施する「エイズに伴う日和見原虫  

メーバのトレーシングのため遺伝子／  続性感染をディロキサニドなどの中人に  その後に持続性感染の実態が明らかに  ど）での話題になったとは蘭いていな  感染症に関する漬習会」で日本中から  
表面抗原／タンパクの多様性解析の新  よって完全に治僚できる事を初めて示  なるにつれ、第1選択薬剤であるプラ  い。しかし、研究分担者の一人が東京  参加者を寄生虫学会、熱帯医学会、エ  
親方法を確立し、ヒト型モノクロナル抗  し．体系化した。   8  25  26  2  47  9  l  l  l                                                                                                          ジールのみでは完治不可能という辛が  都の♯■であるため．東京都の衛生部  イズ学会、感染症学会、臨床検査学会  
休作成等．種々の解析法の改良も行っ  確認され、今期の研究でようやくフォロ  では本研究分担者との話し合いが続い  を通し、またエイズ診療拠点病院を通し  
た。アメーバの持続性感染機檎をも解  アーアツプを完了し．治療体系を変更し  ており、対応策の策定に向かう準備が  て募♯し、年に200名に対して施設内ア  
明し、更に1長類から遺伝子に変異が  た。この内容を含み．一部改訂された公  メーバ感染、同性／異性間の性行為に  
ある新規な非定型赤痢アメーバを検  衆衛生対策をも取り込んだ3訂ガイドラ  よるアメーバ感染についても他の事項  
出．同定し．人獣アメーバ感染の可能性  インを作成中である。   共々講義をおこない、基本的な実技も  
を初めて具体性をもって示した。  実習で伝えている。   

食品由来の2類焙染  今回改良したコレラ菌の検出法は横浜  
症のリスクアセスメン  感染症研究   出法を改良し、より感度のよい方法を捷  および神戸の輸入食品検疫検査セン  
トモデル積築に関する  示した。  クーにおいて使用されている。  0    0  0  0  2  0    0   

研究   
新興・再興感染症研 究事業の企画及び許  感染症研究書菓の企画及び評価に闇  

感染症研究   し、感染症研究事業の企画及び評価に  する研究の総合的推進を図った。  
価に関する研究   関する研究の総合的推進に井献した。  0  0  0  0  0  0  0  

HI＞診療支援ネット  17  19  エイズ対策  菊池 嘉  セキュリティー監査により、HIV診療支援  現在までに、500虚例の樟時的な臨床  研究成果が平成18年12月25日に開催  日本予防医学リスクマネージメント学   

ワークを活用した診療  研究  ネットウークのセキュリティーは、未だ通  データ3万件を超す蓄積がある。500症  された、第†4回A－net部会の資料として  会、医療安全教育セミナー2007春季   
連携の利活用に閲す  用するものであることが示された。しか  例の経時的な変化に加え、今後も症例  用いられた。今後も、A－net部会の資料  「医療安全と情報、教育」のモーニング   
る研究  し、機器の老朽化から、この先の永続的  として活用される予定である。   セッション「リスクと情報」においてA－net  

な稼働は困難である。新世代の暗号化  の現状と課経として公開した。国立国際  
したシステムを導入することで、これま  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

でと同等のセキュリティーレベルを保ち  ター）及びエイズ拠点病院を中心に、我  
ながら、データベースの共有できる可能  が国におけるHIV．ノエイズ診療の最高度  
性を提示」た。   の水準を維持・発展させるとともに、患  

者等への良質かつ適切な医療の提供  
に寄与している。   

RNAi耐性ウイルス株  17  19  エイズ対策  高久 洋  本研究によって作製された第二世代  本研究では、RNAlの高い機能を生かし  日本経済新聞（2005年8月15日）エイ   
の出現に対処する第  研究  RNÅ1医薬品と従来のHAARTを組み合  ズ治療薬候補二我々の開発したRN九と  
二世代のRNAi医薬  わせることで、より効果の高い新規治療  おとりRNAを組み合わせた手法が長期  
品の開発  法の開発が可能である。RNÅ耐性ウイ  間抗HIV－1効果を示し、マウスモデルで  

ルスに対するTAR一由coソとvjトshRトJAを  の実験を準備中。週間東津軽済（200  
組み合わせた医薬品はRN人i耐性ウイ  5年7月30日p74－75）我々の開発した  
ルスに対しても長期間にわたり抗ウイ  0  ロ  0  19  0  『  3  0  0  
ルス活性を示した。また、多剤耐性変異  が長期間抗HIV－1効果を示し、細胞実  
株を含む凄剤耐性HIV－1の増殖をも抑  験が終7したので、日本国内ベン  
制し、より効果の高い新規治療法が開  チャーの協力を待て、米国での動物実  
発可能であると思われる。そして、高度  験を進める予定。   
免疫不全マウス体内で増殖可能である  
二とを見出した。   は米国で2007年にFDAの認可を得  
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男性同性間のHIV焙  17  19  エイズ対策  市川 誠一  年間の相∨′′AIDS報告数で最多を占め  東京、名言置、大阪のMSM対象の質問  研究成果に基づき下肥のガイドライン  厚生労働省エイズ施策評価検討会  東京で開発されたNGO啓発プログラム   
染対策とその評価に  研究  る男性同性間の性的接触によるHtV恵  紙調査では、過去1年間の川∨抗体検査  等を作成し全国の自治体・保健所エイ  （2006年9月15日）会議資料を提示し  ■▲uvingTog8th即’’は、2007年12月放送   
関する研究  染について、当事者参加型の研究体宙  受検辛が10－15％上昇していることが示  ズ埋当者、拠点病院、NGO、養護教諭、  た。研究班のプログラム拠点であるコ  のFM東京の放送プログラムに取り上げ  

を構築し、訴求性の高い啓発プログラム  され、一部のMSMでは早期にHlV感染  研究成果発表会参加者に配布した。  ミュニティセンターakt∂（東京）、dista（大  られ、著名芸能人が陽性者の手記を朗  
を展開した。MSM（男性と性行為をする  を知る状況になりつつある。また、某  「男性同性間のHIV感染対策に関する  阪）の成果は主点都道府県エイズ対策  託し、放送された。研究成果発表会を日  
男性）への質問紙調査から、コンドーム  京、大阪の一部のMSMでは予防行動が  ガイドライン一地方自治体における男性  担当者違格協議会（第2回、3回）や  本エイズ学会総会（2005年－2007年）、       や州∨ 

3  4  8  0  47  n  0  3  15                                                                                     使用行動検査・受検行動は大阪、  上昇している。これらのことは当面は検  同性間のHIV感染対策への対応とコミュ  JICA主催のアジアエイズ担当者研修の  日本公衆衛生学会総会（2005年／2007       東京、名古屋で変化が見られ以前よリ  主によリHIV感染がわかりその報告が  ニティセンターの役割と機能」（英文を国  プログラムにヰ入された。東京で開発さ  年）で行い、また愛知県内の養護教諭を  
高くなっている。啓発普及プログラムを  増え、刃DS発症のケースが抑えられ、  際エイズ会議、アジア太平洋エイズ会議  れたNGO啓発プログラム■■uvlng  対まにした講演会（2006年／′2007年）、  
評価する新たな調査法として、バー順  そして将来的に川∨整染が抑えられるも  こて配布）。「ゲイ・バイセクシュアル男  Tog8ther’’は、厚生労働省のエイズ  当事者コミュニティ向けの成果発表会を  
客対象の精密調査、RDS法を緩用した  のと期待している。早期検査、早期治  性の健康レポート（2005年）」「ゲイ・バイ  策キャンペーン（2007年）の標語に活用  郡山（2006）、仙台∴東京、沖縄（2007）  
携帯電吾引こよるソーシャルネットワーク  で実施した。   

調査などが開発され、MSMを対女とした  
調査研究が大きく進展したゥ   

ヒト人工染色体ベウ  18  19  エイズ対策  押不丁 光雄  F∂CtOrVIⅢの発現ユニットを多数楢載し  閑葉系幹細胞は腫瘍化することなく、肝  本研究では血友病に特化してHACベク  遺伝子治療分野での最大の学会である   

ケーを用いた血友病  研究  たHACを構箕した。安定で安全な粛効  細胞分化及び血管組織も再構築できる  クーを利用する遺伝子治療を進めその  AmorcanSoc■etyOfGonemerapy総   

の新通伝子治療法の  率発現系を作ることで、従来ベクターが  細胞であることがわかった。治環に使う  可能性を捷示したが、同様のアプローチ  会に以下の演題が採択されており、莞   

開発  抱える間蛙を克服できる可能性が示さ  上でHACベクター上の遺伝子を安全に  ま他の疾患にも応用できる。さらにHAC  表後には本研究で進めた新規のアブ  

れた。また導入幹絹張を生者させるた  機能させうることが見出された。ウィル  ま巨大ゲノムの措載も可能なため阜な  ローチは多くの研究者に蒼巨され、血  
めには、前処置として患者の健♯細胞  スペクターでは不可能であったガン化の  る高発現系ではなく生理的発現様式の  友病の治療に向けた取り組みが加速さ  
／組織を除去、切除することが必要とな  有無やFactorVlⅡ発現確認を、HAC導  0  0  0  0  0  0  0  0  0                                                                                      再現が必要な場合にも応用可能であり  れるであろう。本研究内容は、研究者以  

るが、HACを搭載した極少数の自己細  人絹胞をあらかじめ性能評価するシス  応用範囲は広い。本研究により我が国  外の方々にも興味をもっていただけるよ  

胞の移植による補充環法により、肉体  テムはできたので、患者への細胞移植  がHACを用いた遺伝子治療の第一歩を  う、そして将来研究者を志す若者が増え  

的にも経済的にも患者への負担が少な  踏み出し、せ界における我が国の優位  

い治療法の確立という社会的要請にも  性を示したと自負する。   ジや出前授業でわかりやすく成果を紹  
十分応えることができるものと考えられ  介する予定である。   

る。   

エイズ対策における  18  19  エイズ対領  松田 智大  米国をはじめとする先進国では、エイズ  わが国の川∨新規感染者は異性間感染  エイズ予防啓発介入調査という枠組み   
テーラーメイド予防啓  研究  予防対策において定i的な方法を用い  において確実に増加傾向をたどり、若  

発介入の効果の定量  て評価を行い、介入プログラムによる対  年者への予防啓発方法の確立が急務  
的評価  象者の行動変容、精神的健康の増進が  である。本研究の予防啓発プログラム  

証明されている。本研究は、対象者の  参加者の知識は、介入後に向上し、ス  

抽出や割付の制約上、リスク別の厳密  キルにも変化が見られた。本研究の総  

な評価ではないが、予防啓発プロゲラ  果を基礎資料の一つとして、予防啓発  

ムの介入評価としてわが国で先駐的事  l  0  0  0  3  0  0  0  0  
例である）内容の伝え方を変えると得ら  城保健に関わるものが誰でも利用でき  
れる効果も変わるということが明らかに  る形で頒布することが可能である。対象  

なったことで、テーラーメイド型予防啓発  昔に合わせたテーラーメイドのプロゲラ  
の確立に資するエビデンスとなる。  ムを確立することで、若者のエイズ予防  

の行動変容を効果的に進め、エイズ対  
饗に寡与すると素える【   

C型肝炎新規治療開  17  19  肝炎等克服  茶山 一彰  B型あるいはC型肝炎の患者血清を用  B型あるいはC型肝炎患者に対する抗  H17年からH19年にわたり、毎年、厚生   

発に資するプロテオー  緊急対策研  いて、マウスヘのウイルス怒染が可能  ウイルス療法において、薬剤耐性株の  労働省の共催により、広島大学肝臓研   

ム解析を用いた治療  となることを示した。さらにリバースジェ  究センターシンポジウムを開催した。各  

棲的分子の網羅的検  ネティツクスが可能となり、この技術を利  シンポジウムは広島大学にて開催し、  

素系とヒト肝細胞キメ  用し、薬剤耐性の変異型ウイルスを投  国内の肝臓研究者より一般濱顆を公募  
ラマウスHCV感染モ  与し、持続惣染させることに成功した。さ  し、15？20題の一般演題の発表および  

デルを用いた実言正系  らに発展させ、genOtyP81b型のHCV全  4  103  0  0  50  20  l  0  3  

の開発に関する研究  長をクローニングし、このクローンを用  した。   

いて、genOtyPel♭型のリバースジェネ  
ティツクスの系を確立した。ウイルス字  
的解析、各種耐性ウイルスに対する治  
僚薬の効果判定、感染の成立、予E引こ  
関する研究に有用なモデルになると考  
えられる。   

C型肝炎の治療とキヤ  17  19  肝炎等克服  鈴木 哲郎  HCV生活環の分子機構について多くの  HCV範子表面の脂質成分が粒子檀造  研究成果の一部が、19年度「厚生労働  実験モデル開発、抗ウイルス薬探索に   

リアからの発症予防  緊急対策研  新たな知見を得た。粒子形成過程の分  保持、感染性に重要であること、欄胞内  科掌研究のあらまし」に紹介された。  関する研究成果を基に、数社の製薬会   

に関する基礎研究  究  子モデルを提唱し、また新規ゲノム複製  社との間で創薬化を目指した共同研究  
講師医子を同定した。肝の癌化、脂肪  が開始された。   

化に繋がるHCV蛋白一宿主因子相互作  
用を見出した。ゲノム複製阻害、粒子形  
成阻害など作用機序の多様な創業シー ズし 0  172  2  12  300  50    0  

を見出、培養細胞系のみならず恵  
染マウスでも抗HCV効果を見出した。随  
害剤の評価法として有用な培養髄腹案  
験系及び新世界ザルの用いた急性、慢  
性肝炎モデル動物を作製した。   
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C型肝炎ウイルス等  け  19  肝炎等克服  大戸 斉  本邦のG型肝炎ウイルスの母児感染度  感染危険因子の検討転属、高ウイルス  HCVキャリア感染妊婦および出生児の  B型肝炎ウイルスは母子間だけでなく、  8型肝炎父子間でも感染、ウイルス解析   
の母子感染防止に関  緊急対策研  羊調査を行い、妊婦HCV抗体陽性率は  i娃嬢群では母子感染率は帝王切開  管理指導指針の国外への発億を自的  父子間などでも感染しうることを明らか  判明全体の1割指摘も（毎日新蘭2∞丁   
する研究  究  0．57％、母子感染率は10．4％、HCV感  分娩では軽膣分娩よりも有意に低下し  にPodi訳ricslntorn8tional誌に   にし、H8Vワクチン投与の対たをこれま  年8月19日）  

染児が3歳までに脱キャリアした例は  たことを明らかにし．これまで感染予防  「Gui由hnosforcareofpro印さnt  での母親がB型肝炎ウイルスキャリアに  
23％と確定した。また全国小児HGV惑  方策のなかったHCV母児感染に対する  WOrれOnCarⅣinghopatitJSCv打uSand  限定せず、家族内に感染者がいる場合  
染症アンケート韻壬を実施し母児感染  予防的介入の可能性を見出した。また  也oirirげants．Jを掲載した。また、一方小  にも対急とすべきであることを提言し  
が高率（¢8％）で、かつ近年その比率の  HCV感染児に対するPEG－IFN治療例を  児利診療実地にてB型肝炎雇畠児に遭  た。加えて、ユニバーサルワクチン接種  
上昇を明らかにした。またB型肝炎ウイ  共棲し、治療完了例で高率にウイルス  過する機会は近年減少してきているた  の必要性についても論議すべきである  21  2＄  20  2  28  8  0  0  3  
ルスの母児感染に関する調査を行い、  
妊婦H8s抗原陽性卒0．5％、母子感染  
卒Zヱ％と確定した。さらに全国小児  
HBV感染症アンケート調査から、家族内  
水平感染の重要性が明らかとなった。   

臨床実用導入可能なことを明らかにし  
た。   

培養細胞で感染檀製  1丁  19  肝炎等克服  石井 孝司  3年間にわたる本研究は下肥に記す成  ウイルス性肝炎でG型とE型には市販さ  輸血用血液のスクリーニングにより薪  2005年8月15日の日本経済新聞で「C   
および粒子形成が可  緊急対策研  果をあげた。これまで困難と考えられて  れているワクチンがない。これまで成人  規HCV感染者は瀬少しているが、医療  型肝炎ウイルスワクチン開発着手」が   
能なC聖肝炎ウイル  究  いた、C型肝炎ウイルスに対するワクチ  に感染して持続感染化するHCVに対し  従事者などハイリスクグループに予防  掲載された。また、2007年8月22日の日   
ス株を利用したウクチ  ン開発の可能性を開く大きな意義があ  て予防的ワクチンの開発は困難と考え  的ワクチンが必要である。また、治療用  本経済新聞でrC型肝炎ワクチン試作」   
ン開発  る。1．JFH－1秩およぴキメラウイルスの  ワクチンも期待されている。HCVウクチ  

大i培養法および精製應を樹立した。  ンが開発され、HCVの新たな予防、治  
2．G型肝炎ウイルスの感染中和活性  療法が開発されれば、多くの患者の社 会復帰を可能にし 
測定系を樹立した。3．精製ウイルス粒  、医療保険のコスト軽  18  46  0  0  78  69  8  0  

子をマウスに免疫し、特異的抗体の誘  畝こ寄与できる。また、予防用ワクチン  
導と感染中和活性を検出した。4．Virus  を開発することができればHGVキャリ  
liko関山cioの作製に成功し、その感染  ア一事の書い国々への国際協力が可  
性を確認できた。5．G型肝炎ウイルス  能となる。特に海外に多い薬物♯用者  
のワクチン開発に必要なその他の基礎  のHCV感染やHIV感染者のHCV圭感染  
的研究を行った。   の予防が可能となりその意♯は大き  

い。   
肝硬変に対する治療  17  19  肝炎等克朋  八橋 弘  C型肝炎の標準的治療であるPogIFN  HCVl型高ウイルス群の治療登録應  治療登錨磨例での解析および上記治  平成20年度4月から匹の肝炎対策車  共同通信社の最新医療情報こ取り上   
に関する研究  緊急対策研  α2bとリバピリン併用療法の治療効果  例を対象として、D8日mininganalyso＄  療効果予測式からは、HCVl型高ウイ  什の一環として、IFN治療費の公的助成  げられた。  

究  に影響を及ぼす因子について、統計解  （Dodsiontr00mO小od）とStopwIS8  ルス群の蔦齢のF4肝騒変症例でのウイ  が始まる。治療費の患者負担が軽減さ  抽やノ／kk．kyod0．COjpパ丹0／n8WS／0118h  
析に加えて人工知能として位置づけら  multip】8rOgrOSSionanaレsosを組み合  ルス駆除串は10－20％代と低く．現行の  れるとともに、全国で本治療法を享受し  opa七tis．h加1l  
れているデータマイニング解析を用いて  わせた結果、PodFNα2bとり′くどリン併  治僚法でウイルスを確実に駆除するこ  ようとする着が増加することが期待され  
明らかにした。C型肝炎IFN治療に効  用療法のウイルス駆除率の予測式を作  とは樺めて困難である。F4肝硬変症例  ている。治療前の時点で、個々の患者  
果に影響を及ぼす薬物応答性遺億子  成した。治療前の時点で、個々の症例  に対するIFN環法では、IFNの抗ウイル  の治療効果を予測することは、本治療  
のSNP解析をおこない、いくつかの候補  の本治療での治癒確率を計王すること  ス効果に注目するだけではなく、IFNの  を効率よく安全におこなう上で必要であ  14  14  70  12  丁5  27  0  0  0  
遺伝子とSNPを明らかにした。   を可能とした。   もつ抗炎症効果やfFNの抗腫瘍効果に  

期待して、発癌抑止を目指すべきであ  
る。   いて、簡単に計算できるように作成し  

た。本予漫1式を普及させることにより、  

患者自身も治癒確率を把握し、十分理  
解した上で本治療法を受ける＝とが可  
能となる。   

」3分画および血未申  17  19  肝炎等克服  書柳 豊  本研究において．ÅFP－u分画はAFP  臨床的観点からはHCCの治療方虚十に  HCC治動こついて．肝障害歴と腫瘍進  HCC治療において．生物学的悪性度の  
癌細胞テロメラーゼを  緊急対策研  低値例においても極めて強い予後規定  関して．外科切除．穿刺治療のいずれ  震度に基づく既存のガイドラインに生物  指標を加えた新しい治療アルゴリズム   
指標とした肝細胞癌  究  因子であることを確認した手術療法で  も選択可能なHCCの治療において．  学的悪性度の指標としてAFP－L3分画を  の構築により．適切な治療程度の確保   
のサーベイランスの  は治療前AFP－L3分画の多寡は予後に  と治療回数の減少を指向し．HCC患者  
有用性  与える影響は確認できなかったが．穿  の予後改善を図る．また．HCC患者の 治旅人院期間の短縮 

利治療では治療前AFP－」3分画の多寡  ．轄果としての在  

が舞再発生存．生命予後に影響を及ぼ  院日数の短縮や医慮眉削減への寄与  
すことを確認した一血中癌細胞テロメ  を回る   0  102  0  0  8  0  0  0  0  

ラーゼ活性を通≠のPCR法とTaqManリ  
アルタイム定i法で検出したところ．】書  

性症例は陰性考に比較して無再発生存  
期間の短縮傾向を誌めたが．いずれの  
測定法においても検出感度が低いこと  
が明らかとなった 

新規馬胎児性抗蘇を  17  19  肝炎等克服  木下 平  自ら同定した肝細胞鳥に特異的に高菜  肝籠胞癌では根治的治療後においても  肝棚胸痛患者の予後改善のために負  GPC3由来HU巨人2およぴ－A24拘束性ヒ   
利用した肝細胞癌の  緊急対策研  現する新規癌胎児性抗原Gl沖j出n－3  他部位再発が高卒に認められ、進行癌  担の少ない有効な治療法を開発してい  トキラー丁場胞エピトープペプチドの特許   
診断と治療  究  （GPC3）を標的とした免疫療法の開発に  では根治ほ難しく、既存の治療法では  くだけでなく、今後、本研究成果を新し  まそれぞれ出願済みであり、各国移行  

向けて、GPG3由来HLA－A2および－A24  制御が難しい。肝欄脾癌の予後改善の  い肝細胞癌の超早期発見法、発症予防  の段階である。国立がんセンター某病  
拘束性ヒトキラーT細胞エピトープペプチ  ため、負埋の少ない有効な治療法の開  ならびに再発予防法や治療法の開発へ  開民間発センター先端医療開発圭の  
ドを固定し、マウスモデルでGPC3を積  発が必要であり、国立がんセンター倫  【  27  23  0  57  17  0  0  0                                                                        とつなげていくことで、我が国に350万  ホームページや、市民公開講座、国立  
的とした免疫療法の安全性と有効性を  理書査委■会の承認を受け、国立がん  人存在するともいわれている肝炎ウイ  がんセンター東病院・臨床開発センター  
証明した。成果はrClinjealCan¢er  ルスキヤリアの救済も目指す。   のオープンキヤン′くス等を通じて、一般  
Rosoarch」や「CancorRosoarch」等の  国民へも惰葡を発信していく。   
穐誌lこ掲載され、国内外から評価され  
た。   疫学的有効性を証明し、一定の臨床効  

果も見出した。  

」  
お劇■こ盲○癌ご髄r l■？「こ二 



肝炎等の早期克服の  肝炎等の早期克服のための研究の総  
ための総合的推進に  緊急対策研  し、肝炎等の早期克服のための研究の  合的推進を囲った。  
関する総括研究   究   総合的推進に井赦した。  

0  0  0  0  0  0  0  

リアルタイムモニター  17  19  免疫アレル  大久保 公裕  日本のSUTの二重盲険比較蘭月は初  花粉痘に対する新しい医療の方向性と  まアレルギー診療ガイドライン作成委■  リアルタイムモニターで自身のQO」が  厚生労働省ホームページ花粉症特集   

飛散数と現状の治療  ギー疾患予  で、凡IergoJogyht◎√naむon8iへ掲載予  しては現状での業物療法などの対症療  会まアレルギー診療ガイドライン一遇  判ればセルフケアの概念が進み、花粉  花粉症の疫学、治療そしてセルフケア   
によるQO」の関連性  肪・治療研  定され竿術的にも臨められた。2007年  浅ではなく、治癒的な治療法の開発が  年性ま炎と花粉症一 之OO5年版（改訂  丘による医療負の抑制と花粉症によっ  平成19年（200丁年）12月15日 花粉症対   
の評価研究と花粉症  究  バンコク仙〕rldAilergyCongressで主任  必須である。これまでの舌下免疫僚法  第5版）とライフ・サイエンス（東京）にお  て作業能率が低下するマイナスの鞭済  策市民公開漬座 砂防会館（シェーン   
根治療法の開発  研究者が「thohtureisw止hsublingual  の臨床試験を行い、その有用性を日本  ナる作成委■を主任研究■をはじめ、  効果の解消が可能となる。また舌下免  ′くッハサボー）主催  

InW¶unOther叩Y」シンポジウムに日本人  で初めて実証した。しかしその結果は根  分担研究者の岡本、増山、藤枝が委員  疲療法などの安全な治癒的治療法の開  
で初めて発表し、国際的な評価も得た。  発は医環費がよ頗となる重症化への抑  24  22  2＄  7  61  10  4  2  2  

RMの問題については日本独自の花粉  制や若年化発症の花粉症小児を発症  
飛散の方法論であり、国際的に広がる  抑制させることが可能となる。セルフケ  
ように今後の精度の向上が必須社会的  アと治癒を望む治療法の開発が♯終的  
な価値も高い。   には医撮経済を改書させる。   

アトピー性皮膚炎の  17  19  免疫アレル  盲江 増畦  「アトピー性皮膚炎、かゆみをやっつけ  かゆみに対する具体的な説明とその対  ガイドラインをどのように応用したら、か  作成したウェップサイトは1日100件以上  ホームページの内容や冊子体は、市民   
症状の制御および治  ギー疾患予  よう」という一般的なサイトを、基礎研究  処法をインタネットおよび冊子体で公開  ゆみを具体的に抑制することができる  のアクセスを得ており、関心が高いこと  公開講座（計4回）で配布あるいは詳し   
療法の普及に関する  防・治療研  看、l臨床研究者、患者の会、マスコミ関  できたことは、日♯臨床上また患者さん  かという方策を国民に示すことができ  が窺える。また印刷可能なPDFも公開し  く説明した。   
研究  究  保育と一緒に作成したことは、基礎的・  ているので、喜l濱会などでも使用可能  

臨床的研究の目的意識を醸成する上で  である。   
きわめて有効であった。そのため、国民  9  20  38    4l  10  4  0  16  

への普及という面では、本研究班によ  
る学術的成果はきわめて大きかった。  
基礎的には厚み知覚神授の動鰍こ閲し  
て新しい知見を数多く得ることができ  
た。   

衛生仮説を含めたア  17  19  免疫アレル  三宅 言博  全ての疫学研究プロジェクトをあわせる  本邦において、アレルギー疾患のリスク  これまで世界で行われたアレルギー疾  本邦では、国民の3割近くが何らかのア  200丁年7月19日の「メディカル・トリ   
レルギ一任疾患の発  ギー疾患予  と5万人以上よりデータを収集した。原  要因に闇するエビデンスを体系的に蓄  患の分析疫学研究の結果をまとめた総  レルギ一兵患に悩まされている。アレル  ビューン」に日本アレルギー学会で報告   
虚聞連環境要因の解  防・治療研  著論文としてアレルギーに関する17編  積する土台を築いたところであり、臨床  説を日本アレルギー学会誌に報告し  ギー疾患と関連する根拠に基づかない  したツベルクリン反応とアレルギー疾患   
明に関する前向きコ  究  の論文を投稿し、12編の論文が受理さ  の場面で確たる根拠を捷示できるまで  た。また、遺伝子多聖とアトピー性皮膚  諸説情報が溢れており、轄果として、国  との関連に関するl己辛が掲載された8   
ホート及び横断研究  れた。受理されたアレルギー疾患に闇  には至っていない。ただ、これまで日本  炎との関連に関する系統的な総説も日  民のアレルギー疾患に対する不安感が  また、ツベルクリン反応とアレルギーの  

する原著論文全て2006年のインパクト  人におけるアレルギー疾患のリスク要  本アレルギー学会誌に報告した。過去  ★まっている。このような状況におい  関連の論文は2008年3月号の「Clinical  
ファクターが2点以上の欧米の英文学術  囲に関する学術論文としてのエビデン  に非附こ多くの疫学研桑が世界中で実  て．行政的な観点から．人を対象とした  8ndEx卵rimontal劇lorgy」に掲載された  
0  17  【  2  †¢  l  0  0  0                                                                                                        誌であり、国際的かつ学術的な価値は  スがほとんどなかった状況からは大きな  施されているが、それぞれの疫学研究  疫学研究の結果である根拠に基づくア  だけでなく、その号のEdtorialとしても取  
高い。また、日本アレルギー学会の英  進歩であり、今後の成果が期待されると  の結果は一致しておらず、確たる結論  レルギー疾患のリスク要因に関する惰  り上げられた。2008年3月号の「公衆衡  
文誌にアレルギー疾患のリスク要因を  ころである。臨床においては「根拠に基  を得るまでに至っていないい日本人のエ  報を国民に提供することは極めて意替  生」でアレルギー疾患の持♯が組まれ、  
まとめた総三鮎編が受理され、日本にお  づく医療」が主要視されている中、アレ  ビデンスはとても少ない状況である。今  のあることである。また同時に、疫学研  「アレルギー疾患の発症関連要因」のタ  
いてアレルギー疾患のリスク要因の解  ルギー疾患の「根拠に基づく予防医学J  後、我々の研究成果を可能な限り多く  究結果は先進的なアレルギー疾患の治  イトルで総説を執筆した。  
明に関する疫学研究の重要性を周知す  を実践できるよう、努力しなければなら  公表することにより、何らかの指針を示  療、予防方法の礎を供することができ  
ることに夫献できた。   ない。   さなければならないと考えている。  る。   

呼気凝縮液を用いた  17  19  免疫アレル  一ノ瀬 正和  研究自的の簡便な気道炎症評価法の  本研究により、喘息の主要な治環標的  気管支喘息の菅矧こ関しては日本アレ  本研究で示したように喘息治療による  本研究は気道炎症という喘息の本態   

気管支喘息の気道炎  ギー疾患予  確立は喘息管理の向上に不可欠であ  である気道炎症を非侵襲的に評価でき  ルギ一半会が発行Lている「喘息予肺・  気道炎症の変化は呼吸機能や気道過  のモニタリングを臨床上可能にすること   
症評価法の確立と臨  防・治療研  る。本研究で呼気凝縮液は非侵違約に  る方法が確立でき、喘息の病態をよリ  管理ガイドライン」がある。その中で鳴  敏性と良好な相関を示した。気遣炎症  を目指したもので、患者と医師が喘息の   
床応用に関する研究  究  採取が可能で．検体中の炎症物質発現  詳細に評価しうる生化学的指標として  息病態における気道炎症の重要惰を強  モニタノングを喘息管理に応用すること  管理目積を共有できるというインパクト  

と喘息重症度、閉塞性障害∴気道退屈  臨床応用できる可能性が示された。呼  萌しているが、本研究でその根拠がより  ま医療経済学的効果が1いと考えられ  を持つ。  
性など喘息病苛との関連が誌められ、  今後の検証が望まれる。   
臨床的に有用な気道炎症評価法である  
ことが明らかにされた。成果はJA‡l針gy  10  20  180  0  184  21  0  0  0  

ClinImmunol等の雑誌に掲載され、国  
内外から大きな反響があった。呼気凝  
拓哉を用い定i可能な評価分子が同定  
されたことで、本研究が呼気凝縮戚挨  
査の臨床応用に向けての端緒となった  
と考えられる。   国際的スタンダードの確立に役立つと  

考えられる。   

ガイドライン普及のた  17  19  免疫アレル  須甲 松倍  成人喘息、小児鳴息、まアレルギー、ア  一般医への各診療GLの普及度は、成  平成17年度に成人喘息用「喘息予防・  厚生労働省が間違学会と共に策定して  GL普及に関する実態調査轄果が業界   

めの対策とそれに伴  ギー疾患予  トピー性皮膚炎の診療ガイドライン（GL）  人、小児とも喘息Gしの認知度が70％以  管理ガイドライン2006」改訂版を発行  きた各診療ガイドラインが、患者症状の  紙である日綬メディカル誌、メディカルト   
うQOLの向上に閲す  防・治療研  こ準拠した治療と患者QOL向上に閲す  上と書いが、臨床現場の利用度は半数  し、それを元に「一般医のための喘息治  改善、QOL向上に有効であり、全国の  リビューン紙の学会報告把手に掲載さ   
る研究  究  る3カ月の多施設共同研究および個別  こ過ぎず、鼻アレルギー、アトピーのGL  府ガイドライン2007」の小冊子、コメディ  アレルギー科機構医へのアンケート結  れた。  

研究の結果、各G」治療は患者qoLを全  まさらに低い。利用度の向上が課題で  カルのための成人喘息ガイドライン」を  黒からGL策定と普及の施策が正しいこ  
般的に統計的有意に向上させた。この  ある。アレルギー科標梼医の専門疾患  作成した。次いで、コメディカル向けの  とが確認された。全国192のアレルギー  
結果は各診療GLの有効性を示すと共に  G」利用度は80％以上であり、横様医の  花粉症およぴアトピー性皮痛炎Q＆A、  拠点施悉への診療連携に関する実態  
現行のQOL票自体の有用性を認めるも  60痛くGし策定後治僚方針の立てやす  一般医罰けの毒麻疹、患者向けの花粉  調査から、2／3の施設が地域の病診  

8  84  0  12    4  0  53  

のである。今後、GL内容の評価■訂正  さ、患者症状の改善とQOL向上を認め  症、アトピーおよび葛藤疹の平易なGし  連携に積極的に取り組み、GLの普及に  
にはQOLを指標としたフィードバックが  努力していることが明らかになった。今  
重要である。なる。   者、コメディカル向けに各疾患の平易な  回、全国のアレルギー科機構医・施設と  

GL小冊子を作成し、延べ6．4000部を配  の連絡網（4300箇所）を築くことが出来  
布し、ホームページに掲載した。   たことは今後の厚生行政に役立つと期  

待される。   
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関節リウマチ患者を  17  19  免疫アレル  雷間l主人  本研究は、日本における関節リウマチ  本研究により関節リウマチの実地臨床  現在までのところ、関節リウマチ診療ガ  本研究では、薬物治療あるいは整形外  本研究班構成研究者は、関節リウマチ   
対象とした多施設共  ギー疾患予  の現状と問題点を縫続的に観測する多  における治療効果が検証され．副作用  イドライン作成への正隆的寄与はない  科的治療における短長期的有害車女を  開運書門誌や関連学会、各種研究会や   
同データベースの檎  肪・治療研  施設共同疫学研究である。そのための  を含む重篤な有害事象の発生状況が  が、今後の改定に際して、本研究編賃  計測していることから、これら介入治療  患者会において得られた疫学情報を報   
築と疫学研究システ  究  継続運用可能なネットワークシステムを  明らかになりつつある。軽年的解析で  は重要な参考資料になると考えられる。  の関与が否定できない副作用に関する  告しており、本邦における関節リウマチ   
ムの確立に関する研  構築し、日本における関節リウマチの  は、横断的あるいは縦断的な関節リウ  救済等行政的対応の参考になる什報を  診療の現状および問題点を伝達してい   
究  現状と問題点を明らかにしている。すな  提供できる可能性がある。   る。さらに書用ホームページ  

わち∴毎年約5000症例の患者什報を収  （NinJa：NationalDatabas00fRhoum8tic  

兼解析することにより、治療効果の検  l  8  6  0  25  l  0  0  0  
証、有害事象の発生状況を全国親機で  インターネット上で公開している。   
把握することができる他に類を見ない  
データベースである。生物学的製剤層  
新規治療法が続々と導入される現在に  
おいて重要なデータベースを作成でき  
た意鶴は大きい。   

関節リウマチ・骨粗鞋  17  19  免疫アレル  越智 隆弘  （1）関節リウマチ（RA）の主病巣は関節  （1）従来臨床現場では認識されながら  RA甘租軽症の診l折、治療に関する本  （1）諸親襖リウマチ診療現場での問題  当研究班の集線は、RAに関する新たな   
症の重症化防止治療  ギー疾患予  腔内の汁牒と考えられてきたが、骨髄  明確化されていなかったR人骨粗髭症の  研究成果はRAの治療ガイドライン、そし  点顔査報告暮（平成17年）は厚生労働  展開として欧米の論文に引用され、競   
開発研究  防・治療研  に主病巣があり、関節内の滑膜は二次  診断法と治療法が明示された．（2）病  て甘粕軽症ガイドラインの改訂時に絶  施策を臨床覇欄に反映させるために圭  合するようになっている。  

究  病巣であることを示した。（2）骨髄およ  異な資料として地方自治体にも使われ  
び滑膜病巣を形成するナース練絹胞に  る。（2）闇節リウマチ患者の自己管理  
よる各種血球細胞の活性化により免疫  の手引き暮（平成17年）は今後の厚生  9  74  78  74  145  57    0  0  

機序、骨吸収機序が明示され、従来不  労働施策として患者自立支援を進める  
明とされてきたRA病因、病態解明に近  うえで重要である。   
づいた。（3）RA特異的破骨細胞の発見  
も骨代謝として重要克ものである。   

関節リウマチ及び線  17  19  免疫アレル  西岡 久寿繊  （少閑節lノウマテの発症及び重症化に鯛  ①新想酵素阻害剤による治療薬の開発  ①絹維筋痛痘のガイドラインの作成準  （1横維新痛症治療薬としてFDAで始め  （り平成1丁年度、18年度ともに公開シン   
維筋痛痘の寛解導入  ギー疾患予  する酵素や阻害剤の機序と制御を解明  も進展をみせ、新規抗リウマチ剤の第ⅠⅠ  備が日本リウマチ財団の協力にて進ん  てプレガバリンの有効性について「第15  ポジウムを開催。②平成19年初旬アナ   
を目的とした新洩医薬  防・治療研  した。②アポトーシス導入による関節炎  相試験が開始された。②インフリキシマ  でいる。②同上の医療従事者向けの数  固未承認薬使用問題検討会護」におい  ウンサー自殺の報道に伴いテレビ各社   
品の導入・開発及び  究  の制御薬（ARGO98）が欧州および日本  プとエタネルセプトの臨昧研究が進み、  育研修用のDVDo－l8arnが作成された。  て研究代表者より臨床研究を陳述し  の報道にて繰維新痛点が取り上げら   
評価に関する包括的  で同時に開始され、カテプシンKなどの  本邦における適正使用のために、低用  た。（劃医薬品楼蘭こて抗Fas導入剤  れ、研究代表者がその病態について各   

研究  酵素随眉剤も臨床応用に入ろうとしてい  呈のメソトレキサートの併用に関する有  ARGO98が承認され治療薬の第lI相試  社の取材を受け説明した。③頼経新病  
る。③骨関節破壊の抑制に対してBMP  験が開始された。   52  203  之43  20  457  112   
を中心とした標的分子が同定され、丁場  日濃尾ホール（東京）にて第1国線維筋  0    4  

胞と骨破壊の結合メカニズムの全容が  痛症研究会を開催。④平成19年8月5日  
解明された。④線維筋病症の病因モデ  付朝日新蘭医臆面、10月21日付日本  
ル、病態調査が大きく進歩し、日本初の  軽薄新聞医療面に繊維筋痛應につい  
病應評価モデル」一円Qが開始された。  ての把手が取り上げられた。⑤平成20  
⑤筋骨格系の痛みのQOしの穐失が計  年2月1日付日本経済薪附こ高柳グ  
i的に解明された。   ループの研究が取り上げられた。   

変形性関節症の治  17  19  免疫アレル  中村 耕三  3．000例を超える世界長大規模の変形  本研究で確立された知的基盤に基づい  せ界最大規模のOA統合臨床データ  東大でのROADプロジェクト樹立にあた   

療・予防の棟的分子  ギー疾患予  性関節症（OA）統合臨床データベース  て根本的治療法が開発されれば、高齢  ベースの解析によってOAの有病率が  り平成18年¢月にプレスリリースを行   

の同定とその臨床応  防・治療研  の績築を達成した。ここでのデータベー  者の健鷹寿命の廷伸、QOしの向上に繋  従来の試貴を温かに超えていることが  い。4大新蘭に大きく取り上げられた。ま   

用  究  スは我が国のみならず、今後のせ界の  がるのみならず、労働力の確保という社  明らかとなった。この数は今後の高齢化  た、マウスジェネティクスの成果である  
OA研究のための貴重な知的財産とな  会的恩恵をもたらす。医僚経済的にも、  社会の加速によって益々増え続けるで  carmimohnの論文がNa山roMedicin8誌  
ることは間違いない。また学術的にも、  膝、股関節、腰椎OAの手術に要する医  あろう。このような大きな社会的要諦課  に掲載され．多くの新蘭、テレビニュー  
本研究の成果はNatureModjcino、  療費総額は年間5000億円を超過してい  45  11る  119  18  323  143  10  0  4                                                                                        凰こも拘わらず、その公的な研究支援  ス、報誌で紹介された。ROADプロジェク  
EMBOr8匹丘などの国際的一流鰍こお  る．また、米国の喜式鼻を我が国の膝と恩  規模は余りにも小さし、。厚労省の中でも  トでは、4回の市民公開講座を開いて、  
いて公表してきた。   の有症患者数だけに当てはめても年間  本研究課題は唯一の包括的OAプロ  

約4兆円の費用が必要となる。根本的  ジェクトであり、OA研究支援規模の拡  
治療法が実現して、OA羅患率、手術件  大を望むものである。   
致が半減すれば年間2兆円以上の医療  
費削組こつながることが期待される。  

リウマチ頚椎病変の  17  19  免疫アレル  米延 策雄  関節リウマチ頚椎手術に対する本研究  関節リウマチ頚椎手術に対する現状の  本研究課題申請の背景としては、関節  本研究をベースとした有効な治療計画  班構成■の枠をこえてリウマチ頚椎雇   

治療に関するエビデ  ギー疾患予  ま、評価方法から診断指欄、手術支  手術成層を評価し、その成頼の概要と  リウマチ診僚ガイドライン策定を行った  の立案・追及は、患者にとっての治療の  変の外科治療についてさ諭するna七0∩   
ンス形成のための体  防・治療研  緩、治環成層の解析にわたり多面的に  間粗点を示した。特に症例数を確保す  際に、外科治療、特に頚椎病変の外科  有効性増大、リウマチ診療に関わる非  widさなシステム（ネットワーク）の構築と   
制確立と技術開発  究  取り組んでいる点で類をみないもので  ることが難しい重症例に対し、多施設研  治療に関するエビデンスが極めて少な  外科医に対する認識向上、医療経済に  して、関心のある脊椎脊髄病医に広く  

ある。また、エビデンスを念頭におくと従  究で現状の成績を明らかにし、従来か  いことがある。本研究の成果は診療ガ  とっての効率性増加が可能となる。ま  呼びかけ、リウマチ脊椎病変の研究会  
柔からの評価方法では得られる籍実に  ら認識されているより改善していること  イドラインの改定に直接に資するととも  た、今回の研究により構築された多施  を平成18年1月21日、11月25日、平成  
限界があり、本研究を通じ評価方法に  を示した点は、こうした症例に対し今後  に、構築された研究体制はさらなるエビ  設研究のネットワークは、短時日での範  19年10月6日の3包にわたり開催した。  
対する新たな方向†生を示すことができ  さらに頚椎手術を推進する基礎データと  デンスを形成すると考えられる。   63  丁  25  18  128  26  0  0  3                                                                                                             果獲得にこだわらない中期的・長期的  マスコミにとりあげられたことなく、公開  
た。また複雑な背★を有する患者群に  な前向き研究の基盤である。リウマチ  
対して、統計学者の介入を得た外利治  頚椎病変治療の研究システム（ネット  

ワーク）の機業として、nationv椚doな基  僚解析がなされた点も特記すべきであ  
る。さらに、術中CT島影の併用を含め  盤作りに寄与した点は、社会的・行政的  
た丑新のナビゲーションシステムや新し  に意義がある。   
い手術方法による治療の成果を示した  
点も意義がある。   る。  
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免疫疾患に対する免  17  19  免疫アレル  小池 隆夫  本研究の目的は、難治性の自己免疫疾  難治性SJEに対する抗CD20抗体（リツ  難治性自己免疫疾患に対する、造血幹  既存治療（抗CD20抗体（リッキサン）な  研究班としては特に公開シンポジウム   
疫抑制療法等先端的  ギー疾患予  患における免疫系の異縄の特徴を明ら  キサン）の有用性を明らかにすることが  欄胞移植の治療レジメを発表した。今後  らぴに造血幹細胞移植）でも難治性自  ま開催しなかったが、班員の個別研究   
新規治療法に関する  防・治療研  かにし、先端的新規治療法を確立・開  でき、菌床応用のための基礎的知見を  は「先進医療」に申請する予定である。  己免疫疾患への応用が可能であること  の一部はマスコミで報道された。   
研究  究  発し、患者の生活の質を向上させ、さら  を明らかにし、難病が保険診療で治療  

には疾患の治癒を目指すことであが、  可能なことを示した。   
全身性エリテマトーデス、関節リウマ  0  165  0  1ヰ  109  7l  0  0  0  

チ、多発性筋炎、多発性硬化症などの  
難治性全身性自己免疫疾患や同質性  
肺炎などの難治性病矧こ対する先端的  
新規治療法の基礎的研究成果を上げる  
ことができた。   

免疫疾患の既存治療  17  19  免疫アレル  田中 良哉  膠原病やその治療によって併発し、生  多施設間の多数症例の雄京成績の解  膠原病に併発する重篤な臓器障害に関  
法の評価とその合併  ギー疾患予  命予後に重要な影響を及ぼす臓器障害  折から、膠原病に対する既存治療法に  し、以下の既存治療法が評価された。   
症に関する研究  防・治療研  として、血液障害であるS」Eに伴う血栓 微小血管躊痘（TMA） 

ウb  性害、ループス精  
神病、ステロイド骨租軽症、サイトメガロ  
ウイルス（CMV）感染症などが挙げられ  
るが、何れも症例数が少なく、その治療  67  4  99  198  18  27  2  0  0  

法の評価や危険因子に関しては世界的  
にも殆ど報告がない。今回、多施設間  
の多鞍症例の臨床成績の解析から、膠  
原病に対する既存治療法を評価し、治  
療のガイドラインや治僚のてぴきを作成  有し、CMV抗原血痕価〉56カウントの症  

した。   例）   

免疫アレルギー疾患  17  19  免疫アレル  秋山 一男  我が国人口の30％を超える有病率で  免疫アレルギー疾患に関しての病因・  免疫アレルギー疾患予防治療研究事♯  平成17年10月に発出された厚生科学  一般国民への情報発信、啓発活動とし   
予防■治療研究に係  ギー疾患予  あるアレルギー疾患医療の向上に向け  病敷こ関する基礎研究から新規診掛  こおいて、アレルギー疾患関連ガイドラ  宇議会疾病対策部会リウマチ・アレル  て、リウマチ・アレルギー情報センター   
る企画及び評価の今  防・治療研  た研究事♯の事務局機能を果たし、自  治療法の確立、各種ガイドラインの作  イン（気管支喘息、アトピー性皮膚炎、  ギ一対策垂■会報告書により示された  （http：／／www．aLh）rgYgOわ）HP上で、本   
後の方向惰の策定に  己管理のための各種マニュアルの作  成、有病率や予後等の疫学韻壬、等々  食物アレルギー等）、リウマチ疾患関連  リウマチ・アレルギー対策の基本的方向  事業での実施課題の年次成果の掲載   
関する研究  成、自己管理能力の開発教育システム  免疫アレルギー疾患医憬の現場に即遠  ガイドラインを作成し、さらにこれらガイ  性に則り、国と地方公共団体との適切  を行うとともに、各年度報告書の刊行、  

の構築、汀やパンフレット、セミナーを活  元しうる＃に日♯診療を見据えた研究  ドラインの効果的執行のための患者自  な役割分担と連携体制の確立の中で、  終7研究課題成果を記載した一般和ナ  
0  0  3  0  3  0  0  3  3  

した。斬新な自己管理マニュアルに対し  マテ・アレルギー医療体制の整備と連  育のためのコメディカル向けマニュアル  こおいては、国の役割として地方公共  ギーシンポジウム開催協力、自己管理  
て、多くの患者・患者家族から大きな反  摸して、現場で使用できる各種ツールを  を作成した。医師・コメディカル・患者間  団体が適切な施策を進めることができ  マニュアル各疾患の「セルフケアナビ」  
響があった。適切な研究課題の策定  開発、提供した。今後の我が国のリウマ  のパートナーシップの確立に高い効果  るよう、先進的な研究を実施し、事務局  作成等、本研究手業の成果を広く国民  
は、厚労省リウマチ・アレルギー検討委  として、その成果の普及を囲った。  全体に周知する種々事業を行った。   
■会報告の方向性に則ったものとして  
研究者の評価を得ている。   

ゲノム医学を活用した  17  19  こころの健  染矢 俊幸  本研究では、研究期間内に抗精神病薬  本研究では、向精神薬の反応性及び扁l  本研究の成果を厚生労働省委託費班  本研究の成果により、統合失韻痘およ  統合失調症およぴうつ病はいずれも非   
統合失調症及び気分  康科竿研究  関連約900、抗うつ薬関連約500のサン  作用に関連するゲノム情報との関連を  研究「感付障害の治療ガイドラインを用  びうつ病の症状・社会機能低下の持続  ♯に有病率の★い疾患であり、薬物治   

障害に対する個別化  プルを収集し、当初の目標数を達成し  解析し、有用な向精神薬の反応性、副  いた臨床実証的研究」研究報告会で発  期間が短縮し、自殺数の減少、患者の  僚の個別化を目指す本研究は社会的な   
治療法の開発  た。また、向精神薬の反応性および削  作用予凱こ関わる遺伝子多型の発見と  表し、薬物反応性の個人差を考慮に入  生活の貫（00Uの改善、患者の休職期  期待も高い。本研究班は、これまで国内  

作用とゲノム情報との関連につし、ての  新しい診断法、治療法の開発のための  れたガイドラインの構築が求められるこ  間の短縮・社会全体における労働力の  はもちろん世界的にもこの分野におけ  
0  39  15  0  ＄8  24  0  0  0                                                                       データベースの機業がl≠竜馴こ進めら  基盤的知識が獲得された。これらの成  とを提言した。本研究の成果はうつ病患  向上、入院期仰の短縮による医療真の  る成果を報告してきた書門的グループ  
れ、多角的かつ包括的な解析により有  果をもとに、個々の症例に即した薬物の  者の治療期間を短縮し、自殺率の減少  削減、精神科病床数の削減、向精神薬  から檎成されており、当該領姐＝おける  
益な知見が得られた。これらの研究成  のglH乍用に関する医療善の削減など、  
果を国内外の竿会にて発表するととも  わが国の精神科医僚における保健施  
に、多くの論文が国際一流書門ミ割こ掲  葉上の利益が期待できる。   
粧された。   

広汎性発達障害・AD  17  19  こころの健  加藤 進昌  画像研究では、近赤外線スペクトロスコ  NIRSを用いてADHDを特異的に診断す  PDD症状やADHD症状などに関する  発達障害の脳画像研究は、病臥病態  平成20年1月に「発達障害の理解と支   

HDの原因解明と効果  康科学研究  ピー（NIRS）について、広汎性発達障害  ることが可能と思われるストップシグナ  チェックリストを中心とする臨床評価、  の解明を主目的とするものが多いが、  援」と超した公開シンポジウムを東京大   

的発達支援・治療法  （PDD）に特異的な課題で、健鴬同胞が  ルタスクを開発した。この課題を用いて  NIRS、神椎心理横雇虻どを縮み合わせ  本研究ではN胴Sを用いて安全かつ簡便  学安田講堂で開催して、ADHDの脳利   

の開発一分子遺伝・  PDDと健常対照との中間的なレベルを  ADHDにおけるメチルフユニデートの効  ることによって発達障害の理解と支操に  こPDDやADHDの客れ的検査を行って、  竿、自閉症と遺伝子などの5題の講演   

脳画像を中心とするア  示し、この課題がひaitmark8「として有用  果の予測を客観的に行う自主臨床試験  より役立つ評価が可能になり、発達障  診断補助や治療の効果の評価を可能と  及び質疑応答を行い、発達障害の当事   
ブローチー  と示唆された∴息伝子研究では、15q領  の準備を整えた時に、それまで用いら  害の診断・治療ガイドラインの開発につ  する遣を開いた。これによって、発達愴  者や家族に加えて、医療・心理■教育t  

域でカスタムアレイによる網羅的な遺伝  れてきたメチルフェニデート製剤（リダノ  ながると期待される。特に、ADHDにお  害の当事者1名1名に役立つ検査法の  福祉など多様な分野の関係者など1000  

12  26  3  0  12  7  l  0  3                                                                                                       子検案で発見された一彦所の微小欠損  ン）のADHDへの使用が禁止となって計  ナるメチルフユニデートの効果の予測の  確立への見通しが得られ、発達障害の  名以上が参加した。活発な意見交換が  

ま、ある自閉症関連遺伝子のe（1tingに  画の変更を余儀なくされたために、当該  研究が本格的に実施されてその有用性  早期発見および早期介入を大きく推進  行われて、病医巨病態の解明を目指した  
関わる部位の可能性が高く注目され  年度内に実施できなかったが、予備的  が証明されると、ADHDの治療のガイド  する可能性が書まったことは、行政的意  生物学的研究の重要償および発達支  
る。遺伝子発現機欄に対する環境要因  熱を持つと考えられる。   操の改善・開発に寄与する可能性につ  
の関わりを検討するためDNAメチル化  いての理解が促進された。   
を解析し、その異禦の可能性のある部  
位を発見した。   
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先達陣青（広汎性発  17  19  こころの鍵  市川 宏伸  発達障害を書門としている研究者が、  大多敢の研究者は、臨床の第一線で  発達障害支援センター、ハローワーク  各研究者の報告に政策的提言を示  各研究者がその書門分野において、   

連陣青、ADHD、LD  廣科学研究  その分野で抱えている課題を対象に研  活躍しており、日♯臨床を研究の対象と  などの就労支援センターで活用する事  し、行政的施策に役立つように努めて  新胱、雑誌、テレビなどに登場して発達   
等）に係わる実態把  究を行っている。発達障害者支援法の  している。例えば、広汎性発達障青を見  を考慮して、「発達什害者の就労相談ガ  いる。「幼児期発達障害支援の鍵は現  障害の啓発・理解に努めた。各種講演   
握と効果的な発達支  検討に係わった看が中心であり、3年後  分けるツールの開発は、繍々な分野で  イドブックJを完成させた。「発達躊がい  在の健診制麿の充実J、「早期教育は雇  会において、発達障害の総論、診断、   
浅手法の開発に闇す  の見直しを視野に入れた検討を行って  求められており、この研究でも一定の成  青支援を考える実態調査報告書」を発  もがあるが、就学後への継続が不十  対応、教育などについて説明を行い、   
る研究  いる。現状の把握と問題点の指摘およ  果を得ている。特に各書門分野の連携  行して、発達障害への啓発を行った。こ  分」、r発達障害の特性を理解した教育  発達障害の啓発・理解に努めた。医療・  

120  m  57  0  ＄3  4  0  21  ヰ60                                                                                        びこれからの方策を示している。各研究  が必要な点については、臨床的に既知  の夏を目途に、これらの研究結果をもと  が就労にも有用」、「保護者の支援には  教育・福祉・心理・労働・司法関係者を  
善がこれらの研究結果を各書門雑誌等  の事実であり、この研究においても再確  に、各研究者の分堤執筆による、発達  成長手嶋の導入J、rテレビ会議による  対tとした研修会に参加して発達障害  
に報告している。   証されている。ここで得られた結果や結  醜書に関する単行本の発刊を予定して  ペアレントトレーニングは有用」、r成人  の啓発・理解に努めた。（主任研究者に  

論は、行政的施策には有用である。  いる。   期の診断及び支援ガイドライン策定が  
必要」、「発達障害の支線に関する市区  
町村の暮務と役割の明確化」「医療ケア  
と福祉ケアの連携が必要」など   

磁気共鳴画像及び遺  17  19  こころの健  大西 隆  本研究用憫を通じてMRIと遺伝子解析  本研究のゴールである中間表現型を用  病態研究であるが、統合失調症の治療  
伝子解析による統合  廣科学研究  に関する英文原著論文7編．その他英  法の開発には生物学的指標による診断  
失調症の診断法の開  文原書関連論文32編と一定の成果を挙  法の開発は重要な課題である。本研究  
発  lfることができた。特に日本人における  では研究目標を達成し、その結果は今  

統合失調症関連遺伝子とMRL神経心  後の厚生行跡こ寄与可能であると考え  8  39  6  0  68  25  0  0  0  

理学的評価など中間表現型を明らかに  る。   
した意義は大きいと考える。   画像の補正法も行ったが未完成であ  

リ、今後の課題である。  

双生児法による‡l神  17  19  こころの縫  加藤 忠史  本研究から、精神疾患に関して不一致  精神疾患に関して不一致な一卵性双生  医単における基礎研究の成果は、他グ  本研究の成果は、一般向けの喜■濱会   
疾患の病態解明  鷹科学研究  な一卵性双生児による研究の有効性が  児における病態研究によって、双捷性  ループによる追試や多数例での確認な  （都民講演会「躁うつ病（双極性障害）  

示されると共に、精神疾患に伴った脳形  障害に伴うPPIELのDNAメチル化低下、  どを経て次第に科竿的に妥当であるか  はここまでわかった」［早稲田大学国際  
態差異（PTSDと前部帯状回の体積低  統合失調症におけるADXおよぴSPEXl  どうかの評価が定着していくものであ  会議場 東京弁深大一己怠ホール、ZOO7  

下、気分陣育と扁桃体体操減少の開  の遺伝子発現増加、PTSDにおける前  り．論文が椙厳されてすぐに施策に反  年2月4日（土）】、および理化学研究所  
連）、DNÅメチル化差異（双捷性陣書に  映されるような性質のものではない。  和光研究所一般公開講演会「躁うつ病  
伴うPPIE」の低メチル化）、および遺伝  0  19  8  5  14  5  0  0  3  

手先現の差異（統合失調症における  いて発表した。また、本研究の成果は、  
A【〉XおよぴSEPXlの上昇）を同定するこ  新聞にも掲載された（2007年10月30日  
とに成功した。これらの所見は、精神疾  日刊エ♯新蘭）。   

患の生物学的マーカーとなる可能性が  
示唆された。   かった。  

心神喪失者等医療覿  17  19  こころの健  富川 和男  本研究で開発されたデータベース・シス  本研究で開発されたデータベース・シス  入院処遇では、指定入院医療機関6力  本研究で開発されたデータベース・シス  国立精神神経センター精神保健研究所   
軍法制度における書  應科学研究  テムを用いて、全国の指定人院医療職  テムを用いて、全国の指定人院医療機  所より、入院処遇を継続している者205  テムを用いて、全国の指定入院医療職  で実施している司法精神医学研修では   
門的医療の向上のた  開および緒定通院医療機関から指定医  関および指定通院医療機関から指定医  名について解析を行った。急性期の期  関および指定通院医療機関から指定医  約80名の研修者に、法務省保護局で実   
めのモニタリングに闇  僚機開の整備状況、医療覿罵浅対象者  僚機閤の整備状況、医療観察法対象者  間lま、平均任、中央値とも3ケ月を超え  僚機関の整備状況、医療れ察法対魚者  施している研修で全国の保ま観零所長   
する研究  10  【  9  0  31  2  0  0  4                                                         の基礎情報、指定医療機関における治  の基礎情報、指定医療機関における冶  ていた。また、回復期は、ガイドラインで  の基礎情報、指定医僚機関における治  10数名に対し、本研究での成果に基づ  

療期間や治療内容、退院に際しての住  薇期間や治療内容、退院に際しての住  の目安の期間よりも早い。社会復鳩期  療期間や治療内容、退院に際しての住  いた講義を実施し、医療観零法制度の  
居の確保、社会後胤こおける連携状況  居の確保、社会復帰における連携状況  こついてはほぼ同じか、若干短くなって  居の確保、社会復帰における連携状況  普及啓儀に努めた。  
等に関する情報を収集、解析することに  等に関する情報を収集、解析することに  いる。退院例については、早期退院事  等に関する什報を収集、解析することに  
よって、同法の書門的治療の現状と間  よって、同法の書門的治療の現状と間  例が含まれることから．ガイドラインより  よって、同法の書門的治療の現状と間  
題点が明らかにされた。   題点が明らかにされた。   短い在院日数となっていた。   題点が明らかにされた。   

精神医療に係る患者  17  19  こころの健  吉住 昭  匡l内外2之の資料から得られた434項自  精神科医環のアウトカム評価につい  情報公開については、矧こ発症した患  精神科医療のアウトカム評価をわが国  

の利用案聾や機能等  應科学研究  の臨床指標を、D8】帥i法の結果に基づ  て、諸外国で使用されているものをわが  者・家族にとって有効な情報が伝わって  の実什にあった形で改変し使用した。ま   
の評価及びその結果  き項目を絞り込み、その上で独自に作  国の実相こあった形で改変し使用した。  おらず、その点もふまえ、「公開される  た、稚神科ソーシャルワーカー、精神科   

の公表に関する研究  成した評価マトリックスヘ当てはめ、評  また、精神科医層の貫の向上には、治  情報を正しく読んで利用するための手  看護、作♯療法の機能評価表を作成し  
価犠遥と評価項月を設定した。また、積  便用した。それらを普及し使用すること  
神科医療のアウトカム評価は、諸外国  で、わが国の臨床の貫の向上に寄与で  
で使用されているものをわが国の実情  きる。機能評価指欄に関する諸外国  7  0  0  0  6  0  0  0  0  
にあった形で一定の改変をせざるを得  の詳細な文献の分析から、データ収♯  
ず、Au飢「濾胞nCounc前のアウトカム指  システムの存在、複数データの使用、  
棲とわが国の既存の資料に基づくデー  データに重み付けをした上での評価な  
タとの比較を行い、抗精神病藁多剤併  どが行われ、その上で評価結果の公開  
用卒などがわが国において著しく高いこ  がなされていることなどが明らかになっ  
となどを示した。   た。   
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犯罪被害者の精神健  17  19  こころの健  小西 聖子  犯罪被害者のメンタルヘルス領矧二お  海外で最もエビデンスの蓄積されてい  糟神保健福祉センターや保健所など地  犯罪娘害者メンタルケア研修への内容  研究成果を元に、メンタルヘルス書門雷   
康の状況とその回復  康科羊研究  ナる疫学研究、介入研究はいずれも数  る打olonged Ex匹SUrO法は、17名の患  増徴神保健福祉機関で使うことのでき  の反映させた精神保健研究所における  および当事者向けにw8bサイト「犯罪被   
に関する研究  が少ない。本研究では、複数の視点か  者の治憬前後の比較により初めて日本  る、資料も償えた「犯罪被盲者等支援の  「犯罪被害者メンタルケア研修」を二回  害者のメンタルヘルス情報ページ」を開  

ら犯罪被害者の実態を示し、有効な介  のPTSD患者にも有効であることが示唆  ための地域精神保健福祉活動の手引  実施し、今後も継続予定である。犯罪被  発した。  
入方法を知ることを目的とした。メンタル  された。また、犯罪被害者遺族73名へ  一類神保健福祉センターー保健所等に  害者基本計画検討会、分科会で本研究  http／／w≠へ∨．nCnPgOJp′－nimh′seoin／w洲  
ヘルス諸領域における犯罪被害者欄凋  の、我が国では初めての檎造化面接に  おける支援－」を作成した。PTSDの診  の成果が報告された。   w／in由xhtml針0longed Exposuro法の  
司法におけるそれとは異なっているこ  より、遺族の長期的メンタルヘルスの悪  斬を含むメンタルヘルスの問題への対  13  l  12  0  m  3  0  2  4                                                                                              創始者であるEdna Foaを招いてのワー  

と、しかし裁判とのかかわりが多いこと  化要因として主観的二次被害などが影  応のポイントと、関連機関や可能な支線  ウシヨッブ、漬濱会をおこなった。書籍  
がはじめて多角的に実証的に示され、  「犯罪被害者のメンタルヘルス」小西聖  
支援のためには速決と研修が必要であ  め93ページとなったので、すぐに使える  子編著（高僧雷雇）を研究班の研究者  
ることが示された。また有効な介入方法  ことを目指してさらに概要版（11ページ）  で分担執筆した。現在、校正作業中で  
について、臨床、地j或保健の観点から  を作成した。全国精神保健福祉センター  あり、間もなく出版される予定である。   
検討し、有効な方法を提示した。   に配布する。  

筋端正性ジストロ  円  †9  こころの健  石浦 章一  線虫からKO2H8．1遺伝子（CeMBLと命  リアルタイムPCRを用いて筋強直性ジス  DM筋は、未熟であることがいわれてお  マウス塩素チャネルのスプライシングを  世界筋強正性ジストロフィー会議（ミラ   
フィーの病態解明とR  廣科学研究  名）をクローニングし．それがヒトMBNLl  トロフィー発症に問わる種々のRNA結合   
NAを介した治療  のホモログ（37％の相同性）であること  タンパク質の発現iを、DM患者21例と   

を発見した。しかし、ヒトのように4つの  疾患対象者12例の骨格筋で調べた。患   
RNA結合モチーフは持たず、N末端に2  青筋で調べたのは、世界で初めてであ   
つ存在するのみであった。CeMBLはヒト  る。その結果、訊こはMBNL3の発現が   
MBNLl同機、CUGやCCUGリピートに結  ほとんど見られなかた。また、M8NLlと   
合することが、l酵母小roe－hツーId法に  MBNじ、C∈LflとCEU＝2を定iしたとこ   0  5  5  0  0  

よって明らかになった。また、CeM8Lの  ろ、どのmRNAの発現も患者と対照との   
エキソン1を含む511塩基の欠失を持つ  問で有意差は認められなかった。一方、   
変異体Tm1563を分離した。この変異傭  塩素チャネルやインスリン受容体のス   
の寿命は力ほと短かった。   ライシングを測定したが、患者で有意に  

胎児型の発現が上昇していた。   などの分子の効果は謎められなかっ  

急性脳炎のグルタミン  17  19  こころの健  ★楕 専制  急性脳炎・脳症の中には、抗GluR82抗  急性脳炎・脳症の中には神蛙分子等に   

酸受容体自己免疫病  廣科学研究  体■抗VGKC抗体・抗NAE抗体などの抗  対する自己免疫、サイトカイン、血液脳  脳炎・脳症の診断治療を迅速に進め、  ま、19，0／100万人年（年間2114例）と推  nVItedrevi8Wを依綾され、2007年の日   
態の解明から新たな  神経関連分子自己抗体がかなりの頻度  開門の破綻が病態に関与し、ステロイド  病態研究を加速するために、「急性辺  計され、小児の蕎患率は？56．4／100万  本神経学会のシンポジュウムに取り上   
治療法確立に向けた  で陽性の脳炎・脳症が存在することが  に反応する一群が存在することが分  縁系脳炎等の自己免疫介在性脳炎・脳  人年と推定した。後方視的研究ではあ  げられた。   

研究  判明した。非ヘルペス性急性辺縁系儲  かった。＝れまで対症療法的に治療され  症」の診断スキームを作成した。このス  るが成人・小児合計すると、急性脳炎・  
炎・脳症（NHAL上）急性期には血液脳関  てきた急性脳炎・脳症の病態に基づい  キームはホームページに掲載され  脳症は日本では年間3100人が罵患して  
門機能の低下が示唆され、感染等の煎  た新たな治療法が確立できそうである。  （http：／／wv′Whosp．gojprszoc2／06／06－  いるものと推定され、ウイルス直陣優襲  
激により血清中に産生された抗G山Re2  これらの研究結果は、半間的に検討過  1－2．htm）、哺広く臨床家がアクセスでき  が証明できない傍感染憎の病態が多い  

47  146  8  328  ヰ十  4    3  

抗体が、血管透過性の冗進した脳炎急  と絶刺された。   
性期に中枢神経系に至り、G山R82分子  
の細胞外ドメインと何らかの反応を起こ  
し、脳炎病態形成に何らかの役割を果  
たしている病態仮説を見出した。   

上位運動神経優位A  17  19  こころの健  池田 権衡  本研究の遂行により、AIs2－KOマウスに  AしS治環藁の開発に関しては、独自の  本研究によるマクロピノサイトーシス機  
」Sの分子病態解明と  康科学研究  おける加齢惟の神経檎遺・機能的異常  能異欄を背tにした新たな神経変性疾  
治療薬の開発  が明らかにされた。また、家族性ALSの  患発癌メカニズムの提唱は、今後の疾  

原因遺伝子産物であるAJS2の分子機  患研究行数施策策定に対する新しい科  
能に関しては、その上流活性化因子の  学的根拠を提供しているものと考える。  
同定に成功するとともに、AJS2がマクロ  一方、本研究成層により具体化された  
ピノサイトーシスというこれまでに全く注  NAIPを攫的分子とするA」S治療薬開発  0  49  2  3  13  18    0  0  
目されていなかった生理的機能の調節  については、更なる低分子化合物のス  
を担っていること、ならびに神経Ⅶ胞で  クリーニング、ヒットリード化合物をはじ  
の軸索伸長調節因子であること等の新  めとするALS治療候補凄の（前）臨床試  
たな成果が得られた。   の町OClinlCalproof－0トconcoptが得ら  験への展開、および治療薬としての美  

れたことを意味するものと考えられる。  用化推進に向けての行政施策的支性  
が期待される。   

ライソゾーム酵素欠損  17  19  こころの健  鈴木 義之  ケミカルシャペロン療法の概念を確立し  遺伝病患者細胞に潜在的に存在する  一般向けの成果公表は行っていない。   

症の病態解析と新し  應科学研究  た。試験管内の酵素阻害剤が、細胞内  過去3年間の書門研究機関．国際学会  

い経口治療薬の開発  で変異蛋白質の機能発現を誘導する現  での招待講演は11回オーストラリア、  
象（シャペロン効果）を発見し、ライソ  フランス、スウェーデン、英国、カザフス  
ゾーム病治療への応用を試みた。新規  タン、ロシア、米国、エジプト、スロベニ  
シャペロン化合物をGMトガンクリオシ  ア、スペイン、日本。   
ドーシス、ゴーシェ病の憾胞実験、モデ  
ル動物実験に用い、この概念の妥当性  0  18  9  4  31  33  4  0  0  

を確証した。シャペロンは腸管で吸収さ  
れ血液脳髄門を通過し、酵素活性の発  
現、蓄積物の消化、臨床効果を発現し  
た。その分子機械を化学分析、形態観  
緊、分子モデリングにより解明した。   
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RNAlを用いた神経・  17  19  こころの健  水澤 英洋  ALS、アルツハイマー病、脳血管障害、  扇RNAトランスジェニックマウスの作製に  原著論文のみならず、多くの総説、書  アミノ酸を変えずに塩基配列のみを変  1）読売新蘭（2005年2月23日）RNAで医   
筋疾患の画期的治療  無料学研究  アミロイドポリニューロパテーなどの榛  成功し、それとSODl遺伝子変異による  暮、ならびに講演会により、SiRNAに関  えることにより＄iRNAに抵抗性の遺伝子  薬品開発2）NHKスペシャル（2005年4月   
法の開発  的遺伝子に有効なsjRNAの作製に成功  家族性ALSのモデルマウスとの凱ナ合  わる啓発に■献した。   を導入することで、一度抑制した蛋白貫  9日）中絶胎児利用の衝撃（神経幹細胞  

し、すノ′くリー法としてアデノ随伴ウイル  わせにより、AしSの発症と進行を著明に  を回復することに培養欄胞レベルのみ  治療研究の紹介）3）日経産♯新間  
スペクターを改良すると共に、生理的な  ならずinvIVOでも成功した。   16  ヱ0  巴  2  1了  2   
ビタミンEによる化学修飾法を全く新しく  RNA干渉の医療応用（横田）4）日経斬  

之  0  0  

開発した。   床応用が可能であることを示した。  聞（2005年11月7日）難病A」S．遺伝子  
の機能抑制新技術で発症防ぐ∴東京匡  
科歯科大、マウス実験   

終板アセチルコリンエ  
ステラーゼ欠損症、及  應科学研究   親和性を用いたタンパク標的療法を、終  
ぴ、他の細胞外マト  板アセチルコリンエステラーゼ欠損モデ  
リックス分子欠攫症に  ル動物であるコラーゲンQノックアウトマ  
おけるタンパウ裸的療  ウスに応用し、従来の神経筋疾患に対  
法の開発研究   する遺伝子治環では達成できなかった  0  7  0  0  0  4  0  0  0   

良好な運動症状の改善を認めた。本手  
法を細胞外分子欠嬢症に対する汎用の  
治療方法として将来確立できると期待さ  
れる。   

異鴬蛋白蓄積による  
運動系神経変性疾患  應科竿嘲項   性疾患の原因になるという考えは、遺  
の治僚法開発にむけ  伝性の疾患に関しては、変異蛋白質の  
た病態解明   警犠が細胞死を引き起こす＝とに関して  

多くの実験的証拠が挙げられ、コンセン  
サスになりつつある。一方、よリー椴的  
な孤発性疾患については、蛋白質の蓄  
積は認められるものの、その原圏は全く  8  29    5  65  9  0  0  0   

不明である。本研究は蛋白質分解シス  
テムの障害が原因であるとの仮三削こた  
ち、ALSとSND（MSA）に関して、その実  
験的証拠を得ようとするもので、一部そ  
の仮説を支持する証拠が得られ、病固  
解明に前進できたと考えられる。   

定i的神経画像によ  17  19  こころの健  こl．・：； ：卜  非侵襲的画像法により脳線稚連絡性、  臨床的に非侵譲的画像法による定量的  非侵遜的画像應の開発により患者さん  
る線条体疾患の病態  應科学研究  ドー′くミン機能の絵像技簡、定i的解  にやさしい検査法として応用可能で、検  
解明と治環浅間発  析法が確立されたことが大きな成果で  壬（歎）の効率化・医療費軽減の上で圭  

ある。これらの技術により応用研究が期  貫な成果である。   0  33  9  2  14  7  0  0  0  

待される。   の課題となる。  

骨格筋増儲職制因子  17  19  こころの健  砂田 芳秀  筋ジストロフィー治環への鶴床応用に向  独自に開発した治療分子（myostatinプ  筋ジストロフィーは未だに有効な治療法  myostatin阻害藁による筋ジストロフィー   
myostatlnの活性阻  廣科学研究  ナて、4つの異なるアプローチによリ  ロドメイン由来ペプチドおよびフォリスタ  のない難病であるが、myOStatin凪専業  治療法の開発については、新蘭（一般   
書による薪ジストロ  myostabn阻害薬の開発を行った。この  は臨床症状の改善が期待できる新規薬  
フィー冶環薬の開発  研究過程でcaveolin－3による新たな  物である。＝うした薬剤開発が実現すれ  

mYOStatlnシグナルの分子調節機構を  ぼ線病医敷こ画期的な成果が期待でき  6  0      10  15  0  0  0  
解明した。これらの成果はJournalof  る。また、筋ジストロフィー以外のミオパ  
C！inicalInv8StigatIOn等の雑誌に掲載さ  チーや高齢者における骨格筋i蔵少症  
れ、国際的にも高く評価された。   sarcoponiaに対する効果も期待できる。   

にある。  

神経移動障害を伴う  17  19  こころの健  萬谷 博  これまで機能が不明だったfukut－nが  酵素活性測定による診断法の確立によ  2005年12月1日付 日桂産♯新聞「筋ジ   
筋疾患の病賛解明と  應科竿研究  POMGnTlの＃素活性の制御に関与す  スの原因糖鎖鰯明」掲載   
治療法実現に向けた  ることと、WWSの原因遺億子産物  
技術集約的研究  POMTlとPOMT2の酵素層性には複合  

体の形成が必要であることが明らかと  
なった。これらの知見は0－マンノース型  
糖鎖の生合成が複数の分子複合体に  0  8  2  3  18    0  0  
よる厳密な制御下にあることを示してい  
る。コンセンサス配列の発見は、α－ジ  
ストログリカン以外の0－マンノシル化生  
白質を探索する上で重要であり、0－マ  
ンノース型♯錮の機能解明に繋がるこ  
とが期待される。   

rl  
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パーキンソン病プレイ  17  19  こころの健  村山 繋竣  パーキンソン病プレインリゾースを、臨  パーキンソン病診附こtも用いられて  パーキンソン病剖検例の病理診断ガ  パーキンソン病プレインリゾースの檎  国際神経病理畢会診断シンポジウム   
ンリゾ儀スの構築  康科学研究  床からでなく病理学的背景より構築する  いるMIBG心筋シンチグラフィ一に閲し  イドラインをW8bで公開し、それに基づき  築は、ゲノム研究で、パーキンソン病惣  で、日本神経病埋草会の推虎を受け、  

ことは、臨床・画像・病理連関を行ってき  て、特異度は轟いが、感度は発症早期  プレインリソースネットワークを檎築した  受性遺伝子の同定に大きくT献がで  本研究における蓄積を背tに、レビー       た伝統がないと不可能であり 

、国際的  こは低く、晩期には100％に達する病期  ことは、今後の病理研究の指積となる。  き、オーダーメード医療に遣を開くことが  小体型認知症の診断基準を口講究表  
こも独自のリゾースの構築を行うことが  依存性であることを明らかにした。ま  また、MIBG心筋シンチグラフィーの有用  できた。さらに、ネットワーク≠築におい  することができた。また、パーキンソン病  
できた。特に、レビー小体の進展におい  た、末梢自律神経系をおかす全身疾患  性は、病期依存性であるという指摘は、  てノトキンソン病の臨床・画傷・病理  予備群は高齢者の30捌こ存在するが．  
6  54  25  4  115  32  0  0  0                                                                                    て、偶発的レビー小体病∴発症前レビー  であることを示しただけでなく、皮膚や  本検査が陰性であると、パーキンソン病  連関を通じ、研修にT献することで、臨  生前に発症するのはその†0朝里度であ  
／ハ体病、パーキンソン病、認知症を伴う  溝出臓器の検討で、生前に病理確定診  ではないという誤った風潮を是正するの  床レベル全体の向上による、治療への  ることは、業界紙に報道された。さらに、  
パーキンソン病、レビー小体型認知痘  l折が可能であることを示した点は、大き  こT献する。また、皮膚生検のガイドラ  t献をもたらすことができた点が，大き  パーキンソン病のl臨床診断と病】璽診断  
のすべてのステージを網羅できてことは  インの公表は．今後の診断への暮献が  の一致は60％程度であることは、公開シ  
今後のゲノム研究へ違を開く。   期待される。   ンポジウムで患者再度より、大きな反響  

を得た。   

補足運動野反復磁気  17  19  こころの健  辻 貞俊  パーキンソン病の磁気刺激治療に閲し  薬剤、DBSとは違った新しい治療法の  今後もう少し効き目のある刺激方が仕  薬の使用iが戎り薬剤善が層少テるか  海外の雑誌に印刷中であるが、海外か   
刺激による大晦基底  康科学研究  ては、国際的に見ても議論の多い分野  可能性が示された。これまで他の疾患  上がった時に、治療方のガイドラインを  もしれない。正しい手術適応が選択で  らの問い合わせがあった。   
核疾患治療の開発  で結論が出ていない。二の状況の中  き、無駄な手術が減少する。治療効果  

で、シャム効果をしつかり自覚症状とし  のより、人的資源の有効活用ができる。   
ては認めるシャム刺激と比べて、確実  
に有効な磁気刺激治療法を開発できた  30  48  10  5  10  8  0  0  0  

点が一番の成果である。また、客観的  
運動症状は改善するが、自覚的精神痘  
状は、シャム刺激と同程度にしか改善  
せず、これら精神的効果に関してはシヤ  
ム効果の可能性がある。   

社会的問題による、  19  19  こころの健  金 言晴  新潟中越大地震後三年間の住民の精  地雷被災者においては、トラウマよりは  新潟中延大地震被災者の韻壬特異は、  成果の一部は、小千谷市震災対応車菓   
精神疾患や引きこも  應科学嘲究  神健康の推移を調査集計した。また三  ストレスモデルの方が介入支援に効果  小千谷市の地域精神保健活動に反映さ  検討会での医療関係者シンポで公開さ   
り、自殺等の精神健  年後の書齢被災者の精神疾患の有病  的であることが示唆された。また調査結  れ、ハイリスク者への重点的関わりに生  れた。また、共同通信社を程て、平成20   
康危機の実態と回復  率を調査した。交通事故彼の精神疾患  果からハイリスク者を同定した。交通外  かされた。京た同士における検討会で  年12月柑日付の日本経済新聞夕刊ほ   
に関する研究  発症割合をコホート研究で調べた。犯罪  成果を発表し、今後の支援活動の策定  

被害者遺族の精神健康と苦痛について  に寄与した。犯罪被害者の調査結果  
の調査を行い、日本で初めて実態を明  は、担当した班■が．内閣府における  2  0  0  3  0  0  0  0  

らかに」た。伸0「′dMen亡∂JH8∂化hの日本  犯罪被害者等基本法に基づき書議会  
での調査データに基づき、トラウマ的な  垂1でもあり、同会での議論に生かさ  
出来事とうつ病の関係を調べた。触法  れた。   
少年における、触法行為とトラウマ被害  
の関係を韻査した。   

特発性造血障害に闇  17  19  難治性疾患  小澤 敏也  再生不良性貧血において抗モエシン抗  再生不良性貧血における免疫病態マー  平成16年度に策定された各特発性造血  再生不良性貧血の発症動向を把握する  年2【司の班会讃総会は一般に公開され   
する調査研究  克服研究  体、微少PNH型血球、抗DRS－1抗体の  カーの意義を明らかにするため、共通  障害疾患の診療ガイドの見直しと一部  ため、特定疾患の疫学に関する研究班  ており、また、研究班のホームページを  

存在が免疫抑制療法に対する反応性  治療プロトコールによる臨床研究を開始  改定を行った。「不応性貧血（骨髄異形  と連携して臨床調査個人票を解析し、痩  立ち上げ、研究成果を広く社会に発信・  
の予測因子であることを明らかにした。  した。特発性慢性赤芽球瘍ではシクロ  成症候群）の形態学的異形成に基づく  筆調査を行った。厚生労働省より使用  還元することができた。平成18年度に  
また、HMGÅ2遺伝子の異＃がPNHにお  スポリンがステロイドより有効であるこ  診断確度区分と形啓診断アトラス」とい  許可を得た上で電子化データを入手し  は特発性造血障害調査研究班30周年  
ナる異鴬クローン拡大に関与している  と、原発性骨髄織機虐には蛋白同化ホ  う小冊子を作成し∴班■ならびに全国の  て解析を行ったが、その結果、我が国に  記念国際シンポジウムを開催し，この分  
0  112  70  3  24  12  2  0  8                                                                                    可能性を見出した。骨髄異形成症候群  ルモン、サリドマイドが有効であることを  血液内科医に広く配布した。また、軽口  おいて再生不良性貧血はやや女性に  野の欧米の研究者との交流を深めた。  

では病型進展とスフィンゴシンキナーゼ  明らかにした。再生不良性貧血と不応  鉄キレート剤が我が国にも導入されるこ  多いこと、男女とも60歳？74歳と★齢者  平成19年産には、日本学術会議・日本  
の発現呈が相関していることを明らかに  性貧血（MDS）の鑑別のため、骨髄異形  とから、特発性造血障害疾患患者での  こ発症のピークがあること、9割以上が  鉄′くイオサイエンス学会と共催で  
した。その他、原発性骨髄線維麿の究  成の形態学的診断基準を作成した。  輸血後鉄過剰症と鉄キレート療法の全  特発性であるなどの特徴が明らかと  Bioレ・On200丁京都フォローアップシンポジ  
虚機序を解明するため、JAK2遺伝子変  PN川＝対するエクリズマフ、5q－MDSに  国実態調査を実施し、その結果を踏ま  なった。これらのデータは今後の難病対  ウムを開催し、多数の研究者や市民の  
鼻マウスの作成に成功するなど様々な  対するレナリドマイドなどの新規治療薬  え、輸血後鉄過剰痘の診療ガイドを策  策行政にとって貴重なものであり、行政  参加を得ることができ、極めて高い評価  
成果を上げた。   の治験に備えた臨床調査を実施した。  定した。   的観点から主要な成果と考えられる。  を得た。   

血液凝固異常症に闇  17  19  難治性疾患  池田康夫  本研究班では．もともと疾患の分子病態  ITPサブグループでは診断基準、治療ガ  汀Pサブグループにおいて診断基準、治  DVT／PE研究においては、特に震災時  震災時に被災地への疾患予防に閲す   

する調査研究  克服研究  解析に基づいた診断基準．治療指針の  イドラインの普及とその適応による治療  療ガイドラインの作成普及と、その適応  のエコノミークラス症候群に闇して本疾  る啓■を行った。  
確立および我が国における正確な発症  
頻度や予後の把握を目指しているたた  はもちろん、国民にも本疾患を広く周知  
め、調査研究ではあっても基礎的研究  できる。医療行政や災害対策にも役立  
に力を注いだ。ITPサブグループの  て、本疾患での死亡例減少にT離す  
EUSPOTassay、TMAサブグループの  る。  
簡便で迅速に結果の得られる  K196E変異に関する顕著な成果。  86  195  47  5  28ヰ  106  0  2  

ADAMTS13活性測定法の開発、特発性  
血栓症サブグループの多施設共同で静  
脈血栓症患者を大規模に収集し遺伝子  
解析によるプロテインC、プロテインS、  
アンチトロンピンの各遺伝子の変異な  
ど、多くの優れた成果がみられた。   



原発性免疫不全症候  17  19  難治性疾患  宮脇 利男  疫学調査研填では、臨床調査個人業を  阜クローン抗体を用いたフローサイトメト  抗体産生不全症で必要となる無／低γ  患者・家族会の憶久的な活動の運営の  本調査研究班の責務の一つに、臨床個   
群に関する調査研究  克服研究  活用した全国登矧こ努め、登録総数は  リー法をXSCID、XCGD、WAS、XLPにつ  グロブリン血痕における静注用免疫グ  ためにNPO法人化へ向けの助言をし、  人韻壬菓を活用した患者登録事業があ  

1．297名となった。簡易診断法の開発と  いて開発し、遺伝子診断のスケノーニン  ロブリン製剤補充療法の用i見直しに  平成20年中のNPO法人化へ向けての  るが、豊隠こついては遺伝子診断例も  
遺伝子解析では、責任遺伝子の明らか  グに活用。A【）A欠損症、IPEX症候群、  協力し、全国実態調査に基づき重症複  患者・家族会への援助を行った。原発  含め主治医に登録を促すという形で行  
となっている疾患の遺伝子解析喜進  NEMO欠穐痘、A丘Omis遺伝子変異、  合免疫不全症、Wiskott一人目rlCh症候  性免疫不全症候群は比較的まれな疾  われてきた。しかし、遺伝子診断例が畳  
め、新規大任遺伝子を含め新たに223  礼へP欠嬢痘、IRAK4欠損症についても、  群、慢性肉芽瞳虐に対する造血幹細胞  患であることより、患者・家族にとって安  録例を大きく建えている。この間題点を  
家系で遺伝子解析による確定診厭を行  保因者同定、幹細胞移植後モニタリン  移植の統一したガイドライン稟を作成し  

た。   84  307  0  0  830  12¢  9  0  0  
析を行い、新規責任遺伝子として世界  後早期にスクリーングする為、T細胞受  設を原発性免疫不全症候群の書門病  にするためにも、インターネットを介した  
に先駆けて1型★Ⅰ虔症候群の責任遺  容体の環状DNAを定iする方法を確  院として担当医と連絡先をホームページ  登録の実施、疫学調壬担当者と遺伝子  
伝子STAT3及び2型高IgE症候群の責任  立した。新生児マススクリーニングに用  に掲示した。さらに、個々の疾患の確定  解析担当者との円汁な連携プレー、鑓  
遺伝子Tyk2を同定した。   いる乾燥濾紙血で実施可能で、埼玉  診断に必要となる遺伝子診断の可能な  

県∴東京都で′くイロット的研究を開始し  29施設をホームページに載せた。   
た。  

難治性血管炎に閲す  17  19  難治性疾患  尾崎 承一  JMÅAV試験で得たMPO－ANCA関連血  「MPO－ANCA関連血甘炎に対する重症  血管炎症候群の診療ガイドラインを日  結節性多発動脈炎と顕微鏡的多発血  原発性血管炎に関する国際シンポジウ   
る調査研究  克服研究  管炎患者末梢血の遺伝子発現を解析  産別治療プロトコールの有用性を明ら  本循環器学会と共同で作成中である。  管炎の臨床個人調査票を平成18年度  ム1ntomati0081Sympo＄iumonPrlm訓Y  

し、アウトカムと関連して有意に変動す  かにする前向きコホート調査研究  から明確に区分できた。これは今後の  Systo血cV8SCu‖tklosを平成19年9月29  
る丁4遺伝子を同定した。血管炎患者の  （JMAAV試験）」を行い、51例を登録し  臨床個人調査票の適正な活用にもつな  日に文京で開催した。海外から4名の濱  
抗血管内皮細胞抗体の新規の対応抗  がり、画期的な改訂である。   昔を摺れした。基礎研究、中小型血管  
原を同定した。血管炎モデル動物として  炎∴大型血管炎、生物学的製剤の有用  
リコンビナントインフレツドマウス  性という4テーマで、研究班からの報告  
MXH／lp（、HTLV－Ⅰ8nV－PX遺伝子導入  57  183  232  12  428  202  ロ  2  l  
ラット、カンジグ成分CÅWS誘導冠状動  の血管炎における日米欧の疫学・病態  
脈炎モデルマウスを樹立・解析した。轄  の差異が関心を兼め、今後の国際共同  
節性動脈周臨炎、Wogonor肉芽腹症、  研究の方向性が議論された。それらの  
悪性関節リウマチ、高安動脈炎、  内容はproe朋dngとして発行した。   
Burgor病の疫学的・臨床医学的特性の  
分析を行なった。   用性も明らかにした。  

自己免疫疾患に閲す  1丁  1g  難治性疾患  山本 一彦  全身性エリテマトーデス、多発性筋炎・  全身性エリテマトーデスの臨床的検討  SU：の適正治療方針の検討を行なって  筋炎症厳を伴わない皮膚厭炎をどのよ  班会議は公開で行なった。それ以外は   
る調査研究  克服研究  皮膚筋炎、シエーゲレン症候群、成人ス  

テイル病などの自己免疫疾患に対して、  
共同研究書菓として、ゲノムの解析の  
為のサンプル収集、全身性エリテマトー  
デスの適正治療方針の検討、新規治療  
法の導入のための臨床治験の推進を  
行い、個別研究として病態解明、先蛛  37  280  0  0  50  10  5  0  0  

的治療法の開発などの研究を推進し  
た。   のIRB承認の上200丁年6月に治験届提  

出、2007年7月より被験者登録を開始し  
た。全身性エリテマトーデスに対するリ  
ツキシマブ投与で、有効性が見られた。   

ベーチェット病に閲す  1丁  19  難治性疾患  金子 史男  ベーチェット病の発症には疾患感受性  HLA－B51陽性でHUl－A■2601を有する  腸管ベーチェット病診療作製プロジュク  毎年、年2回の研究班会議は患者会  2∝〉8年2月8日付け、Jき卵nModeino   

る調査研究  克服研究  遺伝子（HLA－B51近傍）の内因子と引き  患者は完全型で眼症状が多、HLA－B51  トが開始され、200＄年11月18日会議が  ベーチェット病友の会の方々並びに開  Vol．11「ベーチェット病一高まるインフ  
金になる外因子が関与する。外因子の  陰性で目しl－A■2801を有する患者は皮  開催されて難治性炎症性腸管障害に開  係製薬会社の方々に対して参加を呼び  リキシマフヘの期待 さらなる適応拡大  
一つとして、患者の口腔内の   庸・粘膜症状が多い。病変部では、主に  する調査研究（主任研究者 慶應馨塾  かけ、また班会議終了後は、患者会の  も 診断と治療ガイドラインも改定へ」が  
StreptococcuさSanguinisは増殖してお  ml型サイトカインによる炎症症状であ  大半 日比紀文教授）の「炎症性腸疾患  方々の勉強会としての時間を設けて班  掲載された。  
り、それに対して過敏反応を擾絹・してい  り、特に重症ぶどう膜炎を起こした患者  の診療ガイドライン開発と診療オブショ  ■の研究成果を解説して理解を求めて  
る。病変部には古関連の65kDa熱ショッ  22  18  31  177  1丁  9  3  7  

ク蛋白（HSP－65）と反応性ヒトHSP－60お  
よび菌由来Bo＄一1DNAが存在し、眼網  
膜蛋白Brn3bの構造と相同性がある。  
To…ik8rOCO餌0「－2．4．9が発現し、自然  
免疫機痛が関与している。   

ホルモン受容機機具  山  19  難治性疾患  松本こ 俊夫  低Ca血痕、FGF23異禦虚の診断指針お  低Ca血走の鑑別診断フローチャートの  低C∂血虚惹起疾患のうち遺伝子異≠  本研究班が対よとしている副甲状腺機  本研究班■が明らかにした、FGF23が   
≠に関する調査研究  克服研究  よび甲状腺クリーゼの診断基準を策定  作製により、これらの病態の疾患概念  等が解明された副甲状腺ホルモン分泌  能低下症、ビタミンD受容体異♯痘、低リ  Klothく〉葦白を共受容償として作用を発  

した。偽性別甲状練機能低下痘の  の理解が進むとともに適切な治療法の  低下に基づく疾患を特発性副甲状腺機  ン血癌性疾患、甲状腺和レモン不広丘、  揮すること、VDRを介する負の転写韻節  
GNASlインプリンティング異♯およぴCa  選択にも井献できる。また、血中FGF23  能低下丘から独立させ、新たな診断指  TSH受容体（抗体）異♯丘などは、早期  機拙こDNAメチル化が関与すること、さ  
感知受容体異♯の病態解析、VDRを含  濃度に明確なカットオフ値を設定し、  針を策定した。FGF23臭★症の診断指  発見や適切な治療により良好な予後が  らに脱メチル化により可逆的に転写偏  
む新規染色体再構成因子複合体  FGF23過剰症とそれ以外の原因による  針については、低リン血痘性くる病・骨  得られる。したがって、これら疾患にお  進がもたらされることなどはホルモン受  
（WINAC）同定とこれによる1α（OH）as8  低リン血性疾患の鑑別が可能となった。  軟化症の診断に寄与し、今後、治療法  ナる診断指針の策定や基礎的検討成  容体や遺伝子の転写韻節における全く  
8  182  26  0  226  74  ■  3  15                                                                                                   遺伝子の負の制御機積の解明、FGF23  さらに、いまだ致死辛が高いにもかかわ  の開発をすすめる上で妻妾な成果と考  果は医療費の削減のみならず、国民の  新しい制御機檎の存在を示すものであ  
産生調節・作用機序の解明、甲状腺ホ  らず、明確な診断基準が存在しなかっ  えられる。甲状腺クリーゼに関しては、  健肘福祉の向上にも主事な役割を果  り、画期的な成果であるといえる。これ  
ルモン不応症動物モデルの解析ノくセ  た甲状腺クリーゼに関して診断基孝を  我が国初の診断基準の策定に続き、全  たすものと思われる。また．FGF23測定  らの成果は他の広範なホルモン受容機  
ドゥ眼痘と遺伝子多聖の関連など、基  策定した。これら疾患の診断・治療指針  国疫学調査を予定している。さらに治療  ま現時点では保険適応はないが、本研  構臭♯痘にも応用が可能であり、ホル  
礎・臨床双方で成果を収めた。成果は  の策定とその普及が進むことにより、当  が困難であるバセドゥ病悪性眼球突出  究班による測定系の普及から、FGF23  モン受容機檎眉欄痴に起医する難病と  
Naur8等に掲載され、国内外から大き  該疾患の予後の改善が見込まれ、多大  症の診断・治療指針の策定も内分泌竿  過剰症の診断が日♯診療でも可能とな  その間遵疾患の病態解明・治療法確立       な反響があった 

。   な社会的効果が期待される。   会等と連携し開始した。   ることが期待される。   への寄与が期待できる。   
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間脳下垂体機能障害  17  19  難治性疾患  千席 和夫  遺伝子租換えマウスを用いた病態解析  ‖柑例のデータから日本人成人IGF－1  次の手引きを改訂した。先端巨大痘お  これまで、種々の巨富床的検討を行ってき  成人成長ホルモン分泌不全症（AGHD）   
に関する調査研究  克服研究  より、家族性中枢性尿劇症の発症には  基準値が再設定された。GHRP2試験の  よび下垂体性巨人症の診断治摂、成長  た薫物が、実際に臨床の壌でも使用で  の治療が、読売新聞（2007年2月11日  

異精蛋白の蓄積、エストロジェンおよぴ  成長ホルモン分泌不全症（GHD）診断法  ホルモン分泌不全性低身長症の診断、  きるようになった。成人成長ホルモン分  （日）‖こ取り上げられ、「日本での  
脱水が関与しており、発症予附こ脱水  としての有用性が確認され、カットオフ  成人GHDの診断治療、ケンシング病の  泌不全症に対するGH補充療法の保健  AGHD治療は遅れていたが、厚生労働  
の回避が有効であることが示された。  値が設定された。GH粛1定法が標準化さ  診断治療、Pro（Sub）－C＝nicalCushing  適応が認可された。先端巨大痘の治療  省間脳下垂体機能障害調査研究班が  

SIADHラットモデルの解析から、   れた。中でもGHRP2試験は世界に先駆  病の診断治療、ACTH分泌低下症の診  薬として、GH受容体括抗藁ペグピソマ  治療・診断の指針を作り、2006年から保  
0  301  105  0  240  38  l  0  0                                                                                    ovast∂tinおよぴデキサメサゾンの早期  ナて我が凶で確立したものであり、＝の  断治療、プロラクテン分泌過剰症の治  ントの保健適応が認められた。異所性  健適応となったJと報道された。Naturo  
投与が楕中心鰻鞘崩壊の抑制に有用  試験に関してはNatur8ClinPrac  療、中枢性思書期早発症の診断、バゾ  バゾプレシン産生腫事軌こよるS仏DHに  GlinPracEndocrinoIM8bb4（2）ガ8一郎．  
であることが明らかになった。散発性下  Enくbcr】nOIM¢tab4（2）：68－69．2008で  プレシン分泌過剰痘の治療。また、治療  対して、／くゾプレシンV2受容体桔抗藁  2008に開発した検査法（GHRP試験〉が  
重体腺腫発症におけるMENIN－P27系抑  
制が関与している可能性、GH産生膿腫  
で自発性の活動電位がGH過剰分泌の  
もととなっている可能性が示唆された。   間紙を開発した。   

ウb一ム．  副腎ホルモン産生臭  ロ  19  難治性疾患  藤枝 憲二  Ad4BP′′‘sト1の胎仔副腎皮質特異的エ  新たな先天性副腎酵素欠攫痘である  一般医家向けおよび書門医療機関向け  副腎偶発性、副腎癌についての全国調  公開の研九報告会を毎年1回開催し、   
禦に関する韻査研究  克服研究  ンハサーを同定し、副腎皮質形成機檎  P4500メid〕red」CtaSe（POR）異議症の概  の「原発性アルドステロン症診断の手弓  壬を行い、実態を把握した。21一水酸化  活発なディスカッションが行われた。   

の一端を明らかにした。マウス・ヒト骨髄  念、診断基準、治療指針を示すことがで  き」を作成した。「先天性副腎低形成症  酵素欠損症の出生前診断・治療に閲す  
間薫系細腫、脂肪由来間薫系細胞に  きた。また、2ト水酸化酵素欠損症の出  診断の手引き」を新たに作成した。「先  るアンケート調査を行い、実態を把握し  
A（jヰBP／Sト1を一過性強制導入するこ  生前診断・治療に関するアンケート調査  天性‡！順過形成痙の診断基準jを改訂  た。今後、全国共通の出生前診断・治  
とにより多種ステロイドホルモン産生と  を行い、その実態を把握した。ホルモン  した。「副腎偶発性の診断・治療指針」  療を行うことができるようなシステム≠  
ACTH応答性を有するステロイド産生絹  築、ならびに診療ガイドライン作成が必  

12  63  40  4  57  33  2  0  0  

眼へと釧ヒ誘導することに世界で初め  要になると考えられた。   

て成功した。その他、し只H－1導入に  
cAMP処理を加えることによっても同様  
の分化誘ヰを尊くことが可能となった。   

こ上▲  
関する調査研究  克服研究  ジンSの発見を始めとする中枢性摂食・  軽性食欲不振痘の病態研究の統合が  ライマリケアのためのガイドラインは国  無機閣が少ない現状で、本症のプライ  療応用」を平成17年3月に出綽した。思  

エネルギー代謝調節機欄に関する研究  摂食促進作用を有するグレリンの臨床  内外に見当たらない。本研究班でそれ  マリケアのためのガイドラインの普及に  春期の★少年に摂食障害を分かりやす  
成果は国際的も評価されている。視床  試験に発展した。その中でのグレリンが  が作成されたことにより、本症の約7割  伴い一般医の本症への対応が適切に  く解説した園暮「ダイエット障害」を発行  
下部レベルでの研究に中枢性澤食異欄  神経性食欲不振痘の病態改善をもたら  が最初に受診する一般医が本症に対し  行われることになり、本痘への医療体  し、都内女子中学★校では「思春期の  
痘の病因■病態に関与している可能性  したという結果は、グレリンによる治療  速やかに適切な対応を図ることが可能  制を補っていくことが予測される。  心と身体」と超した講義を年に1国毎年  
が高いinfra＝mblCCO佃X、分界条床核、  浅間先の可能性を示すものである。神  こなると予測壊れ、本症の書門医が少  0  88  81  2丁  136  39  n  l  55                                                                                           行っている。摂食障害患者をもつ家族を  

外側中核等も研究対象として新たに加  鎧性食欲不振痘の家族のための心理  ない現状では社会的にも意義のあるこ  対女とした心理教育の会を東京女子医  
わり、発展が見られた。   教育プログラム用のDVDが作製された  科大半で月に1－2固開催している。こ  

ことは、家族の本症の理解と治療への  の取組をDVD「拒食症の安族教室」にま  

協力を勧める上で臨床上意義のあるこ  とめ、ホームページ  

とである。   （httpノ／w〟1〟3月hpsacJP／‾8atf訂mly／′）を  

遺してその昔及を図っている。   

原発性高脂血症に関  円  19  難治性疾患  山田 悟博  原発性高脂血症病態の研究を、遺伝分  原発性高脂血症研究の臨床的目的は、  ハイリスク★脂血症の調査、研究の結  上妃の掛こ提唱した高トリグリセフィド  高トリグリセフィド血症の診療ガイドフイ   
する調査研究  克服研究  子生物学的と生活習慣病としての両面  その管理による動脈硬化性疾患の予防  果、2005年に作成されたわが国のメタ  血痕の診療ガイドライン、家族性コレス  ンの提唱内容は、2007年日本動脈硬化  

から展開した。メタポリックシンドロー  にある。高脂血症の中でも動脈硬化性  ポリックシンドロームの診断基準に基づ  テロール血走（FH）の診療ガイドライン  学会シンポジウムにおいて発表した。  
ムや複合型高脂血症の研究は、日本人  疾患を進行させるリスクが主権したハイ  いた日本における現状と闇樫点を明ら  ま、高脂血症診療日♯診動こ重要な指  
こおけるハイリスク高脂血症の現状把  リスク群を重点的に管理予防することが  かにした。ハイリスク王Ib型高脂血症  針を提示している。原発性高脂血症研  
穫にT献した。また□∂型高脂血症研究  重要であり、本研究ではハイリスク群を  （複合型高脂血症）の研究成果として、  究の書門家集団である本研究班が提  
は、家族性高コレステロール血症診療  重点的に研究対象とした。その結果、  わが国としてはじめて薔トリグリセライド  喝しているこれらのガイドラインが当該  
ガイドラインの作製の基礎データとなっ  メタポリックシンドロームやハイリスクIta．  血症の診療ガイドラインをnonHDLコレ  学会等で今後ガイドラインを作製する際  

3  0  0  79  107  48  5  0  0  

た。班■はそれぞれのコホートや外来  
患者として、年齢（小児、愚書期、高齢  
青も含む）、都市と農村部、島など地域  
性、」様々な特性を有する研究対象集  ステ⊂トール血症（FH）を多く含み、これを  

団を有しており、成果は日本人全体の  ふまえてFHの診療ガイドラインを援唱し  

現状をよく反映していると思われる。   た。   

アミロイドーシスに開  17  19  難治性疾患  山田 正仁  AAアミロイドーシスに対するルー6阻害の  ALアミロイドーシスにおけるメルファラン  エヒテンスレベルのtい治癒力イドブイ  FAPの肝移植でドミノ移植におけるFAP  アミロイドイメーンノグ（慮器沈着アミロ   

する調査研究  克服研究  強力な効果の報告、TTRアミロイドーシ  こよる寛解ヰ入と自家末梢血幹細胞移  ンを開発するために、ALアミロイドーシ  肝のレシーピェントが医原性のアミロイ  イドの画像化）開発に成功し、その診断  
スにおけるTTR変異に伴うTTR沈着メカ  植療法からなる新規治療プロトコールに  スに対する新規治療プロトコール作成と  ドニユーロパテーを短期牒で発症したこ  プローブに関する特許を出願した。その  
ニズムの解明、Aβアミロイドーシスに  よる臨床試験の実施とその有用性確  それに基づく全国多施設臨床試験、AA  とを報告し（健康危険情報）、メディアに  他では、脳アミロイドーシスに対する免  
おけるγセクレターゼ活性調節新規蛋  認、AAアミロイドーシスにおける抗IL－6  アミロイドーシスに対する抗iL－6受容体  も報遺された。臨床頭重個人票を用い  疫療法に有用な抗体に関する特許、Aし  
白の発見などに成果をあげ、これらは  受容体抗体による全国多施設共同臨床  抗体による全国多施設共同菌床試験等  た疫学調査により、従来から知られてい  アミロイドーシス関連の治療薬に関する  

17  166  154  27  234  91  16  0  2                                                                                    新規治療法開発・臨床試験実施への端  試験体制の構築とその開始など、アミロ  を実施し、さらに家族性アミロイドポリ  た長野、熊本に加え、石川がFAP■積  特許を出鰯した√「瞼国民及び患者向  
緒となった。これらの成果は、C81し  イドーシスに対するエビデンスレベルの  ニューロパテー（FAP）への肝移植療法  地であること等を明らかにした。脳アミロ  ナの啓発活動として、患者向けの情報  
Natureなどの祖誌に掲載され、国内外  高い臨床研究に成果をあげた。特にⅠい  の効果や問題点を明らかにした。最新  イドアンギオパテ一に関する世界初の  提供及び支援ガイドを難病情報セン  
から大きな反響があった。   6阻害療法によりAAアミロイドーシスを  のアミロイドーシス診療指針、医師向け  全国調査を行い、患者劇を推計した。こ  ターホームページに掲載し、さらに研究  

ほぼ制圧できる可能性があり、世界初  診療支援ガイドを難病情報センターホー  れらは今後の難病対策の基礎資料とな  成果を椙覿するためのホームページを  
の大規模臨床試験は国際的にも期待さ  主任研究者所属施設に開設した。   

れている。   改言丁）。   
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プリオン病及び遅発  17  19  ＃治性疾患  水澤 美津  ブリオン病：正♯プリオン蛋白・酵母プリ  プリオン病：全国的に髄液検査・遺伝子  プリオン病：診療ガイドラインに相当す  プリオン薪：成果を国際的に発信し欧米  毎年、文科雀のプリオン研究会（主任研   
性ウイルス感染症に  克服研究  オンの分析、超徴i鼻糞プリオン蛋白  検査体制を確立し診精度の向上の他、  る内容は研究虹のホームページに掲載  諸国との連携を深め、WHOの変異型  究看：北本教授）と協力し、平成柑年度   
隕する調査研究  検出系確立、特異抗体作製、硬膜移植  感染磨届け出情報の活用開始と併せ  し、別に感染予防ガイドラインについて  CJDの診断基準の改正に丁献した。I事  は患者・家族の会、農水省研究班、厚  

後CJD由来異♯蛋白型の解明、異♯プ  サーベイランスの悉皆性が向上した。本  まぼ完成し平成20年発刊予定である。  労雀のCJD等書門垂■会、二次感染予  労省の他の研究班と協力して市民公開  
リオン蛋白メージングなど亜急性硬化  邦で初めての変異型CJD症例の診断、  SSPE：診療ガイドラインを作成しホーム  防対策委■会、内閣府の食品安全垂■  講座を開催した。変異型CJDなどメデイ  
性全脳炎（SSPE）二SSPEウイルスのM蛋  非典型例や硬膜移植例の分析が進ん  ページに掲載すると共に全国の日本小  会などに参加し工僻した。班会議の他  アに協力して正しい情報の周知に努め  
白変異解析、麻疹ウイルス受容体潜入  だ。キナウリンとベントサンの臨床試験  児科学会1と日本神経学会■に送付し  こ全国担当者会議を開き研究班等の成  た。プリオン蛋白の♯造解傾から有望  
ヰZ  Z71  22了  25  485  136  13  3  10                                                                                                    マウスモデルの作製、カニクイザルの  を行い効果やI111乍用を明らかにした。  た。PMし二診療ガイドラインを作成し研究  果を直ぐに全国に周知還元した。  な治療薬傾欄を発見し（日経産♯薪蘭、  
疹ウイルス脳内長期感染モデルの作  SSPE：全国韻査を実施し疫学的実層を  班のホームページに掲載した。   SSPE、PM」も含め基礎医学者、獣医学  2007年7月4日）、SSP〔に関しては、ブイ  
製、髄液サイトカイン動襲の解明、感受  明らかにし、リバピリン治療研究を推進  者、臨床研究者の参加により融合的研  リピン、パプアニューギニア、あるいはト  
性遺伝子の同定など進行性多巣性白  した。PML：診断基準作成、全国アン  究環境を醸成し共同研究など相互交流  ルコなどの多発地域との連携や共同研  
質脳症（PMU二JCウイルスアグノ蛋白の  を深めた。   究を進めると共に、麻疹の啓発に協力  
精舎蛋白、輸送蛋白、転写制御値子な  した（A併aニホントは怖いはしかの話、  
どの同定   2007年5月28日）。   

運動失調症に関する  17  19  難治性疾患  西澤 正呈  ポリグルタミン病の発症過程において、  治療薬の首床治験に向けて、臨床症  本研究班が対女とする運動失調症、脊  li床調査個人票を近い将来のl塩床冶  本研究班が担当する特定疾患の患者   
調査研究  克服研究  ポリプルタミン蛋白モノマーの繍造変化  状の変化を先取りできる代理マーカー  髄小脳変性鹿については、既に診断ガ  験に応用するための基礎的検討を行  組織である「脊税小脳変性症友の会」  

とオリゴマーの形成が、細胞にとって核  の開発に取り組むとともに、運動失韻症  イドラインが作成されている。   い、自治附こよる入力状況に大きな差  の全国総会において、連動失調症研究  
内封入体の形成よりも有害であることを  に対する短期集中トレーニングの有効  があること、インターレークーの誤差が  班として進めている研究の内容と成果  
複数の方法により証明した。さらに、  大きくなること、匿名化した上で年度を  
RNA干渉のポリグルタミン病治療への  超えて連結調査を行うことが困難である  
応用を試みた。これらの成果に対し国  こと、などの問題点を明らかにし、これら  

を踏まえた個人票の改訂を準備してい  
10  150  57  21  186  90    0  0  

内外より高い評価を受けた。またヒトに  
おいて存在が強く示唆されていたイノシ  る。   
トール3リン酸受容体の異♯痘を初めて  
同定し、同遺伝子の欠失と点変異を脊  
髄小脳失調症15型において証明した。   

かにした。  

神経変性疾患に閲す  17  19  難治性疾患  宅原 茂樹  臨床調査個人票に基づく本邦の神経難  まだ難治性疾患克服事♯の対象に緒  本邦における多数例の検討の結果、麦  現行の臨床韻査個人票の問題点を縮  研究の現状、治療薬の効果や副作用什   
る調査研究  克服研究  疾患者の実選把握を行った。さらに現  定されていない、筋萎縮性側素硬化症  角系アゴニストにより心願弁膜症の頻  清し、改書稟を挙げたことで、より少な  報は、研究班と厚労雀のホームページ  

行の臨床調査個人票の欠点を指摘し、  以外の広義の運動ニューロン病（坪脅  度が増加することが判明したため、日本  い人的労力で誤入力が減り、電子入力  からアクセスできるようにして、治療に  
改善案を提案した。茄萎縮性側素硬化  髄性筋萎縮症、原発性側東榎化虚．脊  神経学会とともにドパミンアゴニストの  率が上がることが期待できる。ワーク  携わる医師と患者〈の還元を図った。  
症患者を前向き登録し、臨床病型、薬  髄性筋萎縮症）、ハンチントン病以外の  使用上の留意点を提起し、変性址ホー  ショップや散会議への招待状を患者団  神軽変性疾患など難病の診療．保健．  
物治療や人工呼吸の効果判定と遺伝  変性性舞層腐の全国アンケートによる  ムページに掲載した。また、各神経疾患  体（病毒縮性側東棟化痘．バーキンソン  福祉．行政．研究に携わる多書門職種  
144  438  341  82  940  269  8  4  5                                                                                    子の収♯を行うことを目的とした研究プ  患者実感調査を行い」黄断的疫学像を  のガイドラインを踏襲しながらも、より実  薪．ハンテントン病．骨髄性筋萎縮症）  従事者や患者支援者を対象に、「特定  
ロジュクト（JaCALS）を構築し、登録症  明らかにした∴進行期パーキンソン病患  用的な遺1云カウンセリング・マニュアル  こ送付し、研究班との協力関係を推進  疾患患者の生活の質（QO」）の向上に  
例は着実に増加している。   者の新たな治療法として、芳香族レアミ  を作成する必要性を提言した。この提言  した。平成柑年に日本で開催された、  関する研究址（主任研究者 中島  

ノ酸脱炭酸l酵素を搭載したアデノ随伴 ベ 

ウイルスクターを定位的に脳に注入  
する、国内で初めての遺伝子治療が開  委■会および学術発表の両面で協力し  
始された。   た。   

免疫性神権疾患に関  17  19  難治性疾患  吉良 潤一  多発性硬化症：抗ÅQP4抗体の臨床・病  多発性硬化症：画像所見を含めたl臨床  15年ぶりに実施されたMS全国l温床疫  MS患者の00しが、医療関係者との関  2007年9月9日に、市民公開講座『免疫   
する調査研究  克服研究  態意義が明らかとなった。免疫学的疾  的特徴が明らかとなった。QOしに心理  単調査の結果が解析され、日本人MS  係、社会・軍旗との関係、情報i・情報  性神掩疾患の疫学頭重からみた日本人  

患活動性指標が確立された。NM（〕はア  的適応が主事であること、ステロイド抵  の最近の病像の変化や緯度と出生年  源によって大きく変わり、かつ、心理的  における動向と新規治療法の朋発』を  
ストロサイトを席亭する疾患であること、  抗例に対する免疫吸着療法の有効性と  代による病像の違い、MRI画像所見の  適応がきわめて主要であることが確認  東京にて開催し、MS全国臨床疫学調査  
CCR2陽性CCR5陰性丁細胞分画にIL一  安全性が確認された。重症筋無力症：  特徴、治療反応性など、臨床病型ごと  できたことは、患者の療養生活を改書す  やMS患者のQOL大規模調査、MG全国  
17産生細胞が含まれることが明らかと  患者数・有病率が増加している現状とと  の特徴が明らかになった。これらの成果  るためには極めて重要な知見である。  臨床疫学調査の結果を踏まえた♯新の  
なった。種々の革新的治療法が提案さ  もに、その臨床的特徴が明らかとなっ  をもとに、病態に応じた臨床病型ごとの  今後は、MSに特有な領域の抽出・確認  情報を一般市民の方々へ還元した。ま  
れた。重症筋無力症：リアノジン受容体  た。ギラン・バレー症候群：機能回復に  治療指針の作成が進行中である。ワー  （一部を詳瀾化．具体化）を遺して、評  た、本研究班のWobSito  78  403  273  38  丁71  172  7  0  0  

やジヒドロビリジン受容体も自己抗体の  リハビリテーション継続の重要性が認識  キング・グループが結成され活動を本格  価尺度の改良を続けることが主要であ  （http：／／plaza．umin，aCJp／～ninlmunOl／ind  
標的分子であることが明らかとなった。  できた。慢性炎症性脱髄性多発神経  化しており、2008年を目処に治療ガイド  る。また今回の結果を臨床の壌（心理サ  ox．html）を立ち上げ、研究成果や最新  
抗MuSK抗体陽性MGラットを作成した。  
ギランリベレー症候群、フィッシャー症候  る。さらに、今後の治験・治療研究で  
群：ガングリオシド複合体の重要性が明  は、QOL評価を必須のアウトカム項月と  
らかとなった。   リドマイド療法の効果が明らかとなっ  していくことも必要と考えられる。   

た。   
ウイリス動脈鶴間基  17  19  難治性疾患  橋本 信夫  核磁気共鳴血管最影法により新しいも  北海道地区の疫学調査から、1997年  2006－2007年にかけてこれまでの文献  2001年度から開始されたJAM廿ialは脳  無症候性もやもや病の年間脳卒中発生   

症における病態・治療  克服研究  やもや病期分類を作成した。高次脳機  の全国疫学漬査に比して発生率、有病  を丑理しエビデンスレベル分類を行い  血管′くイ／くス術が出血発症患者の再  辛が3．2％、発作発生率が5．6％であり無   

に関する研究  能障害の評価法としてIMZ－SPECTによ  率、女性比率、家族歴を有する患者、成  2008年1月にはもやもや病診断治療ガ  出血を予防できるかを明らかにするレベ  症候型も発作予備群であることに注意  
る皮質神経細胞の脱落に関する判定方  人比率の増加を認め従来の二峰性年  イドライン（暫定版）を完成させた。せ界  ル1のRCTである。現時点では未だ統計  を喚起した。もやもや病患者の会に参  
法を開発した。家族性もやもや病の遺  齢分布が大きく変化していた。研究班  初のもやもや病に関するガイドラインで  竿的有意羞は認めないが手術群の方  加、講演などを通じて患者サイドからの  
伝解析を行い遺伝形式が浸透率の低  
い♯染色体優性遺伝であることを示し、  74  50  77  208  20  30  0  0  3  

17q25に極めて高い連鎖を認めた。超  
★磁場MRIを用いた解析によりもやもや  
病患者において書頻度に脳微小出血  
が潜在すること、棟数の微小出血がも  
やもや病の脳出血危険因子となりうるこ  
とが示された。   
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網膜脈絡膜・視神経  
萎縮症に関する諷査  克服研究   ける失明原因を明らかにし、今後重点を  
研究   置くべき疾患群について明確にすること  

ができた。また遺伝子多型と加齢責斑  241  412  1丁9  27  978  389  2  0  0   

変性の病態形成への関与など、これま  
で不明であった病態の解明に新たな展  
開がみられた。   

前庭機能異常に閲す  17  19  難治性疾患  竹田泰三  Aquapohnを中心とした内耳水代誹機繍  内耳水代謝の側面からメニエール病の  疫学調査より、薔齢者のメニエール病  国際学会に、厚労雀の牧研究の成果が   

る調査研究  克服研究  を解明すると同時に、メニュール病の本  病態を見ると、今まで見過ごされてきた  罵患者が増えたで特に、女性の蕎患者  数回取り上げられたが、国内で積捷的  
態である内リンパ水腫の成因が  治療面での間懸点が明らかになった。  が有意に増加し、介護など高齢女性に  ニシンポジウム等を開催することはな  
vaso町eSSinを介した内耳水代開機積の  加わるストレスの増大を反映しているも  
破綻であることを立証した点で大きな成  のと考えられた。   
果があっと考えられる。   と、適度な水分補給は血幣  

∨さSO町8SSin（VP）値を下げることで推奨  

できること、ストレスコントロールがメニ  63  72  19  8  208  77  4  0  0  

エール病治動こ奏功を呈するのはスト  
レスホルモンであるVPの上昇を抑える  
ことが背景にあることが解明されたこと  
などである。VPを介した水代謝機繍を  
制御する新しい治摂薬を提起できたこと  
も大きな成果と考える。  

急性高度難聴に閲す  17  19  難治性疾患  喜多村 健  我が匡の厚生労働省による本研究事  3テスラMRIによる検討で、突発性難  急性低音障害型惑音難聴牽確実例の  妊嬬12599名を対象にして先天性サ  突発性難聴については、2008年1月   
る調査研究  克服研究  業は、国際的にも比類ない長期の継続  慈恵負内耳の信号強度は健側より大と  診断基準を提唱した。現行では、高音  イトメガロウイルス母子感染の   12日付け、2008年2月5日付の毎日新  

した研究であり、過去30年にわたる疲  なる世界で初めての成果が得られ、血  域3周波数の聴力レベルの合計を60dB  打ospoctⅣeStu卸を施行し、新生児尿  蘭、之008年1月19日付の読売新聞、  
竿調査から、突発性妻監聴権患者、特に  浪速路関門の障害が示唆され、画像に  以下と規定しているため、加齢性難聴  で先天性サイトメガロウイルスDNA診断  2008年2月1日の東京新蘭、ムンブス難  
50－60歳代の症例数の増加が廠看であ  よる突発性難聴診断の可能性を示し  ならびに既存の高周波諾帯の感音難聴  を施行した。無症候性先天性サイトメガ  鹿は2007年12月28日付けの朝日新欄  
ると明野に示され、突発性難魔の発症  た。突発性＃鹿の治療としては、鼓室内  を有する症例は除外される。そのため、  ロウイルス感染症が16児診断され、16  ＝、本研究班の成果が紹介された。こ  
こ生活習慣病の関与が推測される。急  ステロイド注入による有意な聴力改善  高音域3周波数の聴力レベルの合計が  児中4児が難聴と判明し、新生児期の原  れらで突発性難聴は発症後の早期受診  

37  73  55  【  46  n  5  0  0                                                                                                   性低音障害型感音難聴は、世界で始め  が得られ、水枕による内耳冷却治療  61dB以上の症例を準確実例とする診断  因不明の難聴の原画として、無産慣性  の必要性、ムンブス難聴ではワクチン  
て信毒される疫学調査雇施行し、人口  ま、高度難聴例と70歳以上の高齢者群  基準を提唱し．その妥当性を検言正した結  先天性サイトメガロウイルス感染が看過  接種が難聴発症の予防に効果的である  
100万人対420から650人の羅患率と推  で、有意な覇力改善が得られた。急性  果、経過観察で高音域の瑚値変動が見  できない点を明らかにし、今後、生後2  点が広報された。  
計し、急性発症する惑音難聴の中で最  低音障害型惑音難聴の治療で、プレド  られない症例のみを準確実例と診断す  週以内の新生児尿検体によるサイトメ  
多であることを示した。これらの疫学  ガロウイルスDNA検査が、公衆衛生の  
データは、今後も研究を継続することで  観点から課題となると提言した。   
病態解明の礎となる。   成績に統計学的有意差を認めなかっ  

た。   

特発性心筋症に閲す  17  19  難治性疾患  友池 仁暢  ヒトゲノム解読、ナノテクノロジーの幕閣  心筋症症例の臨床疫竿調査を日本全  本研究班は、ニ手診断基葦の見直しを含  登録・観察研究は各参加施設におしヽて  毎年1－2回班会護を開き、各病型の心   
る調査研究  克服研究  ナ、コンピューターサイエンスの進歩に  国に跨る参加施設の共同研究として  めた診療マニュアルの改訂を北畠班と  倫理委■会での警護を必要とすること  筋症について基礎医学と臨床医学の覿  

よる画像診断の精度向上と情報iの多  CCMM研究を発足させた。本研究は前  共同で行った、②心不全に関連する薬  から、全国的規模の研究は、個人情報  点からの個別発表の機会を設けた。班  
面化等を背景に、本研究班は①特発性  向き症例登録であり、重症度や臨床病  剤の副作用に関するマニュアルを作成  の管理と患者とその家族の同意が基本  研究の成果として特手すべきものは以  
心筋症の病蒸生理など基礎医学的検  型が予後にどのように関連しているか  した。   条件となる。本研究の遂行に当たって、  下のとおりである。心筋細胞シートによ  
討、②遺伝子解析、免疫竿的解析に基  を明らかする。本研究では臨沃病態と  倫理に関する事項を透明化し、これらの  る心不全治療中間型心筋症の動態とた  
づいた病因の解析による予防法の羊  個人什報を取り扱うので、匿名化データ  要件を溝たした研究計画を立案・提示し  こつぼ心筋症の病理学的研究心筋細  
新、③筋再生医療の基礎研究と臨床へ  ベースの構築を行った。研究開始に当  l  36  0  0  0  0  0  0  0                                                                                                      たことは、臨床疲竿研究の貫を高める  胞内脂質代謝とGq蛋白共役型受容欄  
展開の展開を試みた。また、柑98年か  上での意義は大きいものと考えられる。  シグナルの制御ティネシンCと心筋症の  

ら本研究班と疫学研究班とが共同で行  間違に関する検討心筋症におけるミトコ  
なっている特発性心筋症の全国レベル  ンドリアDNAの役割心不全に対するG一  
での調査研究を行った。かかる試みに  CSF治療の作用機序の解明と臨床応用  
より、特発性心筋症の病態の予知につ  自己免疫と拡張型心筋症の関連   
ながる可能背が高いものと考えられた。   

えられた。  

ぴまん性肺疾患に関  17  19  難治性疾患  王和 敏博  不明のままにされていた特発性肺線維  間質性肺炎の画像疫学に関する調査  「サルコイドーシス診断基準と診断の手  特発性問質性肺炎およぴサルコイドー  肺移植の現状とその間塩点に関して、   
する調査研究  克服研究  症の急性増悪に関する発症病態機序  研究を欧米に先駆けて行い、自覚症状  引き」およぴその重症属分類、を日本サ  シスのl臨床調査個人票による疫筆的鯛  班■が中心になってのシンポジウム「肺  

が、HMGBlやMCFしlなどの炎症性  のない早期段階の問質性肺炎病態が  ルコイドーシス学会と共同して策定を  壬をおこなった。このような行政的な覿  線椎症患者に関する肺移植の緊急性J  
medj∂t．〇rの関与に加えて、肺胞血管お  高率にある可能性を示した。また急性  行った。臨床的に大きな問題となってい  点からの報告はせ界に類がなく、大きな  （座長近藤丘、海老名稚仁）を平成19  
よぴリンパ管の構築変化が影響してい  増悪を発症した296名の間質性肺炎患  る「問質性肺炎合併肺がんの治療に関  評価を得ることが期待され、同時にま  年呼吸器学会総会の中で企画した。肺  
ることを初めて示した。問質性肺炎の血  者を後ろ向きに、さらに斬ガイドラインに  するガイドライン」に関しては、現状にお  た、我が国における年次的な疾患動  移植を経験したレシピエントにもその実  
溝マLカーであるSpDとKL61こ関して病  そって的確に診断された293名の特発  ナる問題整理を行って将来の基盤とし  態、患者の重症度の変遷などに関する  体験に関して発言してもらったそのシン  
態における新側面を明らかにした。サル  情報を得ることを可能にする。   390  209  0  0  0  0  3  0  0  

コイドーシス発症におけるアクネ菌の関  て注目された。   
与をさらに詳細に検討するとともに発症  
患者1師こおける過剰な免疫反応の機序  
を遺伝子配列から検討した。びまん性  
汎細気管支炎の疾患怒受性遺伝子に  
関する独創的な研究も継続して行った。   

る。   
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呼吸不全に関する調  17  19  難治性疾患  久保∴恵輌  慢性閉塞性肺疾患の発痘機序として、  若年発症COPD、ランゲルハンス細胞ヒ  肺リンパ脈菅筋鹿症に関しては診断基  呼吸不全関連7疾患および在宅酸素療  肺リンパ脈管筋腫應（LAM）に関して   
査研究  克服研究  肺胞細胞および気道上皮の細胞老化  スチオサイトーシス（ヒスチオサイトーシ  準および治療と管理の手引きを作成し  法、在宅人工呼吸療法に関する全国韻  ま、治療と管理の手引きを作成し、息者  

が気道炎症を惹起し病態を形成するこ  スX）、肺リンパ脈管筋腫應（LAM）、原  た。また、原発性肺高血圧症、慢性肺  査を定期的におこない、我が国の現状  およぴその青族に利用していただいて  
とを提唱し、世界的にも注目されてい  発性肺胞低換気應傾欄の全国アンケー  血栓塞栓症に関しては、本邦肺動脈性  と問題点を明らかにし、医療行政に  いる。また、患者の参加型研究会とし  
る。LÅM細胞の培養系においてuM細  ト調査、しAM患者の追跡韻査、肥満肺  肺1血圧恵方イドラインを改訂し、治療  フィードバックしている。また、呼吸韓害  て、毎年LAM勉強会を実施してきたが、  
胞クラスターを同定し、その病態生理上  砲艦換気症候群の疫学的調査、臨床個  ガイドラインを作成中である。2007年10  による身体障亨看3級の認定基準に関  患者会の恒例行事としても定着し、患者  
の重要性を明らかにした点は世界でも  人調査票を使用した原発性肺高血圧  月に開催した、難治性若年発症COPD  して．運動能力の指標を加えることの意  と医療スタッフ、行政の什和が得られる  
由  123  187  2  221  98  l  l  ヰ                                                                                                   最先端の到達度と言える。肺動脈性肺  虎、慢性肺血栓塞栓症の疫学的調査に  症例検討会において、若年発症COPD  義を明らかにでき、今後不公平感のな  貴重な会凛として定着しつつある。  
高血圧症の遺伝子異♯の成果は、  よって呼吸不全開遵7疾患の現状と間  の定義を再検討することが提稟され、斬  い基準づくりにT献できると考えてい  
2006年、2007年の米国胸部疾患学会  る。   
国際学会に続き、凱帽踊礪血圧症世  
界会議でも発表した。   関しては、患者数の増加に伴い対象疾  

患の選択墓礫を変更する必要性が出て  
きた。   

難治性の肝・胆道疾  17  19  難治性疾患  大西 三朋  PSGの患者数と小児〟Hの年間発症儀  対象疾患の実態の年次推移を全国韻  肝移植適応ガイドラインの改定：多変i  特定疾患対策研究事凛の難病に指定さ  主任研究層大西三朋はDDW－Ja卵n   
患に関する頭重研究  克服研究  を初めて把握する辛ができた。無症候  壬により明らかにした。PBCの予後不良  解析により抽出した6つの緒攫（①発症  れている原発性胆汁性肝揉ま、劇症肝  Z∽5．第47向日本消化器病牛舎大会  

性PβCの予後不良の予凱こ伊210抗体  群の予測が可能になれば、これらに対  から昏睡までの日数②pT（射、③総ビ  炎の全国調査を疫学班と共同で実施  の会長講演「PβGの謎」の中で、本研究  
とMDR遺伝子多聖が有用である事が示  するUDCAとBoz諦レat8併用の有効性  リルビン濃度、④直接／総ビリルビンよ  し、両疾患の実態の年次推移を報告し  班の研究成果を発表した。  
された。PBCの病因／病態に関与するT  が期待される。PSCは独自の診断基準  度比、⑤血小板数、⑥肝萎縮の有無）を  た。稀少の難病である原発性硬化性胆  
細胞免疫およぴ、胆管上皮細胞の自然  の作成を目指し、自己免疫性膵炎に合  スコア化し、スコア合計点が5点以上の  管炎の全国調査書実施し、患者総数は  
免疫における役割、肝細胞の胆汁酸代  併する胆管狭窄との鑑別診断指針を作  場合を死亡予測として肝移植を推奨し  約1．200人であり、わが匹独自の診断基  
謝（合成、トランスポーターなど）の研究  成した。FHでは肝移植適応ガイドライン  た。システムの正診率は74引こ向上して  準の作成に向けて、自己免疫性隆炎に  59  241  15    柑0  60  4  2  

が格段に発展した。胆汁うつ滞に対する  が改定され、データマイニングによる予  いる。PSCと自己免疫性膵炎に合併す  合併する胆管狭窄との鑑別診斬指針を  
創業の探索的研究が報告された。肝再  後予測アルゴリズムが作成された。捷  る胆管狭窄との鑑別診断指針を難治性  作成した。今後、原発性硬化性胆管炎  
生医療では骨髄移植、スーパー肝細胞  
の樹立などの成果と、組換えヒトHGFの  た。   
第1／2相臨床試験の＃通が報告され  
た。   ■会の承認後に実施される。   

門脈血行異♯痘に関  17  19  難治性疾患  橋爪 試  門脈血行具♯虚3疾患の分子生物学的  門脈血行異♯症における門脈血栓症  平成12年12月に当該研究班にて「門脈  難病情報センターホームページに三疾   
する調査研究  克服研究  解析、遺伝子解析を行った。IPHにおけ  の超音波を用いた評価、AT－ⅠⅠⅠを用いた  血行異♯症の診断と治療（2001年）」が  息の概要の改訂、ガイドラインの公開が  

る免疫異♯の関与、肝線権化形成過程  なされた。   
におけるCTGF遺伝子の関与が明らか となった 

。またBCS肝臓における酸化ス  
トレスの地域l捌こよる相違が明らかにさ  4  71  85  15  250  37    0  0  

れ、医用画像解析による血管内皮傷害  
部位の解析がなされた。肝血流制御に  ン（2007年〉」として公表し、平成19年度  

おいて、HIF－1が重要な園子であること  は新しいガイドラインに基づく首床例が  
が明らかにされた。   報告された。  

肝内結石痘に関する  匂  1g  難治性疾患  跡見 裕  全国疫学調査、症例対照研究、コネート  MDCTやMRCPを含めた画像診断指針  現在、上一己画像診断、改訂病型分矧こ  
調査研究  克服研究  追跡研究を実施し、1．肝内結石症例は  

減少し全胆石症の0．6％を占めるに過ぎ  
ないこと2．治療後の結石の遺残・再発  
は18．6％であり治環成績は必ずしも向  
上していないこと3胆管癌を5．9％の癌  
例に認め他部位の消化器癌合併が舶  10  9  16  3  12  2  0  0  0  

例（16％）と多いこと4．回虫感染が寄  
与しない症例が多いこと5．持続性黄痕  
や反復する胆管炎が予後悪化因子であ  
ることなどを明らかにした。   ンスは得られなかったが、胆管癌発生  

抑制効果がああることが示唾された。   

難治性膵疾患に閲す  円  19  難治性疾患  大枚 正  重症急性膵炎（AP）患者の遺伝子解析  ÅP発症早期の輸液i不足あるいは過  重症度判定基牽を改訂し、予後因子と  重症急性眉炎医療黄受給者証の新規  重症急性眉炎医療費受給者証の新規   
る調査研究  克服研究  から．膵炎の圭痘化にTUミ2が関与して  剰がAPの致命率を★める危険性を示し  遺影CT Grado分類を独立させて判定  受給者数は増加し続けているが、更新  受給者数は増加しているが、重症ÅP推  

いること、アルコール性APの発症に  た。動注療法をAP発症2－3日以内に、  出来るようにした。「急性膵炎における  患者数も増加し、特に複数年度にわた  定患者数に比し依然として少ないので、  
PSTl遺伝子変異が関連していることを  膵全体の1／3以上にわたる綻実質の明  初期診療のコンセンサス」を改訂した。  り更新している患者数が増加している。  今後は国民・医療関係者に対して特定  
明らかにした。膵機能正常のアル⊃－  らかな造影不良蛾を示す症例に対して  超音波内視鏡検査（EUS）を用いた早期  更新は更新用の臨床調査個人票を基  疾患治療研究手業に関するホームペー  
ル依存症患者のmultid・ugrOSistanco  行い、5日間施行するのが適切であるこ  CP診断基ヰを作成し、早期CPを診斬す  に各組道府県の特定疾患書壬会が響  ジの開設、市民公開講座の開催などを  
（MDRり（C3435T）（G2677T）のTaLFeLe頻  とを明らかにした。CP患者の膵癌による  ることを可能にし、「EUSによる早期慢性  重し．決定されるが、実態調査では  開催し、昔及・啓蒙していく予定である。  
度がアルコール性慢性膵炎（GP）患者お  SMRは7－33倍と著しく★かった。自己免  膵炎の診断」を出版した。AiP診断基準  35．1％の患者が更新眉由が明記されて  102  1丁4  303  53  26  23  0  14  8  

よび健♯人に比し高い傾向を示したこと  癌性膵炎（刃P）の軽口プレドニゾロン初  を改訂し、白鴎共同でアジア診断基準を  いないにもかかわらず更新されていた  
から．アルコール性CP患者は必ずしも  期投与iは0．6mg／Kg、維持iは5－7．5  作成した。AIP活動性評価法、「原因不  ことから．更新用の臨床韻壬個人弄を  
アルコール依存症ではない可能性を示  mg／日で3年間を目安に投与することを  明の硬化性胆管炎の分類と治療の指  改訂した。さらに、重症属判定基準の改  
した。   示した。胚嚢胞線維症（CF）の発症頻度  

は白人に比し極めて少なかった。   
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稀少難治性皮碩疾患  17  1g  難治性疾患  北島 康雄  疫学的研究による患者数と治療状態の  天庖瘡の病勢のモニタノングには、臨  天病症、脹病性乾癖、表皮水痛感∴水  
に関する調査研究  克服研究  実体の把握、発症分子病態の解明、原  

因遺伝子の解析と臨床系の相和、原因  
遺伝子から発症までの機序、これらに  
基づく培養皮膚移植治療法と遺伝子治  
療法の開発に関して多数の主要な成果  
を残した。遺伝子治療では、骨髄由来  83  180  6    24  36  5  0  2  

表皮ケラチノサイトの存在と、その場胞  
を利用した表皮水癌虚の根治的治療法  
開発に道筋が得られた。また、HVJ－Eベ  
ククーに組織特異的な標的能を賦与す  
る全く新しい方法を開発した。   た。患者の予後（症状変化、治療軽快、  

死亡等の把握〉を明らかにした。   

強度痘における病因  】7  19  難治性疾患  竹原 和彦  強度痘の病因解明に向けて．壬〉線維芽  強皮症の治療に関して．根治的治療法  皮膚肺．心．消化管．血管障害．腎．  本研究班では最新かつ必要な什報を  シクロフォスファミド大i静注療法の有   
解明と根治的治療法  克服研究  細胞の活性化の機檎．②血管障害の機  の確立までは至らなかったものの患者  関節など．臓器別の重症度分類及び治  患者に速やかに提供する＝とも目的と  効性が本研究班の成果として示された   
の開発  績．③自己免疫の機序の3つの視点よ  の予後を改善しうるい〈つもの知見が見  療指針を2007年に改訂し診療ガイドラ  し．①患者向けリーフレソト■●強皮症がわ  ことは読売新聞全国版にて報告され  

りそれぞれで新知見が見い出された。  い出された。抗線線化藁としては．大王  インとして広く公開している。特に皮膚  かる”を計5．000部配布．②強皮症研究  た。また2007年5月には．主任研究者が  
葦）については従来注目されていた線  免疫グロブリン静注療法が臨床治験で  こ対してはどのような症例に内服ステロ  会議と連携しそのホームページを通じて  会長となり．せ界15カ国一計300人の参  
維化誘導サイトカインであるTGF－βに  検討中であり．その他抗癌剤であるイ  イドの適応があるか．また早期問質性  年間約200件の患者相談に対応．③圭  加という過去七大規模の強皮痘に特化  

156  Z39  T34  柑  473  ！24  l  ロ  3                                                                                      加えて．結合組織増殖園子（CTGF）が  マテニプ（商品名グリペック）についても  肺炎に対してはシクロフォスファミド大  任研究者．班■．研究協力者により全  した国際ワークショップが東京にて開催       マいの   

強皮痘モデルウスにおて線維化  invl廿○での抗線雑化作用が確認され  i静注療法の．肺t血圧症に対しては  国にセカンドオピニオン外来のネット  された。本研究班の研究内容は海外よ  
維持を埋っていることが明らかにされ  た。また早期肺繚織磨に対してはシクロ  エンドセリンレセプター阻害薬及びPD－5  ワークを構成し．更なる患者相談に対  リもーく評価され．数多くの演題が口演  
た。②については．末梢血中の血管内  となり活発な議論が重ねられた。本ワー  
皮前堅細胞の減少と機能不全を見い出  クショップは一般患者に対して無料で公  
した。③についてはこれまでに明らかに  開された。   
されていなかった8細胞の活性化とその  
緒権化への関与が示された。   法が確立した。   

混合性結合組織病の  17  19  難治性疾患  三森 経世  MCTDを規定する自己抗体の研究とし  抗UIRNP抗体陽性PH患者に対するス  MCT〔）の治療に関する文献のシステマ  MCTDはわが国に多い疾患であり．わ  
病藩解明と治療法の  克服研究  て．抗UIRNP抗体産生ハイブリドーマ樹  テロイドの有用性を検証する前向き試  ティツクレビューによりエビデンスレベル  が匹が中心となって研究を進める1株   
確立に関する研究  立肺動脈血管内皮細胞と反応する自  験を開始した。MCTD－PHの自然歴の耶  の分類を行い．これらを元に現時点で  がある。MCTDは当初考えられていたほ  

己抗体の対応抗原の同定．ヌードマウ  向き追跡研究MCTD病態に対するス  最も信頼性の★いと考えられるMCTC〉  ど予後のよい疾患ではないため．患者  
スへのT細胞移入による新たな抗  テロイド療法の楔準化．重症PH合併  の治療法を整備して．エビデンスに基づ  の生命予後とQOL改善は急務であり  
UIRNP抗体産生モデルの開発に成功し  MCTD患者におけるエボブロステノール  いたMCTDの治療ガイドラインを作成し  ガイドライン策定により全国での一定レ  
た。またPHに関わる因子として．血菅平  
滑筋増殖を抑制するHEXIMl．血管拡儒  レベルなどから勘案した推奨度を設定し  39  98  211    324  56  0  0  

因子NOの合成酵素NOS2遺伝子多型  た。このガイドラインは印刷して全国の  
低酸素曝露によるBMP受容体の発現低  主要な膠原病を書門とする医療施設へ  
下．血管平滑筋増殖を誘導する  配布するとともに．ウェブサイトで公関  

Ang10POie心n－1／PDGF．Na手11尿ペプチド  する予定である。   
が解析され．新たな診断治療の可能性  
が示唆された。   

脊柱靭帯骨化症に闇  17  19  難治性疾患  中村 耕三  ［脊柱靭帯骨化症】ゲノム解析は当初日  〔脊柱靭帯骨化症］多施設研究のうち解  〔脊柱靭帯骨化症j医師頂けガイドライ  上進行性骨化性繊維異形成症】はじめて  r脊柱靭帯骨化症】最近、全国紙からの   
する調査研究  克服研究  積数に達していないが、今後数年の内  析がほぼ終了した、胸椎後緩靭帯骨化  ンは平成17年5月に発刊された。一般  診療の現状の一端が明らかとなったの  取材希望があり、取材接穂鼓される可  

に解析可能なサンプル数が獲得できる  症の手術治療・頚椎後縦靭帯骨化症に  向けガイドラインは平成17年10月より－  で、今後行政的対策を検討する面から  能性が高い。【進行性骨化性線維異形  
見込みである．亡進行性骨化性線維異  おける神経症状発現に関する大規模欄  般向けガイドライン策定委欄会が作ら  の主要な什報となる。   戌痘】難治疾患に選定される前に幾度  
形成症】BMP受容体ALK2をコードする  断調査・術中モニタリングの実態調査は  れ、平成18年度は患者の会を通じて患  かテレビでの紹介があった。今後マスコ  
遺伝子ACVRlの617G〉A変異が同定さ  いずれも治療計画に有用な情報を提供  看にアンケートを依頼し、日本整形外科  203  225  95  30  908  178  0  0  0                                                                           ミに取り上げられる可能性が高いと思  

れ、二れによる受容体の構成的活性化  われる。   
がFOPにおける異所性骨化の主たる機  
序であることが確認できた。   査より治療担当診環科の現状の一端が  

明らかにされた。   

進行性腎β暮害に閲す  17  79  難治性疾患  富野 康日己  進行性腎障害に関する総括的な研究の  進行性腎疾患のなかで患者数の多い  kA腎症、急速進行性糸球体腎炎  全国の国立大学および国立病院を主体  毎年開催される日本腎農学金字術総会   
る調査研究  克服研究  他に、各個研究を行っており、それらの  kA腎痘、急速進行性糸球体腎炎  （RPGN）、難治性ネフローゼ症候群およ  とした腎ネットワークを作成した。登録さ  こて「進行性腎隷書に関する調査研究」  

研究成果は、国際誌に掲載するだけで  （RPGN）、難治性ネフローゼ症候群およ  び多発性嚢胞腎（ADPKD）の4疾患につ  れるデータは、腎病理診断、使用薬剤、  の公開シンポジウムを行しヽ、当研究班  
はなく毎年開催している業績発表会に  び多発性♯肥腎（ADPKD）の4疾患にに  いては平成10年度に診療指針（第1版）  検査データ、合併症、桂過・予後など多  の成果を発表している。  
て公表している。この業績発表会には、  ついて多施設共同研究を行ってきた。  を作成している。その後4疾患ともに、研  岐にわたり、統計解析可能な診療支援  
毎年全国より200名以上の病院・研究関  
儒者が参加し、研究成果は学術的に広  
く啓蒙されていると考える。さらに、毎年  121  67  2  9  142  83  0  0  0  

開催される日本腎臓学会学術総会にて  
「進行性腎障害に関する調査研究jの公  
開シンポジウムを行い、当研究班の成  
果を発表している。   月には、改訂第3版を発行し、日本腎臓  

学会で作成される慢性腎臓病診療ガイ  
ドラインにも掲載予定である。   
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特定疾患の微生物掌  17  19  難治性疾患  佐多 敵太郎  ヒトヘルペスウイルス6の潜伏感染遺伝  ウイルスを網羅的に抜出する定i的  ガイドライン等の開発は行っていない  本研究で開発されたウイルスを網羅的  鴇床医と細菌、暮菌、ウイルスを書門と   
的原因究明に関する  克服研究  子を同定し、クローン病、畜産状との関  PGRを開発したこと、ヒトヘルペスウイル  が、特定疾患に関する診断、治療に有  に検出する定i的PCRやヒトヘルペス  する微生物学者など様々な分野の研究   
研究  連を明らかにしたこと、ポルナ病ウイル  ス6潜伏感染とクローン病や諺症状との  用な知見を得ており、将来の特定疾患  ウイルス6、ギラン・バレー症候群、慢性  暑が参加し、基礎と臨床の横断的研究  

ス感染による神経変性機序を解明した  間違を明らかにした＝と、b2刺激藁、去  の診断、治療に関するガイドライン作成  肺気腫に関する研究成果は比較的、醇  により、特定疾患と微生物感染に閲す  
こと、真菌感染による原発性肺★血圧  床応用が容易な研究成果であり、近い  
症あるいは難治性血管炎の動物モデル  将来、高精度の診断法ならびに治療法  
を作成したことなどがあげられる。さらに  の開発につながり、広く医療に寄与する  30  158  4  10  205  75  8  0  0  
慢性肺気腫あるいは呼吸不全、自己免  ことが期待される。また、多くの微生物と  
疫性肝炎、マイコプラズマと特定疾患、  特定疾患の関連を否定するデータを得  
ギラン・バレー症候群、不明神軽疾患と  たことは臨床現場における不必羊な検  
微生物感染の関連につき検討を行い草  査を削減する学術的根拠を与えること  
術的に重要な知見が得られた。   を明らかにしたことは臨床に直結する成  になり、医療費の削濾にも↑献する。   

果である。   

新たな診断・治摂法  17  19  難治性疾患  住田 孝之  免疫難病発症の分子機恥こついて分  免疫難病に対する現在の治療法は、ス  本研究は免疫難病の発症機序に基づく  
開発のための免疫学  克服研究  子兎疫学的なアプローチにより解明し、  根治的な治療戦略の開発であるため、  
的手法の開発に閲す  サイエンスに基づく特異的治療を開発  本研究成果により現在の対魚療法的治  
る研究  することを目的とした。抗原特異的な制  療による膨大な医療費を抑制すること  

御方法をめざすため、自己抗原、B細胞  が可能であろうと思われる。   
およぴT細胞の抗原受容体、抗原提示  
細胞上の主要組織適合抗原を主要な  
ターゲット分子として研究を進めた。主  39  39  5  0  107  34  0  0  0  

要な研究成果は、アナログペプチドによ  
る抗原特異的な制御法、TCR再構築や  
制御分子導入による抗原特異的制御  
法∴遺伝子導入ES由来樹上細胞やNKT  
細胞を介した免疫難病の制御法等の開  
発に成功した点である。   

特定疾患の疫学に闇  17  19  難治性疾患  永井 正規  r難治性疾患克服研究における治療法  特定大規模施設（病院）と連携した、患  開発した「難病の患者軟と臨床疫学像  「難病の死亡統計データブック」「同左  本研究班は、行政施策の立案、評価   
する研究  克服研究  の有効性に関する調査報告書」に示し  看のモニタノングとそれに基づくデータ  把握のための全国疫学調査マニュア  増補」「同左地理的分布」「平成14年患  と深く結びついた研究を行っている。  

た結果は研究対象とする（いわゆる）  ベースの構築が進められている。順次  ル」（第2版）が特定疾患研究班の利用  音調査による難病の受療状況データ  「難治性疾患克服研究における治療法  
1Zl疾患すべてについて、その重症度、  成果が得られる見込みである。kA腎症  こ供されている。r全国疫学調査轄果の  フック」は基本的統計資料として行孜施  の有効性に関する調査報告書」は、持  
AD」．予後を統一的な基準で把握したも  の予後く透析導入）予測のためのスコア  まとめ」は本班が行った全国疫学胡雇  策立案のために不可欠の資料となって  定疾患の選定や評価のために厚生労  
のであり、予後と関連する治療法につ  リングシステムは広くl温床応用されるこ  結果の概括として利用されている。  いる。「モ子入力された臨床調査個人票  働省からの強い要請に基づき、またそ  
いての知識とともに主要な知見となって  とを目指した研究成果である。患者の  に基づく特定疾患治療研究医療受給者  の大きな捜軌こよって達成できた。全国  
いる。症例対照研究から得られた疾病  フォローアップに基づいて得られる．予  8  10  6  0  65  18  0  5  0                                                                                                       調査報告書」とその後発属した臨床韻  疫学頭重によって得られる稀少疾患の  

権患の危険番手（予防因子）についての  後と間違する因子についての知見が得  査個人票の解析は、治療研究対象疾患  患者数は、医学書（教科書）等にしばし  
知見は】順次学術誌に発表され、評価を  の疫学像及び患者動向倭示す重要な資  
受けている。   料となっている。「難治性疾患克服研究  

における治療法の有効性に隕する頭蓋  
報告書」は調査研究対魚疾患の行政的  
評価を日的として実施され、成果をあlヂ  
た。   

特定疾患患者の生活  17  1g  難治性疾眉  中よ孝  国際共同研究において、個人の生活の  特定疾患のうち特に重篤な難病に対し  指針：「筋萎縮性側素硬化症の包括的  特定疾患制度、介護保険法、診療報酬  日本神経年会総会（2005年）シンポジウ   
の隻（QualibofJif  克服研究  貫評価法のSEJQoL法（TTle ScheduJe  て、適切な多事門♯種ケア（int8「－and  呼吸ケア指針一呼吸理学療法と非侵襲  体系、自立支援法の変更にともなう難  ムー神経難病のケア「QOLと   
8、QO」）の向上に開  foru「oEvaluationofIndi扇duaJQuaIiり  multi－discわ仙arycaro）とナラティファプ  的陽圧換気療億（NPPV）H19年度」に  病領域の影響調査をQOLと制度改定の  は」．hterna七0nalSympo＄jumon   

する研究  ofUfe）は、根治療法のない疾患に対す  ローチ（narrativ88ⅣOaCh）を使った、  おいて、人工呼吸器使用は「延命治療」  観点で実際の診摂データを収集・分析し  AJS／MND（2006年）IndivldlalALScaro  
るQOL向上など具体的解決策の妥当  QO」向上の具体的な方法（緩和療法、  ではなく「バリエーション」であるとした。  て提言をまとめた。難病患者が制度改  n廿10Japano＄8■Nanbyo■caromodlれ  
性を評価する科学的指棟になりうること  バリエーション、P州き心0∩）関する研究が  また、QOLの向上のためには包括的な  定の中で、整合性のある医療・福祉をう  いま終末期医療をどう考えるか？（2007  
がわかった。我が国で行われてきた難  行われた。m仙disciplinaryc∂「eは集苧  呼吸ケアを多書門せ種で行うことを強韻  ナられ．QO」を向上し、安心して在宅生  年）一橋！己念講崖．根治困難な患者にお  

80  54  236  3  2丁4  64  2  0  0                                                                                                      病ケアは国際的には緩和ケアに分類さ  的ケアと以前我が国で翻訳されたが、  し、NPPVを早期に中人することを勧め  活を送れるように以下のような捷吾をお  ナるQOLとケア概念－ターミナルケア概  
れ、難病対策は贋偲的に評価されるケ  多事門職種ケアと翻訳用語を変更する  た。呼吸理学療法、心理サポート、PEG  こなった。提言をおこなった報告書名  念から緩和ケア概念へ  
アシステムである。AしSの国際オー  ことで内容をよりわかりやすくし、患者  の導入は必須である。この指針を臨床  r難病領域における医療・福祉制度褒  
デイツト研究（疫学調査）で、死亡例（114  QOLの向上を支えるシステム作りに寄  で使い患者と家族のQOLの向上に役立  更の影響調査一平成19年度ウーキン  
症例）の各国の治療法の解析をした。  与できた。   てることで、医学的な間癌点を倫理・法  

的な問題にすり替える混乱が回避でき  
る。   

重症難病患者の地域  17  19  難治性疾患  糸山 泰人  本研究班は主産の難病患者に対する  現在の医療状況においては、精神神経  1，重度難病患者の医療体制整備や入院  我が国の政策医療の重要な対象疾患  当研究班が対象としている各種の疾患   

医療体制の棟築に関  克服研究  医療捷供の体制整備や在宅医療の充  陣書をはじめとした重度の身体障害をも  確保のためのマニュアルを作成した。2．  である重度難病患者に関しては、医療  の療養支援、なかでもA」S患者の療養   
する研究  実を目的にしている。限られた書門病院  つ難病患者の療養は棲めて困難な状  災害時の難病患者に対する支援に閲し  体制の整備と在宅医療の充実が主要で  支援に関しては、1西々の事例として多く  

を核にして地域の各種の医療施設の協  況にある。本研究班ではこれらの患者  て、自治体向けに地域防災計画を策定  ある。本研究班は、その遂行のために  のマスコミに取り上げられており、その  
力のもとにネットワーク形成を行うにあ  こ対して書門的医療の提供と長期間に  するための指針を作成した。3．難病相識  医療ネットワークシステムの整備や在宅  いくつかは間樟的であっても当研究班  
65  53  0  0  37  3  3  0  0                                                                      たり、医療社会資源の活用の方策や間  わたる在宅医療を充実する方策を検討  ■による難病医訊こ関する医療相儲マ  療養支援の方策を企画し実践してい  の活動に関係している。その一環であ  
超点を検討した。   してきた。難病医療ネットワークの形成  る。   る宮城県神経難病医療協議会の活動  

や在宅医療の支援など、地域毎に可能  が平成18年度の宗59回保健文化賞を  
なところから実践しており成果が笥れつ  受賞した。   
つある。   
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特定疾患患者の自立  】7  19  難治性疾患  今井 尚看  医療依存度が青い特定疾患患者でも自  医療的処置を必要とする重度の障害を  患者の自立には就労は重点項目であ  従来は人工呼吸器装着など医療依存  医療依存度が慕い特定疾患患者でも精   
支援体制の確立に闇  克服研究  立を促すことは社会的意義が大きい。  持つ特定疾患患者でも、社会的資源・汀  る。難病相談支接センターに寄せられる  度の高い特定疾患患者は、長期入院が  神的に自立した個人として生活できるた   
する研究  生活の場として福祉施設を利用できる  技術を駆使して社会との接点を持つこと  就労支援の在り方を検討するとともに、  可能な社会的環境であった。しかし在院  めの支援として、各県の難病相談支援  

ように、実態調査と実践的研究から施  で、患者のQOLjく向上することが確か  厚生労働省委託手業「難病の雇用管理  日数短縮化の施策により、長期療養の  センターが果たすべき役割は大きいと  
設利用可能な入所者の医療処置と支援  められた。特に患者がTV映像付機能を  のための調査・研究会」発行の難病の  壌として病院は選択できなくなりつつあ  思われる。研究班では、全国難病相談  
方法について明らかにした。IT技術応  備えた携帯電話を用いて遠隔地での譲  ある人の雇用管理・就業支援ガイドライ  る。本研究班ではそのような患者が生  支援センター研究会を年2回ずつ実施  
用の研究を進め、社会参加を促進する  まを行ったり、またピアサポーター養成  ン作劇こ全面協力した。また平成18年  活の場として福祉施設を利用できるよう  し、センターの相談■の技能向上に努  
196  125  102  5  20  4  0  0  m                                                                                                    ツールを開発した。就業支援ガイドライ  講座での講師として活躍したことは、社  11月から北海道・佐賀県一沖縄県の3箇  こするための基礎的研究を行い、一定  めた。また各難病相談支線センター相  
ン利用マニュアルを障害者職業符合セ  全的・生産的活動であり、就労に繋がる  所の＃病相談支援センターで「難病就  の成果を得た。この研究成果は医療費  誠■の相談を受けるため、研究班ホー  
ンターとの連携でまとめた。研究班の  ものと考えられる。   業支提モデル事♯」を行っている。モデ  削動こも繋がり、厚生行政に大きな■  ムページ上にconterofc8ntOrの機能を  
ホームページ上に統合難病相談支援セ  ル事業を主卑した独立行孜法人高齢・  持たせた統合難病相凝支援センターを  
ンクーを創設し、難病相談支援センター  障害者雇用支援機積と協力して、難病  創設し、♯時相談■への支援を可能に  
の相談機能の充実を図った。  のある人の雇用管理▲就♯支援ガイドラ  する体制を整備した。   

イン利用マニュアルを作成予定である。   

新規腎凍害分子USA  皿  19  難治性疾患  柳田 素子  申請者らはUSAG－1がBMP－7の腎修復  現時点では腎不全に陥った腎臓を元に  本研究は朝日新聞の科掌欄や海外の   
G－1を標的とした腎  克服研究  機能の中心的抑制因子であり、USAG一  自然科学系のWEBで紹介されたほか、  
不全回復療法の開発  1を標的とした治療戦略（USAG－1中和  Ki血8yIntemationat誌のJournalClub  

抗体やUSAG－1発現制御剤）には腎不  や海外の総説で紹介された。さらに  
全治僚薬としての可能性があるだけで  ハーバード大学やコロンビア大半、海  

はなく、USAG－1の発現が腎臓特異的で  外の製薬企業などからセミナーに招醜  
あるため、副作用が少ないとことを明ら  されるなど注目度が高い。またUSAG－1  

かにした。申請者らはUSAG－1の発現誘  の発現解析を行なった論文の図  0  6  6  6  24  10  0  0  0  
導因子および発現抑制因子を複数同定  （TanakaM．YanagkaMetalKiくh8y  

しており、USAG－1の発現抑制剤開発に  血ヱ008）は同誌の表鰍こなった。   

結びつく知見と考えられる。さらに中吉I  

者らはUSAG－1発現が腎予後のバイオ  
マーカーとして有用であることを見いだ  
した。   

筋萎縮性聯】素硬化症  17  19  手鑑治性疾患  祖父江 元  病態解明の分野では、オートファジーが  診断マーカーとして、髄液シスタテンC  研究期軌こおいては、班会護とともに   

の画期的診断■治療  克服研究  病態に果たす役割を解明し、運動  ワークショップを年1回ずつ開催し、これ  

法に関する研究  ニューロン特異的遺伝子発現解析によ  らはAJS患者およぴその家族にも公開  
リ多くのALS病態関連分子を発見した。  した。   
一万、COPynUmbervarほtionが発症に  
係わることを示した。さらに、システイン  
残基のジスルフィド結合、高額親和性、  
酸化型SODlの立場より変異SODlの神  

21  317  97  25  482  93  17  0  0  

経細胞手性発現機序を解明した。また、  
如nactjnl、ÅDAR2、angiog¢ninの発現  
を抑制することによって孤発性ALSの病  
態をシミュレートする新規疾患モデルの  
開発を行った。   手するなど、ヒトへの臨床応用を見据え  

た研究を推進した。  

難治性疾患による涙  
煉の障害に対する薪  克服研究   を多数含んだ分画として知られるside  
規治療法の開発   匹卯】ation（SP）Ⅶ胞を採取し、その治療  

効果と機能の詳1針こついて検討した。  
その結果、放射線照射により漂液・唾液  
分泌障害を誘導したマウスを用いた移  0  16  8  123  18  4  0  0  0   

入実験により、SP細胞を用いた細胞治  
療が奏効することが明らかとなった。   

蛋白の投与が酸化ストレスを介した疾  
患の治療法となる可能性が示唆され  
た。  

アミロイドーシスの画  q  19  難治性疾患  池田 修一  アミロイドーシスの伝播に関する研究と  アミロイドーシスの治療に関してはA」に  わが国で認知度の低いアミロイドーシス  信濃毎日新聞平成19年10月6日付   

期的診断・治療法に  克服研究  してAAアミロイドーシスに農患」た高齢  おいてはVAD2クール＋メルファラン大  関連疾患の中で、家族性地中海熱に開  肝移植を受けたFAP患者が10年後も末   

関する研究  牛の腎臓からアミロイド細線椎を分離・  i静注＋自己末梢血幹細胞移植による  して診断ガイドラインを同封したアン  梢神経機能が保たれることの信州大学  
精製して、炎症刺激を加えたマウスまた  化学療法が圧倒的に血液学的寛解率  ケート調査を行い、全国から本疾患疑  の研究結果を掲載。信濃毎日新蘭平成  
は飛節潰瘍を有するウサギに投与した  19年10月11日付：原発性全身性ALア  
ところ、AAアミロイドーシスが誘発され  ミロイドーシスに羅患した米国人男性が  
た。飼育チーターが高率に本疾患によ  15  128  106  22  190  68  5  0  0  

り死亡する機序として、羅患動物の糞便  植を併用した化竿療法を受けて、軽快  
中へ排泄されるÅAアミロイド細線維を  退院した様子を掲載。   
他の個体が摂取してAAアミロイドーシス  
が発生していることが考えられた。   

組織におけるアミロイド沈着が減少して  
いくことが判明した。   
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＃治性疾患克服研究  17  †9  難治性疾患  清野 裕  概ね研究対象は明らかであった。しかし  本研究事業への新規組み入れ候補疾  平成16年度までに本研究班により作成  主任研究者（班長）の土務を重視した挽  明らかに本研究班の報告書、提書に基   
の評価ならびに研究  克服研究  一部にはすでに新規発症が無く、成因  患のレビューと評価についても本研究  され厚生労働科学研究活動の評価基  の再編成実施のため、そのリーダーシッ  づき、旧年産以上に成果報告雷作成の   
の方向性に関する研  と対処が明かなものや、疾患の概念・定  班の大きなテーマとした。本研究手業に  準・ガイドラインとして厚生労働省へ提  プについても毎年度評価される必要が  改善や優れた研究の方向性を示した班   

義・診断基準こそ明らかにすべきものも  ふさわしいかどうか、この3年間にZ5疾  吾した「研究評価シート」をさらに改訂し  ある。これに破い毎年、評価結果を各  も見受けられ、形成的評価によるフィー  
含まれ、病態研究がなされるのは好ま  患について研究面と福祉面の両面から  た。平成17年度からはこの改訂版を用  級長ヘフィード／くックした。また一公的療  ドバックが難治性疾患克服研究手業の  
しくないと考えられた。病態研究はほと  の検討を行った。この結果、進行性骨化  いることで、実際に統一した観点と基準  慈善補助を受ける特定疾患治療研究孝  方向性や質を維持するのに役立つこと  
んどの班で行われレベルも高かった。し  菓の対象疾患の選定法を策定した。そ  
かし多くの論文において本研究書糞に  の結果、希少性、成因不明、治療法が  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

基づく発表とされて屋なかった。診断基  未知、陣暑が残りやすいなどの要件、さ  
準、治療ガイドライン作成に関しては学  らに重症度・難治度、医環象、生活支援  
会との整合性を配慮すべきであることが  の必要度、社会的要望の度合い等を含  
明かとなった。研究期間内の研究ロード  めた総合的な判断が挙げられた。行政  
マップを示すことも主要であると考えら  の示す26候補疾患につき、これらの覿  
れた。   点から参考資料を作成し厚生労働省へ  

捷出した。   

終末期医療の貫の向  17  19  医療安全・  林 謙治  終末期医療に関する国民の意識調査  H†8年廣全国一般病院4．911病院（無作  終末期の治療中止・差し控えについて、  本研究班の成果は、厚生労働省’’終末  2007年2月25日一ツ橋ホールにて終末   
上に関する研究  医療技術評  （H14年度）再分析により．医師の所属施  為抽出）対象調査で「終末期がん患者  特にがん患者を対象としたガイドライン  期医療の決定プロセスに関するガイドラ  期医療に関連する厚生労働科学研究  

価総合研究  設（緩和ケア病棟．診療所．病院〈－1受／僚  の治憬中止t差し控えに間するガイドラ  「終末期がん患者の治療中止・差し控え  インル‘‘救急医凱こおける終末期医訊こ  の主任研究者7名と医療従事者、一般  
養病床））で告知の状況や延命医療につ  イン（研究班試案）」に関して得られた自  こ関するガイドライン」の開発を行い、  関する提吾（ガイドライン）’’日本救急医  市民を含めた公開討議「終末期医療を  
いて有意な意識差があることが明らか  由一己載の個別意見をもとに、H19年度  国内の医療現場から広く意見集約を  竿会∴平成18・19年度生命倫理懇談  どう考えるか」を開催した」腋終年度  
こなった。また全国一般病院4911病院  （景終年度）は1．032病院を対象として、  行った。同時に本研究班の調査成果に  会答申終末期医療に関するガイドライ  2008年2月24日サイエンスホールにて  

6  0  0  0  3  0  0  n  2                                                                                     （無作為抽出）対象のアンケート調査で  試案に！己粧されている目的、対象者、  ついては、日本学術会議（「終末期医療  ンについて’′日本医師会第X次生命倫  市民・医療従事者向けシンポジウム「終       ま腰末期医療における病名告知657％．  終末期の判定、患者の意思確認、治療  のあり方について」臨床医学委■会終  理想談会．等において終末期医療の指  末期患者とどう向き合うか？」を開催し．  
余命告知29，9％．治療方針確証64．0％．延  中止・差し控えの範囲とその除外事由  末期医應分科会 平成20年2月用日）  針・ガイドライン作成の一助となったと考  研究の成果発表を行うとともに、今後の  
命処置希望確認53．鍋であり．院内の倫  えられる。また「対外報告終末期医療  
理香■会設置率511％うち研究を除く臨  のあり方について一亜急性型の終末期  
床へのアドバイス実施率は現軋等終末  について－」日本学術会昌一臨床医学垂  
期医動こおける現状を明らかにした。   兵会終末期医僚分科会（平成20年2月  

14日〉において参考資料とされた。   

小児医療における安  17  19  医療安全・  阪井 裕一  本研究班が、日本小児科半金、日本集  重症小児、特に小児救急医療における  「小児薬中治療部設置のための指針－  厚生費勤怠医政局指導課でヒアリング  朝日新聞2007年10月10日朝刊（大   
全管理指針の策定に  医療技術評  中治療医学会と合同で、我が国で初め  重症小児の収容先として小児集中治療  2007年3月」日本集中治療医学会誌。  を受けた。   阪版）同誌同日の夕刊（東京版）に紹介   

関する研究  価総合研究  ての「小児集中治療部設置のための緒  部門の必要性を強調できた。＝の基準  2007年14巷4号、627責から638  記事「小児■中治療室に基準一年余な  
針Jを策定した。従来一般小児科病捜内  が示されたことにより重症小児の冶環  貢。日本小児科学会租誌。2007年1C）  ど、救急受け入れやすく」として紹介肥  
の重症室や成人中心の集中治療室内  の貫を一定水運以上のものとすること  月、111巻10号、1338頁から1352  手あり。同年10月21日NHKのニュー  
で管理されていた重症の小児患者に、  貢にガイドラインを公開し、各学会ホー  スでもこの事が報道された。   
安全で質の良い医襟帯填を提供する指  ムページにも鴇載された。  2  0  0  0  0  0  0  0  0  

針が策定された意義は大きい。この緒  
針は単に術後の圭痘居着や院内の皇  
症患者だけではなく、昨今社会問題と  
なっている小児救急の重症患者を含め  
た全ての小児重症患者を対象としてい  
る点で意義がある。   

産科領域における医  †7  19  医療安全・  中林 正披  ①胎児・新生児死亡．新生児脳性麻ヰ  ①我が国の娃産嫌死亡、重症管理妊産  て産科医憬事故防止策を検討するため  偶発事例報告制度から、新生児脳性麻  新聞一己手1．妊娠・出産で緊急治療1   
療事故の解析と予防  医療技術評  例の多くは医事紛争となっており、分娩  鳩の約半数は大呈出血に起因するが、  ニ、日本産婦人科医会「産婦人科偶発  ヰ事例のうち「医事紛争あリj47．4†i、r医  人／250毎日新札20070321．2意外   
対策  価総合研究  時の胎児モニターと適切な時期の帝王  分娩時異♯出血に関する調査の結果、  事例報告事業」において報告制度の枠  事紛争不明J526％であったb紛争リスク  に危険 妊産婦Z50人に1人死に至る  

切開の主要性が示唆された。今後は守  日本産科婦人科学会で定燈された分娩  組みを積築した。妊産婦死亡例、新生  の高い新生児脳性麻痺に対する無過  可能性 重傷例は死亡の73倍産経新  
秘義務を担保した医療事故報告制度の  時臭♯出血量（500mi）よりも、臨床の  児・胎児死亡例、脳性麻ヰ例について  失補償制度の適応が求められる。出血  蘭．2007．03．22．3．圭篤は死亡妊産婦  
一本化、情報の共有化などが課頗であ  現状ははるかに出血iが多く、定義の  偶発事例を兼職し、その原因、背景、事  こ閲しては、分娩帝異≠出血の定義を  の70倍 厚労雀講壬、250件に1人 
る。②妊産婦死亡の背景に、その約73  再考∴児数・分娩様式による正★値の  故回避の可能性、医事紛争（可能性）の  児致・分娩様式別に再考し、臨床にあつ  中日新札200丁03．23 
倍の分娩時に死に至る可能性のある圭  区別が求められた。②妊産嬢死亡とな  有無が集計できるよう報告制度を改善  たガイドライン、指針の作成・確立・周知  0  0  0  0  0  0  D  0  0  

痘管理妊産婦の存在が明らかとなり、  る可能性の1い大i出血症例に対する  した。しさ手帳とWEB型の共通診療ノー  の必要廿ある。rFV貼の使用について  
年間約5．000人の重症管理妊産婦に対  rFVIIa使用に関して、学会報告されてい  トを作成し、セミオープンシステムの導  よ、血栓症などの問題点や使用上の注  
応可能な周産期システムの構築が必要  る4例はrFVぬ投与後にすべて止血・改  入を検討している自治体の足がかりを  意が必要であり、今後の更なる症例の  
である。J吾地域特性にあったオープンシ  善しているが、血栓症などの問題点や  つくった。   集積、解析が必要である。セミオープン  
ステムの導入により、産科医療の標準  使用上の注意が必要であり、今後の更  htゆ：∴／柑218815254／′medicnote／syst  システムの成果は今後、新たに参入す  
化、ハイリスク妊婦の早期発見などが  em／d〕C】0郎∩かp   る自治体の持参十・提言となる。   

期待される。   
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国内外における医療  山  19  医療安全・  藤澤 由和  本研究における書門的・学術的な側面  研究成果においては直接的に臨床に寄  主たるものは以下のとおり。2006年7月  本研究班により次の発表などがなされ  本研究成層に関しては、研究成果など   
事故・医事紛争処理  医療技術評  としては、医療事故にかかわる紛争処  与する知見は示されないが、間接的な  「ニュージーランドおよぴスウ＝一デンに  た。「諸外賓における医事紛争処理制  普及啓発事業（医瞭安全・医療技術評   
に関する法制的研究  価総合研究  理の諸側面に関して、理論的かつ実証  知見としては、本研究班による様々な  おける無過失保叶について」、2008年  度（「策過失補償制度」など）の現状に  価研究推進手業）の一環として、研究成  

的なデーづ堰提示した点にある。なかで  資料および情報の提供は、死因究明な  7■8月「医療安全政策における補償問  関して」、自民党政務調査会・社会保障  果発表プログラムを開催した。具体的に  
もフランス、ドイツ、アメリカ、ニュージ≠  どの検討に活用されてきており、結果と  捏、ドイツつランスのADR、オーストラ  制度調査会／医療紛争処理のあり方検  は、「医療安全に関する研究発表会」と  
ランド、スウェーデンなどにおける医療  して今後の医療機関および医療従事者  リアにおける医療紛争処理：Victorね州  討会講演、2006年11月14日。「諸外国  して、平成18年11月22日に国立オリン  
こかかわる無過失保障制度の1新憮  らの医療行為における活動に大きな影  0惰c80fH㊤althServICeCommlSSionor  における医療に係わる紛争処理精度に  ピックl己念書少年総合センターカル  

31  0  21  0  4  l  0  13  l                                                                                                     報を収集し、さらにそれを日本における  響を及ぼすものであると考えられる。た  の機能に焦点をあてて上2006年8月  関して」、公明党・医療手機に係る無過  チャー棟大ホールにおいて開催された  
適応可能性という点から理論的な検討  とえば、現在の死因究明制度に関して  r医療安全にかかわる海外コンタクト  失補償制度等検討ワーキングチーム挨  ものである。研究発表会は広く一般にも  
をおこない、さらに医療事故報告制度、  ま、さまざまな制度が参考とされたが、  先」、2006年9月「諸外国医事紛争処理  討会喜l濱、2006年10月12日。「諸外国  一公開され（参加者59¢名）、本研究成果  
医療の質と安全に関して、政策評価に  中でもオーストラリアなどにおける  制度」、2007年4月「諸外国の死因究明  こおける医療に係わる紛争処理制度に  をふまえた議論を行ったものである。  
用いうる実証的データの檎築は著しい  Coronerにおける医僚安全への関与の  の在り方について」「諸外国の死因究明  関して」、厚生労働省医政局会議講演、  
成果と吾える〔   仕組みが重要な論点とされた。   制度に係る予壬、人■規模に闇して」  2006年9月12日。   

医療関連死の調査分  17  19  医療安全・  山口 破  中立的第三者機関が診療行為に関連し  異状死とは別の仕組みに届出を行い、  今後実際にモデル事業で用いることによ  厚生労働省で、中立的第三者機関に関  モデル事♯の運営委■会（一般公開）に   
析に係る研究  医療技術評  た死亡の原因を究明し、遺族及び医療  医学的に死亡の原因を究明し、原因究  り、適宜修正を加えていく必要はある  しH19年から検討会開催や試案提出を  おいて、モテ●ル辛＃を参考として研究した  

価総合研究  機関に説明する仕組みについて、日本  明・再発防止の観点から診療行為の医  が、診療行為に間違した死亡の調査分  行い、更に医療安全調査委■会による  研究成果の報告について実施してき  
内科学会の「診療行為に関連した死亡  学的評価を行い、死亡を回避するため  析をさらに具体的に行うために、解剖マ  医療事故韻僅の法制化を検討してい  た。また厚生労働省において、中立的  
の調査分析モデル事集」（以下「モテ●ル事  の方策を検討し再発防止の提言を行う  ニュ7ル某（「一般医療機関での診療関連  る。この際、モデル事業の実施状況等が  第三者機関に関してH19年4月から有識  
業」という）と連携しながら書門的・学際  手l員について具体的に検討を行った。  死顔董のための解剖調壬マニュアル稟」）、  試案に記載される他第4回検討会（H19  者の検討会を開始し、H19年3月から三  
的に検討を行った。このような制度はこ  国際的にも新しい試み（モデル手兼）にお  評価マニュアル稟（「評価に携わる医師等  年6月27日）にモテ■ル車♯からの提言が  回試案を提出し、医療費全調査委■会  
0  0  45  3  28    0  l  36                                                                                                    れまで存在せず、警軍ではない組織に  いて本研究班の研究成果を実際に用い  のための評価の視点t判断基拳マニュアル  報告されるなど、参考にされているが、  による医療事故調査の法制化を検討し  

届け出て臨床の視点も活かした解剖を  ている。今後、政府においても医療安全  （茶）」）及び調整看護師の♯叛マ＝ユアル  そもそもこのようなモデル事業案施に当  ているが、これらの動きにあたっての基  
行い、更に法律家等も加えた書門家に  韻重奏慎会（仮称二・の制度化を目指して  菓（モテール事♯における「調整看護師の  たっての手」願等は本研究班で行った提  本となる提弄を本研究班において行っ  
よる医療事故の調査を実施することは、  おり、この際にも本研究班の提案に基  攫ヰ集裸マニュアル（菓）」）を作成した。  稟に基づいていたものである。また、医  ている。法制化への取り組みは新聞等  
世界的にも画期的な取り組みであり、  づいて臨床現動こおける医療の賃と安  僚安全戎査雇欄会が創設された際に  でも取り上げられた。他に公開シンホ■シ●ゥ  
医療の透明性の確保、同様の事例の再  全の向上が図られることとなり．社会的  も、本研究で策定した各種マニュアル類が  ム及び各学会での発表、各地域での医  
発防止、医療の貰と安全性の向上に寄  活用され領空がなされる予定である。  療安全間違譲層会等で喜暮溝を行った   
与する。   

透析施設におけるプ  17  19  医療安全・  山崎 覿撞  透析事故のうち．最も生命に危険を及  本来この研究は臨床的なもので．日♯  日本透析医会が中心となって実施して  ブラッドアクセス事故lま抜針事故であ  これらの研究成層は．全国腎臓病協議   
ラッドアクセス関連宰  医療技術評  ますブラッドアクセス事故についてそ  の中での事故防止に関する研究であ  きた過去の班研究では透析室内感染  り．これは透析以外の場面でも高頻度  会との話し合いや．患者会主催の講演   
故防止に関する研究  価総合研究  の頻度等を調査し．各施設での防止策  る．集団的に実施される体外血液循環  防止マニュアルや．事故防止マニュアル  こ見られるものである特に意識陣書  会でも報告されており。事故経験を有す  

を収集し．防止のための十か粂を提示  治療である血液透析では．ブラッドアク  を上梓してきた今回の研究では．プ  のある患者や認知痘患者での輸液ライ  る患者もいて．棲めて感心の轟い問題  
し．ポスターとした また事故事例を収  セス事故以外にも。透析液関連事故・  ラツドアクセス事故に眼底して事故肪  ンやカテーテルの自己抜去は．決して  となっている．加えて．透析時の事故防  

8  0  5  0  2  0  0  3                                                                          集し今後透析事故車例共として．ボス  機器間連事故・感染事故などの危険性  止のための秘訣とも言うべき十か粂を  少なくはない今回の研究成果である  止には治療を受ける患者自身の協力  
ターと一緒に．全ての透析施設へ配布  が内在しており．究極的には今回の研  提示しこれをポスターとするとともに一  抜£十事故防止十か集は．他の分野にも  も必要で．共同で事故防止に当たると  
する予定である，枯葉として．事故頻度  究を通じて．透析施設内の安全文化の  十か条の解説書を発行し．透析施設へ  応用可能で．行政的な利用価値は書い  いう図式が各施設で確立してゆくと考え  
の多さは．透析施設に大きなインパクト  配布するこれらは．各透析施設の手  る   
を与え．各施設での事故防止策につな  故肪止対策に組み込まれていくと推測  
がっている   される   

へき地医療体制の充  17  19  医療安全・  清水 博  へき地医療の充実を促進する医療計画  ①GISを基に、山形県の全市町村重心  丑GISを活用した救急医環の現状分析  我々の研究は、GISを活用した救急医療  我々の研究成果は、山形県立8本海病   
実及び評価に関する  医療技術評  を策定するため、実践的かつ科学的な  から医療機関までの救急搬送時間を解  ②ICD－10分類及びMDC分類別を用い  体制の分析及びICD－10分類及びMDC  院と酒田市立三酉田病院という、近隣で   
研究一山形県におけ  価総合研究  計画を作成する必要がある。我々は山  析した。（き山形県患者調査等を基に、  た階層的クラスタリング及び主成分分  分類別を用いた階層的クラスタリング及  同様な急性期機能を持つ二つの病院を   
る実践的試み－  形県を例に亘）GIS（地図情報システム〉を  ICD－10分類及びMDC分類別を用いた  析による医療既毎並びに医療機関ごと  び主成分分析による医療圏及び医療機  非公務■聖地方独立行政法人日本海  

用いた救急医環体制の解析②一般病  階層的クラスタリング及び主成分分析を  の機能分析③急性期病床必要i及び  間毎の機能解析等を行うと共に、山形  総合病院に再編統合するという計画策  
床を有する全51医療職闇及び全26自治  行い、住民の受府行動の解析を行つ  急性期医療資源必要iの算定による、  県内の一般病床有する全病院及びへき  定に活用された。このプロジェクトは、医  
体立等診療所の院長・患者等の対面韻  た。⑨地域の医療需要及び医療提供状  医療圏毎の医療提供体制の解析④医  地診療所等の院長及び患者に対面韻  僚機能の集約化、効率化の実例である  
2  0  5  l  9  0  0  0  0                                                                                                      至〔吾患者調査等を基に】CD－10及び  況を可視化する方法を示すとともに、限  療の「先約度指数」による医療機能の  査を行っている。地理学的検討及び統  こと、さらには県立と市立の病院を非凶  
MDC分類別の患者割合、傷病別の患  られた地域医療費源をより適切には配  評価法など、独自の解析手法による地  計学的解析に加え、対面韻査による現  家公務■聖地方独立行技法人に再編  
音数に基づく、疾患別、施設毎のクラス  分するための指積（急性期医療資源必  埋草的及び統計学的な解析手法を開発  状を踏まえた我々の研究成美は、地域  するということから全臨的に；主自を浴  
タリング厘）われわれが開発した「集約度  要量等）を示した。これらにより、各医療  した。これらの手法は、今後の地域保健  医療の現状と計画の帝離を最小限にす  ぴ、新聞等のマスコミに数多く取り上げ  
指数」に基づく医療の集約度の評価こ  圏及び医療機関の機能分化、集約化の  医療計画の策定等に大きく末裔するも  るものとして、山形県保健福祉部は評  られた。我々の研究成果は、今後の自  
れらの研究成果を山形県地域医療計画  方向性が明らかになり、山形県の医療  のと考える。   価し、山形県保健医療計画に、その成  治体病院と地域層欄のあり方に間接的  
の策定に活かすことができた。   の効率化に暮離した。  果の一部を取り入れている。   ではあるがインパクトを与えた。   

持続可能なへき地等  17  19  医療安全・  鈴川 正之  へき地保健医環に関するアンケート調  へき地・離島の診療所の実態から、へき  平成17年度には、へき地・離島におけ  へき地・離島に勤務する医師を増加さ  平成18年10月15日（日）の日本経済新   
こおける保健医療を  医療技術評  査の分析から、へき地・離島の診療所  地・離島の診療所が備えるべき機能、  る保健医療で必要とされる診療内容に  せることを目的とした「へき地・離島医療  聞の医療面に、当研究班が行ったへき   
実現する方策に馳す  価総合研究  で行われている診療内容等を明らかに  必ずしも備える必要のない機能などが  ついて、具体的内容およぴそうした診債  マニュアル」は第10次へき地保健医療  地保健医動こ関するアンケート調査の   
る研究  した。また、住民の受療行動に関する調  明らかになった。へき地・離よの診療所  能力を身につけるための研様方法を肥  対策「へき地・離島の医療サービスを担  分析から、へき地・離島の診療所の匡  

壬及び母子保健医訊こ関する住民璃  こ勤務する医師が身につけておくべき  述した「へき地・組島医療マニュアル」  う医師及び医療機関を確保するための  師は、診療支援体制の強化、生涯研修  
空では、へき地等においても住民の書  診環能力も明らかになった。診療所の  を、平成18年度には、都道府県がへき  新たな方策」に盛り込まれている。「都  の充実、行政の理解と協力などが勤務  
門医指向は存在しており、総合医療の  円滑な遷宮には、地元自治体・住民の  地医療計画を策定する際の参考となる  道府県へき地・離島保健医療計画策定  の継続に必要だと考えていることが椙  

6  0  3  0  25  0  0  3  0                                                                                                      認知度が低く、■約化に対する理鯨も  協力や、医師の保健医療事業への意見  「都道府県へき地・離島保健医療計画  こ向けての事例集」に関しては∴第10次  粧された。平成19年4月6日のJapan  
乏しいことが判明した。全国の市町村を  の反映が重要であることが判明した。地  策定に向けての事例集」を作成した。平  へき地保健医療対策において、都道府  Modicin8（じほう発行）に、「へき地・離島  
対象とした地域の保健医療に閤するア  域住民は書門医による診療を希望して  成19年度には、地理的属性・人口階層  県がへき地医用を含めた医療計画を策  医療マニュアル」と「都道府県へき地・離  
ンケート調査では、生活習慣病につい  いるが、救急などの場合には総合的に  別の診療体制および整備すべき診僚機  定することとなった。「へき地・離島の保  島保健医療計画策定に向けての事例  
ては大部分の市町村が管内で対応可  診療を行なっている診療所の医師の診  器などを盛り込んだ「へき地・離島の保  健医療のあるべき姿」により、地域の実  ♯」がとりあげられ、rへき地・離島の保  
能であったが、書門診療では十分では  瞭を希望するなど、総合診療への理解  健医療のあるべき姿」を漢書した。  情に合わせた整備すべき保健医療の体  健医療のあるべき姿」をまとめることに  
なく、一般診療における機能低下も2割  制の内容を提示した。   ついて掲載された。   
の市町村で認められた。   
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圭粒子線治療等新技  17  19  医療安全・  辻井 ≠彦  現在までに、陽子線・炭素線治療施設  患者に対する中性子の被ばくは、2次  放射線審議会第105回総会（平成20年2  公開シンポジウム（宗7回放医研圭粒子   

術の医療応用に係る  医療技術評  における系統的な術者の被ばくに閲す  発がんなどの基礎データを与えるので、  月27日）において、「医療法施行規則  医科学センターシンポジウム セッシヨ   

放射線防護のあり方  価総合研究  る報告は皆舞であった。放射化に閲す  治療成績が良好で今後飛躍的な生存  こ係る放射線障害の防止に関する技術  ン」防護」2007．12．1、干葉）において、   
に関する研究  る結果を、学術誌に報告する価†iは十  的基準の改正について」の書靂のため  

分にあると思われる。また、中性子によ  の資料とされると共に、主任研究者が  0  0  3      4  0  
る患者の被ばくに関しては、世界的に  説明を行った。   
興味が出てきたところで、これから中性  
子被ばく左考慮に入れた照射装置の最  
道化などの今後の研究につながる。   

メディカルコントロール  17  19  医療安全・  山本 保博  メディカルコントロール協議会の全国に  メディカルコントロールにおけるプロト  本研究の成果である救急救廟士の病  救急数個センターの評価法の開発は、  本研究の成果である二次救急医慮の   
体制の充実強化に開  医療技術評  おける実態や二次救急医僚機開の実  コールのあり方の検討、救急救命士の  院実習などの再教育についての研究成  救命救急センターの全国的な整備のあ  現状分析は、救急医療の問題点として   
する研究  価総合研究  態は地域によるばらつきがあるといわ  再教育の概念や項目の整理の成果は、  果は、総務省消防庁「救急業務蔦度化  り方、救命救急センターの評価方法の  新聞などに取り上げられた。  

れていたが、その実態を数値と共に明  病院前における救護の質を高め、臨床  推進検討会メディカルコントロール作業  あり方、★度救命救急センターのあり方  
らかにしたことは、本研究の成果であ  面での成果が期待できる。また、救命救  部会」の資料として活用され、「救急救  等を検討すべく厚生労働省医政局指導  
る。また、救命救急センターの評価指標  急センターの評価における生命に危険  命士の再教育に係る病院実習の手引  課に設けられた「救急医療の今後のあ  
の開発は、医療機能を評価する手法の  がある患者の症状、疾患を挙げたこと  き」として当該検討会の報告暮に盛り込  り方に関する検討会」における資料とし  0  0  哺  0  7  0  0  3  0  
一つとして学術的な意義があるもので  て活用された。また、本研究の成果であ  
あった。   標準化する上で意義があったものと考  る研修手法の開発は、日本救急医療舶  

えられる。   団において行われている救急救命士や  
メディカルコントロールに関わる医師の  
研修のカリキュラムに反映された。   

卒前教育から生涯教  17  19  医療安全・  篠崎 英夫  臣i床研修制度に関するアンケート詭董  臨床に対する直積的成果ではないが、  医道宇議会医師分科会医師増床研修  医師不足対策の検討においても研究成  臨床研修に関するアンケート調査結果   
育を通じた医師教育  医療技術評  結果の分析結果は日本医学教育学会  研究成果が今後のl藩床研僧制度や医  部会において、臨床研傭制度に関する  果が参考とされた。   がさまざまなマスコミ取り上げられた。   
の在り方に関する研  価総合研究  等において学会発表、論文投積がなさ  
究  れ、学会発表では活発な書門的な護論  2月にとりまとめれた同部会の報告書に  0    0  5  0  0  0  0  

がなされ、論文投稿では原著論文として  も影響を与えた。   
採用されるなどの成果が上がっている。   

新医師臨床研修制度  17  19  医療安全・  福井 次夫  内科、外科、救急・麻酔科、小児科、産  研修医が2年間で幅広い臨床能力を身  「厚生労働大臣は、省令の施行後5年以  平成19年2月5日に開催された医道響護  将来優れた医師を養成するためには、   
の評価に関する調査  医療技術評  婦人科、精神科、地域保健・医療のロー  につけるためには、ストレート研修を主と  内（平成20年度まで）に、l菖床研修省令  会医師分科会医師臨床研修部会にお  平成16年に導入された医師増床研修勧   
研究  価総合研究  ティションを骨格とする2年間の研修制  する旧制度よりも主要診療科をローテイ  の規定について所要の検討を加え、そ  いて、本研究成果の要旨を報告した。  度を維持発展させることが妥当であると  

度によって、①研修医の臨床能力獲得  ションする新制度が優れている＝とをほ  の結果に基づいて必要な措置を漬ず  結果的には、本研究が平成19年12月の  の世論の形成にT献したと思われる。  
状況が著しく向上したこと、②以前認め  ぼ確実に示した＝とは、臨床教育という  る」とされていたため、本研究の結果  同部会報告書の基本方針（新制度を鮭  指導医のための講習会や研修管理責  
られていたような大学病院の研修医と  れ点から、その意義は大きい。   が、新医師臨床研修制産見直しの検討  続）を決定する上で大きくT厳した。同  住着のための講習会など、臨床研修制  
研修病院の研修医との間でのl温床能力  l  2  0  0  3  0  0  0  0                                                                                         こあたって、主要な資料として参考にさ  時に調査した研修医の満足度や将来の  虔に関わる研修会で本研究成層がしば  

獲得状況の差がほとんど認められなく  れた。   進路・希望診療科などのデータが厚生  
なったこと、などをアンケート調査で示し  労働省のホームページで公開され、首  
た。質の高い臨床研究はわずか5－1％  床研修の実情や研修医の動向を把握  
の研修医が経験しているにすぎないこ  する上でも貴重な資料となった。   
と、ジェネラル志向の研修医もわずか  
11ヱ％しかいないことなどの問題点も浮  
き彫りになった。  

医師国家試験のコン  本来、本研究は医師国家試験の電子化  
ピューター化に関する  医療技術評  の可能性を探り、実施に当たって電子  
研究   価総合研究   化に適する形式、コンピューターシステ  

ムの開発、更にその試行と成果を検討  
してきたものである。政策として方針を  
決めて実施する為には予井化が必要で  0  3  0  0    0  0  0  0   

あるが、この6年間の検討で実施につい  
てはその行政施策に反映する妥当性が  
認められたと考えられる。  

歯科分野における診  円  19  医療安全・  石井 拓男  国内外における歯科関連の診療ガイド  一般開業歯科医は、EBMを用いた診療  歯科補綴領域における診療ガイドライ  患者の視点に立った、安全・安心で質  本研究班の主催で日本歯羽医師会と日   
療ガイドライン構築に  医療技術評  ラインと挿される文献をできる限り収集  ガイドラインについて好意的に期待が  ンを作成するための基盤となる、難易度  の★い医療が受けられる体制を構築す  本歯科医学会の後援によるシンポジウ   
関する総合的研究  価総合研究  し、国内では5編、国外では115編のガ  寄せられている傾向がうかがわれた  の測定のための症型分類を設定し、「補  る一環として、科学的根拠に基づく歯科  ム「歯科領域における診療ガイドライン  

イドラインと称される文献が収♯され  が、今後、昔及啓蒙と診療ガイドライン  綴治療の難易度を測定するプロトコル  疾患の予防方法及び治療方法の標準  のあり方について」を平成柑年7月8日  
た。和訳した英文ガイドライン80編につ  作成のための適切な環境整備が必要  （JPSVo帽ionl．04）」を作成、信頼性を  化の推進に資するため、歯科診療所に  に開催し、歯科界の各学会に参加を呼  
いてその内容を検討した結果、エビデン  であると考えられた。また、一般臨床医  検討した。また、CQの収集と補綴歯科  おける歯科保健医療の標準化のあり方  びかけ、本研究班の研究成果を示して  
0  0  0  0  l  0  0  l  【                                                                                      スレベルならびに推奨産までl己載され  からCQを収弗する方法の有効性が示  診療の推奨基準例を示した。顎関節症  等に関する検討を行い、「歯科診療所  参加各学会の会■との質疑を通じて検  
たガイドラインは9編（15．0％）であった。  の診療ガイドラインにおけるCQの系統  
その内訳は、う蝕予防・口腔ケア・定期  的把握のための一般開業歯科医師（日  
管理：6編、感染コントロール：1編、埋伏  本歯科医師会会1）等へのアンケートを  
智歯：1編、睡眠時燕呼吸：1編であっ  行い、CQの収♯を行った。   目的とした、「歯科診療所における歯科  
た。   保健医療の標準化のあり方等に関する  

検討会」の基礎資料を提供した。   

72   

r  



歯科医師国家試験に  
おける実技試験の客  医療技術評  するために必要な要件や問題点を抽出  
観的評価に向けたシ  価総合研究   し∴適切で実現可能な試験方法ならぴ  
ミュレーション・システ  に評価方法を検討した。   国家試験合格者の臨床技能の低下が  5  0  0  0  14  3    0  0   
ムの開発   指摘されている。将来の試験媒体として  

新たなシミュレーション・システムの可能  
性を検討した。  

国家試験プール割に  皿  19  医療安全・  森田 草  歯科医師国家試験問題を作成するにあ  本研究の目的は．歯科医師国家試験間  本研究の目的は．歯科医師盟雲試験間  現在行われている歯科医師国家試験  本研究の目的は．歯科医師国家試験間   
向けての問題作成・  医療技術評  たり．書式作された問題入力画面は．間顆  題を効率よく集約するためのシステム開  題を効率よく集約するためのシステム明  の問題作成にあたっては試作された  題を効率よく集約するためのシステム開   
入力システム開発－  価総合研究  の賃の向上。ブラッシュアップの簡素化  発である。従って1臨床的観点からの成  発である。従って．ガイドライン等の開  問題入力ソフトが使われている。それを  発である。機密性が要求されるため   
インターネットを利用し  こ役立つものと評1覆される。また．イン  果を評価することは不可能である。  発につながるような研究ではないので．  用いてブラッシュアップも可能になるよう  こ内容を公開することは無理である。   
た方法についての検  クーネットを介しての問題入力ソフトの  0  0  0  0  0  0  0    0  
討－  配布．データの保存．問題の送付と管  よる手作業での方法と比較して．効率よ  

理におけるセキュリティの問題につい  く作成できるようになった。   ない。   
て．システムとしての整備は整っている  
と考えられる。  

在宅療養者の看取リ  8  19  医療安全・  川越 厚  本テーマは法的制約、医療制度の中で  医行為に関する現行の法規定は、医師  在宅末期がん患者の「捧痛緩和」と「死  本研究の初年度報告は「平成17年度厚  本研究そのものをマスコミなどで取り上   
こおける訪問者護師  医療技術評  論じる必要があり、その意味からは諸  と看護師とが♯に近い位置に存在する  亡診断」に関して「在宅療養者の看取り  生労働省医慮安全・医療技術評価総合  プられたことはないが、関連した内容の   
と医師との連携に関  価総合研究  外国の文献・制度はあくまで春雪に過  （入院・外来）ことを前捷としたものであ  こおける言方問看護師と医師との連携ガ  研究手♯（平成18年8月3日）」で行っ  インタビュー、対談などではこの間題に   
する研究  ぎない。当研究班は初年度に「医師が  リ、両者が遠い存在である在宅の実情  イドライン」を作成した。このガイドライン  た。また中間発表は「平成18年度厚生  触れている。1）特集「在宅医療」新時代  

出す指示と書方間者護師が行う医行為の  とそぐわない。本研究は法規定を遵守し  ま「標準約束指示」と「砺別約束指示」  労働省医療安全・医療技術評価総合研  「『青草』を共有しチームで在宅ホスピス  
実態」を明らかにし（プライマリ・ケア竿  つつ、書品質かつ効率的な医療サービ  からなる「事前約束指示」をベースにし  究事業（平成19年8月30日）」で行った。  ケアに取り組む」TKC医業経営什報  
会誌30ヱ42．2007）、第二年度以降は実  スを在宅で提供するためにはどうすれ  ている。標準約束指示は、一定の医行  2007年5月号西。2）巻頭インタビュー  
地調査（」．P∂iiaしCar023二255．2007）を基  まよいか、具体的には医師と三方間看護  為に閲し、医療機関と連携する訪問看  l  l  3  0  0  0  0  0  0                                                                                                            「在宅死を支えるグループバリアンの実  

こ、連携ガイドラインを作成した。これら  師との密接な連携のもと、看護師が主  護機関が共通した認識を待つために圭  践と終末期医療の現状と課題」シニアコ  
の成果は今後の書門的な研究・議論の  ミュニティ2007年1・2月号p2。   

試案として関連する商業誌に総説の形  
で発表した（亘方間看護と介護）。   て、実現可能な方向性を示したものであ  

る。   医行為に対して、予め具体的、個別的  
に出す約束指示である。  

医療のトレーサビリ  17  19  医療安全t  名和 彗  トレーサビリティ向上に寄与する為に  日本（国立国際医療センター）では既に  平成20年2月1日に厚生労働省医政局  患者安全を追求しITを用いた抜本的な  GSlにおいても最終ユーザーである患   
ティ向上に寄与する電  医療技術評  ま、電子カルテシステムがネットワーク  世界に先駆けてベッドサイドまでの院内  穫済課から「医療機器等への標準バー  改革が必要であると考えられている中  者の安全確保と信頼性実現のため、適   
子カルテシステム等  価総合研究  と繋がり、ED】と繋がり時間と共に刻々と  トレーサビリティに対する取り組みが  コード付与の実施要綱（菓）」について  で、トレーサビリティや安全性を確保した  切、正確なヘルスケアサプライチェーン   
の開発と菅■哩に閲す  変わる医薬品等の状態そのものを商習  POASシステムを用いた電子カルテシス  のパブリックコメントが発表された。医療  情報誌通に対する国民の期待を受けた  を実現する事またトレーサビリティ向上   

る研究  慣に関わらず個晶単位で共有化しリア  テムで実現しているが、薬剤の値品菅  機器などのコード体系について世界積  薬事法の改正により医薬品流通に注日  こ寄与する電子カルテシステムの開発  
ルタイムに情報連携する事で初めて進  理を行いベッドサイドまでリアルタイムに  華に近づいており、世界標準からずれ  が集まっている。製薬工場という川上か  ま緊急課題であり非常に注呂しており、  
化を発揮する。ポインタ什掛こよる情報  システム連携する電子カルテを用いるこ  ていた〟30の仕様を中止した点が注目  ら患者という川下まで、一気遇工の仕組  トラック＆トレースシステムに関するプロ  
1¢  4  29  2  15  4  0  0  0                                                                                                       のネットワーケ管理という新しい世界楕  とにより、薬剤のトレーサビリティを実現  されており、医薬品♯界も国際攫準に  みが必要になる中で、世界的にも技術  セステクノロジー攫牽をせ界的に調整し  
準の考え方で各業界間をリアルタイム  し、オーダー変更のリアルタイムな反映  合わせた標準化対応が早急に必要で  面で優れている日本が十情報と物を－  ていく辛が今後せ界的に必要になる中  
こ連携する仕組みの研究も行ったが、  を投与直前まで可能にすることにより、  あると考える。攫準化の内容について  致させる「什物一致」の管理を行う手で  で、技術的に欧米に比べかなり進んで  
POAS理念に基づいたトレーサビリテイ  ヒューマンエラーを防ぎ患者安全を実現  ま、1次元バーコード（GTIN＋シリアル  今後国民の支持もますます高まると患  いる日本から製薬企業も含めGSlに参  
を確保する拡張性の高い先進的な仕組  番号）と2次元バーコード「DauMatrlX」  加し発書していく必要があると考える。   
み（電子カルテシステムを含む）を今後  （GTIN＋シリアル番号＋／くッチ番号＋  
展開していくべきである。   有効期限）を椎柴する。   

医療安全と賞を保証  山  19  医療安全・  飯塚 悦功  患者状態適応型パス統合化システムの  構造化された電子機準コンテンツ（臨床  臨床標準からの差分分析の方法論・同  公開シンポジウムを6【司（平成17年度1   

する患者状態適応型  医療技術評  設計・プロトタイプ開発、実装促進の諸  プロセスチャート）を．H17年度に26件・  一息舌状態に対する薬剤治療ベンチ  固，平成柑年度3Ⅰ司，平成19年度2回）   

パス統合化システム  価総合研究  活動の設計を行い．医療の質安全保証  マーキング・川Sデータとのリンクによる  

開発研究  と医療貫経営を実現への貫材の可能性  診僚と使用リソースの可視化にもとづく  
が示唆された．また当該システムによ  経営評価の方法論・州S／ノPCAPSデータ  
る．政策支援・質権苦支援・標準化とプ  を用いGIS上に当該地域の医療リソース  
ロセス管理による医療安全の検討・社  と使用実績を可視化するための方法  8  0  50  7  37  20  4  0  7  

会技術検討・教育教材化への今後の展  論などの初期モデルを開発した。これ  
開も可能であると考えられた   ツールであるアプリケーションにより．臨  は．今後政策決定へのデータ分析など  

床家が病院や自宅から電子コンテンツ  に用いることが可能であると考えられ  
作成・お互いの参照と意見交換を可能  た   
とした  
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安全な保健医療什報  17  19  医療安全・  大山 永昭  本研究では、まず保健医療福祉分野の  オンデマンドVPNや電子私書箱を利用  本研究で検討した医療分野における  2007年4月に決定された汀新改主観略  オンデマンドVPNは、VPNの接続先を   
流通を促進する保せ  医療技術評  十一報交換を安全に行うための要件につ  した医環情報流通のためのネットワーク  ネットワークの安全性等に関する分析  の「孜策パッケージ」では電子私暮箱の  容易に追加・変更する＝とができるた   
医療認証基盤整備の  価総合研究  いて整理し、オンデマンドVPNを利用し  基盤の構築によって、医療業務全般に  結果は、平成柑年3月に策定・公表され  構想が述べられており、本研究の検討  め、医療分野での利用に適していると   
技術的方策に関する  て医僚機関のみ接続可能なネットワー  什報技術の昔及が促進され、診断技術  た医療情報システムの安全管理ガイド  内容の一部が反映されている。また、社  判断されるが∴本技葡の本賞は、イン   
研究  ク基盤を構築すること、またヘルスケア  の向上、事務処理の迅速化、コストの肖l  ラインの参考資料になっている。このガ  会保惰力ードの具体的仕樺等を検討す  クーネット経由でVPNに必須となるシー  

PKIを利用した電子的な資格証証によっ  減、健康増進などに繋がると考えられ  イドラインでは、医療什報を安全に取り  るために厚生労働省が開催した「社会  ドヰを安全に配送できることである。既  
て医療情報を取り扱う者の正当性を保  る。またこれまでは、ネットワーク善用や  扱うための通信方式にオンデマンド  保障力ード（仮称）の在り方に関する検  存の企♯内イントラネットなどでは、この  
3  3  17  0  n  3  0  l  0                                                                                                       証することが重要であることを明らかに  安全性の観点から実施が困難であった  VPNで利用されているIPsoc－VPNを推  討会」や、内閣官房によって開催された  シード♯の変更や更新に多くの作業を  
した。またこれら技術の具体的なサーピ  遠l特医療や医療機関連携等の蔦度な  莫しているが、レセプトのオンライン謙  「電子私暮籍（仮称）による社会保雄  草していることから、本技術の応用が期  
スモデルとして、電子私書箱の利用を前  医療業務形態が実現すると期待され  求では多くの医療機関がコストや利便  サービス等の汀化に関する検討会」に  待される。  
提とした個人保健医療什報管理システ  性に優れるオンデマンドVPNを利用する  
ムのモデルを提案し、プロトタイプシステ  と予想され、本研究で検討した情報流  
ムによって安全・安心な情報流通が可  通基盤の整備は急激に普及していくと  
能であることを実験的に示した。   考えられる。   

医療VPNとPK【を併  17  19  医療安全・  木内 貴弘  従来、世界的にみてもVPNは個別の医  本研究で積雲がなされた安全なデータ  本研究では、VPNでの相互操絨のため  診療における患者情報の交換、研究に  本研究の期間内には実現できなかった   
用した安全な医療憎  医療技術蘭  僚機関もしくは医療圏で独立して運用さ  交換のための通信インフラは、診療に  の箇阜なガイドラインの開発を行った。  おける症例情報の交換には、安全性と  が、本研究で開発した手続きに基づい   
報交換インフラの構築  価総合研究  れるのが通簾である。これらの相互に  おける患者データの交換に活用できる  これには、相互接続に用いるアプリケー  労力・コストのバランスをとる必要があ  て、国立大学病院のイントラネットであ   
と運用に関する研究  自律的に運用されているVPNネットワー  他、医学研究用のデータデータ交換や  ションレベルプロトコール、施設内で便  る。従来、安全性の確保に注力するあ  るUMINVPNと国立大学病院のイントラ  

クを、相互接続のための櫻逢規約を策  レセプト情報の交換にも活用可能であ  用可能なIPアドレス、相互接続時に必  まり、労力・コストの面への配慮に欠け  ネットであるHospN8tの相互接続が今後  
定することによって、全国規模で持続可  る。二重の暗号化によって、暗号化のし  ず各地域ネットウーウの自前のファイア  る傾向にあり、インターネットを使った診  予定されている。これが実現すれば、全  
能とする試みはせ界でも類例がなく、書  忘れ等のミスをカバーできる他、一般国  ウォールを介することやファイアウオー  緻情報の交換はほとんど行われていな  国立大学病院と全国立病院及び本研究  
15  1¢  59  0  31  7  0  0  l                                                                                                      門的・学術的意味が高い。また従来PKI  民へ説明する上でも安全性・信頼性に  ルとVPN機器の接続方法等が規定され  い。行政的観点からは、安全性と労力・  で接続した7つの地域ネットワークが相  

とVPNは、各々単独で使われるのが通  対する説得力が高まった。本研究の成  ている。これらにより、円汁な相互接続  コストのバランスを考慮し、一定の安全  互接続されることになり、安全性の★い  
例であり、これらの併用によって、安全  果は、臨床的観点からみても非♯に有  が可能となる他、どこか1つの地域ネッ  性を確保した上で、診療†★報の電子的  ネットワークインフラとして、様々なデー  
性と運用のしやすさのバランスを回る考  トワークが侵入されたとしても、他への  
え方には、独創性・新規性がある。   侵入に更にその地坪ネットワークのプア  

イアウォールを破らないと侵入できない  
等の安全性の担保がなされている。   

れる。   

世界ドライアイ診断基  17  19  医療安全・  坪田 一男  せ界と我が国のドライアイ診断基準と定  ドライアイの斬診断基準と定義・ドライア  世界ドライアイワークショップの報告書  経済大国として国際的な競争に追うわ  第30回日本角膜カンプアランス、第11l   
準の作成と我が国へ  医療技術評  義の統一化に伴って我が国のドライア  イの重症麿により治療のガイドラインの  こ記載されているドライアイの定義、分  れる日本のコンピューターワーカーの多  回日本眼科学会、2007年米国眼科羊   
の応用  価総合研究  イの臨床研究・疫学領査におけるデー  確立に伴って、ドライアイの診療の質が  類、治療ガイドライン、疫学とリサーチ  くは重症ドライアイ自覚症状を有し、ま  会でシンポジュム、2006年に日本ドラ  

タを世界の同櫓なデータと比較できるよ  高まり、これまで以上にドライアイの病  の現状、治験やcliniealstudyのやり方  たはドライアイと診断されているので生  イアイ研究会主催の市民講座を開催し  
うになった。我が国より欧米雑誌に出さ  態の理解が深まることが期待される。新  こついてのガイドラインドラインは日本  産能の低下に関わる重大な問題であ  た。世界ドライアイワークショップの報告  
れるドライアイの掌術論文の受けやすく  調査票重症度スコアーを参考にドライア  ドライアイ研究会せ書舌人会の！臨時会護  る。4時間以上のVDT作業はドライアイ  暮とそのガイドラインは日本語を含む7  
なったと思われる。新貯留i検査の多く  イ確定例を診断できる可能性が高く、新  こて（平成20年2月29日（金）文京  の有意なリスクファクターであり、CL羞  カ国語に翻訳され、ToarRlmOc山ar  
のドライアイ疾患および疫学調査への  調査票の疫筆頭査への応用でドライア  AM780－7二30）承認された。   ■  3  0  0  4  2  0  0  0                                                                                                           用者のVDT作♯者は悲惨な状況で仕事  SurfacoSociotyのウニップサイトで  

応用が期待できる。   イ症例を容易にピックアップできると患  をしていると思われる。また我が国の持  
われる。斬貯留i検査は痛みが無く、5  乗を作っていく若者にCL」装用によるドラ  

秒で涙液状態を評価でき、反射性分泌  イアイが多いことが明らかになり、今後  
も起こさないので近い将来シルマーテス  VDT作業ならびにGL＿装用の望ましいや  
トの代わりになり多くの臨床利用が期待  りかたについてガイドラインを作成する  
できる。  必要性がある。   

保健・医療・福祉領域  17  19  医療安全・  水流 聡子  看護実践用語標準マスターのバージョ  看護職雇の質向上と看護師の観葉力  海外との看護用語との比較研究の可能  公開シンポジウムを合計3回（平成り年   

の安全質保証に井献  医療技術評  ンアップの過程で．看護観察編と看護行  i向上のために．某病瞑において看護  性を検討．今後．開発したマスターの国  度1回．平成柑年度1回．平成19年度1   

する看護マスターの  価総合研究  為編の整合させる作業などメンテナンス  際比較などを行うことにより．国際的T  
統合質管理システム  が必要であることが明らかとなり．その  献へと発展させることが可能であると示  
と高度専門看護実践  方法論を検討．手順を決定した．同時  唆された 
を支援するシステム開  に．部位・位相マスターなど．必要であ  

発研究  るマスターが存在しないことが判明し  
た．また．既存のマスターとの接合も課  26  0  32  2  55  19    0  3  

題．たとえば有害事象共通用語基準  
v3．0日本譜訳JCOG／JSCO版と看護実  
践用語標準マスター（看護観察編）の蘭  
連性なども明らかになった．ケアアルゴ  
リズムは現在までに．12が糟絶化され  
て完成している．がん性痔痛マネジメン  
トは．電子システのプロトタイプを開発し   

r  
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電子カルテシステム  
等の導入による医療  医療技術評  築し、日々のl謀床情報を解析することで  
の安全性と貫の改善  価総合研究   臨床的に有用な知見を抽出することが  
の評価に関する研究   できることを示した。また既存の文献情  

報や薬剤添付文書を元に、連想検束シ  
ステムを応用することにより、l温床的に  
有効な知見を得たり、医療安全に資す  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
るシステムを機業したりすることができ  
た。これらのことは情報や技術を適切に  
組み合わせることにより、従来なかった  
新たな知見を得ることが可能となること  
を示せた点でも非♯に有用な研究で  
あったと考えられる。   

医療安全防止対策の  皿  19  医療安全・  今村 知明  医療安全対策の権済的側面について、  倫理的な面を考慮しても、医療安全対  本研究班で取り組んだ範囲の研究で  医事紛争の解決手段として従来からの  研究成果については、順次手術雑誌を   
経済評価に関する研  医療技術評  次の3点について検討した。1）医事紛争  策に経済性という尺度を持ち出し、対策  ま、園としての何らかのガイドラインを  法的解決に加え、今後はADRが導入さ  中心にして発表してゆく計画であるが、   
究  価総合研究  に間違した詰責用の検討、2）什報開示  を選択することは西経な状況にある。ま  作成するまでの十分な根拠は得られて  れてゆく見込みである。このことによつ  一般の医療従事者への啓蒙活動として  

のあり方による紛争抑制の可能性の検  た、対策に草する費用には実質的に際  いない。しかしながら、本研究班におけ  て医療側と患者側の双方の紛争解決に  書門商業礼誌に概要を寄稿するなどの  
討、3）医療安全対策に対する国民の便  限がないことも．対策の実施を難しくし  る研究成果を個別に応用することは十  関する負担が軽減されうるが、更に水  活動も行う。  
益の測定。医療安全対策に間違して堆  際の対策として本研究では情報開示の  
済評価が可能な領域lままだ少なく、本  重要性を示唆している。また、医療安全  0    0  0    0  0  0  
研究班では試行的側面も含め研究を  対策を黄用と効果の面から分析するこ  
行った。医事紛争に関連した諸費用の  とは困難であるが∴対策の効果が明ら  
検討については、その結果を和文雑誌  かである場合には、国民は医療安全対  
で発表している。医療安全対策に対す  策に対して十分大きな支払の意志があ  
る便益は高いことがわかったが、この結  ることも明らかとなった。   
果は今後発表する予定である．   に取り入れることが可能である。   

打抜術を取り入れた  18  19  医療安全・  北島 二枚綿  ・本研究の成果を踏まえ、H之0年度厚生  ・本研究の総括として、「情報化社会に  ・昨年の日本VR医学会第7回学術大会   
教育・訓練システムと  医療技術評  労働科研費及び文部科研費に以下の  おける医療安全教育に関する提言」を  こおいて、本研究に関連して以下の   
医療安全教育研修制  価総合研究  関連申請を行った。「内視鏡外科医療  作成した。・日本VR医竿会「医僚安全研  セッションを開催した。パネルディス  
度に関する調査研究  技術向上のための教育システムの確立  究妻■会」において本研究内容取り上  カッション「VRを応用した医療安全教  

に関する研究」「医情工連携の推進に  げ、今後「提書」に沿った「新しい医療安  育」パネルディスカッション「シミュレー  
向けたシミュレーション医掌教育プラット  全教育」の実現に向けた活動を継続す  ション医療教育」招待講演「フライトシ  
フォーム基盤の開発、及び、医惰工連  ることとなった。  5  l  8  0  2  3  0  0  0  
携研究ネットワーク構築に関する研究」  て運用」（菅本進一）   
「シミュレーションを中心とした新しい情  
報化医筆数育基盤の創成」・日本VR医  
草会論文誌（H20年8月発行予定）に、  
本研究に関連した「特集」を組むことに  
なった。  

汀を活用した医療事  18  19  医療安全－  佐々木 司  1汀システム導入が安全に寄与する点  医療従事者の事故予防には．病院に  医療機関における汀システム導入は．  
故防止対策の効果に  医療技術評  ま．帳票類の入力や指示出し方法の統  おけるITシステムの積極的な利用を前  指示・情報伝達の面でメリットが明らか   
関する研究  価総合研究  一による作業の標準化・効率化がなさ  になった。しかし．実際のヰ入において  

れる．情報の共有化がなされる．事故  は．システムの完全な連用までの期間  
に対して再分析可能な医療プロセスの  が一定程度必羊であると考えられた。  
晋己録が得られる．晋己録が残ることで事故  それは」Tシステム導入應濃期におい  
トラブルの防止に役立つ．指示や記録  てはそのシステム上での業務遂行が  
の字の結策さが向上し．記録形式が統  医療事故をさらに誘発する要因になリ  2  0  0  0  0  0  0  0  0  
－されて読み違えが減る．ポータブル端  かねない点も調査により示されたからで  
末により！己録がどこでもできるようにな  ある。ITシステム導入の際には過凛期  
る．であった。2，汀システム導入にあた  における医療事劇に注目し．上肥の成  
リ注意すべき点は」瞼票の相互連動の  果で示した医療安全性確保のために優  
促進．羊蹄ルールの整備．職種間の安  先すべき点を考慮したフォローが必要で  
全意識のギャップの解消．であった。   ある。   

死体検案業務の貰の  柑  19  医療安全・  曽根 智史  （1〉死体検案研僧の内容の向上に寄与  医療間違死の届出制崖、死因究明制度  医療関連死の届出制度の構築を検討  
確保・向上に関する研  医療技術評  した。（2）諸外国の異状死届出制度、監  する上での基礎資料となった。   
究  価総合研究  察医制度の知見を蓄積した。く3）わが国  

の監察医制度の改善点を指摘した。（4）  0  0  9  0  0    0  0  0  
患者・死者の個人情報の取り扱いに関  
する知見を蓄積した。   
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医師・歯科医師数等  柑  19  医療安全・  長瀬 啓介  本研究により、医師の性別の桂年的変  本研究は、その日的から、臨床診療に  本研究は、その目的から、ガイドライン  病院に勤務する産鳩人科医師の不足  
の将来予動こ関する  医療技術評  化が、診療科選択に影響を及ぼし、特  おける医療技術に対し直棲的な影響を  などの開発に対して影書を与えないも  に女性医師の増加が圭羊な影響を与え   
研究  価総合研究  に小児科、産婦人科、外科において、  ていること、勤務環境の改善が不足改  

当該診療科を機構する医師数に強い影  書に重要であると考えられることが明ら  
響を及ぼすことが定i的に示された。ま  かとなり、未公表の段階である平成19  
た、わが国の医師の診療科選択にあた  年12月1日に本研究の結果概要を厚  
り、産婦人科を選択する女性医師の数  生労働省に対して提供した。その後、  
が、他の先進国と比較して★いことを示  厚生労働省は女性医師の勤務環境改  0  0  0  3    0  2  0  

すデータが得られており、国による医師  警を重視する施策を公表した。また、平  
の診療科選択傾向に差がある＝とが示  成20年医療施設統計において男女別  
された。   ♯勤時間の把握を行うことが、内閣府  

統計委■舎人口・社会統計部会およぴ  
統計委■会で書議され、実施が計画さ  
れている。   

歯科における医療安  18  19  医療安全・  海野 雅浩  歯科における安全体制構築のため  各医療機関における医療安全管理体  本研究においては歯科における独自の  歯科診療においては歯の切削や抜歯な  近年、歯科医動こおいても安全管理の   

全対策（管理）ガイドラ  医療技術評  Evidoncoに基づいた医療安全管理ガイ  制構築は急務といえるが、歯科診療に  インシデント情報収♯システムを開発  ど正接生体に優襲を加える外科的な外  整備等が急務となり医療安全における   
イン作成に関する研  価総合研究  ドライン作成を目指した。初年度、歯科  おける安全管理に関する研究は緒につ  し、5大学の歯学部附属病院、10総合病  来診療が主体で、それらが医療事故と  社会的機運も蕎まっているが、財団法   
究  におけるインシデント実態把握のため、  いたばかりである。本研究では新たなイ  院歯科、口腔外科等、6障害児者等書  直結することも少なくない。誤飲・誤疇  人日本救急医療財団の支援のもと、本  

独自にインシデント情報収集システムを  ンシデント事例収集システムを開発し、  門歯科診療所およぴ6地区歯科医師会  例や患者全身状態が悪化する事例等  研究班にて研究成果発表会開催の機  
開発した。本システムは報告者が開業  歯科における医療安全対策（管理）ガイ  に所属する個人間葉形態の歯科診僚  が木調壬でも多く報告されていた。わが  会を得た。テーマを「歯科における安全  
歯科診療所等よりインターネットを介し  ドラインを作成した。本ガイドライン運用  所において本システムを連用した。収井  国の歯科医療は開業形態の歯科診欄  管理対策」と超し、平成柑年11月30日、  
2  0  l  0  †7  l  0  0  l                                                                                                      て簡便に報告出来る仕描とした。次年  こより危険因子に対する対応策、予防  されたインシデント事例706件の分析結  所を主体としており、歯科における医療  大阪大学弓倉一己含ホールにて開催され  

度、本システムを運用して得られたイン  策の標準化が可能となり、歯科におけ  果を基に、可能な限りインシデントを類  安全機動こは歯科の特性に配慮し、  た。基調講演「本研究の背兼と歯科に  
シデント事例を分析、類型化し」頁医お  るインシデント発生の予防、医療安全管  型化し、原因および対応、予防策につ  個々の歯科診療形儲に則した管理が必  おける安全対策」、シンポジウム「歯科  
よび対応、予防策について標準化を  理体制の強化により歯科医療の貫と安  いて標準化を行った。特に頻度が高い  辛であり、本研究によって新たに開発し  におけるインシデント収井」、パネルデ  
行った。歯科領域においては初となる、  全の向上がなされ、国民が安全な歯科  事例および頻度は低くとも患者生t鋸こ  たインシデント情報システムおよび歯科  スカッション「歯科におけるインシデント  
収集された事例分析に立脚した歯科に  医療を享受する環境が整備されると期  影響を及ぼすなど重要な事例について  医療安全管理ガイドラインは、今後の国  事例」、「歯科における安全管理対策」  
おける医療安全管理ガイドラインを作成  ガイドラインを作成した。   長の歯科医療における安全性向上に寄  
した。   与するものである。   行った。   

口腔機能と口腔疾患  18  19  医療安全t  黒崎∴紀正  地域住民に対する調査で、口腔内に疾  歯科健鷹診壬は歯科医師が個別に口  平成20年産から実施される特定鍵鷹診  喫煙の育として代表的な慢性閉鎖性肺   

の効果的なスクリーニ  医療技術評  患を有していてもそれを自覚している人  腔内診査を行うため、精度が靡い反  査・特定保健指j削こおいて、歯科健鷹  疾患や肺がん等は高齢期に多く発症す   

ング法に関する研究  価総合研究  ま成人少ないことが確認された。した  面、一人あたりの所要時間と費用が多く  診査は含まれていないが、食事に大き  るため、高齢者以外にとっては切実な  

がって、多くの人を対象として口腔疾患  なる傾向にあり、現在の成人に対する  な影書を与える口腔の機能や疾病をス  問題と感じられないことが多い。しかし、  
の早期発見、早期治療、また、疾患リス  歯科健鷹診査の実施は少ない状況に  クリーニングすることは重要である。本  喫煙の書は歯∵歯肉、舌苔の書色、口  
クが高い人への保健指導を行うことは  ある。しかし、成人が口腔疾患を有して  研究により開発された質問票を利用す  臭∴歯周病等、口腔に早期にかつ明確  
重要である。そのためには、歯科書門  いる串は高く、口腔疾患が要因となり食  ることにより、歯科■門甘がいない場で  にあらわれ、自分の日で確認が可能で  
家がいない健康診査の場も広く利用し  事に悪影響を与えることにより、生活晋  l  0  0  0  4  l  0  0  0                                                                                                    あっても簡易にかつ安価にスクリーニン  ある。それを保健指導の場で指摘する  

て、成人対象の♯団せ診等のヰで使用  慣病のリスクも高まる。従って、生活習  グを実施できる。また、作成した指導時  ことは、禁煙の開始や禁煙の継続に有  
できる、異聞菓を利用した簡便でかつ効  慣病予防のためにも口腔機能とそれを  の資料の利用により、健診受診者に気  効な手段の1つとなる。本研究で作成し  
果的なスクリーニング法の利用が望ま  低下させる口腔疾患をスケノーニングす  づきと行動変容を促すことが容易にな  た指導用資料は歯科以外の壌で★齢  
しい。本研究により開発された質問票は  る。   舌以外に禁煙を勧める資料として有用  
早期に治療が必要な者と指導が必要な  である。   
者をスクリーニングする方法として有用  
である。   

進行胃癌に対する漢  
方治療の有効性   医療技術評  群の非盲検下での比較検討であり、参  

価総合研究   加医療機関全体の集計結果が個々の  
医療機関の研究者に対するバイアスと  
なることを回避するため、独立した効果 安全性委■会を設置して途中経過を評  

安全性委■会を設置して途中経過を評  0  0  13    6  0  0  0  0   

価している。これまで♯積したデータに  
おいて、直ちに研究計画の変更を必要  
とするような有効性や安全性の敗者な  
差は報告されていない。   差は報告されていない。  

安全な取穴のための  18  19  医療安全・  白石 尚墓  日本解剖掌会でコンテンツに関して羊  臨床的には、共同研究者の鍼灸師が勤  現在のところ、＃灸師向けの書門雑誌   

経穴周囲の臨床解剖  医療技術詳  会発表し、大変ユニークでかつ根気の  残する教育施設、もしくは教■養成施設  で毎回連載形式で今回の研究を元に別   
教材の作成  価総合研究  要る♯績であること評価された。従前に  個に学術的に書面展開を行っている  

鍼灸医学解剖学アトラスを作成した軽  （医道の日本社刊、医遣の日本）。   

梓を持つ著者から、また、臨床東洋医  0  0  4  0    0  0  0  4  

学を書門とする複数の医師からも上一己 と同様な評価を受け 
、今後3＄0穴全部に  

対しても検討を進めるよう要請があつ  
た。   
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若年肥満者の生；舌晋  柑  19  医療安全■  葉山 喬之  現時点におけるメタポリックシンドロー  若年者では、睡眠時無呼吸症候群の圭  2008年4月からのメタポリツウシンドロー  

憬病としての睡眠時  医療技術評  ムの診斬基準に、睡眠時無呼吸症候群  症度に関係なく、睡眠時無呼吸症候群  ム健診の評価をする際の参考になると   
無呼吸症候群の位置  価総合研究  の存在は考慮されていない。しかし、肥  考えられる。   

づけとその治療法の  満と関係なく、睡眠時無呼吸症候群の  
確立に関する研究  存在自体が、メタポリツウシンドロームの  

成立に関与することが明らかになった。  
0  8  33  0  8  4  0  0  0  

また、睡眠時無呼吸症候群の存在は、  
若年者で矧こメタポリツウシンドローム  
の成立に関与しうることが誌められた。   

に多く認められた。  

標準的電子カルテシ  柑  19  医授受全・  高林 克日己  電子カルテの標準化につき、ヒューマン  特に他院との地域連携、また患者自身  SS－MIXだけでな〈、カルテの診僚録ま  

ステムの導入・普及に  医療技術評  インターフェースのみでなく、1）カルテ  こ配布するCD－ROMとしての個人電子  で包括して患者に標準的サマリーの   
関する研究  価総合研究  開示2コンピュータウィルス対策3）  CD－ROMを持たせることができること  

電子クリニカルバス作成4）DWHの検  は、行政における応用として利用できる  

乗5）アクセス管理6）テキストマイニ  ものである。   
ングの応用7）ユーザーからみた標準  
仕掃について検討した。とくに診療録自  0  ○    0    2  0  0  0  
身をXM」で抽出表現できる電子カルテ  
開示システムを作成し地域連携の上で  
利活用が期待される。またカルテ！己載  
からのテキストマイニングによる標準的  
用語の抽出は疾患ごとのサマリーに不  
可欠な項目を頻用語として抽出できるこ  
とを示した。   

個人情報保護を指向  18  19  医療安全・  本多 正幸  本研究では特にXMLセキュリティ技術の  これまで地域医療連携を目的に積築さ  個人情報保護の観点と医環における患  個人情報保護の精手引こ則り、患者情報  ユヒキタス社会の到来を踏まぇ、XMし技   
した地域医療連携に  医療技術評  具体的な適用に焦点を絞った。システ  れる医療情報統合管理システムの開発  者プライバシーの保護の問捏に関して、  の取り扱いには今後更なる注意が必要  術の適用が盛んに行われつつあるが、   
おけるセキュリティシ  価総合研究  ムに格納された医療コンテンツく医療用  こおいて、セキュリティ機能の向上、プ  きめの棚かいセキュリティ技術の適用  である。例えば本研究で対象とした診療  医療分野への具体的展開については   

ステム構築及び運用  報）について、作成した医師から患者を  ライバシーの確保を基盤に、インター  が必須であり、一般的な意味で医療安  情報提供暮を診療所の方から病院へ転  不十分な状況である。本研究が医療分   

管理に関する研究  含めたエンドユーザまで、利用履歴を把  ネット技術を活用して各患者の軍産から  全のガイドラインの中に医療職種による  達する場合を考えても、病名などの秘  野におけるXM」技術およびXM」セキュ  
増するとともに不正利用監視・追跡とい  も医療情報の検索・参照が可能になる  アクセス制限を柔軟にかつ細心に行う  匿性の轟い慣熟こ関しては辛辣職には  リティ技術研究の活性化に繋がれば幸  
うデータ格納後のセキュリティ対策の研  ことを目指した研究の一環で、本研究が  ことを要求することが必要と考える。そ  参照させる必要はないが、医師にはす  いである。  
究を行った。またXM」技術をベースとし  行われた。本研究の成果により、個人  の意味で、本研究で検討したXM」セ  ベての†l報が参照できなくてはならな  7  0  2  0  0  0  0  

たシステムにおいては、XM」署名、XM  情報保護法への対策を指向したセキュ  キュリティ技術の普及が問題解決の鍵  い。このように職種により適切な参照劉  
」（エレメント）暗号化技術とともに、XM」  限機能の実現が重層である。本研究の  

鍵管理、XM」メッセージング等を利用し  成果活用により、個人惰法保護を指向  

たセキュリティ対策全般についても検討  した情報連携インフラが構築できること  
した。   る。   になる。本技術の適用は医療のみなら  

ず、幅広い分野で適用可能となると考  
える。   

EBM手法による診療  18  19  医療安全・  朝倉 均  我が国における診療ガイドライン開発  開発された診僚ガイドライン（CPG）のそ  第27回医療什報学連合大会で企画シン   

ガイドラインの改善・  医療技術評  ま進展を見せているものの、その活用  の後に展開策としては、開発への患者  ポジウムを開催し、EBM（Evi由nco－   

評価と体系化推進を  価総合研究  については未だ限定的で、作成に関与  bas8dM（〉dicino）やEB－CPG  

支援するソフトウェア  した学会周辺に留まり．診療ガイドライ  （Evidenc8－basedClinicalPract】C8  

の様築並びに実装に  ン開発支援ソフトウェアに拝するものは  Guido仙0）の医療安全に対する効果や  

関する実験的研究  本プロジェクト関連を含めて3件の試み  期待などについて200人の参加者の前  

に限られ、それぞれ実用に供する過程  で広く知らしめた。   0  0  0      0  0  

で改良が図られている。外形的な標準  
化が進んでいる結果は、診療ガイドライ  
ン開発専門組織が存在しない日本で支  
援ソフトウェアによる貴重な効果であろ  
う。   れ、外形的標準化推進が緊要であるこ  

とが判明した。  

エビデンスに基づく骨  18  19  医療安全・  伊木 雅之  近年、多くの疾患に対してエビデンスに  予防医学分野lま、臨床医学に比べてエ  本研究で有効性が評価された「地域保  本研究結果は、エビデンスをガイドライ  日本公衆衛生学会ですでに3回にわ   
折予防ガイドラインの  医療技術評  基づく診療ガイドラインが作成されてい  ビデンスに基づく実践ガイドラインの作  健におけるエビデンスに基づく骨折・骨  ンという媒体で現場に届けることが可能  たって「エビデンスに基づく骨折・甘粗登   
有効性評価と効率的  価総合研究  る。それにより医療行為や予防対策が  成が遅れている。その中で無作為割付  粗軽症予防ガイドライン」は平成13－14  であるというエビデンスであり、この種  症予防自由集会」を開催している。   
なエビデンスコミュニ  エビデンスに従ったものとなり、その鋸  比較試験によってその効果が検証でき  年度の厚生労働科学研究員補助金に  のガイドラインを厚生行政が主導して整   

ケーションの実施方法  稟、患者の予後の改善や疾病の予防が  た意義は大きい。本研究結果は、エビ  より報告者らが作成したものである。し  催することの正当性を担保する根拠と   

に関する研究  期待される。しかし、それはほとんど証  デンスをガイドラインという媒体で現場  たがって、本研究はここでいうガイドライ  なる。さらには、サービスを受ける住民  
明されてはいない。ガイドラインのアウト  
カム評価は棲めて少ないのが現状であ  れ、地域保健活動への参加意欲を高  

0  0  0  0  3    0  0  5  

る。本研究は、自治体が行う骨折・骨租  め、健康日本21運動の推進力となるこ  

軽症対策のエビデンス準拠状況をアウ  とが期待される。   

トカムとする無作為割付比較試験によっ  
てガイドライン配布の有効性を検証した  
もので、予防医半分野ではせ界で初め  
ての研究である。   提供することにつながると期待される。   
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利用者の視点に基づ  18  19  医療安全・  永田 智子  患者から見た退院支援のアウトカムに  退院支援に関する病棟看護師の教育プ  病棟看ま師への教育プログラムの開発  平成20年度の診療報酬改定で、退院支  調査を実施した病院内で、研究成果の   
く医療連携・退院支援  医療技術評  ついて一定の知見を得ることができた。  ログラムは、臨床で実際に活用可能な  を行い、実際に用いた資料や手順等も  緩関連の報酬が手厚くなったことから、  発表会を開催したところ、研究に参加し   
のアウトカム指標の開  価総合研究  同時に、本研究から、患者・家族の評価  プログラムであり、今後さらなる改善を  公開した。これらが病棟看護師への退  今後その効果を測定していく必要があ  なかった他病棟でも教育プログラム喜美   
発－ケアの場の移行  は必ずしも実施された退院支援を全て  行いながら、病機看護師の退院支援の  院支緩教育のガイドライン的な役割を  る。その上で、本研究は一定の示唆を  施してほしいという羊望が挙がってお   
に伴って発生する患  反映しているとは言えないことが分かっ  与えるものと考える。   り、今後対応していく予定である。   
昔・家族の療養生活  たため、支援の実施者・書門家による  
上のニーズに焦点を  評価との組み合わせについても検討  
あてて－  し、退院支捜の評価システムを確立して  0  0  0  0  2  0  0  0  

いくことが必要であることがわかった。  
一方、退院支操への病棟看護師の参加  
の重要性、病院・病棟ぐるみでの取り租  
みの必要性が明らかになったことから、  
病棟看護師の知識向上・意識啓発をね  
らった教育プログラムを開発することが  
できた。   

「医療事故対応100  18  19  医療安全・  前田 正一  現場保存やそれに続く原因究明など、  上記のように、本研究は、理論検討にと  本研究成果は、先に示す理由で、医療  医療書棚の初期対応につき、各医療機  本研餞は．1年目が終了した時点で、既   
遭：事故の確定・原因  医薇技術評  医療事欄の初期対応は、事故を真に解  どまらす、医療事故が発生した場合に  事故初期聞応のガイドラインの開発に  開が、閤達する基礎理論を把握した上  にマスコミから取り上げられており、現   
究明・患者への説明  価総合研究  決する上で不可欠である。しかし、これ  医療機関が実際にとるべく具体的な方  強く結びつくものであるといえる。また、  で具体的方策を検討することは重要で  在でも、各種報道機朋からしばしば問い   
（ないしは和解）にお  まで、初期対応の具体的な方法に閲す  法（内容・手l■）を示した。この意味で、  同時に、この分矧こおける現場の（真に  あるといえる。ただ、この作♯は必ずし  合わせを受けている。   
ける具体的な作業手  る体系的な検討は行われていなかっ  首床的観点からの成果は十分に得られ  有効な）取り組みは進んでおらず、ガイ  も容易なものではない。また、検討する   
順」の作成に関する研  た。本研究は、関連する基礎理論の検  ドラインの開発は、医療事故問題を共に  
究  討を踏まえ、それらを総合させたうえ  

0  0    0    0  0  0  
解決する上でも主要な取り組みといえ  

で、実際にとるべき対応策までを示し  る。   ある。この意味で、本研究は、厚生労働  
た。以上の点から、書門的・学術的観点  行政上、十分な成果が得られたといえ  
から、十分な成果が得られたといえる。   る。   

新歯科医師菌床研修  19  19  医療安全・  俣木 志朗  昨年に引き続き、ユニット「医療管理・地  研修歯科医は、対人医療■門職として  平成柑年度、19年度の研究成果を踏ま  歯科医師臨床研僧制度そのものの認知  平成19年7月7日第26回日本歯科医讐   
制度の評価に関する  医療技術評  城医療」「応急処置」「地域医療」「救急  の一般的な歯科医師の職業ストレスに  え、近い将来、歯科医師臨床研修指導  度が★くないので、本制度の遂行と内  教育学会総会でシンポジウムⅡ「新歯   
調査研究  価総合研究  処置」などの到達率が低いことが明らか  加え、研修歯科医特有のストレス要因も  ガイドラインの策定を行う必要がある。  容の充実させるためにも、国民、患者、  科医師臨床研修1年終7後の検証」を  

にされた。このことにより、これらの研修  抱えており、その半数が「抑うつ状態」  歯科医師、歯学生に対して本制度の周  開催した。オーガナイザー：俣木志朗、  
内容を経験、習熟、習得するためには、  知を囲る必要がある。   講演者：新田浩、秋山仁志、平田創－  
協力型研修施設の拡充、地域保健所な  郎   0  0  0  2  0  0  0  0  
どの研修協力施設の着用、単独型・管  
理型研修施設のより積極的な地域医療  
への取り組みなどが必要であることが  
示唆された。   き状態に陥ることがないように配慮する  

必要がある。  

処方せんの曹己戴方法  19  19  医療安全・  斎藤 i－  医青線関、研修指定病院を対象とした  医療において不可欠の薬物療法を行う  研究班において処方区分（内服、外用、  平成14年度に行われた厚生科学研究  第26回医療什報羊連合大会のワーク   
こ関する医療安全対  医療技術評  処方一己散票瑳調査により、処方せんの  上で、最も基盤となる、処方せんの記載  頓用等）別、剤形（錠剤、散剤、内用液  で示された実態が現在も継続しているこ  ショップにおいて、処方せん記載の標準   
策の検討  価総合研究  †己厳について統一されたl己数万注が存  方法について標準がないことは、医療  剤、外用液剤、坐剤等）別の処方せん  とが確認された。処方せん記載の方法  化を周る場合に、医療情報システムが  

在しないことが明確となった。医学、歯  安全の観点から極めて問題があること  紀戴に関する標準試案を作成した  については意見が分かれているが、統  克服すべき課題について検討が行われ  
学、薬学教育において処方せんに閲す  が示され、本研究の重要性が示された  0  0  0  0  2  0  0  0  0                                                             －した書己載方法の必要性については意  た。第16回医療薬学余年会のシンポジ  

る情報伝達教礪が統一性なく行われて  見が一致した。   ウムにおいて本研究について報告を  
いる実態が示された。   行った。   

医療安全管理専礁者  19  19  医療安全・  池田 俊也  医療安全対策加箕新設から1年経過し  院内の医療安全に関わる活動とその効  厚生労働省医政局総務課医療安全推  
の役割と効果に閲す  医療技術評  た時点における医療安全管理書従者の  異に与える影響、ならびに、医療安全  進主において、診療報酬における医療   
る研究  価総合研究  配置の実態、院内の医療安全に関わる  安全対策加古への評価についての検  

活動とその効果に与える影響、ならび  討に用いられた。   
に、医療安全管理書従者の複数配置の  

0  0  0  0    0  0  0  0  

必要性やその効果等を明らかにするこ  
とができた。   

臨床研修制度におけ  19  19  医療安全・  水嶋 書朔  臨床研修制度における効果的な研修医  本編は下記内容から成り、プライマリケ  「新医師臨床研修制度における研修指  H19年度医道層欄会医師分科会医師  
る研修医指層に閲す  医療技術評  指導に関して、質的・i的な調査検討を  ア菅柵こ効果的な指導方法を標準的な  ヰガイドライン」の確定版を構築し、国  臨床研修部会報告■＝骨子（兼菓）にお   
る研究  価総合研究  実施し、指導体制の課題、研修プロゲラ  樺式で構成した。第1手指導体制・指  立保健医療科学順のHP上   いても、「3．臨床研修の到達巨攫の改  

ムの内容などを検討し、第1手指導体  導環境（l指導体制、1】各種研修スケ  （h仕Pノ／洲 書」（1）現状と課題、（2）今後の対応の  
制・指導環境、第2手指導方法、第3壬  ジュール例」】Ⅰオリエンテーション、Ⅰ∨  niphgojp／soshiklカinzai／konshリー  肥載の中で、「研修医の医療技術・手  

評価方法∴第4手到達目標の解説、資  技・知識の貫的評価は、指導ガイドライ  
料編から構成される全272項目につい  ンを参考に、各臨床研傭席順及び大学  0  0  0  0  0  0  0  0  
て、関連学会・団体の協力を得て総執  病院において行うことが原則であること  
筆者数202名の原稿を編兼した「新医師  を明確に認識する必要がある。」と言及  
臨床研修制度における研修塵導ガイド  され、本、臨床研修指導ガイドラインの  
ライン」の確定版を機築した。   積の解説（Ⅰ行動日標の解説、ⅠⅠ経験目  重要性が明らかになっている。   

積の解三党）、資料編。   
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地域及び病院におけ  19  19  医療安全t  武林亨  厚生労働統計および人口統計を用い．  看護師についてはすでに他計式業務内  医師に関する他計式業務内容調査の  医師の労働負荷に関する調査を行うた  
る医療関係者の有効  医療技術評  小児科および産婦人科について医療覇  容調査が実施されているのに対し．今  実施方まの確立。   めの基礎資料と位置づけられる。また．   

活用に資する研究  価総合研究  動こおける人的・物的医療資源の分布  既存の統計資料の活用により．医僚資  

不均衡が存在することが明らかとなっ  源の分布に関する評価を行った。   

た。二次医療圏別に見ると不均衡はさ  
らに増大した。ただし．診療アウトカムと  

0  0  0  0  0  0  0  0  0  

の間に有意な闇連は見られなかった。  
また．医師に関する他計式業務内容韻  
壬の実施方法を確立した。   

脊椎原性疾患に対す  19  19  医療安全・  宇都宮 光明  平成3年に出されたカイロプラクティツウ  カイロプラクティツウ等における禁忌症  平成18年度に作成されたカイロプラク  関係行政機関に配布をすることによつ  全国10箇所で手技療法を行っている看   

る適正な施術の在リ  医療技術蘭  などの禁忌痘についての厚生省医事課  ガイドラインが改訂され、カイロプラク  ティツク等における莱忌症ガイドライン  て手技療法の施術所に対する行政指導  を♯めて講習会を行うとともに、意見文   
方に関する研究  †面総合研究  最遠知を受けて平成18年度に作成さ  ティツクなど手技療法の臨床現場で使い  こついて、実際に手技療法の施術現場  に着用していただくことが期待される。  換を行った。また、日本療術学会で発表  

れたカイロプラクティツウ等における葉  やすいものとなったことや、全国各地で  こ見られる症例を中心に、絶対的禁忌  また、実際に施術所で事故等が発生し  された。  
忌痘ガイドラインを改訂し、より具体的  行われた講習会・意見交換会を通じて  症・相対的禁忌症などの区別や、リスク  た場合の事情調査や責任の所在の判  0  0  0  0    0  0  0  0  

な注意事項や判断事項を明記したこと  施術者の患者安全に対する意識が★吉  の判断基準、施術にあたっての留意点  断基準等としても活用が期待されてい  
こよって実践的なものとなった。また、  り、同ガイドラインの普及が進んだこと  などをより詳細に整理することによって  る。更に、医業類似行為業の法規制を  
手技療法分野において初めて患者の安  
全確保の視点で体系化が行われた。   のである。   

歯科技工士教育にお  19  19  医療安全・  未満 一彦  歯科技工士養成におけるー臨床実習」  歯科技工士養成機関において基礎的な  「手前臨床技能評価試験」を実施するに  「臨床実習」を教育力リキュラムの－tと  歯科技工士教育tこおける「臨床実習」の   

ナる卒前臨床技能評  医療技術評  ま、基礎的実習の臨床応用編として権  襖型実習だけを俺凛し、患者に全く接す  あたっては、「基礎実習の理解力」を判  して取り込むためには、現在のこ年制  導入や「卒前臨床技能評価試験」の実   
価試験に関する研究  価総合研究  めて重要で、多様な臨床模型に対して  ることなく歯科技工業務を能業すること  定するためにこれまでの厚生労働科竿  教育では時間的に畠難であることから  阻こあたっては、歯科技工士養成機関  

問題解決型学習が可能であり、単なる  ま、本来口腔内に装着されるべき人エ  研究で報告してきた内容の一案技評価j  修業年限の延長も考慮する必要があ  における設備基準や環境の整備が必  
模型上の実習だけでなく、患者の口腔  臓器としての役割を果たす補綴装置に  を行うことが妥当で、公平かつ精度の高  る。また、各養成機関において、公平  羊であり、さらには歯科診療所（日本歯  
内に装着されるという臨場悠のなかで  対して、単なる「ものつくり」に終始する  い技能評価を行うためには、研修会な  で、精度の漉い「卒前臨床技能評価試  科医師会）や歯科技工所（日本歯科枝  
0  0  0  0  0  0  0  0  0                                                                                      実習に取り組め、臨床教育としての効  ことになる。教育力リキュラムのなかに「  どで評価者のレベルを統一することが  験」が実施されれば∴現行実施されてい  エ士会）の理解と協力が必要である。現  
果が高い。しかし、r臨床実習」を実施す  臨床実習」を組み込む＝とによって、歯  必要である。   る「歯科技工士資格試験の実地試層」を  在多くの医療関係職種においては「違  
るにあたっては「臨床技能評価」を行う  科医療技儒者としての自覚と目的を明  取りやめ、これに代換することも可能で  法性の阻却」のもとに「臨床実習Jが実  

ことによって技術能力に対する到達度  ある。これによって「資格試験」は学説  
を判定する必要がある。   試験のみを全国統一試験として実施す  

ることが可能となる。   べきである。   

テレケア診療ガイドラ  19  19  医療安全・  酒巻 哲夫  電子メール利用によるテレケアについ  テレケアは、単なる医療的技能だけでも  本研究は、ガイドライン確立に至る情報  遠隔医療の発展が社会的に期待され、  今後、各種のテレケアの取り組みが広   
インの調査  医療技術評  て、手法上の検討や整理を行った研究  なく、また保健指導の意欲喚起の理論  が大きく不足していることを前提として  散策課題にも上がりつつある現状で、  がると考えられる。その際にマスメディ  

価総合研究  報告は国内外共に存在しない。昨年の  だけでもなく、またモ子機器の技術だけ  開始した。そのため、「ガイドラインに近  何をやって良いか、何が出来るか、何に  アからの注目を集める機会や事案も増  
日本遠隔医療半金学術大会にて発表し  でも無い。このいずれかだけしか得られ  いもの、原案」まで到達したが、開発を  注意すべきかという、基本的基盤整備  えてくる。そうした際の基盤的知見とな  
たことが、始めての研究報告であり、非  なかった研究・フィールド実施は、いず  終えていない。原案を開発した研究とし  を行った。行政がこれから新たな施策を  る。既に一部研究者には問い合わせが  
0  0  0  0  8  0  0  0  0                                                                      ＃に専門的・学術的に価価が高い。  れも大きな障害に遼過している。それ  

を避ける始めての統合的取り組みとし  トを持つことを示唆している。   
て大きな価値がある。また統合的取り  
組みの実施過程のデwタを得るという、  
社会的展開に大きく役立つ情報の蓄積  
も得た。   

等の明達要因と発生  生総合研究  長時間労働及び睡眠  17  19  労働安全衛  堀さ工 正知  長時間労働は、虚血性心疾患とは睡眠  産業医、衛生管理者、研究者等が過重  事業場で面接指導の体制を構築するた  中央労働災害防止協会は、「過重労働  中央労働災害防止協会が事♯者等を   
疾患との総合調査に  業務の場合等に有意な相関を認めた報  やその予防のための技術やエ夫につい  ントのためのアクションチェックリスト」、  ウシヨンチェックリスト」を「過重労働・メン  講演会において、研究全体の成果を公   
よる効果的な過重労  告があること、循環器疾患のリスクであ  て理解できるように電子データベース  労働者の睡眠時間を確保するために労  クルヘルス対策セミナー」の資料として  表した。面接指導の促進を含む過重労   
働対策の確立に閲す  る血圧や耐滝能の異♯と有意な相関を  （過重労働対策ナビ、   働者の戦場上司や家族が利用する「働  採用した。労働者健康福祉機檀は、同  働による健康障害の予防策を、「過重な   
る研究  認めた報告があること等を体系的レ  http：／ソwv∧V．OSh血」p）を公開したところ、  く人の上手な睡眠のためのチェックリス  資料を全国の産業保健推進センターの  業務の負荷による健康影響を適切に予  

ビューとして発表した。自殺等と関連で  平成19年末までに代表的な検束エンジ  ト」、産＃医等が業務負荷、疲労、仰う  会議資料として採用u配布した。福岡産  防するための提言」として、事業者、壷  
0  0  22  3  ユ0  柑  0  3  4  

菅支喘息と消化任意瘍との間違では良  以内に検出されるサイトに成長したゥ臨  査栗を適切に選択するための「過重労  こおける過重労働対策・面接指導  こ向けて取りまとめた。面接指導の結  
質な研究報告がないが判例があるこ  床的な指標が未確立な精神的ストレス  鋤対策のためのストレス調査票フロー  Q＆A」を製本して県内12カ所すべての地  果の適正な利用法について「医師によ  
と、Vit8IexhaustionはGHQやMIMの結  や疲労等に関する調査票や評価法を体  チャート」、地域産業保健センターで過  城産業保健推進センターに配布した。  る面接指導の推進に関して事業者が漬  
果と有意に相関すること、産業現場の  系化して論文発表した。長時間労働が  重労働対策の相談を受ける医師のため  北九州市医師会や筑紫医師会は、同資  ずべき措置に関する指針」を論文で公  
面接指導では抑うつ状態が最も多く見  生活時間に与える影曹を調査するウェ  の「小規模事業場における過重労働対  料を過重労働対策の普及のための研  表した。面接指導の実態調査の結果概  
つかっていることを明らかにした。  フツールを開発し、産♯現場で利用し  修会資料として採用した。   要は、労働衛生行政施策の関係資料と  

た。   して利用された。   
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職業性ストレス簡易講  17  19  労働安全衛  下光 輝－  職業性ストレス簡易調査票および労働  本研究成層の活用の場は、臨床ではな  本研究成層は疾病と直接には関わって  厚生労働行政において労働者のメンタ  本研究対象の職業性ストレス簡易韻雀   
査菓及び労働者疲労  生総合研究  者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト  く産♯保健の壌（事業場）であるため、  おらず、また疾病の鑑別診断を行うもの  ルヘルスの向上は喫緊の課題であると  票は旧労働省委託研究の成果である   
蓄積度自己診断  は、おそらく現在、国内で最も広く使用さ  臨床的観点からの成果は直接的なもの  ではなく、従って診断や診療のガイドラ  思われる。本研究では、調査票の有効  が、現在は主任研究者下光輝一が開発   
チェックリストの椴種  れているものであるが、個々の事業場  まない。しかしながら近年、過重労働、  イン等には参考にされていない。  活用ならびに職種ごとのストレス対策の  の学術的責任者であり、日本経済新聞   
に応じた活用法に関  や個人において一律に使用されるのみ  過密労働に関連し、労働者のうつ病害  実施に有用なツール類を提供しており、  等の職場のメンタルヘルスに関する†己   
する研究  で職種を考慮した判定ができない状況  の精神神経疾患が増えており、中書年  すぐにでもせ場で活用できる成果物盾  事等多くの取材をうけている。主任研究  

にあった。本研究により職種ごとの基準  労働者の自殺も問題となっている。本研  0  2  0  0  0  0  0  0  0                                                                                           提供している点で意義が大きいと考え  看の所属する東京医科大学公衆衛生  

値が設定されたため、職種を考慮したス  る。   学講座のHPにおいて、質問紙、基準  
トレスの判定が可能となった意義は大き  任、調査票の活用のマニュアル他の研  
い。また職権に特徴的なストレス要因を  究成果虐公開しており、多くの事業場の  
測定する尺度と職種ごとのストレス対策  産業保健スタッフからアクセスがある。   
マニュアルは具体的で、産♯保健活動  
において有効に活用できる点で意義が  
大きい。   

交通労働災害防止の  17  19  労働安全衛  中村 隆宏  「過労死」のハイリスク集団として運輸  長時間のi愚妻な労働の改善が必要なこ  リアルタイム遠隋安全衛生管理手法に  中央労働災害防止協会 労働安全衛生   
ための安全衛生管理  生総合研究  労働者が注目されているが、その労働  とは論をまたないが、一般的には望まし  ついては、技術的な課題解決の必要性  総合研究講雇会（平成20年3月18日）に   
手法の書度化に閲す  のあり方の健康への影響を、疫学的手  とならぴ、システムを使用する人間の側  
る研究  法によって明らかにした研究は極めて  の視点にたった安全性検討が不可欠で  

少ない。本研究では、ハイヤー・タク  ある。本研究において実施した測定実  
シー運転手約500人からなるコホートを  鹸は、リアルタイム遠隔安全衛生管理  0  0  0  0  0    0  0  
績簗し、3年間にわたる追跡調査を行っ  が実現した場合の情報通倍機器の利用  
た。また、リアルタイム遠隋安全衛生管  を想定した内容であり、新たな安全管理  
理手法にいち早く蒼且し、認知心理学  手法の開発・昔及に際して有用な知見  
的観点から情報通倍機器使用時の安  を与えるものである。   
全性について検討した。   

過重労働等による労  山  19  労働安全衛  川上 悪人  仕事の要求度・コントロールモデルが、  本研究事業で作成された過重労働等ス  過重労働による脳・心慮疾患およぴうつ  「過重労働等ストレス健康リスク予知  r過重労触等ストレス健康リスク予知   
働者のストレス負荷の  生総合研究  虚血性心疾患、脳血管疾患、精神障害  トレス健康リスク予知チャートは日本人  病の発症予防のための医師面接に活  チャート」は短時間で労働者の健康陣  チャート」はHPで公開予定である   
評価に関する研究  （うつ病を含む）による疾病休業、自殺  を対象とした疫学的根拠の上に作成さ  用できる「過重労働等ストレス健康リス  害を予測できるため、中小規模事＃場  （httpノ／柵WJstress．net）。  

に関連することが明らかとなった。過重  などでの長時間労働者の医師面偏に活  
労働等によるストレスは大脳前頭偏虻  用できる。   23  6  0  13  19  0  0  0  
の機能低下を生じていることが明らかと  
なった。   聞心拍変動測定を利用した過圭労働等  

によるストレスの客観的測定が可能と  
なった。   

精神障害者の一般就  17  19  労働安全衡  西尾 雅明  諸外国で捜助効果が立証されている  IPSモデルのわが国での援助効果を立  米国のEBPツールキット翻訳物を参考  lPSをモデルとしながらも地域活動支援  平成20年4月に本研究関連の臨床プロ   
労と職場適応を支援  生総合研究  「個別職♯紹介とサポートによる援助付  証する一方で．就労支援の経験がない  に．企業・行孜向けのパンフレットを作成  センターなど既存資源に採り入れて実  グラムがNHlく教育テレビの「福祉ネット   
するためのモデルプ  き雇用プログラム（IPS）」を国内で初めて  践した結果．有意に一般就労率が高まる  
ログラム開発に閲す  試行し．既存社会資源と統合したモデル  こと．就労支援の経験がなくとも適切な  

る研究  の無作為比較化試厳において．介入群  エ夫をすることで人材育成が比較的短  0  0    0  8  0  0  0  
は対照詳と比して有意に高い一般就労  期間でも可能であることからエの支捜モ  
卒を実現し．わが国でのこのモデルでの  デルを今後の障害者雇用施策に反映さ  
適用可能性を示唆した。   とかかわれるようになることが明らかと  せる価値が高いことを明らかにした。   

なった。   

手腕振動障害防止の  17  19  労働安全衛  前田 節雄  A（8）が同じ値の場合の人体影響を最小  ノモグラムやtSOの式により作業別の  平成柑年3月にスタートした厚生労働省  之006年5月8日／防振手袋 改正JIS始   
ための振動ばく露リス  生総合研究  にするための方法である解決方法を明  の「振動障害等の防止に係る作＃管理  
ク評価および低減策  らかにすることが出来た。②現在販売さ  のあり方検討会」に垂■として参加し、  
に関する研究  れてきている防振手袋の実態について  今回の厚生労働科研貪で実施した内容  

は、一般の技術雑誌にデータを公表し  を検討会の検討資料として提出した。   
防振手袋使用者が、安全な防音手袋が  
購入できるようにした。また、この防振  0    3  7  9  2  0  

手袋の振動軽減効果と指先振動感覚  
朋値の一時的闊値移動を最小にするた  
めの、エ臭の振動の大きさに応じた遭  
択方法を明らかにすることが出来た。   

石綿含有建材の解体  
工事現場で作業する  生総合研究   なサンプリング装置は、ガラス板捕♯  
労働者の石綿ばく露  式、静電捕集式ともにフィルター浦集に  
状況の評価に関する  よる様維致濃度に対して、一定の欄間  
研究   関係が確認され、いくつかの課題は残  

るが、解体・改修現場での石綿濃度測  
定に利用できると考えられる。また、操  0  0  0  0  0  0  0  0  
維状粒子自動計測矧こよる石綿慮度倒  
定についても、PCM法と比較し、一致し  
た価を得られた機種もあり、現場調査を  
綾り返すことで、リアルタイムに繊維状  
範子を計数する方法として活用できる。  
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中小建設業者の安全  山  19  労働安全衛  粛木 元也  建設♯における労働災害欄失相計測シ  労働災害檎矢車例調査を15事例実施  建設業における労働災書損失額計測シ  この計測システムの活用により、中小建  次の講演会において、本研究成果を発   
意識向上に資する労  生総合研究  ステムを開発した。これまで、建設業の  し損失項目等の検証等を行うとともに実  ステムの開発。   設業者の安全意識向上を図り自主的な  表した。葦）★木元也、日本電気技術者   
働災害損失の計灘l手  労働災害損失の計軌こ関する研究は  抹香で構成される研究会を設置し計測  安全活動を促進させ、より効果的な労  協会四国支部・四国地区モカ需用者協   
法の開発に係る研究  多くは見受けられず、既往研究におい  働災害防止対策の実施が期待される。  金主催、電気関係災障害防止対策講習 会 

ては殆どが試壬レベルのものであること  、平成18年9月②高木元也、新宿労  

から、成果は大きいといえる。   0  10  0  6  0  0  0  

主催、新宿・中野・杉並地区安全衛生大  
会、平成18年10月③蔦木元也、（独）労  
働安全衛生総合研究所、労働安全衛生  
主点研究推進協議会シンポジウム、平  
成19年12月   

労働曝露推定モデル  
の開発と検証   生稔含研究   く曝露推定モデルを作成した。2．作業  

環境測定結果及び曝露濃度測定結果  
のデータベースを作成した。曝露濃度の  
測定は．353単位作業場所であるが、有  
機溶剤の延べ数は1189件で、数は十分  0  0  0  0  10  0  0  0  0   

ではないが初めての試みである。3，有  
機溶剤が混合している場合の蒸発速度  
の推定方法を提案した。実験的にも十  
分な精度を持っていることを確認した。  

産業現場における情  
報伝達の幽曲が災害  生総合研究   に着且し．建設作業現場のコミュニケー  
発生機序に及ぼす影  ションエラー（以下．CE）の発生パター  
響に関する研究   ン背後要囲および建設作業者のリス  

ク知覚とその伝達過程を明らかにした 
建設作業者のCEに関する意識は職位  
経験により異なっていたCE誘発実験  
により経験者が含まれるとパフォーマン  0  0  0  0  4    0  0  0   

スが上昇しエラー辛が低下するが情報  
の送信者のエラー率に変化はなかっ  
た．また建設作業者のハザード知覚一リ  
スク知覚．危険場面への対処行動他  
の作業者への伝達行動には属性．事故  
頻度などが影響することが明らかとなっ  
た 

リスクマネジメント救  17  19  労働安全衛  臼井 仲之介  不安全行動の生起メカニズムを、ヒュー  本研究の成果物として作成されたエ  特に研究の成果がガイドライン等に反  第11次労働災害防止計画のr9計画  平成17年3月に開催された中央労働災   
育の有効性評価に関  生総合研究  マンエラーについては作業の中断と注  ラー体験プログラムソフトは、作業遂行  映されていないが、今後さらに研究開発  こおける労働防止対策」では「自主的な  害防止協会主催の講演会「ヒューマン   
する総合的研究  意の偏りの側面から、違反行動につい  時に生起する作半音の心理面での危険  を推進すれば、例えばリスクアセスメン  安全衛生活動の促進」「安全衛生管理  ファクターを考える（厚生労働科掌研究  

てはコストとリスクの側面から明らかに  性について、比較的簡便に体感、理解  ト等から必要とされるトレーニングや安  対策の強化」が謳われている。本研究  費補助手業）」にて、約350人の安全担  
した点、また注意機能の個人差を質問  できるツールとなっている。平成1ト18  全教育の一つの手段として活用される  の成果物であるエラー体験プログラムソ  当者を対よに本研究成果を発表した。  
鰍こより測定可能とした点に学術的成  年度において、病院看護師を対象に．  可能性は考えられる。   フトは、作業者の心理面での危険性に  日本心理学会第69回大会（平成17年9  
果がある。さらに作業者の安全傾向を  本ソフトのコンテンツを題材としたリスク  ついて、比較的簡便に体感∴理解でき  月、於慶應義塾大学）にて、ワークショツ  

高めるため、得られた知見をまとめた成  教育を実施し、教育前後の行動、意識  5  2  2  0  18  6  0  0  3                                                                                                        るツールとなっている。そこで各手♯場  プ「新たな簡易注意機能測定法の開発  

果物として、エラー体験とそのフィード  調査等から、教育の有効性をある程度  こ導入すれば、職場の安全性向上に資  と適用可能性」を開催し、本研究成果を  
バックという手順から檎成される教育的  確認することが出来た。その結果につ  するものとなる。またパーソナルコン  発表した。第80固日本産稟衛生半金  

プログラムソフトを開発した点に書門的  いては、平成18年度総括・分壬旦研究報  ピュータ購入費程度の比較的安価な設  （平成19年4月、於大阪国際会議場）に  
成果がある。   告■および平成1ト19年度総合研究報  傭投眉で実施可能なため、限られた予  

告書にまとめられた。  壬で安全活動を実施せざるを得ない中  
小企業にとっても有効な支援ツールとな  
る。   

ブレス作業を対象とし  17  19  労働安全衛  柏崎 重夫  プレス機姐こよる労働災害防止の観点  プレス機械による労働災害防止の観点  動力プレス機械構造規格およびプレス  動力プレス機絨構造規格およぴプレス  労働基準関係の祖誌に†己事を掲載し   

た安全技術の高度化  生総合研究  から、問題となっているサーボプレス、  から、問題となっているサーボプレス、  機械またはシヤーの安全装置構造規格  機械またはシヤーの安全装置欄虐規格  た。   

に関する研究  プレスブレーキおよび大型プレス機絨等  
の災害防止条件と安全システムの明確  0  2  0  4  0    2  5  

化をはかることができた。   化をはかることができた。   

破断面から破断荷重  
を推定するための定  生総合研究   新茶垂を推定するための技術について  
呈解析システムの開  研究を実施した。次に、それらの技術と  

発   画像データベースを組み合わせた破断  
面解析システムを檎築し、破断面に閤  
する什報を効率的に収める仕組みを確  2  0  5  3    0  0   

立した。このデータベースを利用するこ  
とで解析熟練者の知見を残し．初心者  
に対する解析支援に貢献することが可  
能である。  
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斜面崩壊による労働  け  19  労働安全衛  三田地 利之  斜面の安定性を支配する地盤の強度評  本研究の成果に基づき、安価で信頼性  本研究では．斜面崩壊検知・書報シス  厚生労働省の主点施策として、建設♯  平成19年1月16日に、北海道大学大草   
災害防止に関する研  生総合研究  価および斜面崩壊のメカニズムに開す  の高い効果的な対策方法が甘及すれ  テムに用いる計測機として．中小規模  における労働災害肪止対策の充実が  院工学研究科環境循環システム書攻お   
究  る基礎的実験結果から、強度評価の方  ぱ、掘削工事中の労働災害は大きく濾  掘削工手でも適用することが出来るよう  掲げられている。また、平成10年に策定  よぴ（独）労働安全衛生総合研究所主  

法および対策工設計のための強度の設  少すると考えられる。また、斜面崩壊災  こコスト面および設置が容易な面を考  された第10次労働災害防止計画では、  催、地盤工学会北海道支部および中央  
定方法に関する具体的提稟を行うととも  害現場における救助活動はともすれば  虚して（地上・地中）傾斜計と変位計に  建設業における労働災亨防止対策の  労働災害防止協会の後嬢で「斜面崩壊  
に、小規模で突発的に生じる斜面崩壊  危険と隣り合わせの状況で行われてい  対象を絞った。そして、特に書精度傾斜  確立が童貞対よ分野に位置づけられ、  による災害肪止に関するシンポジウム」  
のメカニズムを把握することができた。  るが、当システムはこのような救助活動  計を用いた斜面崩壊検知・￥報システ  「斜面崩壊災害を減少させるため、切土  を北海道大学学術交流会館こおいて開  
¢  3  10  0  32  23  5  0  3                                                                                                    この成果をベースに、現場で簡易に地  の際や災害復旧工手における安全監  ムを檎築するために実施した圭内模型  等の作♯における斜面崩壊に対する効  催した。科学研究費補助金の下での研       盤強度を評価するための試農機およぴ  視システムとしても有効である 

。なお、  実験および現1■美大実験の結果から、  集約な対策を検討する。Jとされてい  究に携わる研究者のみならす、広く国  
斜面の変形を安価でかつ高精度で評価  当該システムは、全国に33万箇所以上  傾斜計の崩壊発信レベルとして、1．傾斜  る。本研究はその主旨に沿ったもので  内から関連研究発表を公募し、研究尭  
できる計測機器を開発した。さらに、そ  あるといわれている急傾斜地納壊危険  角度が累積で0．1？0．2度となった場合、  あり、的確な斜面の野馳＝基づいて崩  表と討論を通じてこの分野の実務に携  
れらを用いて斜面崩壊の前兆現象を糟  箇所においても活用が見込まれるもの  およぴ、2．傾斜角度の速度が加速度的  壌の危険性を予測し、確実に警報を発  わる現場技術者に研究の現状を認識し  
度よく検知し確実に書報を発信するシス  であり、その波及効果はきわめて大き  に増加する傾向が見られる場合に警報  して避難することができるような簡易か  てもらうことができ、研究成果の実務へ  
テムを構築することができた。   いと考えられる。   を発信することを提案した。   つ安価で信頼性の★いシステムを構築  

することができた。   

中皮腫発生に関わる  18  19  労働安全衛  岸本 卓巳  中皮膜診断率は80％であり、他の20％  職業性石綿ばく露によって中皮腫を発  胸膜および腹膜中皮腫の確定診断を行  どのような職業において職業性石綿ば  職♯性石綿ばく慕によって中皮腫が尭   
職業性石綿ば〈蒜の  生総合研究  ま中皮腫以外の疾患（肺がん、卵巣癌）  症している症例は76％であったが、ヰ  うためのガイドラインとして、レントゲン  く嘉を兼たすか、中皮腫を発症した症例  生する頻度が欧米並みであることが確   
研究  であり、特に女性では腹膜中皮陸と卵  床医が詳細な職歴調査を行っておら  画像および病理組織の典型像と諌影の  における頻度を紹介する必要がある。  認さたことから、中皮陸と診断されると  

巣癌の鑑別が重要であることが判明し  ず、遺族からのアンケート韻査により、  方法を示す必要があると思われる。ま  また、中皮腫診断における画像およぴ  労災もしくは救済されることを一般人お  
た。肺内石綿小体数の検討では、一一般  石綿ばく露歴が明らかとなった症例が  た、鑑別診断を要する疾患として、多形  病理絶1像のエッセンスを紹介するとと  よぴIi床医に昔及すべきである。その  
人の石綿小体数は概ね100本′’1g肺内  大半であった。1年以上の機業性石綿  型肺がん、線維性的膿炎、   もに臨床医と病理医が確定診断を行う  ためには公開シンポジウムを開いて、  
車乞爆圭i以下で全体の74％に相当す  まく露があれば労災討たとなることか  PSOU（bm8SOth01iomatous   l  0  0  l  0  0  0  0  0                                                                                           上で十分な討議をする必要性があるこ  石綿ばく露を乗たす職種やばく露期間、  
る。ところが、肺がん患者の7．2％には  ら、臨床医に対して石榊lぱく露作業に関  adono¢arCinoma、卵巣癌の診断症例も  とを絹介する。   潜伏期問を広く紹介すべきである。ま  
5000本以上の石綿肺がん症例が交じる  する情報提供が必要と思われた。また、  比較対照として紹介する必要がある。  た、年間7万人が死亡している肺がんに  
ことが判明した。中皮腫では、47例中21  中皮瞳診断における睦瘍組織診断が  職業性石綿ばく露を乗たした作業内容  ついては、その一部には石綿肺がん患  
例（45％）が5000本以上であり、石綿t  労災補償あるいは救済される絆に重要  も紹介する必要がある。石綿肺の新た  看が存在するという事実も公表すべき  
よ度ばく悪者が約半数であった。  であることを紹介する。   なる診断ガイドライン作成を行う。特に  である。   

石綿小体数とHRCT所見についての項  
自を追加する。  

石綿ばく露による健康  柑  19  労働安全衛  森永 譲二  離職者538人、家族84人、出入り業者  石綿製品製造業にかつて働いていたこ  現在、土曜の調査が環境省で行われて  胸脾プラークの診断基準の作成に際し  アスベストの健康障害に関するリスクコ   
眈害のリスク評価及  生総合研究  33人、周辺住民234人を対象とした調査  ミニケーションの本邦初めての研究であ  
びリスクコミニケーシヨ  では、胸膜プラークの有所見辛は、離職  る。   
ンに関する研究  者66．4％、出入り♯看＄0．6％、家族40．5％、  

周辺住民18．8％であり、従業■家族にも  
かなりの有所見率がみられた成績は本  
邦では初めてである。石紺こ対するリ  0  0  8    2  4  0  0  10  

スク認識を把握するためのアンケート調  
壬の結果も本邦初めてのものであり、  
マスコミの情報iの違いがリスクの認  
誰の違いを反映しているものと思われ  
た。   

腰痛発症リスクステー  18  19  労働安全衛  神代 雅隋  本研究で開発されたシステムは、イン  本研究は産業保健領域における研究で  本研究の成果である腹痛発症リスクス  現在のところ、直様行政施策に反映さ  本研究の成果である腰痛防止手法ユキ   
ジ評価ツールの開発  生総合研究  クーネット上での利用を想定して開発さ  あり、首床的観点からの成果に関して  テージ評価ツールは、職場における具  れていないが、本研究において開発さ  スパートシステムは、セキュリティなどの   
と腰痛l防止手法エキ  れており、オンラインシステム上で、現  は現在のところ不明である。   体的な作業条件や作業環境から腹痛発  れたツールは、今後、本研究の分担研  問題から現在のところ一般公開には   
スパートシステムの構  状の腰痛リスク．改善すべき腰痛リスク  症リスクを推定することができるツール  究者が所属する事♯所を中心とした多く  至っていないが、システム自体はW8b   
築  ファクターとその改書案を得ることがで  である。このツールをガイドラインに租  の事♯所において試用され、その後、  ベースでの活用を目攫として開発されて  

きる。これまでの紙媒体のアクション型  み込む＝とにより、複雑多岐に亘る作業  一般公開される予定である。書場の作  いる。近い将来インターネット上で公開  
チエッグノスト方式では実現することが  0  0  0  0  0  l  0  0  0                                                                                       条件と作業環境の組み合わせを考慮し  菓条件や作業環境の組み合わせによる  され一般的に活用できることは、♯場に  
難しかった、個別の作♯環境に対応す  た、より具体的な対策を盛り込んだガイ  きめ細かい露痛発症リスクを知ることが  おける腰痛防止対策を自発的に推進す  
ることが可能なオーダーメイド型の腰痛  ドラインを提供することができる。  でき、また実施予定対策の改善効果が  
防止のためのツールを、汀機器の利用  推定できるツールの普及は、職場毎の  
によって実現した本研究の成果は、よリ  自発的継続的な腰痛防止対策の実施  
実効性の高い総合的な離壌改善システ  を促す効果が期待される。   
ムに大きく寄与するものである。  

労働安全衛生法に基  19  19  労働安全衛  相澤 好治  諸外国の文献やレビューから40歳末溝  健診結果に基づく疫学的検討では、有  胸部エックス線挨壬を省略できない労  今後のわが国の労働安全衛生法に基  
づく胸部エックス線検  生総合研究  で胸部エックス線検査を推奨する文献  所見率ならびに新規に有所見となる割  働者、所見、場合についてのガイドライ  づいた胸部エックス線検査の有効性の   
壬の労働者の健康管  まなかった。日本では40歳以上の肺癌  合について20－39まの若年層と比較し  ンが作成された。また、本研究の籍果を  評価を行うことができたと考えられる。ま   
理に対する有効性等  に対する胸部エックス線検査の有効性  たところ、40－64まの中書年居において  元に、今後労働安全衛生法の改正につ  た、得られた結果は、平成18年に行わ   
の評価に関する調査・  を示す論文が得られた。健診結果に基  
研究  づく疫学的検討では、有所見率、斬濁  エックス線検査などのあり方検討会」の  

有所見率について20－39歳の若年層と  報告書に対しての根拠が得られたと考  
比較したところ、40－64歳の中高年層で  えられる。この結果をふまえて、労働安  0  0  0  0  3  0  0    0  

有意に高かった。結核で40歳末溝で省  全衛生法の改正を視野に入れた行放で  
略できない範囲は、比較的限定的とい  の動きが求められる。   
う結果が示唆された。文献的考察で、職  
葉上結核患者が多い集団と接する職業  
と、結積に罵息すると多くの人に感染し  
影響が大きい職業が示唆された。   
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新しい標準減圧表作  19  19  労働安全衛  眞野 暮洋  現行法の減圧表別蓑第1、別表第2、別  新しい減圧表が考案される経過で．国  別表第2の水深90m（0朋MPa）吉での空  半世紀にわたり現行の減圧表が手つか  現行減圧表の厳守だけでは、威圧痘予   
成に伴う実地韻董お  生総合研究  表芸3に代わりうる新しい減圧表を考案  際的にも本分野で評価されている欧米  気減圧表は問題が多く、上限を設定す  ずで今日に至っているが、本研究により  防に対する安全意識が解消されず、圧   
よび検証調査研究  した。高気圧作業安全衛生規則の減圧  の最先城研究者Dr．Nishiに外部評価し  べきである。圧気作業あるいは潜水作  最新の理論に基ずく国際的に評価され  気（潜水）作半音はより安全な減圧表を  

症予防のために作成された戚圧表（別  てもらい完成させることができた。同時  業においては、水深35m（034MPa）以上  た労働衛生学的に安全な減圧表が完  採用してし＼るのが現状である。平成20  
表第1、2、3）は、昭和36年以来改善改  に「新しい減圧表」の実地検証を行った  こおいてはヘリウムによる混合ガス呼  成されたと確信している。これは今後の  年3月4日に「新しい減圧表の説明会」を  
5  0  0  0  4  0  0  0  l                                                                      正されず、今日に至り、諸外国の減圧  ところ、別表第1（正気作業用）の蔵圧症  吸システムを使用することが望ましい。  法改正の重要な資料となり得る■献が  関係者に■まっていただき（140名の参  
表よりかなり遅れた古い概含による減  発症率が0丁2％（1980年～2007年6月）  減圧表適応作業水深（圧力〉は水深  出来たと考えている。   加）、説明と同時に新しい威圧表に対す  
正義となっているものを新しい理論式に  であったのに対して、「新しい減圧表」で  8m（0，08MPa）から始められるべきであろ  る質問、要望などをディスカッションする  
より減圧表を考案した。   は0－087％（4作業所）と約1／10の発症率  とともに、普及・啓発活劇を行った。   

に抑える成果を得た。   減圧（潜水は船上減圧）が原則的に採用  
されるべきであろう。  

食品安全施策等に闇  17  19  食品の安  玉木 武  研究では①コーデックス規格策定に積  臨附こたずさわる医師が食中書手件発  国際協調を果たすための第一歩である  コーデックス対応を含む国際協調のあり  わが国の積極的な取組みを推進する   
する国際協調のあり  心・安全確  極的に関与し、日本の消黄看の健康に  生の際には最前線に立たねばならない  食中暮事件発生の早期発見のために  方についての検討および、国内外の食  ためには、官民一体となっての協力体   
方に関する研究  保推進研究  不利益が生じないようにすべく具体的  ことは各国共に共通で、そのための臨  まこのような教材を開発し医学数馬に  晶安全情報の提供のあり方について国  制を強化する必要があるので、その方  

施策提言を行うため国内の意見集約の  床医雲向け教材が開発され、医師会な  取り入れたり、医師会と協調して現役医  内外の食品問題関係者との意見交換お  策等について幅広く協議するために食       現状と国際比較 
、②輸出食品の食品安  どを通じて情報が展開されている。国際  師に情報を伝えたりすることは、非♯に  よび検討会議の開催を行った。既存の  晶の輸出入と安全に関わる企業、行  

全レベルの確保やコーデックス規格へ  協調を果たすための第一歩である食中  重要であり急務であると考える。そこで  資料から明らかになった資料の問題点  故、消費者団体の代表を交えて、食品  
13  20  10  0  10  4  0  l  l                                                                                      の対応が可能となるよう支援する方法  毒事件発生の早期発見のためにはこの  これらの解決のための教材試作品を作  および海外実態韻査の結論を得た。ま  安全と国際食品規格に関わる次のふた  

の週際比較、③蟻出国における食品を  ような教材を開発し、医学教1引こ取り入  成し、実証的研究を行った。   た調査対女を拡大し、国際規格に開す  つの公開討論会を開催し協議と討論を  
る対応状況についての評価方法の検討  行った。「匹】際食品規格とわが国の食品  

介しての健康危機への対応方法につい  れたり、医師会と協調して現役医師に            て韻重し、今後日本がとるべき食品安  情報を伝えたりすることは、非♯に重要  を継続した。海外の国際規格対応ある  安全公開討論会」「食の安全確保と国  
全施策等に関する国際協調のあり方に  であり急務であると考える。そこでこれ  いは食品衛生行政に関して、国際的墓  際協調一国際食品甥朋の設定と普及に  
ついて示唆した。   らの解決のための教材試作品を作成  準との調整を囲った。   向けたわが臨の取繊み－」   

し、実証的研究を行っている。  

検査機闇の信頼性確  ポジティフリスト制による一斉分析法  
保に関する研究   心・安全碓  する数多くの食品を抱える我が国にお  （平成18年5月29日施行）は．農薬等約  

保推進研究   いて特に主事な課題である。食品の安  800種（うち農薬516種）の一律基準値  
心・安全確保を担保するにあたり外部  0．01卯mを墓にスクリーニングする試験  
精度管理用適正試料の作製検討．食品  法で．「食品中に残留する農薬等に関  
中ダイオキシン類検査．組換え遺伝子  する妥当性評価ガイドライン」（平成19  
技術応用食品検査．残留農薬等の一斉  年11月15日食安発第1‖5001号）によ  4  2  0  0  29  7  0  0  0   
分析法の検討．鼻毛捜査ならびにアレ  リ攫準的方法で評価を行うことになっ  
ルギー検壬試料の作製に関する検討を  た。模擬試料を用いた研究協力機関で  
試み．概ね良好な結果を得た。また．外  のGC／MS，LC／MS／MSによる一斉分析  
部精度管理体制の整備・積菱を題り．よ  法の精度管理では極めて有効な結果を  
リ充実化した検査成頻の信頼性確保シ  得．平成20年度食品衛生外部精度管理  
ステムについて寄与した。  調査の一項月として準備している。  

乳幼児食品中の有害  17  1g  食品の安  五十君 綽信  食品からの有害化学物質等の成人の  乳幼児食品の摂取iは、餞達文献及  CODEXの乳幼児用調製粉乳の国際規  乳児用調製粉乳の胡乱にあたっては、  読売新蘭夕刊（2008年3月8日付）記事   
物質及び病原微生物  心・安全確  摂取i調査は実施されてきたが、成人  ぴ、国民健康・栄養調査のデータを活用  格作成作業部会（2007年6月カナダにて  70℃以上のt温水を用いることという内  こて、粉ミルクの細菌対策について取リ   
の暴露調査に関する  保姓進研項  とは著しく異なる食品摂取をする乳幼児  した。乳幼児2．400名を対象とする乳幼  開催）の議論にあたり、研究班の調査  容がl己戴されることになったが、その根  上げられた。   
基礎的研究  に対してこれまで系統的な摂取i調査  

は行われていない。乳幼児は、一般に  
成人よりも化学物質や有害徹生鰍こ対  
する感受性が高く、成人の調査結果を  
外挿することは適当でないと思われる。  

3    3  0  8  8  0  

そこで、調製粉乳、ベビーフードなどの  
乳幼児用食品について、摂取時期・摂  
取iの把握を行い、乳幼児における食  
品からの有害化竿物質の摂取iや有  
盲動生物等への暴露の可能性を把握  
し、それぞれの暴露リスクの検討を行っ   

食品を介するBSEリ  17  19  食品の安  佐多 散大郎  t新のBSE診断および検査技備に閲す  BSEのリスク解明を目的としており臨床  脳・脊髄組織による枝肉等の汚染防止  BSE－8の23ケ月非定型例、BSE－9の  前述したマウスヘの伝達試験の中間報   
スクの解明等に閲す  心・安全確  る研究では、6時間で終了する免疫組  的観点とは意義が異なる。   対策のSSOP菓を食肉衛生検査所に配  21ケ月若齢牛、そして判定保留の神奈  告結果が朝日新聞の1面、読売新W等   
る研究  保推進研究  線化筆法のほか、多くの方法で進展が  付した。舌扁桃の除去法を科学的に検  

あった。BSEリスクの解明に関する研究  証した。   終わったことについては、中間報告とし  
では、実験動物への伝達試験で多くの  て食品安全垂■会プリオン調査会で報  
成果が得られた。脳・脊髄組織による枝  告された。またt終年虔には牛肉の消  4ti  98  0  0  117  51  10  0  0  
肉等の汚染防止対策のSSOPを作成し  貪に関する意識調査を行った。   
た。めん羊サーベイランスの結果が得ら  
れ、佐世保非定型BSE例の解析も進ん  
だ。総じてユニークな学術的成果が得ら  
れた。  

83   



既存添加物の成分と  17  19  食品の安  山崎 牡  1）DPPHラジカル消去活性測定法、  1）含有成分の解明が遅れている既存領  これまでの既存添加物成分規格では有   

品質評価に関する研  心・安全確  ABTSラジカル消去活性測法、スーパー  加物品目の中でも特に成分研究が遅れ  効性評価が軽視されてきた。有効性を   

究  保線進研究  オキシドアニオン消去活性測定法に基  ている酸化防止剤、苦味料、増粘多糖  
づく食品添加働の抗酸化力価測定法の  類、ガムベースに主点を直いて研究し  

標準試験捜作法の原型を作ることがで  たが、それらの成分情報と品質評価の  

きた。また、2種類の抗酸化剤を混合し  ための新たな分析手法の原型を作成で  
たときの併用効果はおおむね相加的で  きた。♯界独自で自主規格作成が困難  
あると考えられた。2）昧鳶センサーの応  と思われる品目を中心に基礎情報が得  5  7  0  0  20    0  0  0  

答パターンから、含有される苦味成分の  られたので、今後の成分規格案傭傾に  

基本化学構造がある程度推劇できた。  活かすことが期待できる。2）食品添加物  

また、味覚センサーの苦味項目値の壬  の抗酸化力価測定法を一般試験法に  
出式を再検討し、従来は味覚センサー  導入するための技術的めどがついた。  

で測定されなかった物質も苦味強度を  酸化防止剤の規格試験法として期待で  
示せる可能性が得られた。  きる。   

食品中に残留する農  17  19  食品の安  松岡 英明  化学分析結果の不確かさの推定は」統  食品分析において、分析結果が国際的  分析法における不確かさを推定する前  日本美羊会、日本防菌防衛学会、など   

藁等の規格墓礫に係  心t安全確  計的解析捜作の上では、信頼性区間の  に正当性を得るには、その分析値の不  掛ま、その分析法がバリデーション（妥  における研究尭雇を通じてパブリックコ   

る分析法における不  俣推進研究  推定と変わらない。特に、食品分析で  確かさを提示することが要請されてい  当性確認）されていることである。本研  メントを得るようにしたが、特別に公開シ   

確実要素に関する詭  r不確かさ」を議論する場合は、その  る。この要請に応えることは行孜的に繋  

査研究  個々の分析結果が、統計的解析に耐え  急の課題であった。本研究は、この課  

るように、誰が実施しても同じ結果が得  捏遂行のために実施され、以下に記す  
られるようなプロトコールに基づいて得  ガイドラインを通知した。不確かさの蛙  
られたものか、という点が重要である。  定法に関して、国際的には所謂トップダ  0  0  3  0  6    0  0  0  

それには、分析を繰り返し実施して、そ  ウン法が推奨されている。対比されるボ  
の統計的バラツキを実測することが必  トムアップ法の検証も必要と思われる  
要である。本研究でも、そうした実測の  が、行政科学的には、前者のみでも十  
結果に、提唱したガイドラインの妥当性  分機能し、有用な成果と判断される。   
を実証している。したがって書門的に十  きるようになったことは、行政的に大き  

分意畦のある結果となっている。  な成果である。   

書水産食品の微生物  17  19  食品の安  宮原 美知子  食品に対するサルモネラ試験法を確立  ガイドラインに提稟予定であるが、現在  サルモネラに関しては、H5年食肉製品  日本食品微生物掌余日19年の学会でこ   

等の試験方法に閲す  心・安全確  した。科学的根拠が少ないままに使わ  の所は審議されていない。   に関する試験法を改訂することになり、  の研究班のテーマが取り上げられた。   

る研究  保推進研栗  れてきた方法等にコラボ実験を行い、検  機傷菌に対応した、有亨化学物質を尭  

出感度の立証も行った。少数菌も、硫化  生させない検査法として、また、液卵検  

水素産生性に関わらず検出できる試験  壬も充分であることから、食品全体のサ  

法である。黄色ブドウ球菌は分離検出  ルモネラ試験法として通知されるように  
培地を含めたコラボ研究が比較検討さ  働きかけたい。サルモネラ検査法の効  

れる。腸炎ビブリオ試験法は現行の試  串化が進む。黄色ブドウ球菌の検査法  6    7  10  14  2  0  0  0  

農法を整備し、より判定しやすい方法へ  も現在直接塗抹だけの方法であるが、  

修正を行った。また、生鮮魚介類の成分  
規格を短時間で判定する方法をPCRに  損傷菌に対応していないことが考えら れ、今回の提案の増菌を伴う菌数測定  
求め、腸炎ビブリオ検出に特性の★い  法を採り入れ検出力があがる。腸炎ビ  

プリオはもう少し検討されれば、適正な  プライマーを作製し、その検証を行つ  
た。今後、その使用法をさらに検討した  試験による、判定迅速化に天献できる。   

食肉における家畜・雲  食■検査所における■インフルエンザ  
寓のウイルス疾病に  心・安全確  スの検出系の開発および各種人用迅速  の一時検査に用いる人用迅速診断キッ  
関する研究   保推進研究   診断キットの鳥類由来ウイルスでの評  トのうち反応性や捜作憎を比較した結  

価、PCRによるウイルス検査のための  黒から、検査所で準備しておく製品の選  

核酸抽出法の基礎条件検討、および多  定に有益な情報提供をした。  

種類病原体を一括検出するマイクロア  0    0  0  2  0  0    0   

レイを試作した。さらに、牛やイノシシに  
ロタウイルスが、エゾシカでE型肝炎ウ  
イルスの感染があることが分かった。  

食品中に含まれるア  17  19  食品の安  事理須 厚雄  1、食品中のアレルギー物実検査法開  1、水産加工食品（海苔、いわし稚魚、す  平成19年3月23日 第32回 食品の表  1、エビ、カニの表示も務化にあたり、  シンポジウム 食品安全への取組み（平   

レルギ一物質の検査  心・安全確  発（EUSA法、PCR法）が進んだ。1）甲鮫  リ身、二枚貝）から甲殻類由来タンパク  示に関する共同会議平成20年2月27日  表示の範囲を決定するエビデンスを提  成18年度厚生労働科学研究 食品の安   

法開発に関する研究  保線進研究  類、イカ、サバ、イクラ、ダイズ、キウイ  貢が検出された。原材料に甲殻類を便  美事・食品衛生手i会食品衛生分科会  供した。2、「アレルギー物質を含む食品  心・安全確保推進研究手♯）日時：平成  
フルーーツ、クルミ、バナナ、豚肉、牛肉、  表示に関するQ＆A」の改訂にあたり本  

ゼラチンのEUSA法の開発。エビ、タイ  研究班で得られた成果が反映された。   
ズ、クルミはバリデーションでも良好な  
結果を得た。2）エビ（カニと区別可能）、  6  51  16    65  13  14  

カニ、サケ．サ／く、ダイズ、キウイ、ウル  

ミノくナナ、牛肉、豚肉、鶏肉に対する  
PCR法の確立。1）甲穀類、魚類、魚卵、  
ピーナッツ・ナッツ類の交差反応性の棲  
度やそれに関与するアレルゲンに閲し  
て新知見が得られた。   があるという回答も多かった。   

象1  
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放射線照射食品の挨  17  19  食品の安  宮原 誠  放射線照射食品の検知法の内、熱発  TU去は食品安全部通知法となり、検疫  成果報告会を2回、TLの講習会を1回   
知技術に関する研究  心・安全確  光法（TU去）について検討を行い、再現  所等で輸入食品等の検査に利用されて  

保推進研究  性が高く、検知惟に優れた方法を開発  いる。   
し、その正答率は98％であった。これを  
公定通知試験法とした。さらに、検知に  4  0  4  0  27  4      0  
特別の設備が不要な微生物的方法の  
内、菌数法と放射線耐性菌法を検討し、  
行政スクリーニング法として、利用が可  
能であることを示した。  

食品中に残留する抗  山  19  食品の安  堀フ工 正一  現在．食品中に残留する抗菌性物質の  今後．通知試験法として採用されるよう  今後．通知試験法として採用されるよう  今後．通知試験法として採用されるよう   
生物質の分析法に蘭  心・安全確  分析法は」C／MS／′MSを用いた機器分析  成果をまとめる予定である。   成果をまとめる予定である。   成果をまとめる予定である。   

する研究  保推進研究  法が主流であるが．抗菌性物質の残留  
の有無をスクリーニングする手法として  
より簡易で高感度な微生物学的書式験法  7    0  0  20  0  0  0  0  

を開発した。更に微生物竿的試験法で  
陽性が示唆された場合、残留する抗菌  
性物質を特定する機器分析法等を開発  
した。  

DNA塩基配列変化を  
直接検出する遺伝毒  心・安全確  わせてDNA中の突然変異を正隆検出す  
性試験法の開発に闇  保推進研究   る方法の開発を行った。検出感度の向  
する研究   上と効率的なアツセイ法が実現すれば、  

表現型に依存せずDN人中の任意の部  0  0  0  0  0  D  0  0  0   

也で直接突然変異を検出する次世代の  
遺伝書性試験として応用できることが期  
待される。  

フッ素樹脂加工された  18  19  食品の安  大鹿 元撞  フッ素樹脂加エされた食品用器具・容器  我が国の法規制ではフッ素樹脂は食品  フツ兼樹脂加エされた食品用器具・容器   
食品用器具・容器包  心・安全確  包装の安全性に関して、高温に加熱し  衛生法の器具・容器包装の規格基準に  包装は生活に密着した形で広く使用さ   
裟の安全性に関する  保推進研究  た際に発生する熱分解物、および製品  おいて個別規格は設定されていないた  
研究  中に残存するペルフルオロ化合軌こつ  め、合成繊脂の一般規格が適用される  

いて調査した。これらの問題について  のみである。本研究の結果から、フツ兼  
は．国内の製品について調査した報告  0  0  0  0  【  0  0  0  0  
はほとんどない。そのため、これら製品  に対しての規制の必要性の有無を検討  
の使用において生じるリスクを検討する  することが可能である。   き起こす可能性のある製品やその使用  
際に重要な資料となる。  方法などについての注意を促すことが  

でき、健鷹被書を未然に防ぐことが可能  
となる。   

医薬品の環境影響評  17  19  医薬品・医  西村 哲治  医薬品の環境影響評価法に関する捏  近い将来、米欧等における医薬品の環  学会等では、米欧の書式行的な取り組み   

価浅に関する研究  療機器等レ  盲として整理すべき課題について、規制  境影響に関するガイドラインが作成さ  に学んで、本邦での取られるべき施策  

キ’ユうトIj－サイ  の考え方の原則、対象となりうる物質、 の れ、本邦においても同様の施策が求め  についてのモデル的検討が行われてい  
エンス総合研  評価方策、生態毒性（PNEC）の椎茸  られる気運となった際には、設置される  る。下†己はその一例である。ワーク  

究  法、予測環境欄眉（PEC：暴露濃度）の  であろう審議会における参考文書として  ショップ5環境書性評価法の現状と今後  
推定法、ならびにそれぞれについての  取り上げられることになるものと想定さ  0  0  0  0  0  l  0  0  0  
評価法の諸点について整理し向後の参  れる。  と展望WS5－2化学品の法規制と環境  

考としてまとめた。得られた環境濃度の  生物保全WS5－3動物用医薬品の環境  
推定、生態舞影響濃度の推定等の試算  影響評価WS5－4医薬品の環境影響と  
式の作定緒果は、今後のこの領姐こお  米・欧・日における規制の現状ランチヨ  
ける書門的学術成層として広く用いられ  ン5医薬品麺の環境リスク評価   

るものと期待される。  
薬効及び副作用発現  17  19  医薬品・医  干葉 寛  1）アジア人のウルフアリン投与i（約  1）今回の結果を含めた一連の研究成果  具体的に取り上げられたことはないが、  今回の研究により、多数のトランスポー  扇riらによリ2報の英文総説が研究成果   
の人種差に関わる遺  僚機器等レ  3，Om巳／日）が白人の平均値（約5．0汀唱／  こより、米国のウルフアリン添付文書に  今回の結果虐含めた一連の研究成果に  クーや作用発現に関係する遺伝子の多  として発表され、越前らによりよって暮   
伝子多型に関する研  キ’ユうトリーサイ  日）と比較して約50％促し＼のは、主要な  おいて同業物の臨床効果と暮性の個人  より、米国のウルフアリン添付文書にお  型と奏効発現や副作用発現との関係の  籍の♯として研究成果の一部が1己逆さ   

ワb 臼  エンス総合研  ウルフアリン作用蛋白であるVKORClの  間変動にCYP2C9およびVKORClの遺  いて同薬物の臨床効果と手性の個人間  基礎的および臨床的治験が♯積され、  れた。前者は世界中の研究者が苛む総  
究  遺伝多型が原画であることを明らかにし  伝多型が関係するとの言及が追l己さ  変動にCYP2C9およぴVKORClの遺伝  今後の行政に生かされるものと考えて  訣誌であり、大きなインパクトがあったと  

た。2）SLCOIBl＊15変異のホモ接合型  考えている。   0  26  3  2  丁  3  0  0  0  
は塩酸イリノテカンとSN－38の体内動態  
に大きく影響し、肝取り込みが低下する  
ことにより生じる体内蓄積が圭属な副作  
用の原因となることを明らかにした。   

とを初めて示唆した。   
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生物由来の医療機器  
に関わる国際的調和  僚機蕃等レ  連性の検討のため、マウスを用いて、コ  
に関する研究一埋設  キ◆ユラトリーサイ  ンベンショナルな条件または無菌条件  
型医療機器素材の安  エンス総合研  下での異物発がん性試験を実施した。  
全性評価の再評価と  究   無菌条件下で肉3＋／一マウスでは埋植部  
国際調和－   位における腫瘍発生はガラス埋穐群で  

認められたが、プラスチック群では認め  
られなかった。また、そのガラスによる  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

腫瘍発生率はコンベンショナルな条件  
下で飼育したp53◆／－マウスでのガラス  

埋植群に比較して低かった。これらの結  
果、「細菌共存環境」が埋植材料の発が  
んを促進することが示唆される結果が  
得られた。   

臨床及び非臨床の  17  19  医薬品・匡  吉川 裕之  本研究の成果のうち、妊娠と薬に関して  何よりも、実地臨床においてこれまであ  従来わが国になかったリスク分類基準  SEA分類は実際に医療現場で役立つも  平成20年2月10日に弘済会館（東京都   
データに基づく医薬品  僚機器等レ  従来行われてきた臨床研究の解析結果  る薬剤の催奇形性について的確な情報  として提唱できたSEA分乗引ま、催奇形性  のを巨指し、現在の医薬品添付文書の  千代田区）において、推進事1として漬   
の催奇形性のリスク  キ’ユラトリーサイ  は、この領域の研究の正しい方向性を  を得られなかった医師・薬剤師に、必要  リスクの具体的評価法を新たに確立す  肥載にも反映されやすい形でのリスク  濱発表会「妊娠とくすり－リスク分類の   
分類に関する研究  エンス総合研  明らかにし、今後のそうした学術研究の  かつ十分な什報を提供する手段として  る際の指標として役立ち、さらに、その  分類である。したがって、少子化の進展  現状と新たな展騨－」を開催し5つの講  

究  発展に不可欠なデータを示すものであ  S亡A分類を提唱できたことが、臨床的観  手法を用いて妊婦及び授乳婦に使用さ  や国民ニーズの多様化・■度化が急速  演を行った。研修認定薬剤師制度の認  

13  35  36  l  26  22  0  0  5                                                                          る。また、動物実験データの評価に闇す  点から見た七大の成果である。これは、  れる医薬品のリスク評価の全面的な見  こ進むわが国において、安心して子ど  定早世2単位を取得できる講演会とし       る研究成果は、ヒトの奇形発生に関与  絶対禁忌医薬品の投与の回避と根拠  正しを行えば、「妊婦及び授乳婦に対す  もを生み育てる環境を整備していくのに  て、多数の薬剤師が参加した。医薬品  
する薬剤の評価法の進歩につながるも  のない人工妊娠中絶の減少に結びつ  る医薬品使用に関するガイドライン」の  役立ち、行政的観点からも価値が高い  の催奇形性のリスク分類に関する現状  
のであり、今後の生殖発生手性羊の進  き、結果的にすべての妊娠患者、広くは  構築に結びつくものである。   内容である。また「妊娠と藁情報セン  と問題点、および解決の方向性とSEA  
展に大いに寄与するものである。  すべての女性に対して利益を与える成  クー」事♯を効率よく推進することに寄  

果である。  与すると考えられる。   みを広く周知させることができた。   

有害事象に関与する  1丁  19  医薬品・医  長谷川 隆一  抗がん剤併用療法で、患者既往歴、投  抗がん剤併用療法で発生する有害車女  現時点ではガイドライン作成等の予定  今後の医薬品頴付文暮の改訂、業物動  製薬企業研究者が参加する研究集会   
薬物動態相互作用に  僚機器等レ  与法、支持療法等の条件の違いで有害  やその発生率の予測により、併用療法  はないが、トランスポーターの薬物問相  憩・相互作用ガイドラインの改定等、本  で、研究成果を発表し、その有効性を梓   
関する研究  キ●ユラ＝－サイ  事象の種類と発生率に違いが生じる可  の貫の向上が期待出来る。日米欧の添  互作用の予凱こついては、「薬物相互  研究の成果が反映されるものと期待さ  捷的に訴えている。また、研究成果が  

エンス総合研  能性を示した。グルクロン酸抱合、トラン  付文●での相互作用の記載状況把握  作用の検討方法について」（医薬亨発  れる。   分かるホームページを作成した。  
究  スポーターを介する相互作用の添付文  により、よりよい添付文書の†己戴のあり  第813号）（2001／06／04）において提案  ●   ▲         三 ● ●        ●   ニ ・三・  

書への反映状況を調査した。薬物間相  u8html   

互作用のリスク評価のために、ヒト組  
繊・遺伝子発現系を用いたjnvi廿0評価  5  8  0  0    4  0  0  
システムを確立し、試験成果の一般化  
を可鰍こした。invi廿0試験からの予測  
を実証するための実験動物としてサル  
の有効性を報告した。研究成果は、  
JPET、DMD誌等、薬理学・薬物動感苧  
領域の一流誌に掲載されている。   

果である。   

植え込み聖文はイン  17  19  医薬品・医  勝呂 敵  植え込み型インプラント医療機器の不  植え込み型インプラントの不具合は、日  植え込み型インプラント医療機器の不  植え込み型インプラント医療機器の不  植え込み型インプラント医療機器の不   
プラント医療機器の不  庶機器等レ  具合は厚労省あるいは医僚機器医薬  ♯生活機能と社会復胤こ強く関与して  具合情報の報告に関する十分な認識が  兵舎発生の詳細を知ることは医療行政  具合什軌こ関するシンポジウムを日本   
具合情報の収集及び  キ■ユラトリーサイ  品機構への報告義務の周知がtも圭  いる。各医療機器の持つ特徴と不具合  医療者にないことから、関連学会と連携  的観点から必要である。現時点では厚  骨折治療学会と協力の上、平成19年に   
安全性情報の提供の  エンス総合研  羊である」匿れた臨床効果の獲得がな  発生頻度などを知ることが必要である。  し広報活動をすることが重要であり、不  労省と医療機器医薬品機櫓への報告  開催し、班■の研究内容を公表し、骨折   
あり方に関する研究  究  されている一方、一部であるが不具合  不具合集計では、集計期間が短いため  具合情報報告のガイドラインには未だ  義務が課せられているが、医療者の誌  治療を書門に行っている会■に情報提  

発生が報告されている。この研究班で  に、全体的な傾向と見るのは無理があ  適さないと考える。   識が不十分であることから市場におけ  供を行った。またインプラント垂■会に  
の目的である不具合情報の周知概底  ることを注意すべきである。特に埋植機  る発生率を知ることは不可能である。隋  て不具合情報を積極的に検討する委■  
のシステムにtも有効な方法は、関連  器の場合は、埋植時期と不具合発生時  15  12  0  0  60  7  0  0  0                                                                                                             達筆会の広報ニュースなどを介しての  会が作成されるに至った。また日本整  

学会との連携にて使用者への注意喚起  期の時間的ずれが大きいことから注意  啓蒙にて漸次報告が増加している。こ  形外科学会インプラント妻■会にて鮭  
に有用である。不具合情報の共有化は  の後不具合内容の解析を医療者と製造  
インプラントを受ける側、医群書及び製  業者ヘフィードバックすることで不具合  
遺業者へのメリットが多い。すなわち匡  発生の低減と予防が可能と考えられ  
療者の問題解決と製造業着は機器の  た。   
改良・開発に結びつくものと椎零され  
る。   る。  

輸血用血液の細菌感  17  19  医薬品・医  大戸 斉  献血の際、初流血除去は多くの先進国  初流血除去とt性能保存′くッグの導入  血小板製剤による敗血症の予防と対応  欧州（英国、フランスなど）が先行して血  公開班会議を開催（2007年7月27日－   
染防止と血小板製剤  療機器等レ  で導入されている。当研究班の初流血  に伴い、200丁年11月から日本の血小板  策に関する手引き（2008年1月20日）  液安全監視体制（ヘモビジランス）が国  28日、福島県立医科大学）   
の有効性期限延長に  キーユうトリーサイ  （30mL）除去についての報告を受けて、  製剤の有効期限はこれまでの72時間か  主導で世界的に構築されてきている。こ   
関する研究  エンス総合研  初流血除去は2007年3月から全国の赤  れまで日本赤十字社が行ってきたヰ血  

究  十字血液センターに中人されることに  副作用サーベイランスを補完する形で、  
なった。日本で開発されたPO－80′くッ  血液製剤一連の流れ全体リスクを正確  
グにて7日間保存した後、同人新鮮血小  に評価・把握する新たな体制の機業が  
板とともに返血し、生体内の回収率と血  期待される。血小板製剤は将應に亘っ  2  ¢  2    5  0  2  2  
小板寿命を比較測定した。保存血小板  て、有効期限を延長する必婁性を内在  
の回収率は新鮮血小板の82％、生体内  している。優れた保存ノくッグが開発され  
寿命が81％と良好であった。PO－80俣  た現在、細菌試験を併用するなどして、  
存血小板製剤の7日間期限延長は十分  7日間への延長を視野に置いて、検討を  
可能である。   明である。東京都赤十字血液センター  続けるべきである。  

内の有効期限切れ数が62％減少した。  



輸血用血液の安全性  17  19  医薬品・医  岡田 義昭  これまでBSE由来プリオンのinv－trO感  我々が得たBSE感染欄胞を用いて、異  血惑製剤の安全性を確保するためにフ  
向上のための異♯プ  療機器等レ  染系はなく、■∩Vivo による評価がなさ  禦プリオンタンパクの産生iを指標にプ  リオン除去効率を検討することが求めら   
リオン検出系の開発  キ●ユうトリーサイ  れていた。我々が培養に成功したBSE  れていたが、適当な系がないために評  

エンス総合研  由来のプリオンは、長期間の絶代に  価が困難であった。我々の系をさらに改  

究  よって細胞株に軌化した株と考えられ、  良することで、測定システムがより安定  

感染細胞から培養液中に感染性を持つ  化すれば、血液製剤でのプリオン除去  0  0  0  0  5  0  0  0  0  
プリオンが産生される。非感染細胞を用  の評価に応用できる可能性がある。   

いると4旦間前後で感染価が測定可能  
であり、invivoに比べ短時間で結果を  
得ることができる。さらに脳乳剤に比べ  
て血液に類似していることから除去等  

の註価に書薔モすふ♪老王ら九る＿   輸血副作用の全国的な報告体制確立  
の把握とその対応に  無機器等レ  のため報告表の統一化を園り、その有  が普及すれば、全国共通な認識の主に  が確立されれば、HIV薬害などの重要な   

間する研究  キーユうトリーサイ  用性が評価された。輸血副作用の基準  事例に対しても行政としてより迅速な対  
エンス総合研  となり得る値が壬定された。バッグ当り  応を取ることが出来るようになる。  

副作用発生率は全体で15％、製剤別  TRAUに関しては、女性由来のFFP投与  

ではRCCO，6％、FFPlO％に対し、PC  による術後呼吸障害への影響が示唆さ  
は3．丁％と有意に高率であった。内訳で  れたものの、未だ不明点が多く、更なる  
は潜血、感染症は少なく、殆どが免疫  症例の蓄積を要する。献血車♯におけ  

2  5  31  4  54  14  0  0  0  

竿的副作用であり、特に碁麻疹等のア  る女性由来製剤排除には更なる根拠を  
レルギー反応が2～ユ％と高頻度であっ  要し、我国での低発症率、ドナー数減少  

た。保存前白血球除去により副作用は  等の諸問題を考慮に入れた慎圭な検討  
RCCで有意に減少、FFPでは不変、PC  が必要である。   
では減少傾向はあるも明確でなく、全国  
調査では有意差はなかった。   た。  

献血時の問診、説明  17  19  医薬品・医  中よ 一格  現行の献血に関する説明文書と献血時  献血時に用いられる問診票や献血の説  効果的な問診を可能にする問診票や献  
と同意に関する研究  僚機器等レ  の問診票について、献血者の閲読状況  血の説明文暮の改訂は、良質な献血者  

キーユラトリーサイ  や理解眉を調査し、説明や質問への評  による安全な血液を確保することで、血  

エンス総合研  価、改善を要する点を検討して、説明文  液事業行政と輸血医療の向上に工献す  
究  書と問診票の改訂案を作成した。これら  る。献血者へのHIV検査通知に関する  

の改訂はより良質の献血者を効果的に  方針の策定は、世界では例外的な現行  

確保するのに有効である。HIV検査通  の川∨陽性献血者に対する対応を改善  
知を検討するに当たって、献血時の本  して世界標準に一致させ、血液事業を  

0  0  0  0    0  0  0  0  

人確認の効果を横言正した。本人確認は  国民に対して開かれた透明性の高いも  
検査通知不要者や通知不達者を減少さ  のにするで   
せ、良寛の献血者確保に効果があっ  
た。さらに、HlV検査遺矧こ関する現行  
の不明朗な対応を解消する対策を提案  
できた。   

臨床事例を活用した  り  19  医薬品・医  澤巴 蹟文  本システムは、医療従事者の貞質向上  本研究の遂行により、1）医療現場から  本研究において確立した臨床事例の解  VODによる教育研傭コンテンツ提供シ  薬事日報2006年6月30日号で紹介   

実践的薬草教育研修  僚機器等レ  こきわめて有用なシステムであると同  の事例素材の効果的な収集法の檀箋と  析手法の一部は、日本医師会「医療従  ステムに関して、その運営委託先であ  された。研究会（ヒヤリハット事例に半ぷ   
システムの確立とその  キ’ユうトリーサイ  時に、薬物治療に関連したさまざまな問  その実践、2）事例の体系的分類・解析  手首のための医療安全対策マニュア  る特定非営利活動法人医薬品ライフタ  「薬剤♯辣リスクマネジメントj研究会）   
評価  エンス総合研  題点や創案ニーズを医療現場から吸収  と教育的臨床事例への加エ、ならびに  ルj作成の過程で活用された。   イムマネジメントセンターは、薬剤師認  を2006年5月及び2007年7月の二回開  

究  することができるシステムでもある。した  3）教育的臨床事例の提供による、薬奔  定制度認証捜繊よりプロ／くイダーの認  催した。本システムの道営事務を継承し  

がって、美学的観点から見ても、創業や  師のl謹床美学的スキルの教育、という  証を受けた。そして、本研究成果の一環  た特定非営利活動法人医薬品ライフタ  

製剤改良、膏薬にとってきわめて有用  サイクルを安定的に運用し、教育的饉  0  0  l  0  0  0  0  0  2                                                                                            であるVOD育藁セミナー及び会場型  イムマネジメントセンターは、本システム  

なツールとなりうると考えられる。また、  床事例を間斬なく作出し．多櫓な媒体を  膏薬セミナーが、DL〟認定薬剤師研修  の社会実装に関して、科手技術振典機  

リスクマネジメント半の観点からは、他  用いて、広く医療従事者に提供すること  制度（全臨で唯一認められた「特定領  楕社会技術研究開発手業「研究開発  
の社会科学温域こも応用可能なコンセ  ができた。椎葉したシステムは、薬剤師  域認定制度」である）の認定単虻となっ  成果実装支塩プログラム」の実装支援  

プトを提唱するものとして、学術的にす  た。   対象に選定された（平成20年度よリ3  

ぐれた享土会実験結果であるといえるだ  年間）。   

ろう。   修システムであるといえよう。  

プラスティック製医療  本研究におし＼て、DEHPの代謝物と考え  

機器の安全性に閲す  療機器等レ  用いられているDEHPの生体内活性物  られていたMEHP投与により特にマウス  

る研究ブタル酸エステ  キーユラトリーサイ  賞と考えられているMEHPは、近年プラ  において腎毒性が強く発現し、さらに神  

ルDEHPとその活性  エンス総合研  スティック製用具をガンマ滅菌する辛に  桂毒性が惹起される可能性が示唆され  
代謝産物MEHPの比  究   より溶出することが明らかにされている  たことから、MEHPは大i投与ではある  

がDEHPとは異なる書性を示すことが明  
2  13  0  0  25  9  0  0  0   

較毒性学的研究   が、本研究で実施したマウスおよびラッ  
トを用いた毒性実崩で，MEHPは神経毒  らかになった。従って、本研究の成果は  

性および腎毒性等DEHPとは異なる幸  医療用臭から溶出するMEHPの書性評  

生を示すことが示唆された。  価に際して、新たな情報として活用され  
ることが期待される。  
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個人輸入による未来  18  19  医薬品・医  久保田潔  サリドマイドを例にとり、未承認菓の便  SMUDを稼動させた結果をもとに未承認  本研究は新たなガイドライン等の開発  SMUDは、サリドマイドの藁監証明発給  SMUDに関する報道が、日本経済新聞   
認薬の医療機関にお  僚機器等レ  用量錨■管理システムであるSMUD  薬の医療機関における安全対策のあり  こは関与していないが、SMUDは、サリ  申請に必要な添付文書の発行機籠をも  ‖■＝ ●＝  ＝：  ▲ こ● ＿   
ける安全対策に閲す  キ◆ユラトリーサイ  （SafetyManagom8ntSyStOmfor  方を明らかにしようとした本研究は、世  ドマイドを処方する医師が、わが国に存  つ点で、薬事行政に直接千載し得る。ま  Trlbuno（2006年9月21日）、朝日新即   
る研究  エンス総合研  UnapⅣ0VOdDrugs）をW由上に作成して  界的にもほとんど例がない。医療機関  在する未承認美に関する唯一の公式の  た、SMUDの本格稼動は、SMUDを永続  （2007年1月4日夕刊）、読売新聞（2007  

究  試験運用を行い、SMUDをサリドマイド  こおける安全対策実施の確認について  ガイドラインである「多発性骨髄性に対  的に運用可能な機関（新運用センター）  年2月26日夕刊）等でなされた。本研究  
の「リスク最小化ツール」の一つとして  はSMUD稼動後の課題となったが、  するサリドマイドの適正使用ガイドライ  に移転して行う方向で検討することと  の成果の一部が第13回日本美剤疫学  
評価した。   SMUDは、薬剤の使用状況を医師等に  ン」（日本臨床血液学会作成）に従い、  なったため、本研究班は新運用セン  会シンポジウム（東京、2007年10月21  

0  0  10  4  7  6  0  2  4                                                                                                                確認する注意喚起システムの機能をも  薬剤を適正に使用していることを確認す  クーの婁件について検討し、その結果を  日）で発表され、その内容がM8dca】  

つ点、藁監証明発給申請時の添付文書  るとともに、薬剤の使用状況等を登録す  「サリドマイド使用登録システム  Trlbune（2008年1月24日）に掲載され  
発行機能が一部条件付使用許可の側  （SMUD）の導入管理及び運用に係る調  
面をもつ点、及び重篤有害事象報告に  連仕樺暮（手業）」としてまとめた。この  

関する情報を共有するしくみを医師等に  仕樺暮稟は、厚生労働省によるSMUD  
提供する点で、診療頂欄でのサリドマイ  の導入管理と運用に係る調達に関する  
ドの安全使用体制の構築にT僻すると  予告要求の基礎資料となった。   
思われる。   

医薬品添加物の安全  18  19  医薬品・医  戸部 満芳夫  収載件数は495成分であり、この成分  臨床的な研究でないが、医薬品を使用  書査担当者など、薬事行政に関係する  
性情報の活用に閲す  療機器等レ  を医薬品添加剤協会のホームページ上  する研究者が医薬品を構成している、  担当者に医薬品添加物の安全性の確   
る研究  キ’ユラトリーサイ  にデータベースとし閲覧できるようにし  認のに役立つ。   

エンス総合研  た。アクセスにあたり当分の間、書門専  0  0  0  0  0  0  0  0  0  
究  の評価を仰ぐため医薬品添加剤協会の  

会■及書門家に閲覧が可能とした。   

特殊免疫グロブリン  特殊人免疫グロブリン製剤の製造に必  
の国内製造に係わる  僚機器等レ  要なiの原料血弊を国内献血により確  
基礎整備に関する研  キーユラトリーサイ  促するための方策を検討し、抗HBs人  
究   エンス総合研  免疫グロブリンと抗破傷属人免疫グロ  

究   プリンについて、免疫付与（ワクチン淳  
種）により抗体価を高めたドナーから採  
歎するためのガイドラインを策定した。  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

特殊免疫グロブリン製剤の国内需給  
は、厚労省の血液事業部会において、  
その基本方針が確認されたところであ  
り、本ガイドラインはその実施に向けて  
具体的な指針となることが期待される。   

輸血用血液製剤の安  18  19  医薬品・医  水落 利明  遺伝子多型を網羅するリコンビナント抗  肝炎ウイルス（HBV．HCV）およぴHIVの  本研究で実施されたHBV－ONAおよび  
全性向上に関する研  僚機器等レ  原（HBsAg．HCVcoreAg．HlVgagAg）  感染を早期にかつ正確に診断すること  HCV－RNAについてのNATコントロール   
ワb  キーユラトリーサイ  は抗原検出キットの性能検査に非♯に  サーベイの結果は薬事・食品衛生審議 会血液事業部会安全技術調査会に報  

エンス総合研  有用であることを示した。またこれらの  
究  抗原を用いてキット間で測定感度に違  告された。   

いがあることが明らかになり、今後の抗  
原検出キット作成において有用な什報  20  0  0  0  0  0  0  0  
を与えることができた。HBV一仙ITおよ  
ぴHGV－NATのコントロールサーベイの  
結果、全ての施設における全てのキット  
において目標検出整度（100ル／mL）を  
達成していることが示された。   デーションすることができたことも臨床  

的観点からの成果である。  

血液製剤に対するエ  18  19  医薬品・医  山口 一成  1，血液製剤は、エンドトキシン試験法  血液製剤の発熱試験法としてエンドトキ  本研究の成果は、血液製剤の品質基準  従来のウサギを実験動物として用いる  従来のウサギを実験動物として用いる   
ンドトキシン試験法の  僚機器等レ  に対する反応干渉は軽微であるが、人  シン試験法を導入できる可能性が高い  である生物学的製剤基準において、従  発熱試験法に替わって試験管内試験法  発熱試験法に管わって試験管内試験法   
適用と基準化に閲す  キ◆ユラトリーサイ  アンチトロンビンIE製剤には強い反応阻  ことを示した。実際にエンドトキシン試験  乗のウサギを実験動物として用いる発  であるエンドトキシン試♯法が基準化さ  であるエンドトキシン亘式横法が用いられ   
る研究  エンス総合研  書活性のあることを明らかにした。2．血  法が導入されれば、従来のウサギを用  熱試験法に替わって試農管内試験法で  れれば、血液製剤の品質管理の轟度化  るようになれば、血液製剤メーカー及び  

究  液製剤には、ライセート試薬のG医仔・を  いた試験法と比較して感度、精度及び  あるエンドトキシン試験法を導入するた  のみならず、試験コストの削減、動物福  国家検定におけるウサギの使用数廿刊  
活性化する物質が含まれている場合の  威され、動物福祉（3Rs）の観点からの  
あることを明らかにした。3．凝固因子系  文献となる。   0  0  6      4  0  0  0  
の血液製剤がエンドトキシンの発熱活  
性を増強する一方、人免疫グロブリン製  
剤は発熱活性を抑制することを明らか  
にした。以上の成果は、第6回国】野動物  
実験代替法学会にて報告し、反響を得  
た。   

我が国における探索  19  19  医薬品・医  大野 泰雄  総合科孝枝術会議で作成を勧告された  医薬品開発のための早期探索的l藩医  マイクロドーズ試t剣こついての指針案  近日中に厚生労働省よりマイクロドーズ  医薬品開発支援機檎（APDD）のシンポ   

的臨床試験等のあリ  僚機器等レ  マイクロドーズ試験とより高用iでの早  試験を1）マイクロドーズ試験、2）華美  は厚生労働省より、パブリックコメントに  試験実施のための指針およぴその被挨  ジウム（2008．3．13）でマイクロドーズ試験   
方に関する研究  キ◆ユラトリーサイ  期探索的臨床試験についての指針案を  効用i探索的臨床試験、およぴ3）薬効  付された。   物質に品質確保のためのGMP指針が  指針案について報告した。それに基づ  

エンス総合研  作成した。この中で早期探索的臨床試  用i探索的臨床試験にわけて定義し、  通知される予定である。また、今後の医  いて多面的に議論され、新肌＝も報道  
究  験実施に必要な非欄床試験の範囲に  それぞれの実施に必要な非届床試験  0  0  l  0  3  0  0  l  0                                                              薬品機構での守護に有用な治験届け  された。また、5月24日には探索的臨床  

ついて考零した。また、非l首床試験緒果  の範囲と手l鼠を示したことから、今後の  や治験相談等に関する考えをまとめ  試験についてAPDDのシンポジウムが  
に基づく安全な初回投与iの設定方法  た。   開催される予定である。   
および薬効用i推定方法を示した。   

■ －  
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信頼性崩査のあるベ  19  19  医薬品・医  濃凄 裕司  GCP信頑性調査に対する見解や問題  GCP信頼性調査は、治験に参加する  国階共同治験推進会護ln   

き方向性に関する研  僚機纂等レ  認識が、椴積・治験依頼者・医療機関そ  被験者の人権、安全及び福祉の保護を  Hamamabu（平成ZO年1月26日於アクト   

究について  キーユラトリーサイ  れぞれにおいて異なっている側面が明  シティ浜松中ホール）を開催した。本研  

エンス総合研  らかとなった。本研究を通じて、GCP実  究成果を発表するとともに、アジアと連  
地調査の一般的な指摘事項についての  摸した治験の推進、響至の迅速化（体制  

積極的な情報公開、GCP実地調査を治  整備等含む）に向けた課題に対して活  

験実施中に可能とするような制度改革・  発な議論を行い．その内容は静岡新  

運用改善、書面の正確性よりもシステ  0  0  0  0  2  0  0  0  l  
ムとしての信頼性に焦点を置いた信頼  げられた。   
性調査のあり方、など今後のわが国で  
のGCP信頼性調査のあるべき方向性を  
提案した。さらに、日本、米国、EUの3捷  
間でのGCP信熱性調査に関する対照表  
を作成して相違点を明らかにした。   

医療機器・医用材料  19  19  医薬品・医  早川 喪夫  今回提示された指針案では、亘式験項目  確認申請資料の内容やガイダンスの整  今回提示された指針案が平成19年12  今回標示された指針案をもとに、平成  平成20年3月14日、第7回日本再生医   
のリスクアセスメント  僚機器等レ  の多くは例示であること、その解釈、運  傭を行なうことにより、細抱・組織利用  月25日、薬事・衛生審議会の生物由来  20年2月8日 藁食発第0208004号 ヒト  療学会、厚生労働省、医薬品医療機儒   

手法開発に関する研  キーユうトリーサイ  用は製品の特性や適応などを考慮し、  製品等の研究開発の推進、申請や承認  部会で報告された。   （自己）由来細胞や繊維を加工した医薬  総合機構共催のシンポジウムにて、「ヒ   

ヴb 臼  エンス総合研  科竿的合理性に基づきケース′くイケー  の円滑化が図られ、既存の医薬品や医  品又は医療機器の品質及び安全性の  ト細胞組織加工医薬品等の品質及び安  
ワb  スで行ってよいことを明曹己した結果、試  確保について が発出された。   全性の確保に関する指針の改訂に閲す  

駿実施の要否についての考え方の差を  る説明会」として取り上げられた。   
埋めることが可能になることが期待され  

6  1ユ  12  0  6  5  0    0  

る。その一方で、申請者は、試験の実  
施の是非、試験項目、試験指標などの  
選択に関して、その妥当性を十分に説  
明することが求められることとなった。   

専門薬剤師制度の在  19  19  医薬品・医  伊賀 立二  HIV感染症専門薬剤師、妊婦・授乳嬢  チーム医療の一員として薬剤師がエイ  HIV感染症専門薬剤師、妊婦・授乳婦  H【∨感染症書門薬剤師、妊婦・授乳鳩  日本病院薬剤師会が展開している、が   
リ方及び実辣実習の  書門薬剤師制度が確立することにより、  ズ患者、妊婦・授乳靖の患者の薬物療  書門薬剤師制度における認定事♯を行  書門薬剤師制度により、一定以上の資  ん書門薬剤師、感染制御■門薬剤師に   
在り方等に関する研  キ■1ラトリーサイ  高度な薬物療法の知識と技能を待った  法を円滑に行うには、高度な薬物療法  うために必要となる認定申請資格要  質を待った書門薬剤師を輩出すること  続く書門薬剤師制度として設置すること   

エンス総合研  薬剤師が輩出されることになり、エイズ  の知識と技能が必要である。このため  件、認定基準等を策定したことにより、  こより、どの医療機関においても患者に  が期待されているHtV感染症■門薬剤  

僚機器等レ  患者、妊婦・綬乳婦の患者の薬物治療  には、この領域の薬物療法における書  平成20年度のHⅣ感染症書門薬剤師、  標準的な薬物療法を実践することが可  師、妊婦・授乳嬬専門薬剤師がチーム  
こ書門的な知識を駆使して、治療薬の  門薬剤師を養成することが必要である。  妊婦・授乳婦■門薬剤師の認定に備え  能となり医療の均てん化を図れる。ま  医療において担当する♯辣内容等につ  
選択、処方設計への助言、服薬コンプラ  た、診療報酬改訂時に薬剤師が関わる  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

イアンスの向上等に井献できる。   業務として診療幸E酬でフィーされること  

薬剤師、妊婦・授乳婦書門薬剤師を養 めのカリキ が期待される。   
成するた研修ュラム等を策定  
しており、その成果として日本病院薬剤  
師会が展開する書門薬剤師制度の立ち  
上げを実現させた。   

化学物質による子ど  
もへの健康影響に関  スク研究   評価に役立つ基礎的知見を得るため  
する研究一恒常性維  に、脳神経系、免疫系、内分泌系の発  
持機構発達の過渡持  生・発達過孝呈における特性に注目して  
性に立脚したリスク評  分子生物学的基盤に立脚した研究を推  
価研究－   逢し、有用な知見を得た。特に獲得免  

疫系とは異なり、成長と共に発達すると  22  124  2  0  98  74  0  0  0   
いう概念の無かった自然免疫系につい  
ても、成長に応じて機能が成熟するとい  
う特筆すべき結果を得た。「子どものリ  
スウ評価」を科学的に検討するために  
は、更に基礎研究を続け、科学的根拠  
となる知見を集積する必要がある。  

化学物質による子ど  
もへの健康影響に関  スク研究   連・発育段階の子供への影響を、胎児  
する研究   期を含めて検討するために、従来の毛  

性竿試験等と異なり、初期発生胚のモ  
デルとしたES細胞を用いて、化学物質  
のエビジェネティツクな影響を検出可能  
なゲノムワイドでのDNAメチル化解析法  
を開発した。これを用いてヒト血中に存  14  6  0  0  18  10  0  0  0   

在する程度の低濃度の化学物質がエビ  
ジュネティツクな影響を与え得ることを明  
らかにし、今後の検討における必要性と  
重要性が示唆された。   家庭用殺虫剤の代表のビレスロイド系  

農薬、世界で使用されている有機リン  
系農薬。  
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化学物質の軽気道暴  
宗による毒性評価手  スク研究   で捕捉不能であった低濃度吸入暴露に  
法の開発、高度化に  よる生体影響が遺伝子発現解析により  
関する研究   検出可能であることが示された。これに  

より、シックハウス症候群など、従来の  
動物試験での症候検出可能濃度とヒト  
に於いて報告される症候発現濃度の隋  0  13  2  0  26    0  0  0   
たりが指摘されてきた課題克服の端緒  
が得られた。更なる解析とデータの蓄積  
を続けることにより、肺を第一の標的と  
した影響わみならず、血液を介した全身  
影響、あるいは嗅覚を介した神経影響  
等を包括的に評価することが可絶とな  
ると期待される。  

化学物質の評価にお  17  19  化学物質リ  林 真  カテゴリーアプローチにおけるグループ  本研究の成果は、カテゴリーアプローチ  本研究では、Ja四∩チャレンジプログラ  平成1丁年5月20日にカテコリーアフロー   

ナるカテゴリー・アブ  スク研究  化手法の検討を行うと共に、主としてヒ  に関する日本版ガイドラインを作成する  ムの候補物質の中からスポンサー登録  チに関する公開シンポジウム（第一回力   

ローチの高度化に闇  ト毒性の種類や強度の観点から化学物  際に重要なサポートデータになると考え  がなされていない物質を選択し、カテゴ  テゴリーシンポジウム、東京）を開催し   

する研究  貫をカテゴリー化し、一括評価するため  られる。   リー評価の妥当性を検討した。この結果  
の基礎的検討を行った。具体的には、力  を元に担当企業がデータギャップを補完  
テゴリーを構成する類似構造物賞を遼  することでカテゴリーアプローチが可能  
択するためのデータベースを作成し、主  となり、Japanチャレンジプログラムに直  

にJap8∩チャレンジプログラムの候補物  ロ  45  2  2  3¢  47  0  0  0  
質についてカテゴリー評価の妥当性を  本研栗の成果を基に、カテゴリーアブ  
検証した。さらに、OECDや各国による  ロ▼チをより広く採用していくことで、十  
活動について調査を行い、近年、化学  分な書性什報の得られていない多くの  
物質の安全性評価におけるカテゴリー  化学物質の安全性評価を迅速に実施  
アプローチの主要性が益々増大してい  することが可能と考えられる。   
ることを明らかにした。  

毒物劇物の事例解析  円  19  化学物質リ  長谷川 和俊  リスク低減化を目的にした事故車例の  毒物劇物の安全施策は、事故事例を基  毒物劇物を貯蔵または取扱う化学品製  ●毒物劇物に係わる事故事例は、厚労  ●成果軌こ関して、学会等で公表して   
こ基づく安全管理創  スク研究  活用に関して、●多量の事故事例を基  盤にしたリスクベースの評価を根拠に  造菓、輸送業および翫売業に関して、  省と消防庁から公表されており、両者へ  きた他に、都道府県の毛物劇物壬旦当課   
生に関する研究  こ、その事例解折および要因分析を行  構築されることが実効性の視点から垂  ●事故事例を収集し、要因分析の結果  の重複割合は10％程度である。また、  等からの喜l濱依矧こ応じて現場での実  

い、事故の実笹つまリリスク環境を明ら  要である。従って、事故韻壬は、精緻に  を基に、ハード面とソフト面の視点から、  それぞれの事故の発生原因の特性に  施の促進を図った。平成柑年度の総括  
かにする方法論を提示した。原因に閏し  厳格で、正しくなければならない。原匪  安全施策へ資する事故原因の実態を明  ま大きな違いがある。従って、書物劇物  研究報告暮は全国の都護府県の毒物  
てハード面とソフト面の要因ついて事例  調査には、物質特性（物理的、健康およ  らかにした。●要因分析の轄集、現場  こ関するリスクの低戚施策は、両者の  劇物担当課へ配布し、幾つかは電子  
解析を行うことによって、安全施策へ実  び環境）および設備・装置特性からなる  の実情∴資料を基に、実効性が期待で  事故車例から得られるリスク環境に相  ファイルの請求に応じた。●化学品製造  

0  3  0  l  3  4  0  0  l                                                                                                    効的に資することを明らかにした。●リ  物的なハード面と人的および管理から  きる危害防止規定のモデルを構築し、  応したものであるペきである。●書物劇l  ♯の手許ノスクの低減を図ることを目的  
スク低減を図るチ＝ツクリスト方式の定  なる組織的なソフト面からの視点で捕え  重点的に実行すべき安全管理および安  軌こ係わる事故の原因は、危険物、ホ  に、書物劇物リスク管理セミナーを干葉  
i化危険性評価法を開発し、その方法  ることが不可欠である。さらに、拡大原  全対策を提案した。●リスク低減を図る  圧ガスなどに係わる事故に比べると、  科学大学主催、日本化学会等竿会、日  
論を提示した七億々の事故事例から  因についても同様な視点から調査され  チェックリスト方式の定呈化危険性評価  基本的な安全事柄が遵守されていない  本化学工業協会等業界団体協層で開  
チェックステートメントを見出し、ステート  る必要がある。この基盤整備がなされ  法を開発した亡大中小の事業所へ適用  ことに依っている例が多い傾向にある。  催した。企業の環境安全埋当者や地方  
メントの重複度および要因分析の結果  て、定呈化リスク評価が可能になり、実  でき、事業所毎に個別の安全施策が倭  安全教育、リスクヘの自覚を促すなど  公共団体の防災保健担当者ら100名  
を踏まえて定i化を行った。   効性の高い安全施策の創生を可能にす  

る。   功去に終了した。   

化学物質の標的とし  17  19  化学物質リ  大和圧L 智彦  化合物ライブラリーの合成および構築を  化学物質のリスクの解明は払床的に直  化学物質の安全性についてのガイドラ  最近リン酸オセルタミビル（タミフル）．  今回の研究を通じて．ある化合物が低   

ての模様能タンパク  行い．そのユビキタス膜タンパウ質の機  ちに役立つものではないが化学練達  インはOECD．押HO．ICHをはじめ国内  メチルフェニデート（リタリン）などの医薬  濃度で興味深い薬理作用を示すことが   
スク研究             貫発現系を利用したリ  能に対する作用について作用点・作用  こ基づく影響の種類を分類し 体系化し  舛で広く検討され続けている懸案であ  晶．あるいはメタミドホスグリホサート  確認された。これについては 特許申請   
スク評価法に関する  メカニズムの解明を行ったという点で．  たデータベースを構築することにより．  リ現在でも増加の一途をたどる多種の  などの農薬など．予想外の使用あるい  を行った。   

研究  有機化学的および薬理学的に意義があ  将来的に日♯および病床における中寺  化学物質の効率的な安全性の評価は  ま潜在的なリスクが社会的に問題にな  
る。また．リスクの可能性のある化竿物  症状に対する対処．予防など毘民の  国際的にも大きな課題である。今回の  ることが多い。このような状況に迅速に  

0  14  0  0  10  2  2  0  0  

貫の繍造に書目した評価系の確立とい  健康に資する可能性がある。方向性は  研究成果は化学檀遺に基づいた体系  対応するためにも．化学物質の安全性  
う点でリスク評価における新しい展望  若干臭なるが．生物機能制御化合物ラ  化により効率的な安全性の評価を目指  こついてのデータベース化は重要であ  
を開いたと考える。   イプラリー機構のあり方と共通しうる。  す例として有用であり．ガイドラインの改  

書に資するものと考える。   
生体の作用点、特に  q  19  化学物質リ  高木 篤也  核内受容体に作用し、内分泌かく乱を  本研究成果は、核内受容体に作用し生  スケノーニンゲ系のうち、ERαアゴニス  本研究により、厚生労働省「内分泌かく  本研究により得られた核内受容体作用   

核内受容体及び関連  スウ研究  始めとした生体影響を及ぼす危険性の  体に悪影響を及ほす危険のある化学物  トレポーター遺伝子測定系については、  乱化学物質の健康影辛に関する検討  物質のターゲットと成り得る烏器由来細   
転写因子群に昔日し  ある化学物質を対象に、標的分子であ  賞の効率的選別及び詳細試験に供す  OECDにガイドライン化がほぼ終7し  会」における「試験スキーム」の基礎と  胞扶についての横内受容体及び関連   

た化掌物質の毒性発  る核内受容体の機能に基づいた各種ス  る化学物質の優先順位リストの充実へ  た。さらにERαアンタゴニスト測定系、  なるデータを得た。また、スキーム中の  因子の遺伝子発現解析結果のデータ   

現機構の解明や妻性  17  22  0  0  20  18  0  l  0                                                         クリーニング手法の横漆と大規模スク  寄与するとともに、詳細試験の方法や  ARアゴニストアンタゴニスト測定系に  スケノーニング試験前2段！軌こ関する試  ベース化を行い、医薬基盤研究所細胞   

予瀞一手法の開発を行  リーニングによる検証を行い、特徴の異  評価基準の作成の参考情報として、内  ついても、OECDガイドライン化に向け  験法及びその評価に資する間違データ  ′くンクホームページにて公開した。   

う研究  なる手法の組合わせにより効率的かつ  
信頼性の高い評価が可能となることを  Form）の提出を行った。   

示した。   
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環境ナノ粒子の動脈  1丁  19  化学働眉リ  岩井 正志  環境微細粒子の代表として水溶性フ  ナノ粒子の動脈硬化発症過程における  空気曝露などで血液中のナノ粒子の濃  問題となっている自動手練気ガス由来  水溶性フラーレンを環境レベルの濃度   

硬化促進メカニズム  スク研究  ラーレンと炭素粒子を選び、細胞への正  作用点は、初期段階に血管内皮細胞を  度が本実験レベルに到達することはま  環境炭素蘭子に関しては、体内に侵入  で長期間細胞培養するとやがて細胞自   
の解明  接作用及び吸入・緑気遣曝露の影響を  障害し、その後マクロファージを活性化  ず、考えられない。また、産業ナノ粒子  して細胞手性を引き起こすというより  身の性質が次第に変化し、よリー居棚  

観察した。水溶性ブラ∬レンは、細胞内  させ、変性LDLの細胞内への取り込みを  の場合特殊条件化で蕎よ度のナノ粒子  ま、肺局所での炎症反応が全身性に波  胞増殖能を持ち、かつナノ粒子に耐性  
でプロテアゾーム・エビキチン系を活性  促進し（泡沫化）、泡沫化した細胞から  こ曝露されることがありうるが、当初は  及し、動脈硬化性疾患を進展させると考  を待った細胞が出現することを明らかに  
化し、細胞死を招来することを明らかと  分泌されたMMPによってプラークが破  急性書性の危険性を想定していたが、  えられた。1n－ⅥVO、in－∨止roともに低よ度  した。この轄果は．極低よ産のナノ粒子  
した．ナノサイズ炭素粒子の吸入曝扁  碇し、ADPによって活性化、凝生した血  本実験から強い手性は確認できなかっ  慢性曝露の良い評価方法は現時点で  でさえも培養細胞に長期間嘩属すると  
l  9  0  0  3  0  0  0  0                                                                                                    によって、炭素粒子の生体内侵入は認  小板が血栓を形成し、心筋梗基へ進展  た。但し、憬墳中と同レベルの濃度のナ  ま確立できていないが、細胞培養を用  化学的変異頂として作用し得ることを示  
められなかったが、肺局所における炎  すると椎零している。大気中の微小粒  ノ粒子に長期に亘って曝露するとどのよ  いたⅣelimlnaryな検討では、染色体臭  唆するっ  
症反応の惹起から動脈硬化性疾患の  子は炭素、有機化合物、重金属などか  うな変化が現れるのかは今のところ不  ♯、がんなどの疾患に関与する可能性  
進展を増悪させることが明らかとなっ  
た。   肺組織での炎症、循環血中への侵入に  

より動脈硬化が進展すると思われる。   

胎児期・新生児期化  17  19  化学勧賞リ  渋谷 津  細胞や組織の正鴬な発達にとって不可  発達期甲状腺機能低下症は、注意欠  平成19年3月19日に開催された、厚生  

竿物質暴扇による新  スク研究  欠な甲状腺機能の低下影響は、化学物  労働省の第19回内分泌かく乱化学物賞  

たな毒性評価手法の  賞作用による各種の発達遅延の基本的  の健康影響に関する検討会で、本研究  
確立とその高度化に  なインパクトを構成する、あるいはそれ  の成果（途中種過）を紹介し、いわゆる  

関する研究  に類するものであり、本研究において、  「子どもなどの高感受性群」に対する施  
この様な発達障害作用系に着目して確  策に繋がる議論に情報提供した。   
立された定i・定性的な評価手法は、  
発達期での神権系や免疫系の障害性  0    0  0  19  3  0    0  

あるいは寛がん性に関する基盤的な評  
価手法として学会等で評価された。耐容  
i等の設定に関する調査研究では、評  
価事例の動向に関する情報収■・検束  
データベースを完成したので、リスク評  
価の現場に利用できる。   

化学物質感受性の個  17  19  化学働眉リ  永沼 手  化学物質による健康被害を最小限に止  いくつかの化掌物質に対して実際にス  スケノーニングで同定された遺伝子群  多くのシンポジウムに招待され喜l濱を   

人妻を決定する遺伝  スケ研究  めるためには、遺伝的ハイリスク（電燈  について化学物質寺性との関係を更に  

子的雲居の検索とそ  受性）グループを特定して．それらの  詳寵に検討することによって、安全性評  

の作用棲積解析  人々を対象とした安全性評価が必須で ある 価に必須の遺伝子産物が明らかになる  
。本研究によって、はヒトのほとん  ものと期待される。   

ど全ての遺伝子に対応するsiRNAを用  
いた網羅的スケノーニング方法が樹立  0  16  0  0  44  8  0  0  0  
された。本法を用いることによって、感  
受性決定に関わる遺伝子群の全容解  
明が可能となり、その意教は計り知れな  
いものがある。実際に、化隼物質毒性  
に関わることが予想もされたなかった因  
子が同定されるなど学術的にも大きく事  
献した。   

本研項は、胎児、乳幼児の脳神軽系  現在アメリカで社会問題化していがヒ   

よぴホルモンラ舌性同  スク研究  での悪影響が強く懸念されているビス  

時測定法による化学  核内受容体結合能お  17  19  化学物眉リ  下葉康幸  ビスフェノールAがエストロゲン関連受  フェノールAの特異的核内受容体ERR  

物質リスク評価  内分泌かく乱化学物質がヒト横内受容  γの同定に成触したように、化竿物質  
体の真正なリガンドとなり得ることを初  に対して脆弱な■団を保護するために  
めて明らかとした重要な成果であり、米  有害性評価を国際的な協調のもとで推  
園国立衛生研究所が発行元の国際苧  0  26  l  0  7ヰ  19  0  0  l  
術誌∈nvironmenta＝1eakh  「化学物質リスク研究事♯」の本貫的な  
Pers［衿CtlV郎等に掲載され、現在大きな  部分を直接的に推進するものである。  
反響を呼んでいる¢二の成果は、開発中  化学物質のスクリーニングに加えて、ヒ  
のセンシング抗体アッセイ法などにより  ト横内受容体のスクリーニングの必要  
ヒト核内受容体48種類のすべてを対象  性を明らかとするなど、評価方法の本質  
として調査すべきであることを明確に示  的な要件のあり方を明確に示した。   
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前向きコホート研究に  17  19  化学物質リ  水上 尚典  本研究で得られた先天異♯発生率デー  NICUに入院し出生時から生後1ケ月ま  環境汚染が相対的に低いと考えられて  諸外国では葉酸服用で二分脊椎など先  せ界的に子どもの成長発達に関する環   
よる先天異♯モニタノ  スク研究  タは、日本で唯一の大規模な地域ベー  で継続的に権鼻あるいは経口から栄養  いる北海道において、低靂眉レベルの  天美甘ノスクを低減させる報告がある  填保健の重要性は富みに増してきてお   
ング、特に尿道下裂、  スの前向きコーホートによるもので、非  チューブを必要とした62名の新生児のフ  ダイオキシン類・PCB類および有機フツ  が、厚生労働省はわが国の報告がない  り、わが国の保健・環境領域でも研究や   
停留精巣のリスク要  ♯に貴重な情報である。本研究には北  タル酸エステル曝露を本研究で調査し  兼化合物曝露による妊婦の母体血、臍  ことから海外の知見を頼りに妊娠可能  対策の必要性が求められてきている。   
囲と内分泌かく乱物  海道全域の大規模病院や書門病院か  たところ、塩化ビニル製チューブの使用  帯血および母乳中のダイオキシン類・  な女性に対して葉酸摂取を奨励してき  本研究による前向きバースコーホートは   
真に対する感受性の  ら開業産科医院までさまざまな規模の  こより代謝物のフタル酸モノ2エチルヘ  PCB類異性体よ度を正確に測定したこ  た。本研究では、葉酸補助剤により血  わが国七大規模のものであり、本研究   
解明  施設が奉加しており、地域の一般的傾  キシル濃度が有意に高かった。この積  とで、わが国の妊嬬と新生児の出産前  滑葉酸値を改善できる上、血清集散値  の経験は今後のわが国が進めようとし  

7  67  13  l  81  之8  0  0  0                                                                                                        向をよく反映していると考えられる。ま  果から、負の健康影響が懸念されてい  こおけるPOPs曝露の実態が初めて解  の低任が出生体重と負の相関を示した  ている子どもの環境保健の参考事例と  
た、妊婦の母体血、母乳中のダイオキ  るブタル敢エステルの曝露を軽減するた  明された。これら貴重なデータは国等の  ことから、日本人妊婦の疫学データを格  して活用できる。例えば、環境省は本研  
シン類・PCB類の異性体濃度を正確に、  めには、塩化ビニルフリーのチューブ  化羊物質の規制に関するガイドライン  拠に今後は集散価改書賓を提唱するこ  究のやり方をモデルのひとつとして全国  
かつ300から400という多くの検体数を  

測定したわが国唯一の研究でもあり、  る。   等が低出生体重に由来するという最近  
POPsの次世代影響を探る上で学術的  の報告を鑑みれば、低出生体重予防に  
意義は極めて高い。   より将来の生活習慣病予防にも資する  

ことになる。   

内分泌かく乱化学物  17  19  化学物質リ  津金 昌一郎  有機塩素系化合物などの化学物質曝  内分泌かく乱作用が疑われる化学物質  平成17年3月厚生労働省医薬食品局  内分泌かく乱作用が疑われる化学物質  子宮内膜痘の症例対照研究では、血中   
質とホルモン関連腫  スク研究  露とホルモン関連腫瘍の関連を疫学的  の人への曝露によるホルモン関連腫瘍  化学物質安全対策室より、「内分泌かく  の人への健康影響の有無を評価し、国  有機塩素系農薬類、ダイオキシン類、   
瘍に関する疫学研究  手法により検討し、乳がんのコホート内  および子宮内膜痘への影響が懸念され  乳化竿物質の現状と今後の取組一内  民の健康をやかす可能性のある化竿物  PCB類との間に関連が見られなかった  

症例対照研究により血華中イソフラボン  ている。本研究では社会で現実に人が  分泌かく乱化学物質の健康影響に間す  賞への対応策を検討するためには、疫  が、この知見が朝日新聞で報道され  
濃度との間に負の関連を観零した。また  曝露しているレベルでのこのような化学  る検討会中間報告書追捕その2－jが  学研究からの知見が必須である。しか  た。また乳がんのコホート内症例対照研  
乳がん症例対照研究では血清中有機  物質の影℡を検討し、特に有機塩素系  刊行された。引続き内分泌かく乱作用  し日本人を対たとした疫学研究はほと  究から得られた血中ゲニスティンよ度  
塩素系農薬類およぴPCB類曝露との朋  農薬類、ダイオキシン類、PCB類、ビス  が疑われる化学物質の健康影響に開  んどないのが実情である。本研究班で  の★い群での乳がんリスク低下の知見  

0  †4  l  0  7  ロ  0  0  0                                                                                                    連、また子宮内腹症の症例対照研究で  フェノールA、カドミウムおよぴフタル酸  する疫学研究の文献的検討を行い、  ま日本人を対象とした疫学研究により、  が、NHKテレビニュースおよび日維新  

ま血清中有機塩素系農薬類、ダイオキ  エステル類は子宮内膜痘と関連がなく、  ウェブサイト（http：／／epj．ncc．go．p／e虎／）  有機塩兼系農薬類、ダイオキシン類、  聞、東京新聞、沖縄タイムス、産経新  
シン類およぴPCB類、尿中ビスフエノー  また有機塩素系農薬類、PCB類も乳が  を通して情報提供を行った。また本研究  PCB類、ビスフェノールA、カドミウムお  聞、秋巴魁新聞、中国新聞、佐賀新聞、  
ルA、カドミウムおよぴフタル醒モノエス  んと関連がなく、一方、イソフラボンによ  彼のホームページは厚生労働省医薬食  よびフクル酸エステル類は子宮内膜症  北海道新聞、岩手日報、倍よ毎日新聞  
テル類との関連を検討したが、いずれも  
これらの化学物質が関与しているという  かく乱化学物質ホームページにリンクが  
証拠は得られなかった。   掲載されている。   かにし、日本人におけるエビデンスを提  

示した。   

内分泌かく乱化学物  T7  19  化学物質リ  八重樫 伸生  食物中や環境中に存在する低凛属の  生活習慣などに関する記述式アンケー  PCBと農薬（DDT、DDE、HCB）の血中  t近の20年間で内分泌かく乱物質の人   
質と子宮体がん発生  スウ研究  内分泌かく乱物質への長期暴悪と子宮  トと食物摂取頻度調査票（FFQ）を用い  濃度と子宮類内膜腺がんのリスクを検  体への影響に関する科学的な関心が－   
リスクに関する症例対  体がん発生との因果関係を症例対照研  た食品項月の摂取頻度調壬をもとに子  討したが、子宮類内膜強がんの有意な  般住民の間でも高まってきているが、本   
照研究  究により明らかにすることを目的に研究  書体癌の危険因子について解析した。  リスク上昇を示すものはなかった。日本  研究により科学的根拠に基づいた環境  

を行った。PCBや農薬に代表される内  肥満、高血圧、糖尿病の3者はいずれ  の一般住民レベルおいてこれらの物質  ホルモンに対する正しい情報の発信が  
分泌かく乱物質と子宮体がん発症リス  が子宮類内膜l操がんの発症リスクには  
クに関する報告は少なく、本研究報告  ならないことが初めて明らかになったこ  
が本邦における最初の症例対照研究と  とから、環境行政に対する提言が可能  13  0  0    2  0  0  0  

なる。PCBと農薬の血中濃度は、年齢  となる。また、メタポリック症候群構成関  
の上昇に伴い増加しており生体内への  連因子である肥済、書血圧、糖尿病と  
蓄積性が確認されたものの、徴iな内  その合併形態が子宮体癌の発症リスク  
分泌かく乱化学物質の長期暴露と子宮  と深く関連していることが明らかになっ  
体がんの発症リスクとは間違がないこと  たことはせ廣保健行政に寄与するもの  
が初めて明らかとなった。   かとなった。  と考えられる。   

化学物質の有害性の  19  19  化学物層リ  大野 泰雄  HI（毒性評価：ハザード・アイデンティフイ  HIのヒトヘの外挿性の向上や精度のホ  ガイドライン化された試験法は、既存の  各種審機会評価妻■のEJために、過去  有書性評価に関する行政的な妻■会の   

評価戦略に関する研  スク研究  ケーション）に関わる様々学問分野（病  い疫学情報を得るための、汎用的で利  エンンドポイントを検出するために最適  の評価内容等を提供できるデータベー  書門■や学会の評議委■などを対象に   
究  理診断学、分子生物学、／くイオインフオ  便性の高い暴露什報データベースや再  化されているが、現状の有害性評価に  スの積築と、評価の一工性や効率の向  個別的なヒアリングを行い、既存の評価  

マテイクス等）を総合的に取り入れるとと  解析などのための臨床（生体）サンプル  とってはミニマムセットである。より多く  上の観点からの食品、医薬品、農薬、  システムやエキスパートジャッジメントに  
0  ■  4  2  4  2  0  0  0                                                       もに、未知の毒性様式を推定でき得る  バンクの構築の必要性が提案された。  の生体影響什報を網羅的に検出できる  一般化掌物男らの評価に関する行政機  関しての問題点とその解決のための、  
ような、高度化されたHIエキスパートを  新規の試験法とその評価システムを檎  
育成する体系の設立に寄与する。  築する必要性が提言された。   れた。   

メタボローム解析およ  19  柑  化学物質リ  曽我 朋義  親電子物質は生体高分子と反応し辛性  現在、B型、C型等のウイルス性の肝炎  この研究のさきがけとなった生体内で代   
びバイオマーカーを用  スク研究  を発揮することが知られている。本研究  謝されて生じた親電子物質を示す′くイ  
いた化学物質の有害  は、化学物質そのものが親電子物質で  オマーカーの発見は2006年4月柑日付  
性評価手法の開発に  あることや、生体内で代謝されて生じた  け朝日新蘭夕刊の全国版で大きく報道  
関する研究  物質が親電子物質であることを示す  された。   

＆＃61543：＆鵬1485：duペプチド類を十数  

個を発見し、これらの  を用いた親電子物質の探索法の有用性  7  0  3  0  13  2  0  0  0  
＆鵬1543朋61485：duペプチド類がケル  
タチオンと同じ酵素で生合成されること  
も解明した。化学物質をマウスに投与  
律してバイオマーカーを測定し、化学物  
質が親電子物質であるか評価するシス  
テムを開発した。   
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公衆衛生医師等の専  （り公衆衛生従事者の書門職制度の検  
門的能力の積築とそ  機管理研究   シーを明らかにした。（2）海外の公衆衡  討の際の参考資料となった。（2）国立保  
の向上に資する教育  生従事者の書門戦制度の詳細をまと  健医療科学偏での教育研修内容の検  
研修プログラムの開  め、比較できるようにした。（3）米国に発  討に役立てた。  0  0    0  2  0  0  0  0   
発に関する研究   する公衆衛生従事者の教育研修モデル  

とわが臨の研修教育体制の歴史的検  
討を行った。  

保健師指導者の育成  17  19  地域健康危  佐伯 和子  指導者である保健師の書門職務能力  新任保健師の人材育成は、実践の場  平成18年産地域保健総合推進孝1  分散配置下での新任者の育成ならぴ  研究フィールド以外にも本研究の成果   
プログラムの開発  機管理研究  の実態調査を面接や質問紙により行  では非♯に大きな課題となっている。新  「指導者育成プログラムの作成に閲す  に中堅舌の育成は大きな課題となって  をもとに、人材育成についての研修会  

い、さらに文献検討を重ね、コアとなる5  住着育成のためには、新任者育成の任  る検討会」の第2回会議（平成18年11月  いる。これらの課題解決のためには、♯  の講師として、また研修会企画の助言  
つの能力（マネジメントカ、地域管領・憎  こあたるプリセプターを指導できる指導  †4日）に、厚生労触科学研究で保健師  場での人材育成組織づくりができる統  を行い、地域保健従事者の人材育成の  
報管理儲力、企画立案・評価能力、住  者の育成が重要である。本研究の成果  指尊者の人材育成プログラムの開発の  括管理者となりうる人材の育成ならびに  支援を行っている。  
真との協働、自己内省力）を抽出した。  は、その指導者の育成について、係長  フィールドとして実践的に取り撼んでい  組織管理的な視点を備えた指導者の育  
これらの能力を対人支援、組織・地域支  やグループリーダーを対象とする保健  る埼玉県と玉山県の担当者からヒアリン  成が必要であり、その課題に応えるも  
援、組織管理こ3区分し、6レベルからな  のである。今後、新任者の卒後研傭を  4    7  0  9  4  0    15  

る平禦時及び健康危機管理時の保健  考えるためにも、指導者育成はその葦  
師のキャリアラダーを作成した。さらに  傭の要件として重要である。さらに保健  
指導者の人材育成プログラムの開発  師の人材育成は、栄養士や歯科衛生士  
は、アクションリサーチによる実証的な  など他の保健医療従事者の育成にも応  
研究から得られた成果を活用し、プログ  用でき活用できるものである。   
ラムの方針、方法、体制の構築を提示し  
た。   

市町村合併に伴う地  17  19  地域健康危  烏帽子田 影  保健師の標準的な配置と将来予測の推  遠隔健康教室の実証実験結果ではテ  資料を茎に市町村の保健師活動の業  保健師の標牽的な配置数に加え地域  「2007年12月15日中国新聞26面（テレ   
域保健事業および自  機管理研究  計等．地域づくりのあり方やその円滑な  レビ電話にコミュニケーションの取りづら  辣別割合を推計した結実母子保健業務  づくりのあり方やその円滑な推進方策  ピを活用健康相談〉」に広島市中区の   
冶体幸手努の影響評価  推進方策に関連する諸事項を包括的に  さはあるものの．補助的なツールとして  の割合が38鍋と最も多かった。また．5  こ関連する諸事項を包括的に示した。  公民館で行った遠隔健康教室が取り上   
と今後の効率的推進  示した。特に．保健（師）活動面において  の位置づけで活用できるものと考えら  年後の保健師集頴iは．現状の1195倍  特に．保健（師）活動面において合併を有  ずられた。またNHK広島放送局の継続   
策に関する研究～市  合併を有意義なものにするための9つ  れインタビュー孟目査より地域保健活動  人口10万人当たリ46人の増であるとの  意義なものにするための9つの要素や  的取材が予定されている。   
町村保健事業（保健  の要素や．「地域をみるつなぐ．動かす能  こおけるICT（hfornlat将nand   結果を得．それにより5年後の標準的な  「地域をみるつなぐ動かす能力」に閣   
師業務）評価指標の  力」に関連づけられる6つの保健活動の  CommunicatJOnTechnology）化推進の  配置数を壬定した。今後これらの結果  連づけられる6つの保健活動の指積とし   0  3  0    2  0  0  0  

開発および同指針の  指標として活用できる視点が挙げられ  ための効果的方策が明らかとなった。こ  を幅広く公開し．活用していく予定であ  て活用できる視点が挙げられ．評価指標   
作成～  評価指標開発の枠組みとしての応用可  開発の枠組みとしての応用していくため  

籠性が示唆されることや．今後に必須と  にも．今後これらの結果を幅広く公開し．  

なるIT支援のプロトタイプの開発を行っ  活用してい〈予定である。   
た。   きるものと考える。   

健康危機管理情報の  円  19  地域健康危  緒方 裕光  現実の健康危機情鰍こは様々な側面  本研究は臨床的応用を目指すものでは  本研究を通じて、健康危機事例や対応  本研究の轄果は、国立保健医療科学院  国立保健医療科学院で運営している   
網羅的収集／評価お  機管理研究  がありそれらが互いに複雑に関係し  ないが、災害時の緊急医療や健康危機  マニュアルなどを収♯」ており、とくに化  で運営している「健康危機管理支援ライ  「健康危機管理支援ライブラリけシステ   
よび統合／提供に関  あっているため、情報の有効活用のた  発生時の医療等の現場で有効な什報を  掌物質分野の健康危機管理情報に閲し  フラリーシステム」に随時反映されてき  ム」は一般に公開されており、本研究の   
する調査研究  めには多くの課題が存在している。本  て現場対応に関する具体的な情報やマ  

研究により、健康危機管理における仲  ニュアルについて、要約と共にウェブガ  
報の収集・評価、箋充合・提供などに閲し  イドを作成した。   ものであり、同システムの有効活用ある  

0  0  15  0  ＄  0  8  0  0  

て、基本的な間超点の整理を行うことが  いは健康危機情報の効率的利用を推  
でき、このような情報システムの積築に  嬉していくことによる健康危機菅】璽♯辣  
あたって基本的な概念を提供すること  面の行政的効果は大きい。   
ができた。   

健康危機発生時の地  17  19  地域健康危  田中 智之  バイオテロを想定して、天然痘ウイルス  輸入天然痘ウイルスやサル痘では、典  天然痘ウイルス、サル痘ウイルスの検  ウイルスによる健康被害、化学物質に  健康危機発生時の検査体制の充実を   
方術生研究所におけ  機管理研究  の簡易診断法の開発、電子顕微鏡によ  型的な丘疹の診宰では臨床的診断は  査診断、電子顕微鏡による病原ウイル  よる健康被眉を想定した模擬訓繍の実  園るための精度管理の強化が検討で   
る調査及び検査体制  るウイルス検索・判定を通じた模擬訓練  それほど困難ではないといわれてい  スの判定のマニュアルは作成された  施から、マニュアルの策定、要領の策定  き、今後の取り組みに大きな影響を与   
の現状把握と検査等  を行い、全国地方衛生研究所に健康危  る。しかし、同病の病期や非典型例では  が、ガイドラインの作成にはいたってい  が出来た。さらに、健康危機発生時の  えた。マイナスのイン′くクトとなるが、榛   
の精度管理の体制に  機対応能力の向上や意識向上をさせ  鑑別診断は主要で、そのためにはウイ  ない。また、化学物偏による健康被害  連携について、問題意識の確認、検査・  擬訓績では、伝統ある衛生研究所にお   
関する調査研究  た。その上で、健康危機の原画となるウ  ルス学的診断が必須である。化学物眉  の原因物質特定においても、マニュア  情報等の密な連携構築が確認できた。  いても正解、正当が得られず、検査体  

2  2  0  0  4  0  0  0  0                                                                                        イルス、化学物質検雇の精度管理の実  こよる健康被害においても、皮膚症状、  ル、あるいは要領の作成を行ったが、ガ  特に近畿ブロック内では、連携の向上  制の見直し、研修会の増加等による取  

活を把握しつつ、モデル要領を訓練を遇  り組みの改善が見られた。   
じて実効性の検証・問題点の修正をし  
つつ作成し、健康危機発生時の連携積  
築の向上に向けた足がかりを高めた。   

物質特定診断としてきわめて重要で陰  
床医に寄与するところは大である。   

自然災害発生後の2  匂  19  地域健康危  大井田 隆  右書己のように、日本公衆衛生学会にお  地球温暖化と都市部での高温化現象お  これまでに発生した自然災害等への対  厚生労働省に対して保健師の派遣基準  災害時の保健師派遣の基準に関して、   
次的健康被害発生防  機管理研究  いて2廣公開シンポジウムを行い、羊術  よび高齢化社会を向かえ、今後重症の  応に関する事例分析を行い、その間題  を提言した。それによると自然災害では  マスコミに取り上げられ大いに期待が   
止及び有事における  的な成果を発表した。学術雑誌にも絹  熱中症患者の増加が推定される。自然  点を抽出し、自然災害の具体的な対応  地雷発生での1都道府県あたリ2名以  持たれた。日本公衆衛生学会において   
健康危機管理の保健  載されている。   災害時に発生する熱中症患者で中等症  のガイドラインを作成した。今後、厚生  上の保健師が2泊3日程度派遣される  災害と保健活動についての2度のシン   
所専行政機関の役割  から重症化に至る割合は、高齢者に多  ポジウムを開催した。   
に関する研究  いことが明らかになった。高齢者の熱中  9  0    0  6  2  0  0  2  

症患者の背景には、既往症を有する高  
齢青草独の世帯が多い特徴があった。  
さらに地震発生時のエコノミークラス症  
候群における行政的対応も報告した。   
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地域における健鷹危  17  19  地域健康危  舟橋 億  事例研究や当事者への対面調査、アン  北九州市医師会災害医療プログラムに  ・北九州市医師会災害医療プログラム・  研究成果の一部は、1地域防災計画」  北九州市医師会災害医慮プログラム   
機発生時の関連機関  機管理研究  ケート調査により、関連機関の固有の  基づき、開業医及び災害医療未経験の  北九州市医師会医療救護計画トバイオ  「北九州市医師会災害救護計画」に楳  は、岐阜市医師会において採用され、   
との連携及び人■・物  課題、機関聞達携等の課題抽出を行う  医師に対して、トリアージや消防と一体  セキュリティ図上演習シナリオ   用されるなど、北九州市のせ鷹危機管  福岡れ医師会においても採用されるこ   
資の搬送等に関する  ことができた。これらの課題を活かして、  理計画改定に寄与した。   ととなった。   
研究  健康危機管理で現場のt前線を遇う医   0  0  0  0  0  0  0    3  

節会の健康危機管理活動計画や災害  
医療プログラムを行政の危機管理計画  
との整合性を図りながら作成できた。   

建築物籠生における  17  19  地域健鷹危  池田 耕一  ①建築環境における健康ハザードの  日本政府は米国9・11同時多発テロ事  オープンレクチャ「建築物葡生の危機管   
健康危機管理のあり  機管理研究  対策を目的に．エアフィルタによる捕  件などを受けて．一連の対応を取ってき  
方に関する研究  井，緊急時における浮遊（感染性）微生  ているが．BCテロについて必ずしもそ  

物の検出とシミュレーションによる移動・  の発生場所を明確に想定していないの  
拡散の予測∴殺菌などに関する成果が  は現状である。本研究は．建築物内に  
集積され．更なる展開への知見が得ら  危険物質が拡散した場合を想定し．そ  
れた。（診空竜軌こ絡んだ危機管理につい  の対策を検討した研究である点．また．  

3    6  0  19  6  0  0  

ての基礎研究としての目的は遺せられ  ある種の化学テロに関しては．健康を  
ている。圭内空気汚染は平♯時も多く  確保する方策を提言している点は今後  
の四で問題になっている点であるがテ  行政の対応において参考できるものに  
口対策なども含めて検討しているところ  なっている。   
は社会的意義が大きい。  

健全な水循環の形成  17  19  地域健康危  藤原 正弘  クラスター分析等により作成した水質  浄水施設を対象としたライフ・サイク  今回成農として得られた「水道原水持  国内においては、r健全な水循環の形   
こ資する浄水・管路接  機管理研究  マップ等による水道原水水質の客観的  ル・アセスメント（LCA）を実施する際の  性確認方法の試行ファイル」等により、  成に資する浄水・管路技術に関する研   
術に関する研究  評価手法、異臭昧物質の迅速検知手法  具体的な手順やデータの収集方法、  全国の水道事業体は、自己の水道原水  究」（○－WatorⅡ、NowEpoch）成果報告  

を確立した。適切な浄水処理プロセス  ケーススタディによる実施例などを記載  水質を客観的に評価し、水道施設の更  会及び研究成果普及セミナーを開催  
選択への利用を目的として、水質面か  した「浄水施設を対象とした」CA実施マ  新時等の主要な資料とすることができ  し、また、匡l外においては、IWA－  
らの原水の分類が全国規模で行われ、  ニュアル」を作成した。また、管種別に  る。また、「鉄系凝♯剤＋膜ろ過システ  ASPIRE国際会議等において成果報苫  
幅広い情報が1積された。一方、管路  作成された既存マニュアルの知見を包  ム」の優れた水処理安定性等を確認し、  するとともに、機関誌等に論文投犠を  
施設の適切な更新に向け、管内残留塩  5  3  0  0  5  3  0  0  5                                                                                                 括的に再整理・1約するとともに、比較  水道施設の更新時における選択肢を広  行った。一方、パンフレット（和文及び英  

兼消費速度等から水貫劣化を生じる老  的容易に入手可能な必要t小限の  チることになった。一方、管内面仕様等  文）、紹介ビデオ及びホームページを作  
朽管路の抽出手法を確立するとともに、  データにより更新計画の策定を可能と  から水質劣化の大きな管践を抽出する  成し、公開するなど研究成果の普及・啓  
統計的手法を用いた管践の老朽度診断  する「水道管践の計画的更新に関する  
手法及び効率的現地診断技術の適用  マニュアル（素案）」を作成した。   の効率的な現地診断技儒の適用可能  
可能性を確認した。  性を確認したことなどは、老朽管更新や  

漏水防止対策の推進の観点から重要で  
方l雇l＿   

給水末端における水  各年度における各3回研究委■会（ひ  

貰および給水装置・用  機管理研究   機能不全に由来する水質異♯や音・振  研究計画．（夢中間報告、③暮終報告）  

臭機能の異♯監視と  動、漏水、逆流などの早期検出のため  の都度、その内容について新聞報道さ  

管理に関する研究   の機器を開発することができ、轄果とし  れてきた。   
て、これら美麗現象に対する迅速対応  
への可能性をより具体化させることがで  
きた。また、また、それらの機器から発  

0    0  0  20    2  0  0   

倍される異♯情報を活用した給水末端  
の維持管理体制を確立することにより、  
給水システムにおける衛生的問題発生  
の未然防止の可能性を高めることが出  
乗るものと考えられた。  

残留塩素に依存しな  17  19  地域健康危  国包 章一  水道における塩素消毒と残留塩兼保持  本研究は、必ずしも臨床的観点と直接  水道の総監水過程において水道水の  折しも平成19年に水道法の制定50周年  平成柑年9月＄日に国立保健医療科学   
い水道の水質管理手  機管理研究  は、わが国では熱務とされているが、こ  結びつくものではない。しかし、水速水  水質を良好な状態に保つためには、1  を迎え、本研究は、厚生労働省の水道  院において一般向け研究成果発雇会   
法に関する研究  れらを義務としている国はせ界的に見  の塩兼消毒と残留塩兼保持は、水系感  浄水処理における消書が十分であるこ  行政担当者らに水道における残留塩兼  「残留塩兼に依存しない新しい水道シス  

て非♯に限られている。本研究では、あ  染痘の生団発生と関連があると考えら  と、2．配水水質並びに配水システム（特  保持象務の今日的意義の再確認を促  テムの構築に向けて」を開催し、当該研  
えてこれらのことを正面から取り上げ  れることから、今後はこのような観点か  こ管路）の内面が良好な状態に保たれ  す上で、またとない素材を提供するもの  究における成果を中心に、水道におけ  
て、そのわが国における今日的意鶴と  らの諸外国の状況を含めた情報の収賽  ていて、腐食や生物再増殖による水質  となった。本研究は残留塩兼保持の有  る塩素消ヰの意義および残留塩素に依  
問題点につき科学的に再検討した。こ  と解析も、並行して行う必要があるもの  悪化が問題とならなしヽこと、3．配水過植  用性を否定するものではないが、水道  存しない水道を実現する上での技術的  
の結果、轄謝こはまだ到達し得ていな  と考えられた。   3  3  0  0  14  2  0  0  【                                                                                                        における外部からの汚染のおそれがな  法制定当時に比べてその有用性は明ら  課題等につき、水道分野に関連する技  
いものの、検討すべき課題の概要とそ  いこと、4．給水栓水の定期的な水質検  かに低下してきており、今後、より望ま  術者を含めた一般の万々を対象に、惰  
の取り組み方法につき明らかにすること  査などが行われていること等が、主要な  しい水道水質を確保するためには、残  報発億と甘及啓発のための活動を行っ  
ができた。本研究の成果は、書門的お  条件となることを明らかにした。これら  留塩素に依存した総記水過程での水質  た。当日は、台風接近による荒天にも  
よび学術的観点から見て重大な音数を  ま、今後、給配水過程における適切な  管理から脱却することが必要である。そ  かかわらず多数（約150名）の参加者が  
有するものである。  水質管理のためのガイドラインを策定す  

る上で、骨子となるものである。   す役割は極めて重要である。   が伺えた。   
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健康危機発生から原  18  19  地域健康危  土井 敵  健應危機管矧こ際して個人情報の取り  ガイドライン作成のための基礎資料とな  健康危機管理の個人情報取り扱いに関  今後、進展させていく予定。   
固持定に至る初動時  機管理研究  扱いで匝難が生じた事例を、全国の保  る。   するガイドラインが作成されるまで、保  
の個人情報の利用と  健所・地方衛生研究所・衛生主管部局・  健医療福祉従事者が健鷹危機管理に  
保護に関する研究  検疫所を対象としてアンケート調査によ  際して個人什報の取り扱いを、より容易  

リ収♯し、個人什報保護に詳しい弁護  にするための方彙十、すなわち1．法律的  
士の意見を元に、法律的解釈を行いガ  解釈を示した事例を自身の地域に合っ  
イドライン作成のための基礎資料を作  た形に整理し、事前に個人什報保童l書  0  0  0  0  3  0  0  0  0  
成した。  議会・審査会の判断を求めておく。2  

個人情報訂正等の請求に係る流れと窓  
口等一連のシステムの整理・広報が必  
羊で、」GWANによる情報共有と端末の  
セキュリティ強化策に努める必要性を示  
した。   

シックハウス症候群の  柑  19  地域健康危  岸 玲子  原医となる要因が多種にわたるため、こ  シックハウス症候群は、多種の要因が  保健所への質問紙調査の結果をはじめ  全国規模の調査を実施したことで、地域  第78回日本衛生学会（平成20年3月、   
実態解明及び具体的  機管理研究  れまでシックハウス症候群について充  重なって原因になることがあり、実態の  とする研究成果に基づき、保健所等の  特性に基づくシックハウス症候群の予  熊本市）では、シンポジウム「シックハウ   
対応方策に関する研  分な実態解明がなされてこなかった。本  把握が難しかった。本研究では、国際  シックハウス相談者口および一般人に  防対策が立某できるようになった。持  スの実態と対応方策について」を開催   
究  研究ではわが国最大規模の調査研究  的な定義に従い、シックハウス症候群  活用可能な「シックハウス症候群の相談  こ、北海道地区は他の地区と比べて圭  し、生物学的雲底、化学的要因につい  

を実施し、建材由来の揮発性の化学物  こ関するAn由rssonらが開発したシック  マニュアル」を作成した什マニュアル  内換気状況と湿度環境が大きく異なる  ての研究成果に加え、予防医学・医療  
賞のみならず、ケニアレルゲン、真菌、  ビル質問表MMO40EAの日本語版  の活用方法と相談フローチャートこ2 疾  など、地域特性に配慮した住まい方に  面および行政面からの対応・方策につ  
†8  16  3  2  50  n  0  0  0                                                                                       微生物由来の揮発性有機化合物  （Mizou8ら、2001）を用いた韻董で、か  病概念・疫学・自他寛症状：3原因と発  関する方策を立てる必手性が示唆され  いての口演援∴盛んな討議がなされた。  
（MVOC）、可塑剤・難燃剤、湿度環境、  つ環境測定を全戸に実施して原因の解  生瀬そして対策一4住宅等の環境瀞l  た。また、シックハウス症候軌こ関する  さらに特儀の形で雑誌に掲載される予  
住まい方等がシックハウス症候群の症  明を行った。医事新報「シックハウス症  定ニ5症状の出た住宅や職場への支  住民の直接的な用談寒口としての保健  定である（日本衛生学会誌第63巻、  
状に関与していることを明らかにするこ  候群の疫学－t近の知見－」（平成20  緩：6いわゆる「化学物質過敏症」こ7  所等の役割と課頚が明確になったこと  2008年）。  
とで、実態解明および具体的対応方策  年1月）に執筆して化学物質過敏症との  相談への対応二8内容別相談と回答  で、今後、相談機能を強化する際に参  
について大きな成果をあげた。   違いについて臨床医への啓蒙活動と  考とすべき貴重な†★報が得られた。   

なった。   
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